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ま え が き 
 

 設計製造情報化評議会(C-CADEC)は、建設産業の CAD データ交換を実現する技術開発

を目的として、平成 8 年 6 月に設立された「建設 CAD データ交換コンソーシアム」が平

成 11 年 5 月、発展的に解散したことにともない、この事業を継承するための恒常的な組

織として、建設産業情報化推進センターに設置されました。

この報告書は、当評議会の 10 年目の活動成果を取りまとめたものです。

 当評議会の活動体制としては、評議会の下に活動の基本的な方針を策定する運営委員会

を、またその下に、建築 EC 推進委員会、空衛設備 EC 推進委員会、電気設備 EC 推進委

員会、技術調査委員会の 4 つの専門委員会を置いています。

 本年度の活動としては、 
・既存成果の進展と更なる普及

・発展的検討テーマへの取組みの着手

・建築・設備分野における公共発注機関の電子納品への対応 

を柱として、活動を推進しました。

建築 EC 推進委員会では、既に刊行されている「情報共有ガイドライン」のみならず、

広く情報共有活用に係る広報・普及活動の一環として、ホームページ「情報共有のススメ」

の開設を行いました。また、今年度は、従来の 3DCAD の活用に係る検討の枠組みを広げ、

新たに IT を活用した建築生産プロセスのあり方に関する検討を開始しました。具体的に

は、国内外の BIM（Building Information Modeling）など最新動向調査を行いました。

空衛設備 EC 推進委員会では、 Stem Chain の理念の下、Stem のデータ拡充に向けた

アンケート調査や商流連携に向けた活動に取組みました。また、BE-Bridge に関しては、

ダクトや建築部材など追加要望の高かった部材について仕様を検討し、Ver.4.0 仕様を策定

しました。

電気設備 EC 推進委員会では、電設 Stem データの拡充に向けたアンケート調査や検討

に加え、電設分野における商流連携の検討、及び、電設版BE-Bridge 仕様素案の策定を行

いました。

技術調査委員会では、モバイル通信機器の活用と、建物に IP ソリューションを適用す

ることによる付加価値の向上をテーマとした講演会を開催しました。

これらの活動に際しましては、会員、関係者各位にひとかたならぬご支援、ご協力をい

ただきました。この場をお借りして、ご尽力いただきました皆様に深くお礼申し上げます。

 なお、本報告書は、本年度の活動の概要をまとめたものです。本報告書に関しまして、

ご不明の点等ございましたら、事務局までお問い合わせ下さい。

 平成 21 年 3 月 
財団法人 建設業振興基金             

建設産業情報化推進センター              
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１．平成 20 年度設計製造情報化評議会の活動体制 

 平成20年度の設計製造情報化評議会（C-CADEC：‘Construction   CAD and Electronic 
Commerce’Council ）の活動体制は下記のとおりである（敬称略）。

 

 
図 1-1 C-CADEC 組織体制 

評議会 
議長：(財)建設業振興基金 鈴木 政徳 

運営委員会 
委員長：㈱CIラボ 山下 純一 

建築 EC 推進委員会 
委員長：㈱ＣＩラボ 岡 正樹 

空衛設備 EC 推進委員会 

委 員 長：鹿島建設㈱ 前原 邦彦 
  副委員長：須賀工業(株) 三木 秀樹 

電気設備 EC 推進委員会 
委員長：㈱関電工 鈴木 義夫 

技術調査委員会

委員長：㈱熊谷組 上野 泰正 

情報共有検討 WG
主査：㈱大林組 中島 芳樹 

建築生産ﾌﾟﾛｾｽ検討 WG
主査：㈱安井建築設計事務所 中元 三郎 

Stem 検討 WG 
主査：㈱日立プラントテクノロジー 落合 孝明 

Stem 電設仕様検討 WG 
主査：㈱きんでん 井岡 良文 

BE-Bridge 検討 WG
主査：鹿島建設(株)  前原 邦彦 

電設 CAD データの３D 化検討 WG 
主査：㈱関電工 佐藤 憲一 
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２．評議会活動報告 

２．１ 活動目的 

 評議会は、設計製造情報化評議会(C-CADEC)において行うべき活動について審議する機

関として設置されており、会員および学識経験者より構成される。

２．２ 活動経過 

平成 20 年 5 月 21 日(水) 評議会

（10:00～12:00）  ・平成19年度設計製造情報化評議会活動報告について

   ・平成20年度設計製造情報化評議会活動計画（案）について
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３．運営委員会活動報告 

３．１ 活動目的 
 

 運営委員会は、評議会の下に、設計製造情報化評議会(C-CADEC)の活動に係る基本方針

の策定を担当する機関として設置されており、学識経験者、業界および会員の代表、各専

門委員会の委員長より構成される。

３．２ 活動経過 

平成 20 年 5 月 8 日(木) 第 1 回運営委員会

（15:00～17:00）  ・平成 19 年度設計製造情報化評議会活動報告(案)について

   ・平成 20 年度設計製造情報化評議会活動計画(案)について

   
平成 21 年 1 月 26 日(月) 第 2 回運営委員会

（15:00～17:00）  ・平成 20 年度設計製造情報化評議会活動状況報告

    ・新たな検討テーマについて
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各専門委員会活動報告概要 

 

 

 







４．各専門委員会活動報告概要 

４．１ 建築 EC 推進委員会 

平成 20 年度の主な活動テーマは次の通りである。

（１）実務における情報共有の普及・活用に向けた検討

（２）IT を活用した建築生産プロセスのあり方に関する検討

（３）電子納品に係る建築分野の課題検討 

４．１．１ 実務における情報共有の普及・活用に向けた検討 

（１）情報共有・ガイドラインの利活用実態調査

情報共有の利活用実態調査として、各社の情報共有に関連する取組みについて聞き取りを行

い、ASP を活用した情報共有におけるセキュリティの担保方法や情報漏洩対策、協力会社を含

めたセキュリティ対策の周知徹底、厳格な情報管理のあり方等に対する関心がうかがえた。

ASP を活用した情報共有におけるセキュリティに関しては、今後検討をより具体化する一方で、

メンバから要望の高い指針の検討等に関して議論を進める予定である。

 

 
図 4-1 情報共有に係るセキュリティ対策の課題 

 発注者 

受注者 

1 次下請業者 

2 次下請業者 
設備工事業者 

ｃ）1 次/2 次請下請に対するセキュリティ 

対策、意識の周知徹底が難しい。 

ｄ）受発注者間、協力会社間で機密情報の 

定義や、取扱いに関する共通ルールがない。 

セキュリティ

対策の指示 

不明 

設計図書 等 

・守秘契約

・著作権の取扱い

・回収対象の規定

  等 

・守秘契約

・著作権の取扱い

・回収対象の規定

  等 

あいまい 

ASP サービス 

 

セキュリティ

対策方針提示 

普及が進んでいない 

ｅ）情報漏洩リスクの分析がされていないと、漏洩発生時の影響範囲、 

被害の大きさ等が分からず、どれだけの対策が必要か計れない。 

ｂ）建設業界における ASP を活用した 

情報共有のセキュリティ対策について

指針、ガイドラインが無い。 

情報漏洩 

ａ）ASP 活用の効果が認識されず、普及が進んでいない。 
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（２）情報共有・ガイドラインの普及促進

平成 20 年 6 月、情報共有に関する HP「情報共有のススメ」を開設し、一般公開した。当

HP は、ガイドラインそのものの紹介に加え、情報共有に関する最新情報の提供、工事現場に

おける情報共有の活用事例を紹介するなど、情報共有に関して幅広く情報を発信する場として

いる。なお、開設にあたり同月に記者発表を行い、業界専門紙に記事が掲載された。

 
４．１．２ IT を活用した建築生産プロセスのあり方に関する検討 

本テーマに関しては、新しい建築生産プロセスのあり方に関する検討を主なテーマとし、今

年度は近年建築業界で注目されている BIM（Building Information Modeling）に関する動向

調査や BIM の捉え方・位置付けの検討、活用可能性に関する議論等を行った。

平成 20 年度～平成 22 年度の 3 ヶ年で成果を取りまとめることを想定している。今年度は、

国内外の事例調査と他団体の BIM・IP・IPD※に関する検討状況の確認を行った。建築生産プ

ロセスにおけるフェーズと BIM・IP・IPD という観点から他団体の検討状況の特徴を整理す

ると、次図の通り。

※BIM：Building Information Modeling  IP：Integrated Practice
IPD：Integrated Project Delivery

 

 
図 4-2 他団体の検討テーマの位置付け 

４．１．３ 電子納品に係る建築分野の課題検討 

「SXF による CAD データ交換を円滑に行うための留意事項」については、今年度も、電子

納品の対応や SXF の勉強に活用されている状況がうかがわれた。よって、今年度も最新バー

ジョンの CAD の状況について調査し、改訂版 Ver.3.3 として取りまとめた。 

BIM 

IP 

IPD 

企画 設計 施工 

 
建築学会 

IAI 日本 

 
  

①IP、IPD に関して生産プロセスをトータルで

捉え、検討を行っている団体がない。 

発注者 意匠 構造 設備 

 
JIA 

構造 設備 

維持管理 
発注者 

 

②他団体では、設計者やゼネコンの立場からの検討が主。

IP、IPD に関して、発注者や設備施工の視点からの 

検討は必ずしも十分ではないのではないか。 
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４．２ 空衛設備 EC 推進委員会 

平成 20 年度の主な活動テーマは次の通りである。

（１）”Stem Chain”の実現に向けた検討

（２）BE-Bridge 仕様改訂に向けた検討 

４．２．1 ”Stem Chain”の実現に向けた検討 

（１）商流へのデータ連携

 商流へのデータ連携については、C-CADEC とCI-NET の委員で構成する「設備分野コアメ

ンバ会議」に当 WG からメンバ参画し、商流連携に向けた新たな展開等について検討を行って

いる。平成 20 年度、設備分野コアメンバ会議より、CI-NET 側で実施されるコード変更手続

きの前提となる Stem コードの整備経緯について確認の依頼があり、対応を行った。

（２）データ拡充・利用者拡大

業務における Stem の活用状況や Stem に対するニーズ、要望の把握を目的として、当委員

会のメンバと特定非営利活動法人 設備システム研究会を対象にアンケート調査を実施した。ま

た、Stem データ配信サービスの登録データ数の拡充を図り、利用者の利便性向上、及び利用

者数を増加させることを目的とした活動にも取り組んだ。 
 

（３）Stem仕様メンテナンス

メンテナンスルールに則り、仕様改訂要望に対する検討を行うこととしていたが、平成 20
年度はこれまで特段の要望が委員から寄せられていないため、検討は行われていない。

（４）ユーザ利用状況のフィードバック

Stem データ配信サービス利用記録の業種別・機器分類別の検索条件や利用状況について、

データの解析等を行い、WG メンバに情報提供した。

 
月別検索件数（平成20年4月～平成21年3月）

0 500 1,000 1,500

2009年3月

2009年2月

2009年1月

2008年12月

2008年11月

2008年10月

2008年9月

2008年8月

2008年7月

2008年6月

2008年5月

2008年4月

（件）

総合建設業 専門工事業者 設計事務所 システム関係

工務店 メーカー 官庁・公共団体 販売店・卸店・商社

電気・ガス会社 コンサルタント会社 その他  
図 4-3 Stem 月別検索件数 

 検索者の業種別検索件数（平成20年4月～平成21年3月）

専門工事業者 ,
6,054

総合建設業, 1,244

設計事務所, 907

コンサルタント会
社, 8

電気・ガス会社, 2

販売店・卸店・商
社, 86

システム関係, 301

工務店, 206

メーカー , 360

官庁・公共団体,
18

総合建設業 専門工事業者 設計事務所 システム関係

工務店 メーカー 官庁・公共団体 販売店・卸店・商社

電気・ガス会社 コンサルタント会社  
図 4-4 検索者業種別割合 

（５）Stemデータ配信サービス データ登録状況（平成21年3月現在） 
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平成 21 年 3 月現在の Stem データ配信サービスのデータ登録状況を調べた。現在登録され

ている機器について、情報更新頻度、提供データの仕様の観点でメーカーのタイプが分類でき

る。今後メーカーにデータ提供の依頼を行う際の方針として、タイプ別にアプローチ方法等を

検討する予定である。

４．２．２ BE-Bridge 仕様改訂に向けた検討 

（１）BE-Bridge Ver.4.0仕様検討概要

平成 20 年度は、平成 19 年度に策定した「BE-Bridge Ver.4.0」について、仕様上の未決定

事項について協議した上で、仕様案の確定を行った。BE-Bridge Ver.4.0 における主な仕様改

訂事項は「設備技術者が必要とするレベルの建築フォーマットの定義」「CAM とのデータ連携

の向上を目的としたダクトの開口対応、及び、新規部材の追加」である。

 

  
図 4-5 BE-Bridge Ver.4.0 仕様（抜粋） 

 
（２）BE-Bridge利用状況アンケート

業務における BE-Bridge の活用状況や BE-Bridge に対するニーズ、要望の把握を目的とし

て、当委員会のメンバと特定非営利活動法人 設備システム研究会を対象にアンケート調査を実

施した。当アンケート調査の結果を元に、BE-Bridge のさらなる改訂に向けた検討を開始する。

 
 ２．BE-Bridgeを業務のどの場面でお使いです

か。

　②設備実施
設計
9%

　①企画・構
想・基本計画

9%

　③設備施
工・設備施工

図作成
55%

　⑥その他
9%

　⑤営業用の
プレゼン資料

として
9%

　④機器調達
9%

 
図 4-6  BE-Bridge の利用場面 

 ６-１．空調衛生設備部材（配管）のうち、今後仕様を
追加して欲しいものに○を付けて下さい。（複数回答
可）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　①SPヘッド

　②桝

　③支持金物

　④保温材

　⑤金物類、計測器

　⑥取り付け用タッピング

　⑦単線対応

　⑧その他  
図 4-7 仕様の追加要望のある部材（配管） 
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４．３ 電気設備 EC 推進委員会 

平成 20 年度の主な活動テーマは次の通りである。

（１）電設 Stem データの拡充・業務活用に向けた検討

（２）電設分野における商流連携の検討

（３）電設 CAD データの 3D 化検討 

４．３．1 電設 Stem データの拡充・業務活用に向けた検討 

（１）電設 Stemデータの拡充

東芝ライテック（株）から、施設用照明器具／住宅用照明器具／公共施設用照明器具に関す

る 7,425 件のデータをご提供頂いた。これらについて、東芝ライテック（株）の「商品カテゴ

リ名称」をもとに、Stem コードの付番を行い、データを登録した。Stem コードの付番におい

ては、昨年度策定したコード付番案を WG として承認・確定した。次表にStem コード付番対

応関係と提供データ件数を示す。

また、パナソニック電工（株）からは、照明器具の CAD データ 7,876 件をご提供頂いた。

早期の公開を目指して Stem データ付番作業を進めているところである。

（２）電設 Stemの業務活用に向けたアンケート調査

Stem データ配信サービス（電設分野）のサービス向上に向け、委員の Stem データ配信サ

ービスの利用状況や要望等を把握するため、電気設備 EC 推進委員会のメンバを対象に、アン

ケート調査を実施した。

現在のところ、電設分野において、Stem データ配信サービスの業務での実利用は必ずしも

進んでいないと考えられている。本アンケートでは、主に電設 Stem に対する期待や要望、電

設 Stem の利用シーン等について調査した。今後、調査結果を元に、将来的な電設 Stem 仕様

改訂等に向けた検討を進めることを予定している。

（３）日本電設工業協会（JECA）との連携

 （社）日本電設工業協会（JECA）資材委員会呼称統一化 WG より、平成 20 年 9 月に電気

設備の資機材コードの統一に関する協力依頼があった。具体的には、JECA が運営する「電設

資材電子カタログ JECAMEC」の機器分類体系と、Stem の機器分類体系を、呼称等の面で

統一したいという依頼である。以前より JECA とは適宜連携を図りながら活動を進めてきたこ

と等から、本依頼に関しても受けることとし、今後は、C-CAEC・JECA 双方のメリットを探

りながら協力して活動を進めることとした。
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４．３．２ 電設分野における商流連携の検討 

このテーマでは、従来から C-CADEC と CI-NET の委員で構成される「設備分野コアメンバ

会議」にメンバ参加し、検討を行っている。

平成 20 年度の同会議では、Stem コード体系の整備経緯等について確認の依頼が C-CADEC
側に向けあったものの、電気設備分野に関しては特段の意見等がなく、検討は行われなかった。

電設分野では、機器仕様に加えて多用される図面の取扱い等、見積・調達時の独自の課題があ

るため、当委員会として、これらの課題についても今後議論が進められるような体制を引き続

き整備していく。

 
４．３．３ 電設 CAD データの 3D 化検討 

（１）電設版BE-Bridge仕様案の策定 

昨年度までの検討により、電設版 BE-Bridge 仕様案は「属性項目」や「工事項目（科目）」

「対象部材」に関して大枠は固められたが、各項目の詳細定義や対象部材の仕様詳細について

の検討が残されていた。平成 20 年度は、これらについて検討を行い、未決事項の確定を行っ

た。

仕様案の検討に際し、WG では仕様に関する意見の他に、空調衛生BE-Bridge 仕様との総合

的な検討が必要になっている、との意見があった。次年度以降、どういう検討体制が望ましい

か等を含め、空衛設備 EC 推進委員会と協議・調整を行うことが考えられる。

（２）実証実験について 

電設版 BE-Bridge の実効性等の検証のため、実証実験を実施する予定である。策定された仕

様案に基づくCADへの実装準備等の状況を鑑み、平成20年度は実験計画を立案することとし、

実証実験は来年度行うという方針に決定された。 
 

 実施スケジュールとしては、CAD への実装等の準備に 2 ヶ月、データ交換の実施と検証に 2
～3 ヶ月、課題の解決策等の検討に 3 ヶ月程度を見込んでいる。本スケジュールについては、

実際の検討状況等を踏まえ、適宜見直しを行うこととする。 
 

－ 9 －



４．４ 技術調査委員会 

平成 20 年度の主な活動テーマは以下の通りである。

（１）建設現場における IT 活用動向と事例の調査

（２）建設分野における標準化動向、C-CADEC 成果の活用事例の調査

（３）電子納品の動向調査と事例調査 

４．４．１ 建設現場における IT 活用動向と事例の調査 

（１）講演テーマの検討

 平成 20 年度当初、次のテーマを候補として最新事例を文献、Web 等から調査し、委員長を

中心としたコアメンバ会議にて講演テーマの比較検討を行った。

◇技術調査委員会 講演テーマ 候補 

ａ．現場におけるモバイル関連技術の活用について

ｂ．現場における RFID 等、IC タグ技術の活用について

ｃ．施工・施設維持管理におけるセンサネットワークの活用について

ｄ．現場のネットワーキング、情報シェアリングについて

ｅ．施工中・工事後における効果的な図面管理・図面共有手法、スケジュール管理について

ｆ．現場でのロボット導入について

ｇ．現場におけるセキュリティ管理について

ｈ．国内外における建築部材の商用 DB サービスについて

ｉ．建設業界における IT を活用した環境対策について

ｊ．BIM（Building Information Modeling）の捉え方について 

（２）講演会の開催

建設現場におけるモバイル通信機器の活用と、建物に IP（インターネットプロトコル）ソリ

ューションを適用することによる付加価値の向上を講演テーマとして取り上げることとし、次

の講演会を開催した。

○講演 1：『ビルディングシステムの IP 統合ソリューションとその付加価値』 

佐々木 匡 氏、 尾山 暁 氏（シスコシステムズ） 

※図 4-8 は当講演資料より抜粋して引用。 
米国では、建物に電気、ガス、水道に次ぐ第４のユーティリティとして IP ネットワークを

張り巡らし、ビルディングオートメーションシステムを IP 共通基盤上に統合することで、建

物の管理コストの大幅削減や管理の複雑化への対応、環境への対策を実現するという取り組み

が進んでいる。照明、エレベータ、空調、防災、ビデオ監視、アクセス制御、エネルギーの管

理をする一方で、テナントに対しては高速インターネットやワイヤレスネットワーク、IP 電話、

テレビ会議システム、来客管理、電子看板等を提供し、建物の付加価値を高めている。国内で

の建物全館への無線 LAN の導入例としては、東京ミッドタウンが挙げられる。建設現場での

無線 LAN の活用の取り組みとして、米国では大型トレーラーに無線 LAN のネットワーク機器
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等を設置し、必要な場所に移動してその場で無線LAN の利用環境を提供した事例がある。

 

        
図 4-8 ビルディングオートメーションシステム   図 4-9 U メット搭載機能 
を IP 共通基盤上に統合

○講演 2：『建設現場におけるモバイル通信機器の活用（通信機能ヘルメット－Ｕメット）』 

小室 達之 氏（谷沢製作所 U メット事業推進室）

原田 健二 氏（日本電気 第二製造ソリューション事業部 第二営業部） 

※図 4-9 は当講演資料より抜粋して引用。 
 U メットのコンセプトは、今までは個別に身につけていたライト、携帯電話、カメラなどを

ヘルメットの中に入れてしまうというものである。機器を内蔵できるユーティリティを持った

ヘルメットであり、ヘルメット型のウェアラブルコンピュータといえる。動画（VGA 画質で

10 フレーム／秒）・静止画カメラ、無線 LAN、携帯電話通信機能、通話機能、GPS または赤

外線タグによる位置検出、緊急アラーム機能、倒れセンサ等を有している。

アプリケーション分野としては、現場の可視化、作業時の技能継承、位置検出、危険報知の

双方向アラームの活用が想定されている。

４．４．２ 建設分野における標準化動向、C-CADEC 成果の活用事例の調査 

 建築 EC 推進委員会において、BIM（Building Information Modeling）や IP（Integrated 
Practice）、IPD（Integrated Project Delivery）に関する動向について調査を行い、BIM の普

及動向の調査として、CAD ベンダ 3 社に国内外のBIM 適用事例をご紹介頂いた。

 空衛設備EC推進委員会と電気設備EC推進委員会において、Stem、BE-Bridgeの活用事例、

活用状況の調査として、アンケート調査を行った。調査結果からは、登録部材の拡充や認知度

向上に向けた取組みの重要性、仕様のさらなる改訂に関する利用者の要望等が明らかになった。

４．４．３ 電子納品の動向調査と事例調査 
 電子納品に関しては、国土交通省や（財）日本建設情報総合センター、（社）建築業協会等の

関連する組織・団体と連携しながら、国、地方自治体や各種公的機関における電子納品の動向

や事例について調査を進めることとしていたが、平成 20 年度は建築分野において特段の動き

が見られなかったため、講演会等を開催するに至らなかった。  
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４．５ その他の活動 

４．５．１ 活動成果物の利用・普及のための支援 
（１）インターネット Stemデータ配信サービスの機器データの充実

インターネット Stem データ配信サービスで、電設分野で登録拡充要望の多い照明器具につ

いて、会員メーカーからのデータ提供を受け、データ拡充を行った。平成 21 年度以降も Stem
仕様の普及活動の一環としてデータ拡充を行っていく。

（２）BE-Bridge仕様 部材追加要望への対応

BE-Bridge について、以前より追加要望の高かった空調衛生部材、一部建築部材に関して仕

様の検討を行い、改訂版仕様書を策定した。また電気設備に関しても改訂仕様の検討を行った。

平成 21 年度以降も実務での活用を視野に入れた検討を引き続き行い、実装・普及展開に向け

た活動に取り組む。

 
４．５．２ 広報 普及活動 
（１）説明会・講演会等の開催

設計製造情報化評議会の活動の広報、開発成果物の普及及び国内外の建設に係る標準化動向

の調査を目的として、シンポジウム、説明会、会員を対象とした講演会等を関連専門委員会と

連携し行った。（シンポジウム 1 回、講演会 1 回）

平成20年10月29日(木)  C-CADECセミナー 
（9:00～11:30）  ・ビルディングシステムのIP統合ソリューションと、 

その付加価値

・建設現場におけるモバイル通信機器の活用

(通信機能ヘルメット－Ｕメット) 

（２）ホームページの活用

会員に向けた委員会、WG、講演会等の開催案内やシンポジウムの開催案内、活動成果物の

公開情報等を逐次掲載し、評議会の活動状況を広く一般に向けても発信している。

また、今年度は委員会活動の一環として、次の専用ページを開設した。

・情報共有に係る基礎知識、最新動向等の紹介ホームページ 
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４．５．３ CI-NET/C-CADECシンポジウムの開催 
建設産業情報化推進センターが進める建設産業の情報化推進のための総合的な広報の場とし

て、情報化評議会（CI-NET）と連携してシンポジウムを企画、開催した。

その中で、C-CADEC からは「建設生産プロセスの見直しは可能か PartⅡ」というテーマで、

パネルディスカッションを行った。

 なお、シンポジウムの開催内容は次の通りである。 

開催日時 ： 平成 21 年 2 月 27 日（金）9:30～16：00
場   所 ： ニッショーホール（日本消防会館）（東京都港区虎ノ門 2-9-16）
来場者総数 ： 約 390 人 

＜プログラム＞

■講演     ：建設業の現状と今後の課題

■パネルディスカッション-1（CI-NET） ：CI-NET 普及促進に向けて

■講演              ：「建設業の信頼」について

■パネルディスカッション-2（C-CADEC） ：建設生産プロセスの見直しは可能か PartⅡ 
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各専門委員会活動報告 

 





５．建築 EC 推進委員会 活動報告 

５．１ 活動テーマ 

 活動計画に示されている今年度の主な活動テーマは以下の通りである。

（１）実務における情報共有の普及・活用に向けた検討

（２）IT を活用した建築生産プロセスのあり方に関する検討

（３）電子納品に係る建築分野の課題検討

５．２ 活動経過 
○建築 EC 推進委員会

平成 20 年 7 月 30 日(木) 第 1 回 建築 EC 推進委員会

（13:00～15:00） ・今年度の活動計画について

平成 21 年 3 月 11 日(水) 第 2 回 建築 EC 推進委員会

（10:00～12:00） ・平成 20 年度の活動報告について

   ・平成 21 年度の活動計画について

○情報共有検討 WG
平成 20 年 9 月 16 日(火) 第１回 情報共有検討 WG
（15:00～17:00） ・平成 20 年度実施計画について 

・情報共有紹介 HP について

・情報共有活用施工現場の調査について 

平成 20 年 12 月 1 日(月) 第 2 回 情報共有検討 WG
（10:00～12:00）    ・情報共有とセキュリティについて 

・HP「情報共有のススメ」のコンテンツについて 

平成 21 年 2 月 18 日(水) 第 3 回 情報共有検討 WG
（10:00～12:00）    ・情報共有に係るセキュリティ対策の検討について
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○建築生産プロセス検討 WG
平成 20 年 7 月 11 日(金) 第１回 建築生産プロセス検討 WG コアメンバ会議

（15:30～17:30）    ・新 WG 立ち上げの経緯について確認 
・活動内容の検討

・スケジュールの検討

・人選の検討 

平成 20 年 9 月 11 日(金) 第 2 回 建築生産プロセス検討 WG コアメンバ会議

（14:00～16:00）    ・WG 立ち上げの経緯について 
・活動内容・スケジュールについて 

平成 20 年 11 月 28 日(金)第 1 回 建築生産プロセス検討 WG
（13:30～15:30）    ・WG の趣旨について 

・平成 20 年度実施計画について

・BIM に関する他団体での取組み状況について 

平成 21 年 2 月 4 日(水) 第 2 回 建築生産プロセス検討 WG
（13:30～15:30）    ・BIM に関する他団体の取組み状況について 

・BIM に関するベンダ各社の取組み状況について 

平成 21 年 3 月 3 日(火) 第３回 建築生産プロセス検討 WG コアメンバ会議

（13:30～15:30）    ・平成 20 年度活動の取りまとめについて 
・平成 21 年度の活動計画案について 
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５．３ 活動結果 

５．３．1 実務における情報共有の普及・活用に向けた検討 

（１）情報共有・ガイドラインの利活用実態調査

情報共有の利活用実態調査として、WG メンバ各社の情報共有に関連する取組みについて

聞き取りを行った。調査では、各社の情報共有の導入動向に関する話題に加え、ASP を活

用した情報共有におけるセキュリティの担保方法や情報漏洩対策、協力会社を含めたセキュ

リティ対策の周知徹底、厳格な情報管理のあり方等に対する関心がうかがえた。

ASP を活用した情報共有におけるセキュリティに関しては、今後検討をより具体化する

一方で、メンバから要望の高い指針の検討等に関して議論を進める予定である。

 以下、調査の経緯や詳細について記す。

１）情報共有に係るセキュリティ対策の検討の背景

１－１）委員からの意見（要約）

 ASP を活用した情報共有やセキュリティに関する各社の取組み状況や関心について、委

員から様々な意見が出された。以下では、情報共有に係るセキュリティ対策に関する各意見

を、次図のように、（ａ）共通対策、（ｂ）紙で共有する場合の対策、（ｃ）ASP で共有する

場合の対策、の 3 つに分類する。また、（ｄ）として、今後の検討方針等に関する意見をま

とめる。 
 

 
図 5-1 情報共有に係るセキュリティ対策の分類 

 

 

（ａ） 

（ｂ） （ｃ） 
紙で共有する

場合の対策 

ASP で共有する 

場合の対策 

共通対策 

情報共有に係るセキュリティ対策 
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（ａ）共通的なセキュリティ対策 

表 5-1 共通的なセキュリティ対策に関する意見 
分類 意見 

セキュリティ意

識の周知、徹底 
・元請業者から 2 次／3 次の再請負業者へのセキュリティ対策の周知徹底、

教育について、業界全体のルールや対策があると非常に有効だと思う。

・発注者として、自社のセキュリティポリシーをどこまで開示すべきか知

りたい。 
機密情報の取扱

い 
・受発注者間で「守秘契約」を締結する場合の標準契約書、業界の共通ル

ールが欲しい。元請と下請ばかりでなく、発注者や設計者を包含する内

容となっていると良い。

・何が「機密情報」に該当するか、の定義や合意が曖昧なケースが多い。

設計図書等の取扱いなどに関して、業界共通のルールがあると良い。 
・「著作権や文書の使用権」に関する権利と義務関係の整理が必要。下請業

者が作成したデータや設計図書は、権利関係や著作権の問題で、削除や

譲渡を強制する事は難しい。 
・プロジェクト終了後に設計図書等の回収が発注者から規定されていても、

竣工後の瑕疵担保責任を果たすために、情報として保持しないといけな

い場合もある。 
情報漏 洩の 影

響、発生時の対

応について 

・情報漏洩の確率や漏洩した場合のインパクトについて認識が共有される

と良い。罰について事前に協議することも良いかもしれない。 
・漏洩の影響度に応じた、具体的な対応（技術、費用）と対策の妥当性（費

用対効果）、関係者の役割について合意されると良い。

・漏洩した場合の対策（社内報告ルール、社内外への連絡等）や、対策費

用が相応にかかること等は明確にする必要がある。 

（ｂ）紙で情報共有する場合のセキュリティ対策について 

表 5-2 紙で情報共有する場合のセキュリティ対策に関する意見 
分類 意見 

機密情報の取扱

い 
・建設業の（多重下請）構造に関して受発注者間で相互理解を進める必要

がある。協力会社に情報（図面：紙）を渡さないと、仕事が進まない。 

（ｃ）ASP で情報共有する場合のセキュリティ対策について 

表 5-3 ASP を活用した情報共有におけるセキュリティ対策に関する意見 
分類 意見 

ASP 活用による

効果 
・現場で費用負担してまでメリットがあるかなど効果を理解されていない。 
・ASP の活用により、独自にセキュリティの対策を行う手間を軽減するこ

とができるため、協力会社含めてASPの利用を推奨している企業もある。 
ASP サービスの

選定 
・ASP を選定する際のチェックポイント（ISO27001/ISMS を取得してい

るかどうか等）に関するガイドラインがあれば、ユーザも安心して利用

しやすいと思う。 
ASP に求められ

る機能 
・情報漏洩経路が分かる仕組みが必要。

・ASP からダウンロードした後のデータの管理も重要。

・確認記録をどう残すか、署名をどう扱うか検討、指針が必要。

・複数の現場を管理する際に、イントラネットと連携させたい。 
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（ｄ）今後の検討方針、指針・ガイドラインに対する要望等について 

表 5-4 今後の検討方針、指針・ガイドラインに対する要望等に関する意見 
分類 意見 

今後の方針 ・C-CADEC では、ASP を使った情報共有とセキュリティはどうあるべき

かを検討するのが良いのではないか。

・BCS、土工協等と連携しながら、C-CADEC としてどこに焦点を当てて

取組むか検討していきたい。 
指針・ガイドラ

インに対する要

望 

・ASP を使った情報共有とセキュリティに関して、関係者の合意形成が得

られるようなガイドラインがあれば最高だと思う。

・受注側としては、ASP を導入する際等の金銭面の負担も大きい。発注者

に見てもらえるガイドラインがあり、必要性が認識されれば、発注者に

応分の負担をお願いしやすくなる。

・社内でも情報漏洩防止はホットな話題だが、ASP の使用等に関して具体

的な指示は出ていない。ガイドラインなどで具体的な対策が示されれば

参考になる。 

１－２）建設工事における情報共有に係る動向

 一方、下記に示すように、建設業法施工規則の改正や、国土交通省地方整備局で ASP を

利用した情報共有が行われるなど、建設工事における情報共有に関連し動きが見られている。

これらを踏まえ、今後情報共有が一層の広がりを持つことが予想される。

（ａ）建設業法施行規則の一部改正（「情報共有のススメ」高橋委員コラムより）

・建設業法施行規則の一部改正により、請負工事に関する営業書類の保存義務対象に、

(1)完成図、(2)発注者との打ち合わせ記録、(3)施工体系図が追加されるとともに、保

存期間が 10 年間と定められた。

・改正建設業法が施行される 2008 年 11 月 28 日以降に作成した書類が保存対象。

・発注者から直接工事を請け負う元請業者が保存の義務を負う。 

（ｂ）国土交通省地方整備局の動き（日刊建設工業新聞 1/14 記事等より）

・09 年度より、国土交通省の各地方整備局では、受注者の工事採算の向上を目的とし、

ASP を活用した「公共工事総合プロセス支援システム」（仮称）を導入する。「3 者

会議」と「ワンデーレスポンス」「設計変更審査会」をパッケージで提供。

・各地法整備局ごとに共通の ASP を設定。各地方整備局が試行対象工事を選定。

・主な機能は、「スケジュールの共有」「協議内容の掲示」「ファイルの一括管理」「工事

書類の作成、提出、検索、閲覧」「電子決裁」など。 
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１－３）［参考］情報共有、セキュリティ、ASP に関する指針、ガイドライン等

 セキュリティや ASP に関して、国や建設業界団体から各種指針、ガイドラインが発表さ

れている。以下に、それらの概要をまとめる。

（ａ）建設業界における情報共有、セキュリティについて

 建設業界における情報共有、セキュリティに関するガイドラインについて、概要を次表に

まとめる。情報システムのセキュリティについては総務省、経済産業省から各種指針、ガイ

ドラインが出されているが、内容が必ずしも建設業に即したものとなっていないため、ここ

では建設業界に限ったものについて紹介する。

 
表 5-5 建設業界における情報共有、セキュリティに関する指針、ガイドライン 

情報共有 セキュリティ  
建築工事における受発注者

間の効果的な情報共有実現

のためのガイドライン 

建設現場における情報

共有の環境整備ガイド

ライン 

建設現場における情報

セキュリティガイドラ

イン 
発行 
主体 

C-CADEC (社)建築業協会（BCS） (社)建築業協会（BCS） 
(社)日本土木工業協会 

発行 
年月 

平成 18 年 3 月 平成 17 年 10 月 平成 20 年 11 月 

記載 
事項 
概要 

（情報共有におけるセキュ

リティについて）

・ウィルス対策、ユーザ ID
管理、バックアップ 等。 

（情報共有におけるセ

キュリティについて） 
・パスワード管理、ウィ

ルス対策、アクセス制

御 等。 

・事務所内エリア管理、

情報資産管理、ウィ

ルス対策、アクセス

制御 等。 

 
C-CADEC「建築工事における受発注者間の効果的な情報共有実現のためのガイドライ

ン」、BCS「建設現場における情報共有の環境整備ガイドライン」はともに、情報共有を実

現するためのあり方をまとめたものである。セキュリティに関しては、ウィルス対策やユー

ザ ID 管理、アクセス制御等について簡単に書かれているのみで、具体的な対策等について

は記載されていない。ASP に関しては、概要や機能についての記載はあるものの、セキュ

リティの観点については必ずしも記載が十分ではない。

また、BCS・土工協「建設現場における情報セキュリティガイドライン」は事務所内の

セキュリティレベルに応じたエリア管理、情報資産管理、ウィルス対策等について書かれて

いる。どちらかと言うと、建設現場（事務所）におけるセキュリティ対策に主眼が置かれて

いる。
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（ｂ）ASP・SaaS に関して

 ASP や SaaS（Software as a Service）に関する指針、ガイドラインを次表にまとめる。

なお、ASP と SaaS は提供するビジネスモデルに違いはあるものの、「ソフトウェアをイン

ターネット経由で利用する」という基本的なコンセプトは変わらないため、ここでは特に両

者を特に区別しないこととする。なお、これらは一般的な ASP・SaaS サービスについて述

べられており、建設業界に特化したものではない。

 
表 5-6 ASP・SaaS に係る指針、ガイドライン（１） 

 ASP・SaaS の安全・信頼性に係る情報

開示指針 
ASP・SaaS における情報セキュリテ

ィ対策ガイドライン 
発行 
主体 

総務省 総務省 

発行 
年月 

平成 19 年 11 月 平成 20 年 1 月 

記載 
事項 
概要 

・ASP・SaaS サービス事業者の安全・

信頼性に係る情報開示項目を共通化。 
・利用者によるサービスの比較、評価、

選択等を容易にすることを目的とし

た指針。 

・利用者が ASP・SaaS サービスを選

別するための判断基準。 
・ASP・SaaS 事業者に対するセキュ

リティの指南書。 

 
表 5-7  ASP・SaaS に係る指針、ガイドライン（２） 

 SaaS 向け SLA※ガイドライン 情報システムの信頼性向上のための取引慣行・契約に

関する研究会 情報システム・モデル取引・契約書 
（パッケージ、SaaS/ASP 活用、保守・運用）＜追補版＞ 

発行 
主体 

経済産業省 経済産業省 

発行 
年月 

平成 20 年 1 月 平成 20 年 4 月 

記載 
事項 
概要 

・SaaS 適用事例、SLA の内容、

確認事項 等。

・企業が利用するサービス及び

サービス事業者を選定する際

に参考になるガイドライン。 

・パッケージや SaaS/ASP 取引を活用した

システム構築取引・契約モデル、モデル契

約書 等。 
・利用者とサービス事業者相互が参照し、円

滑に取引を行うためのガイドライン。 
※SLA：Service Level Agreement の略で、提供するサービスのレベルについて受発注者間で予め合

意形成を図るもの。 
 

総務省の「ASP・SaaS の安全・信頼性に係る情報開示指針」「ASP・SaaS における情報

セキュリティ対策ガイドライン」は、ASP・SaaS サービスの信頼性、セキュリティの担保

のために、サービス事業者が開示すべき事項や取るべき対策をまとめたものである。事業者

は自社が対応しなければいけない事項を確認することができ、利用者はこれらの情報を元に、

信頼に足る事業者を選定することができる。 
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経産省の「SaaS 向け SLA ガイドライン」「情報システム・モデル取引・契約書」は、ASP・
SaaS サービス利用者が、事業者に期待するサービスレベルや品質等について両者で合意を

形成するためのガイドライン、及び、モデル契約書である。利用者は自社が実現したい業務

内容等に応じて、必要なサービスと品質レベルを選択することが出来る。

（ｃ）各種指針、ガイドラインの位置付け

以上の指針、ガイドラインの関係を、業界やセキュリティの対象範囲の観点からまとめる

と、次図のようになる。

 図の右下部に示すように、建設業界における「ASP を活用した情報共有・セキュリティ

対策」に関するガイドラインはまだ整備されていない。

 

 

図 5-2 各種指針、ガイドラインの位置付け 
 

経産省：SaaS 向け

SLA ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 

経産省：情報ｼｽﾃﾑ・

ﾓﾃﾞﾙ取引・契約書 

総務省：ASP・SaaS
の安全・信頼性に係

る情報開示指針 
総務省：ASP・SaaS
における情報ｾｷｭﾘﾃ

ｨ対策ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 

C-CADEC：建築工事に

おける受発注者間の効

果的な情報共有実現の

ためのｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 

BCS：建設現場における情報

共有の環境整備ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 

BCS、土工協：建設 
現場における情報 
ｾｷｭﾘﾃｨｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 

一般

・汎用 

建設業 

現場・事務所 ASP（SaaS） 

建設業界における、

ASP を活用した情報共有 

・セキュリティ対策 

に関するガイドラインは

未整備。 

セキュリティ対象範囲 

対象

業界 

ASPサービス利用者向け 

ASP サービス事業者向け 

凡例： 

検討対象外 

（ａ） 

（ｂ） 
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２）情報共有に係るセキュリティ対策に関する検討の観点

２－１）情報共有に係るセキュリティ対策の課題

委員からの意見や、各種指針、ガイドラインの整備状況から、情報共有に係るセキュリテ

ィ対策について、下記課題があることが見えてきた。

ａ）ASP 活用の効果が認識されず普及が進んでいない。

ｂ）建設業界における ASP を活用した情報共有のセキュリティ対策について指針、ガ

イドラインが無い。

ｃ）1 次／2 次下請に対するセキュリティ対策、意識の周知徹底が難しい。

ｄ）受発注者間、協力会社間で機密情報の定義や、取扱いに関する共通ルールがない。 
ｅ）情報漏洩リスクの分析がされていないと、漏洩発生時の影響範囲、被害の大きさ等

が分からず、どれだけの対策が必要か計れない。 
 

 
図 5-3 情報共有に係るセキュリティ対策の課題 

 発注者 

受注者 

1 次下請業者 

2 次下請業者 
設備工事業者 

ｃ）1 次/2 次請下請に対するセキュリティ 

対策、意識の周知徹底が難しい。 

ｄ）受発注者間、協力会社間で機密情報の 

定義や、取扱いに関する共通ルールがない。 

セキュリティ

対策の指示 

不明 

設計図書 等 

・守秘契約

・著作権の取扱い 

・回収対象の規定 

  等 

・守秘契約

・著作権の取扱い 

・回収対象の規定 

  等 

あいまい 

ASP サービス 

 

セキュリティ

対策方針提示 

普及が進んでいない 

情報漏洩 
ｅ）情報漏洩リスクの分析がされていないと、漏洩発生時の影響範囲、 

被害の大きさ等が分からず、どれだけの対策が必要か計れない。 

ｂ）建設業界における ASP を活用した 

情報共有のセキュリティ対策について

指針、ガイドラインが無い。 

ａ）ASP 活用の効果が認識されず、普及が進んでいない。 
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２－２）情報共有に係るセキュリティ対策に関する検討案

２－１）の課題の解決策として、今後情報共有 WG で検討すべきと考えられる事項（案）

を下記に示す。課題の中には、影響範囲や調整すべき範囲の大きさ等を鑑みると、解決案の

検討に十分な期間を要すると推測されるものがある。そこで、検討に際しては次年度より始

めるものと、中長期的な検討事項として位置づけるものに分けることとする。

◇今後の検討の観点（案） 

ａ．次年度の検討の観点（案） 

ア）セキュリティの観点からの、ASP を活用した情報共有の現状の課題、求められる

機能、対策、期待される効果等の検討 
イ）検討結果の成果物としてのまとめ方（新しいガイドラインの策定、情報共有ガイ

ドラインへの追記改訂、HP の掲載 等）の検討 
 

ｂ．中長期的な検討の観点（案） 

ア）受発注者間、関係者間（元請、再請負含む）でのセキュリティ対策方針、セキュ

リティ意識の共有、周知徹底を行う方策等に係る、業界共通ルールの検討 
イ）受発注者間、関係者間の「守秘契約」、「機密情報の定義」と取扱い、設計図書等

の「著作権や文書の使用権」に関する権利と義務関係の整理、共通ルールの検討 
ウ）情報漏洩のインパクトの推定、情報漏洩防止の具体的な対策、対策の費用対効果、

情報漏洩が発生した場合の具体的な対応、ルール等の整理 

以下、それぞれの観点について、具体的な検討のポイント等について案を示す。
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ａ．次年度の検討の観点（案） 

ア）セキュリティの観点からの、ASP を活用した情報共有の現状の課題、求められる

機能、対策、期待される効果等の検討 
・ASP を利用した場合の特有の問題、課題の整理。

 －情報の保管期限、ASP 事業者がサービスを停止した場合の情報の取扱い。 等

・ASP に求められる機能の整理。 
－情報漏洩経路が分かる仕組み、ダウンロードした後のデータの管理、確認記録の残

し方、署名の取扱い、複数現場を管理する際のイントラネットとの連携。 等 
・ASP を活用した情報共有の効果の整理、PR。

 －情報共有の利便性、効率性、電子納品への展開。

 －ASP を利用することにより、現場ごとの個別のセキュリティ対策を取る手間が軽減

される。 等 
・［参考］セキュリティ対策に関する事例（WG 等の場で伺ったもの） 
－ASP の利用によりセキュリティ対策の手間を省く目的で、協力会社含めできるだけ

ASP の利用を推奨している。

－工場の図面などを機密情報として位置づけている。

－「IT 利用に関するセキュリティ意識向上キャンペーン」を展開。

－社内情報システム資産を利用する全ての従業員に対して、利用時の注意事項について

教育している。

－PC に指紋認証ソフトや起動管理ソフトをインストールしている。

－ネットワークについて、社内と JV 等の協力会社のセグメントを分けている。

－データ暗号化ソフトにより、外部に出るデータを自動的に暗号化している。 等 

イ）検討結果の成果物としてのまとめ方（新しいガイドラインの策定、情報共有ガイド

ラインへの追記改訂、HP の掲載 等）の検討 
・検討テーマの候補

－『ASP を活用した情報共有とセキュリティはどうあるべきか』 
・委員の意見から、検討のまとめ方（成果）に関しては、下記等の観点から、同テーマに関

するガイドライン策定に対する期待がうかがえる。 
①ガイドラインを関係者で共通に参照することにより、関係者間の合意形成が円滑に

なることへの期待

②ガイドラインを受発注者間で共通に参照することにより、発注者の理解を得やすく

なることへの期待

③ガイドラインを社内で参照することにより、整備すべき規程や体制、対策の検討に

活用することへの期待 
・BCS、土工協等、他団体との連携についても検討 
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ｂ．中長期的な検討の観点（案）

ア）受発注者間、関係者間（元請、再請負含む）でのセキュリティポリシー、セキュリ

ティ意識の共有、周知徹底を行う方策等に係る、業界共通ルールの検討 
（検討事項の例） 

・受発注者間、関係者間のセキュリティ対策、セキュリティ意識の徹底をどう行うか。

－契約書への記載、セキュリティ対策方針の策定・提示、仕様書への記載、罰則規定、

教育方法など。 
・関係者間での責任範囲をどう定めるか。

 －再請負業者が情報漏洩した場合、責任は誰が取るか。 
 
イ）受発注者間、関係者間の「守秘契約」、「機密情報の定義」と取扱い、設計図書等

の「著作権や文書の使用権」に関する権利と義務関係の整理、共通ルールの検討 
（検討事項の例） 
・受発注者間、関係者間の「守秘契約」のあり方について、どういった契約項目が適当か、

参考になる事例などないか。 
・設計図書（設計図、施工図、工事記録）等の著作権や文書の使用権に関する権利と義務

関係の整理。 
 
ウ）情報漏洩のインパクトの推定、情報漏洩防止の具体的な対策、対策の費用対効果、

情報漏洩が発生した場合の具体的な対応、ルール等の整理 
（検討事項の例）

・情報漏洩が起こった際のインパクト（社会的信頼の失墜、損害補償額の大きさ）などを

どう推定するか。

・情報漏洩を防止するにはどういう対策を取るべきか。

 －技術的な対策（アクセス制御、不正なソフト（Winny 等）のインストール防止策な

ど）とその妥当性、費用対効果。 等 
・万一、情報漏洩が発生した場合にはどういった対応を取るべきか。

 －社内報告ルール、社内外への連絡。 等 
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（２）情報共有・ガイドラインの普及促進

１）情報共有に関するホームページ（HP）「情報共有のススメ」の開設、更新

平成 20 年 6 月、情報共有に関する HP「情報共有のススメ」を開設し、一般公開した。

当 HP は、ガイドラインそのものの紹介に加え、情報共有に関する最新情報の提供、工事現

場における情報共有の活用事例を紹介するなど、情報共有に関して幅広く情報を発信する場

としている。なお、開設にあたり同月に記者発表を行い、業界専門紙に記事が掲載された。

トピックス、事例集、コラムといった HP のコンテンツ執筆は WG メンバが分担して担

当し、適宜更新を行っている。

開設以来、平成 21 年 3 月現在までに 6,000 を超えるアクセス数を得ている。ガイドライ

ンの一部は以前より別の専用 HP でダウンロードできるようにしていたが、当 HP からもア

クセスできるようにして以降、それまでより早いペースでダウンロード者数が増加している。 
 

○「情報共有のススメ」主なメニュー 

URL：http://www.kensetsu-kikin.or.jp/c-cadec/jouhou/index.html 
・目的と効果 ：情報共有の目的や効果を解説

・ASP 機能概要 ：ASP を使った情報共有の利点などを説明

・トピックス ：情報共有に関する最新情報を提供
           －「大切な情報を守るためにも ASP が有効」 

－「何でもかんでも情報共有？？？」

          －「ASP サービスの利用について」

・事例集 ：実現場での情報共有の事例を紹介
           －「情報共有には発注者の理解が不可欠」

・コラム ：サイトを運営するメンバの熱い思いを伝える
                  －「情報共有ツール導入の前に」

           －「ASP を利用した情報共有のススメ ～2 つの追い風～」

・FAQ  ：よくある質問にお答えする

・ダウンロード ：ガイドラインの一部がダウンロードできる 
 

 
図 5-4 情報共有のススメ トップページ 
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５．３．２ IT を活用した建築生産プロセスのあり方に関する検討 

（１）建築生産プロセスに係る現状調査・方針策定

本テーマに関しては、新しい建築生産プロセスのあり方に関する検討を主なテーマとし、

今年度は近年建築業界で注目されている BIM（Building Information Modeling）に関する

動向調査や BIM の捉え方・位置付けの検討、活用可能性に関する議論等を行った。

１）年度計画

当 WG の活動計画概略を次表に示す。平成 20 年度～平成 22 年度の 3 ヶ年で成果を取り

まとめることを想定している。

 
表 5-8 活動計画（年度計画）概要 

年度 フェーズ 実施事項案 

平成 20 年度 動向調査

方針検討 

・国内外事例調査

・各団体の BIM、IP、IPD※に関する検討内容確認、整理 
・C-CADEC としての今後の方針検討 

平成 21 年度 活動の展開 ・平成 20 年度に検討した方向性に従い、活動を展開 
平成 22 年度 成果まとめ ・3 年間の成果の取りまとめ 
※BIM：Building Information Modeling IP：Integrated Practice

IPD：Integrated Project Delivery 

２）実施事項概要

今年度は検討の初年度として、BIM に係る動向調査及び今後の方針検討を行った。WG
活動方針と実施事項のイメージを次頁図に示す。

２－１）他団体検討状況確認

BIM に関する検討を行っている下記 3 団体の取組み状況等をご紹介頂いた。

・ 有限責任中間法人 IAI 日本（IAI）
・ 社団法人 日本建築家協会（JIA）

・ 社団法人 日本建築学会

２－２）国内外の BIM 適用事例紹介

国内外における BIM の適用事例について、下記 CAD ベンダ 3 社にご紹介頂いた。

・ オートデスク株式会社 
・ グラフィソフト株式会社

・ 福井コンピュータ株式会社 
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２－３）方針検討

 上記取りまとめを行い、平成 21 年度以降の活動方針を検討した。

２－４）その他

 平成 21 年 2 月 27 日に、CI-NET/C-CADEC シンポジウムにおいて、「建築生産プロセス

の見直しは可能か PartⅡ」というテーマでパネルディスカッションを行った。自由討議で

は、BIM や IP、IPD が建築生産プロセスの向上にどう寄与するか等について、活発に議論

がなされた。

 

 
図 5-5 WG 活動方針、実施事項（出典：C-CADEC 作成） 

他団体検討 
状況確認 

IAI
建築学会 

事例紹介
(CADベンダ) 

7 月 
9 月 

11 月 

2 月 

活動方針検討等 

3 月 今年度まとめ案

次年度活動方針検討 

平成 20年度 

平成 21年度 

平成 22年度 

◇2/27 CI-NET/C-CADECシンポジウム 

◇3/11 建築 EC推進委員会 

活動の展開 

成果の取りまとめ 

動向調査・方針検討 

JIA ｵｰﾄﾃﾞｽｸ

ｸﾞﾗﾌｨｿﾌﾄ 
福井ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

取りまとめ（事務局作業） 

第 2回
WG 

コアメンバ

会議③ 

今年度活動方針

検討①② 
コアメンバ

会議①② 

平成 21 年 4 月、5 月 運営委員会、評議会 

今年度活動方針

確認 

第 1回
WG 
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３）他団体検討状況確認

３－１）有限責任中間法人 IAI 日本（IAI）の取組み

◇IAI の取組み サマリ 

・IFC を BIM の標準フォーマットとするべく、仕様の策定、普及に向けた活動を推進。 

（ａ）基本情報 

委員会・WG 名 技術統合委員会 
主な参加者 設計者、ゼネコン、サブコン、CAD ベンダ 等 
主な検討テーマ BIM ・ IP ・ IPD 

（ｂ）検討概要

ｂ－１）BIM に関する検討

 ・BIM を、施設（建物）のライフサイクルにわたる関係者が追加、変更、更新、参照を

行って生成・維持する施設の物理的、機能的なデジタル表現であると捉えている。

・IFC の実用化に向けて、IFC の実証実験を複数回実施。建築部材や設備系機器のオブ

ジェクト情報が充実している。 
・BIM／IFC に関する国際動向調査を実施。発注者による BIM／IFC 要求の動向として、

北米や北欧、シンガポール等の動向を調査。IFC は GSA（米連邦調達局）や欧州で電

子納品のフォーマットとして指定されている。

・IFC の国際標準化ロードマップを作成。2010～2011 年に国際標準（ISO）となること

を目指している。 
・2009 年 2 月 25 日～27 日にかけ、Build Live Tokyo という、BIM を活用したインター

ネットでの設計コンペイベントを実施。 
 

日本でもＢＩＭ体験の場を！

BIMStorm

2007年末～

アムステルダム

ロスアンジェルス

ワシントンDC・・・

2008年6月

Team BIM Japanとし
て参加

BUILD LONDON LIVE  BIMStorm London

Future ArchiTech
2009年2月

IAI日本
（buildingSMART日本）

Future ArchiTech分科会提供

 
図 5-6 Build Live Tokyo の開催 

（出典：「BIM の可能性を実践検証！」IAI 日本支部ご講演資料より引用） 
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ｂ－２）IP に関する検討

・情報なし

ｂ－３）IPD に関する検討

 ・情報なし 
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３－２）社団法人 日本建築家協会（JIA）の取組み

◇JIA の取組み サマリ 

・建築家の立場から IP に対して行動目標を設定。

・IP を、業務を統括化し主体を建築家に取り戻す手段として捉えている。 

（ａ）基本情報 

委員会・WG 名 建築産業基本問題委員会 
主な参加者 設計者、ゼネコン、CAD ベンダ 等 
主な検討テーマ BIM ・ IP ・ IPD 

（ｂ）検討概要

ｂ－１）BIM に関する検討

・情報なし 

ｂ－２）IP に関する検討

・IP を「建築プロジェクトの統括的な業務」と捉えている。

・IP に関して下記の「行動目標」等を策定。

◇JIA の IP 行動目標（案）

○建築家は建築生産プロセスのすべてに、文化的視点で関与し主体となって行動する。 

＜5 つの行動目標＞

１．分割されて行く業務を統括化させ主体を建築家に取り戻す

２．歴史に培われた生産技術に立脚した新しいプロセスを確立

３．プロジェクトの早期組織化と相互尊重と信頼の確立

４．社会を含め全ての参加者の共通価値実現と透明な情報共有

５．広範な知識と指導力によりプロジェクトの早期決定に注力 
出典：JIA インテグレーテッドプラクティス WG 資料より引用 

・5 つの行動目標の内容とその背景（要約）は次の通り。

－１．分割されて行く業務を統括化させ主体を建築家に取り戻す 
    PM や CM といったマネジメント業務、基本設計／実施設計の分離、第 3 者監理方式

による施工や製造技術等が建築家の手から剥ぎ取られている。建築家が IT 技術により

専門性を克服できこれらの領域を掌握できる可能性がある。 

－２．歴史に培われた生産技術に立脚した新しいプロセスを確立 

    建築生産プロセスにおいて、十分な経験を持った高い技術者との連携や発想の展開の

活用は必須。これらを阻害しないよう、導入すべき IT 技術に合わせたプロセスの確立
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が必要となる。 

－３．プロジェクトの早期組織化と相互尊重と信頼の確立 

    プロジェクト関係者の早期組織化は IP、BIM を進める上で欠かせない。そしてその

組織には、受発注・請負による主従関係が取り除かれ、対等な立場で相互に信頼、尊重

される環境が必要。 

－４．社会を含め全ての参加者の共通価値実現と透明な情報共有 
    社会を含め参加者の全員が「共通した価値の実現」がなされることが重要。それには

透明な情報共有の確立が必須。 

－５．広範な知識と指導力によりプロジェクトの早期決定に注力 

    BIM によるフロントローディングを実現するため、建築家には広範な知識と指導力、

IT 化への対応能力などが求められる。 

・日本の建築界が乗り越えなければならない障害と、その解決の道筋として、下記を想定

している。

 －障害１：既存の発注形式による慣習的制約

  →競争性を確保しつつも透明性をいかに保持できるか。

  →エンジニアリングの自立が必要。

 －障害２：発注、請負にかかわる主従関係

  →主従関係の払拭とフラット化、透明化をいかに行うか。

  →AIAの言うWIN-WIN関係。「これだけの報酬ではこれしか出来ません」ではなく、

「ここまで行うのでこれだけ必要」という伝え方が必要。 
 －障害３：建築家、設計者の利便性にかなうさらなる高度なソフトの開発

  →実践的使用を行い、要望を整理してソフト開発者に伝える仕組み。

・2009 年 2 月 18 日に、「JIA はインテグレーテッドプラクティスをどう捉えるべきか」

についてシンポジウムを開催。BIM による統括的業務 IP の実践例について、複数の設

計事務所が事例を紹介した。 

ｂ－３）IPD に関する検討

 ・情報なし
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３－３）社団法人 日本建築学会の取組み

◇日本建築学会の取組み サマリ 

・BIM、IP、IPD について複数の WG で広く検討。

・IP を設計者による情報提供ビジネスとして捉えている。 

（ａ）基本情報 

委員会・WG 名 情報連携技術小委員会、設計・生産の情報化小委員会 
主な参加者 設計者、ゼネコン 等 
主な検討テーマ BIM ・ IP ・ IPD 

（ｂ）検討概要

ｂ－１）BIM に関する検討

 ・「設計・生産の情報化小委員会」の「設計・生産の先端利用技術調査 WG」において、

NBIMS（National BIM Standard）の検討を行う。 
 ・「情報連携 BIM 研究小委員会」の「情報連携技術 WG」では、「建物モデル情報と利用

する側のインターフェース」（情報連携）をテーマとして、BIM の手法を取り入れた

CAD から出される「情報の表現」について調査研究を行う。 

ｂ－２）IP に関する検討

・「設計・生産の情報化小委員会」の「先端技術の普及問題検討 WG（09 年 4 月より「統

合プロジェクト推進法研究 WG」）」において、下記検討、活動を行う。 
 －設計、生産の変化予測：

   先端情報技術共有環境における設計・生産プロセスの新しい姿の予想

 －情報の共有化と活用方法の研究：

   Report on integrated practice（AIA）を翻訳、サマリを作成

   Integrated Project Delivery : A Guide を翻訳、サマリを作成

   JIA インテグレーテッドプラクティス WG と情報交換、相互交流

 －先端技術普及問題の検討：

   欧米と日本の業務構造の比較により、業務プロセスや職能、法規制などに潜む普及

阻害要因を抽出 

ｂ－３）IPD に関する検討

 ・検討の進め方は、２－２）IP に関するものと同様。

 ・IPD を「統合プロジェクト推進法」と捉え、下記要素があるとしている。 
－単一契約＝参加者各自の役割、責任、報酬配分を明確化 
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－相互信頼関係

－コストや報酬の透明性を確保（オープンブック等）

－契約（下記 IPD 契約参照）交渉は煩雑、長期化する可能性がある

・IPD 契約（IPD-GMP、IPD-SPE）の 4 つの要素

－MPA（Multi-Party Agreement 複数関係者契約）： 
一つの契約で参加者各自の役割、責任、報酬配分を明文化 

－プロジェクトアライアンス（プロジェクト同盟契約）：

  事業主は直接経費を保証。利益、間接費、ボーナスは事業成否に関連付け

－リレーショナルコントラクト（成功報酬契約）：

  プロジェクト同盟契約と補償、リスク共有、意思決定へのアプローチで異なる

－SPE（Single Purpose Entity 単一目的会社）：

  特定プロジェクトを実現するために構築された一時的な組織（有限責任会社） 

・統合の仕方の提示が IP で、ビジネス化が IPD だと考えている。ビジネス化とは、建物

情報製作者（≒設計者）が、発注者・施工業者・維持管理業者に「建物情報」を販売す

るビジネスが生まれることを指す。 

・普及問題として、下記のような日本特有の業務習慣があるとしている。

－設計深度が深い、新しい業務：

   マンパワーや意思決定のフロントローディングを行った際に、計画モデルでの施工

が可能か？工事価格は下がるか？

   職能が分離している膨大な作業を川上（施工→設計）へシフトできるか？

－設計変更の許容性：

   フロントローディングは後工程の設計変更を排除する目的もあるが、日本の建築主

も許容できるか？ 
－人件費対価への価値観：

  人件費対価への尊重意識が日本の社会全般に低い。

  業務・経費の再配分や、総人件費の削減分を成果報酬とする仕組みが必要。

  直接経費を保証することは、IPD 実現のための最低限のライン。

－入札制度が品質の担保、統合化を阻害： 
  安値発注により品質の問題が発生する。 

プロジェクトの初期段階に工事価格を決定し、施工会社や専門工事会社を加えて

チームを編成することが困難。 
－オペレータが製図を行うことの弊害：

  求められる業務レベルがオペレータの業務範囲を超える。

  建物情報の発信者としての役務をオペレータに負わせることはできない。 
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３－４）BIM、IP、IPD に関する他団体検討状況整理

 建築生産プロセスにおけるフェーズと BIM・IP・IPD という観点から他団体の検討状況

の特徴を整理すると、次図の通り。IP、IPD に関して生産プロセスをトータルで捉え、検

討を行っている団体がないことや、発注者や設備施工の視点からの検討が必ずしも十分では

ないことが見受けられる。
 

 
図 5-7 他団体の検討テーマの位置付け 

 

（ａ）BIM に関する検討 

IAI 日本 ・BIM の標準フォーマット、プラットフォームについて、IFC 仕様の検討、普

及を進めている。 
JIA － 

建築学会 ・「設計・生産の情報化小委員会」で NBIMS の検討を始める。

・「情報連携 BIM 研究小委員会」で CAD 情報の表現に関して調査研究を行う。 

（ｂ）IP に関する検討 

IAI 日本 － 

JIA ・建築家の立場から IP を捉えている。 
・IP を建築生産プロセスにおける建築家の主権を取戻す契機として捉えている。 

建築学会 

・IP をプロジェクト統合の仕方の提示と捉えている。

・「設計・生産の情報化小委員会」の「先端技術の普及問題検討 WG（09 年 4
月より「統合プロジェクト推進法研究 WG」）」において、Report on integrated 
practice（AIA）を翻訳、サマリを作成。 

（ｃ）IPD に関する検討 

IAI 日本 － 
JIA － 

建築学会 
・IPD を「統合プロジェクト推進法」としている。

・IPD により、建物情報製作者（≒設計者）が、発注者・施工業者・維持管理

業者に「建物情報」を販売するビジネスが生まれると捉えている。 

BIM 

IP 

IPD 

企画 設計 施工 

 
建築学会 

IAI 日本 

 
  

①IP、IPD に関して生産プロセスをトータルで 

捉え、検討を行っている団体がない。 

発注者 意匠 構造 設備 

 
JIA 

構造 設備 

維持管理 
発注者 

 

②他団体では、設計者やゼネコンの立場からの検討が主。 

IP、IPD に関して、発注者や設備施工の視点からの 

検討は必ずしも十分ではないのではないか。 
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５）国内外の BIM 適用事例紹介

国内外における BIM の適用事例について、下記 CAD ベンダ 3 社にご紹介頂いた。製品

動向や実プロジェクトでの導入動向が確認できた。

ａ．オートデスク株式会社 

  
図 5-8 Revit User case 

出典：オートデスク株式会社殿ご講演資料より抜粋して引用 

ｂ．グラフィソフト株式会社

 海外事例として、設計に 3D-CAD を活用してプロジェクトを遂行した事例を複数紹介頂

いた。（資料未公開）

ｃ．福井コンピュータ株式会社 

  

図 5-9 開発コードネーム『Aegis（イージス）』のご紹介 
出典：福井コンピュータ株式会社殿ご講演資料より抜粋して引用 
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６）その他関連動向

（ａ）国土交通分野イノベーション推進大綱

 国土交通省は平成 19 年 5 月に「国土交通分野イノベーション推進大綱」を発表した。そ

の中で、「建設生産全体の最適化」について下記の通り触れられている。

◇国土交通省 国土交通分野イノベーション推進大綱

○建設生産全体の最適化

建設生産全体にわたってムダを省いた最適な生産管理を行うため、次世代型 CAD 等

を活用し、設計データを現場の作業段階で有効に利用するとともに、自動車産業等の製

造業で取り入れているプロジェクト管理手法の導入を図る。 
出典：「国土交通分野イノベーション推進大綱」（平成 19 年 5 月 国土交通省）より引用

（ｂ）CALS/EC アクションプログラム 2008（素案）

国土交通省 CALS/EC 推進本部幹事会では、「国土交通省 CALS/EC アクションプログラ

ム 2008（素案）」を作成し、平成 21 年 1 月にパブリックコメントを募集した。その中で、

「計画・設計・施工・管理を通じて利用可能な電子データベース化」として、3 次元データ

の利用により、工事品質向上とコスト縮減、スピードアップ化を実現することについて触れ

られている。これは主に土木分野を対象に記述されているが、考え方や進めるべき方向性に

ついては、建築分野においても十分に活用可能な内容となっている。

◇国土交通省 CALS/ECアクションプログラム 2008（素案）

○計画・設計・施工・管理を通じて利用可能な電子データベース化 
3 次元データの利用により、工事の一層の品質向上とコスト縮減及びスピードアップ

化を図るなど建設生産システムの生産性向上が可能となる（CAD データの利活用）

・現状、課題

－3 次元データも、2 次元形式の図面に変換して電子納品している。

－仮組において費用、時間を費やしている。

－既に 3 次元データによる施工管理が行われているものの、公共工事では十分活用

されていない。

－CAD データから数量算出は可能であるが、活用されていない。

・目標

－設計・施工の基礎となる地質、測量データの一元化

－CAD データによる設計、積算、施工の効率化

－維持管理に必要なデータベースの高度化 
出典：「国土交通省 CALS/EC アクションプログラム 2008（素案）」（平成 21 年 1 月 国土

交通省）より引用 
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（ｃ）CI-NET/C-CADECシンポジウム 「建設業の信頼」について

 平成 21 年 2 月 27 日に開催された CI-NET/C-CADEC シンポジウムにおいて、牧野総合

法律事務所弁護士法人の牧野二郎弁護士より、「建設業の信頼」について講演がなされた。

その中で、建設業の信頼回復のためには、下記のような点が必要であると言及されていた。

○建設業の信頼は、透明性の確保から

・設計、計画の明確性、合理性の確保

・設計変更などの明確化、追跡、記録の確保、建築設計図などの一元管理

・施工体制、監理体制の明確化

・施工記録、監理記録の作成と点検、施工体制の一元管理

・監査方法の確立、監査体制の充実

○外注、下請構造の中での改善

・建築における下請、孫請構造

・業務の標準化や、サービスレベルの平準化は進められているか

・複数の企業を統括する仕組みを確立しているか

・複数の企業が一体として、均一化した業務を提供できるようになっているか

・関係企業における内部統制を進めているか 
出典：「『建設業の信頼』について」（平成 21 年 2 月 牧野総合法律事務所弁護士法人

CI-NET/C-CADEC シンポジウム）資料より一部抜粋して引用
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７）建築生産プロセス検討 WG での検討

以下、建築生産プロセス WG やコアメンバ会議等の議事録、及び、シンポジウムでの検

討等で出された意見を要約する。

ａ．建築生産プロセス検討 WG の取組みについて

 
建築生産プロ

セス検討 WG
の狙い 

・ストックの時代に向けた建設プロジェクト推進のあるべき姿を BIM の概念から

探っていく。

・AIA など業務プロセス思想の異なる欧米で定義された BIM の考え方ではなく、

日本独自の BIM 概念を定義するよう努力したい。

・わが国の建設プロジェクトの進み方やデータの流通過程や方法から、われわれが

行う IPD はどうあるべきかを具体的に言及したい。 
建築生産プロ

セス WG の活

動の進め方 

・BIM の考え方や解釈は各団体で異なる。C-CADEC が考える BIM がどのような

ものか、コンセンサスとして一つの定義が必要。

・BIM に関する検討は、従来は設計者、施工者側の議論が中心だったが、本 WG
では国や民間の発注者の立場からの様々な意見も伺いたい。

・C-CADEC は発注者、設計者、施工者、CAD ベンダが集まった組織なので、話

を進めていきやすいと思う。 

ｂ．求められるデータ連携、プロジェクト情報共有、マネジメントについて

 
データ連携に

より期待され

る効果 

・データの共有、連携による図面や情報の有効活用、不整合防止、無駄排除等の面

で、トータルで社会資産としての価値を向上可能であることを示したい。 
・海外ではプレゼンの場でディスカッションを行う。BIM によりチーム内で情報連

携、意思疎通が容易になれば、コミュニケーション面で効果が出る。

・組織対組織でのコンセンサスを取る事が必要。発注側も設計側も一つの共通のイ

メージを持てる仕組みが求められる。 
マネジメント

手法としての

BIM 

・BIM はマネジメント手段の一つだと思う。ただ 3D-CAD というツールを使える

ようになるだけではなく、本当に効果を上げるためにはマネジメントの能力があ

る人間が使うことが重要。

・BIM（M=Management）という観点が重要ではないか。 
BIM、IP、IPD
への期待 

・BIM というとアクロバティックな建物ばかりがクローズアップされるが、シンプ

ルな建物でも屋根の中は複雑。その確認等にも新しい技術が求められている。 
・現状の ISO ドキュメントでは業務が立ち行かなくなっており、実効性のあるもの

とするためにはツールもプロセスも変わる必要がある。

・IP や IPD は関係者が全員利益を享受できる（Win-Win）ことを目指す仕組み。 
・プロジェクトマネジメントは設計者が主導権を取って遂行させるが、IP や IPD
は発注者・設計者・施工者のチームが一体となって遂行させる。

・設計変更が発生した場合、現在は設計と施工の間で調整されているが、今後は発

注者も含めてチームで検討することが求められる。 
ツールに関す

る市場動向に

ついて 

・BIM は設計、施工の両方で、様々な解析／シミュレーションソフトとデータが連

携する。しかし、どのソフトが何と連携可能か等は体系的に把握できていない。 
・販社はソフトウェア会社がどういう技術を持っているか、何と連携できるかなど

に詳しい。ヒアリングのために呼んで話を聞くのも手かと思う。

・現在市販されているツールで、何をどこまで実現できるか興味がある。 
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ｃ．求められる建築生産プロセスについて

 
建築生産プロ

セスのあり方 
・生産効率の向上には設計・施工間等の意思決定・合意形成の迅速化が求められる。 
・問題や課題を整理するために、意匠・構造・設備が何を担当するかという役割・

責任の整理、線引きが必要。

・議論を進める中で、既存のプロセスに矛盾が見つかれば、プロセスの組換えなど

改革を行う必要がある。

・建築確認の厳格化に伴い、申請までに全てを決定する必要がある。従来の手法で

は確実に無理であり、大きなプロセスの変更が必要。

・これまでは難しいと考えられていた部分（業務等）について、技術／ルール／そ

の他どこに課題があるのかを整理、把握し、何を改革することにより解決できる

のかを示せれば、大きな成果となる。 
発注者、設計

者、施工者の関

係 

・国内と海外では設計、施工側の持つ権限、役割が異なる。海外では設計者が代理

発注権を持つなど、日本に比べ与えられる権限が強い。

・海外では、発注者側のメンバに建築が「分かる」人材をアサインし、意思決定の

全てのプロセスに発注者が入っている。受注業者から出される図面を自ら読んで

理解している。

・日本でも、設計・施工等関係者間の調整を発注者が行うのであれば責任分解点が

はっきりするのだが、現状ではそういう体制となっていない。他業種ではどうい

う発注形態になっているかなど知りたい。 
設計プロセス

のフロントロ

ーディング 

・設計段階で意思決定を進め、それを後工程に流すことがメリットになる。日本で

は現場での設計変更が多い。

・フロントローディングを行っても、トータルの作業量の増減は無いと分析してい

る。トータルのプロセスでプロジェクトコストを下げることが求められる。

・特に設備設計において、取合い等の確認のためにフロントローディングが必要と

感じている。

・現実には設計後にサブコンが修正を行う場合もある。現在の設備設計者で全てに

対応できるか懸念される。

・海外では、検討チームに設備系の担当を多く入れている。設備設計において日本

は解析が主な仕事だが、海外では位置情報もフォローする。アーキテクトとエン

ジニアの切り方、考え方が日本と異なる。

・設備設計者の意識向上に向けた取組みも必要かと思う。 
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８）今後の検討の観点（案）

以上を踏まえると、今後の検討の観点としては下記が想定される。

◇今後の検討の観点（案） 

ａ．次年度の検討の観点（案）

ア）BIM、IP、IPD に関して、C-CADEC としての定義を検討する。

イ）BIM、IP、IPD に関する課題の整理と解決策を検討する。

ウ）関連するツールに関する市場動向を調査する。

ｂ．中長期的な検討の観点（案）

ア）IP、IPD に関して、発注者・設計者・施工者・CAD ベンダそれぞれの立場から

あるべき姿を検討する。 
 

以下、それぞれの観点について、具体的な検討のポイント等について案を示す。 

ａ．次年度の検討の観点（案）

ア）C-CADECとしての BIM、IP、IPD の定義検討

・BIM、IP、IPD の定義検討

・BIM、IP、IPD の関係に関する考察 
 

 
図 5-10 3D-CAD、BIM、IP、IPD の想定関連図（出典：C-CADEC 作成） 

イ）BIM、IP、IPD に関する課題の整理と解決策の検討

・BIM、IP、IPD それぞれに関する課題の整理と解決策の検討

・その他建築生産プロセス全体に関する課題の整理と解決策の検討 
 

  

3D-CAD 

IP 

IPD 
実践方法 

…線図形状だけでなく壁や柱などの属性を持つ 
オブジェクトモデルとしての 3 次元 CAD。 

…3 次元 CAD のオブジェクト 
モデルを活用した設計手法、

データ連携・情報共有手法。 

…プロジェクト実施体制の変革、 
業務プロセスの組換えの理念。 

…BIM を用いて IP の考え方を実現する

実践方法。 

BIM のフロントローディング

の考え方は IP がベース 

道具（ツール） 

理念・考え方、

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ（基盤） BIM 

＜プロセス変革＞ ＜データ連携・情報共有＞ 
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ウ）関連するツールに関する市場動向調査

 ・BIM や IP、IPD を実現するためのツールの市場動向調査

ｂ．中長期的な検討の観点（案）

ア）IP、IPD のあるべき姿の検討（案） 

・建築生産プロセス全体における IP、IPD のあるべき姿に関する検討 

［参考］IP、IPD に係る他団体の検討状況

・ ３－４）の通り、IP、IPD に関して生産プロセスをトータルで捉え、検討を行ってい

る団体は無い。また現在、他団体の検討においては設計者、施工者の議論が中心となって

いる。 
・ C-CADEC では、発注者から設計者、施工（構造、設備）、CAD ベンダまで、建築業界

の関係企業が広く会員になっている。 
・ 今後、発注者含め様々な視点からの検討が必要となる中で、C-CADEC の特徴を生かし

た取組み、検討が期待されていくのではないかと想定される。 
 

表 5-9 （参考）各団体の検討企業 
企画 設計 施工  

発注者 設計者 構造 設備 
CAD 
ベンダ 

IAI 日本 ― ○ ○ ○ ○ 
建築学会 ― ○ ○ ― ― 
JIA ― ○ ○ ― ― 
C-CADEC ○ ○ ○ ○ ○ 
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５．３．３ 電子納品に係る建築分野の課題検討 

「SXF による CAD データ交換を円滑に行うための留意事項」については、今年度も、電

子納品の対応や SXF の勉強に活用されている状況が窺われた。よって、今年度も最新バー

ジョンの CAD の状況について、改訂版 Ver.3.3 として取りまとめるべく調査を行った。以

下に対応状況を調査した CAD の一覧を示す。 
 

表 5-10 調査対象 CAD 一覧（建築系） 
会社名 CAD 名 

(株)OSK EXPERT-CAD Ver.8.23 
(株)インフォマティクス MicroGDS シリーズ Ver10.0 

オートデスク(株) 
Autodesk Architectural Desktop 2009
(AutoCAD 2009) 

川田テクノシステム(株) V-nas シリーズ version  12.0 
DRA-CAD8 シリーズ 
DRA-CAD7 シリーズ 
DRA-CAD6 シリーズ 
DRA-CAD5 

(株)建築ピボット 

DRA-CAD5 LE 

ダイナウェアソリューショ

ンズ(株) 

DynaCAD シリーズ Ver.10 シリーズ製品

DynaCAD、DynaCAD 土木、

DynaCAD 官公庁版、DynaCAD 電気 Pro、
図面管理システム ByDynaCAD 土木 

(株)ニコン・トリンブル CAD ベース＋(1.2) 

(株)ビッグバン 

BV FILE/Raster ver.7.0、BV CAD ver.7.0、
BV CAD/LT ver.7.0、BV CAD/RS Civil ver.7.0、 
Bigvan al-Nil 2009 ＋ Bigvan al-Nil CAD 
2009 

(株)フォトロン 図脳デジタルシート Civil Ver.7 
福井コンピュータ(株) TRENDff Ver.4.3 

MicroStation PowerDraft V8 (株)ベントレー・システム

ズ MicroStation V8 
（企業名 50 音順）    
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表 5-11 掲載した CAD 一覧（設備系） 
会社名 CAD 名 

㈱コモダ工業システム KMD POWERSP 4.05 
ダイキン工業(株) FILDER_PLUSV2.1, FILDER V4.1 

CADWe'll CAPE 2007 
(株)ダイテック 

CADWe'll Tf@S 2007 
(株)四電工 CADEWA Evolution Ver.4.5 

（企業名 50 音順）    
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６．空衛設備 EC 推進委員会 活動報告 

６．１ 活動テーマ 

 活動計画に示されている平成 20 年度の主な活動テーマは以下の通りである。

（１）”Stem Chain”の実現に向けた検討

（２）BE-Bridge 仕様改訂に向けた検討

６．２ 活動経過 
○空衛設備 EC 推進委員会

平成 20 年 8 月 5 日(火) 第 1 回 空衛設備 EC 推進委員会

（13:00～15:00）  ・平成 20 年度の活動計画について

平成 21 年 4 月 15 日(火) 第 2 回 空衛設備 EC 推進委員会

（10:00～12:00）  ・平成 20 年度の活動報告について

   ・平成 21 年度の活動計画について

○Stem 検討 WG
平成 20 年 11 月 20 日(金) 第 1 回 Stem 検討 WG
（15:30～17:30）  ・平成20年度実施計画について 

・利用状況アンケートについて 
・データ拡充について 

 
平成 21 年 2 月 20 日(金) 第 2 回 Stem 検討 WG
（13:30～15:30）  ・利用状況アンケート結果について 

・機器メーカーアンケート結果について 
・平成20年度活動概要・平成21年度活動計画について 

 
○BE-Bridge 検討 WG
平成 20 年 9 月 17 日(水) 第 1 回 BE-Bridge Ver.4.0 仕様検討会議

（13:30～15:30）  ・BE-Bridge Ver.4.0 仕様詳細打合せ
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平成 20 年 10 月 31 日(金) 第 1 回 BE-Bridge 検討WG
（15:00～17:00）  ・平成20年度実施計画について 

・BE-Bridge Ver.4.0について 
・BE-Bridge利用状況アンケートについて 

 
平成 20 年 10 月 31 日(金) 第 2 回 BE-Bridge Ver.4.0 仕様検討会議

（17:00～18:00）  ・BE-Bridge Ver.4.0 仕様詳細打合せ

平成 21 年 2 月 20 日(金) 第 2 回 BE-Bridge 検討WG
（10:00～12:00）  ・BE-Bridge利用状況アンケートについて 

・平成20年度活動概要・平成21年度活動計画について 
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６．３ 活動結果 

６．３．１ “Stem Chain”の実現に向けた検討 

Stem 検討 WG では、平成 19 年度より“Stem Chain”をメインテーマに掲げ、データの拡充と商

流連携の実現を目指し、活動を進めている。“Stem Chain”のコンセプトは下記の通りである。

 
◇“Stem Chain”のコンセプト 

1. 業務間での Stem データの活用（連携）をつなげていくことで、

2. 企業内での Stem データの活用するネットワークを構築し、

3. 流通するデータを増やす（提供データの機器分類を増やす） 
 

（１）商流へのデータ連携

 商流へのデータ連携については、C-CADEC とCI-NET の委員で構成する「設備分野コアメンバ会

議」にStem検討WGからメンバ参画し、商流連携に向けた新たな展開等について検討を行っている。

平成 20 年度は、設備分野コアメンバ会議より、CI-NET 側で実施されるコード変更手続きの前提と

なる Stem コードの整備経緯について確認の依頼があり、対応を行った。

１）経緯

 C-CADEC の設備のメンバと CI-NET のメンバで構成される設備分野コアメンバ会議では、Stem
コードと CI-NET コードの統一化、及び、統一化されたコード体系をもとにした設備機器情報の商流

連携について検討が行われてきた。

 平成20年9月に行われた設備分野コアメンバ会議にて、再度コードの統一化に関する議論があり、

その中で Stem コード体系がどのような方針、目的に従って分類されているのか確認したいという要

望が出た。具体的には、Stem の細分類が、機器により分類の仕方やレベルが異なっており、定義に

ついて統一的なルールが無いように見受けられるが、当初の検討経緯として、どう定められたのか確

認したいという内容である。

２）現行のStemコード体系

Stem コードを当初検討したメンバに聞き取りを行い、現行の Stem コード体系は下記のように設

定されていることを確認した。

 
◇現行のStemコード体系 

・中分類、小分類：CI-NET コード体系や建設物価版を参考に分類を設定。

・細分類    ：小分類ごとにWG メンバで分担し、機器を設定。（メンバ作業後、WG で承認） 
  

Stem コードは 10 年以上前に分類を行っている。小分類までは CI-NET コードを参考に分類を設

定し付番しており、現在でも、小分類単位では CI-NET との整合性は保たれている。

Stem の目的の一つである設備機器の仕様データ交換という観点においては、機器の特定が必要で

あるが、CI-NET コードに基づく小分類区分では困難であった。そこで、C-CADEC において小分類
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の明細として細分類を定義した。細分類の検討作業は、小分類ごとにStem検討WGメンバで分担し、

個々の機器が特定できるレベルまで、カタログベースで分類を行った。細分類の分類結果は、Stem
検討 WG での承認をもって確定とした。

３）設備分野コアメンバ会議への回答、今後の進め方

 上記により、Stem コード体系整備の目的や経緯が明らかとなった。次回の設備分野コアメンバ会

議では、この内容について回答を行い、引き続き商流連携に向けた検討を進める。

（２）データ拡充・利用者拡大

業務における Stem の活用状況や Stem に対するニーズ、要望の把握を目的として、当委員会のメ

ンバと特定非営利活動法人 設備システム研究会を対象にアンケート調査を実施した。当アンケート調

査の結果を元に、将来的な Stem 仕様改訂に向けた検討を開始する。

また、Stem データ配信サービスの登録データ数の拡充を図り、利用者の利便性向上、及び利用者

数を増加させることを目的とした活動にも取り組んだ。平成 20 年度は、複数の設備機器（ボイラ、

冷却塔、冷凍機）のメーカー企業を対象に、各社のデータ整備状況、及びデータ提供の可否等につい

てアンケート調査を行った。今後、データの提供を検討頂いたメーカーに対して、引き続きアプロー

チをかけていき、登録データ数の拡充を目指す。

１）Stemデータ配信サービス利用状況アンケート

１－１）アンケート概況

 

対象 空衛設備 EC 推進委員会登録企業、特定非営利活動法人設備システム研究会登録企業 
実施時期 平成 20 年 12 月 有効回答 36 名 回答者属性 回答（ｋ）参照 

１－２）回答結果

（ａ）「Stemデータ配信サービス」の活用状況 

全員を対象に、業務で Stem データ配信サービスを活用しているかを尋ねた。全回答者中、およそ

3 分の 1 が業務で Stem データ配信サービスを利用していることが分かった。 
 

１．貴社あるいは貴部署では業務で「Stemデー
タ配信サービス」を活用されていますか。

②いいえ
64% ①はい

36%

 
図 6-1 「Stem データ配信サービス」の活用状況 
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（ｂ）「Stemデータ配信サービス」の利用場面

Stem データ配信サービス利用者に、業務のどの場面で使っているかを尋ねた。半数以上が「設備

施工・設備施工図作成」の場面で利用していることが分かった。自由回答からは、他社製品調査やデ

ータ交換にも使われていることがうかがえた。

 

２．「Stemデータ配信サービス」を業務のどの場
面でお使いですか。

　④機器調
達
7%

　⑤営業用
のプレゼン
資料として

0%

　⑥その他
27%

　③設備施
工・設備施
工図作成

52%

　①企画・構
想・基本計

画
7%

　②設備実
施設計

7%

 

◇主な自由回答

・他社製品調査のため。

・データ交換のため。

・CAD データの提供のため。（空調

機器メーカー回答）

・サポート窓口に問合せがあった場

合などに､ユーザに紹介。（CAD ベ

ンダ回答） 

図 6-2 「Stem データ配信サービス」の利用場面 
 

（ｃ）「Stemデータ配信サービス」を使うメリット

Stem データ配信サービス利用者に、どういったメリットを感じているかを尋ねた。作業時間の短

縮についてメリットを感じている利用者が 8 割以上に上った。自由回答では、「納入仕様書との

照らし合わせることにより、確認事項や読み返しの回数軽減に繋がる」ことや、「三次元図形へ

の展開により、収まり確認や打合せ・プレゼンに利用できる」ことのメリットも挙げられていた。 
 

３．「Stemデータ配信サービス」を使うことで、どのような
メリットがありますか。（複数回答可）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①作業の時間が短縮される。

②選択する機器の幅が広がる。

③設備部材に関する関係者間の情報
共有が可能となる。

④その他

 

◇主な自由回答

・納入仕様書と照らし合わせると、

確認事項や読み返す回数がかな

り軽減される。

・三次元図形に展開することがで

き、収まり確認や打合せ・プレゼ

ンに利用できる。 

図 6-3 「Stem データ配信サービス」を使うメリット 
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（ｄ）「Stemデータ配信サービス」でよく使用する機器

Stem データ配信サービス利用者に、主にどの機器について利用しているかを尋ねた。「送風機」「空

調機」のデータが圧倒的に活用されており、続いて、「冷凍機」「冷却塔」「熱交換器」といった順であ

った。

 

４．主にどの機器について「Stemデータ配信サービス」を
活用されていますか。（複数回答可）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 ①冷凍機

 ②冷却塔

 ③ポンプ

 ④送風機

 ⑤空調機

 ⑥暖房機

 ⑦乾燥機

 ⑧熱交換器

 ⑨湯沸器・給湯暖房機

 ⑩その他空調機器

 ⑪衛生器具

 ⑫浄化槽設備

 ⑬厨房器具設備

 ⑭その他特殊設備

 
図 6-4 「Stem データ配信サービス」でよく使用する機器 

 
（ｅ）「Stemデータ配信サービス」を使わない理由、不満

Stem データ配信サービスを利用していない方に、使わない理由や不満を尋ねた。およそ半数が「登

録されている機器の少なさ」について不満を感じていることが分かった。また、そもそも Stem デー

タ配信サービスのことを知らない割合も 4 割を超えた。

 
５．「Stemデータ配信サービス」をお使いにならない理
由、または、「Stemデータ配信サービス」について不満に
感じていることがあれば、ご回答ください。（複数回答
可） 0% 20% 40% 60% 80% 100%

①登録されている機器数が少ない。

②登録されている機器の情報が古い。

③欲しい仕様情報が登録されていない。

④操作画面が使いづらく、分かりにくい。

⑤業務で使用する場面がない。

⑥「Stemデータ配信サービス」のことを知らなかった。

⑦その他

 

◇主な自由回答

・機能の使い勝手が悪い。
 －機器からメーカーを選べない。

 －複数の機器を一括でダウンロードし

たい。 
・他の手段でデータを取得している

ため、Stem を使用していない。 
 －メーカーから直接、機器データを貰

って使っている。 
－自社の情報提供サービスを利用し

ている。

－自社で機器 CAD 図の標準図（デー

タベース）を持っている。（CAD ベ

ンダ回答） 
図 6-5 「Stem データ配信サービス」を使わない理由、不満 
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ｅ－１）登録機器数の充実

ｅ．で「登録されている機器数が少ない」と回答した方に対し、主にどの機器について登録機器数

が充実していると良いか尋ねた。「ポンプ」「送風機」を希望する割合が 6 割を超え、「冷凍機」「空調

機」も 5 割以上が望んでいる。自由回答では、汎用機器についての充実度に言及がある一方、大型機

器やエアコン及びその付属機器の充実について要望が挙がっていた。

 
５－１．主にどの機器について登録機器数が充実してい
ると良いですか。（複数回答可）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①冷凍機

②冷却塔

③ポンプ

④送風機

⑤空調機

⑥暖房機

⑦乾燥機

⑧熱交換器

⑨湯沸器・給湯暖房機

⑩その他空調機器

⑪衛生器具

⑫浄化槽設備

⑬厨房器具設備

⑭その他特殊設備

 

◇主な自由回答

・汎用品に対してはある程度充実

しているのではないか。

・大型機器を扱うメーカーが特に

少ない。 
・エアコン及びその付属機器（ex.

フィルターボックス等）。

・ポンプ・送風機類はほとんど扱

われていない。 
 

図 6-6 登録機器数の充実に関する希望 

ｅ－２）データの更新頻度

 ５．で「登録されている機器の情報が古い」と回答した方に対し、望ましいデータの更新頻度を尋

ねた。「メーカーのカタログ更新時期に合わせて」という回答が半数を占め、次いで「半年に一度」「一

年に一度」の順であった。自由回答からは、「常に最新だと思っているので、古いと困る」という意見

があった。

 
５－２．データの更新頻度はどのくらいの間
隔が望ましいですか。

④月に一度
0%

⑤メーカの
カタログ更
新時期に合

わせて
50%

⑥その他
0%

③四半期
（3ヶ月）に

一度
0%

①一年に一
度
17%

②半年に一
度
33%

 

◇主な自由回答

・常に最新だと思っているので、古いと困る。 

図 6-7 データの更新頻度への希望 
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ｅ－３）仕様属性情報

５．で「欲しい仕様情報が登録されていない」と回答した方に対し、どういった仕様属性情報が登

録されていると良いか自由回答で尋ねた。

◇主な自由回答

・衛生器具は、器具・水栓等組合せが色々あり難しいかも知れないが、もう少し充実させてほしい。 
・エアコン・PAC 等は良いが、送風機・ポンプ類の防振装置付のデータは納入仕様書の寸法と違う事

が多い。

・選定表、能力線図

・承認図、申請図、姿図

・選定値と定格値、大きさ、重量、付属品、電力、温度条件、接続口径・サイズ。 

（ｆ）「Stemデータ配信サービス」の普及、利用率向上に向けて

全員を対象に、Stem データ配信サービスが普及し使用されるために何が必要か尋ねた。7 割近くが、

「登録機器情報を増やし、その情報が常に最新であること」が必要だと回答した。また、5 割程度、

「業界団体への働きかけや広告を出すなどの PR」が必要だとの回答があった。

 

６．「Stemデータ配信サービス」が普及し、使用されるよ
うになるためには何が必要だと思いますか。（複数回答

可）0% 20% 40% 60% 80% 100%

①登録機器情報を増やし、その情報が常に最新
であること。

②画面の操作性を向上し、分かり易いインタフェー
スとすること。

③「Stemデータ配信サービス」について、業界団
体への働きかけや広告を出すなど、

PRを行うこと。

④その他

 

◇主な自由回答

・機能拡張、改修が必要。
－CAD から直接取り込めるようにする。

－データを軽くする。

－機器のダウンロード可否が容易に判別できる

ようにする。 
・登録機器の充実が必要。

－登録メーカーの偏りを無くす。

・PR 活動が必要。
－ユーザに訴求するメリット等の面で、メーカー

サイトとの差別化を図る。 
・データ配信サービスの位置付け 
－データ配信サービスの位置付け、目的を明確化

する。（3D 図の提供、電子カタログ、承認図／

完成図データの提供 等）

－サービスを永続的にメンテナンス、更新する。 
図 6-8 「Stem データ配信サービス」の普及、利用率向上に向けて必要と思われる事 
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（ｇ）「Stemデータ配信サービス」以外のサービス

 全員を対象に、Stem データ配信サービスと同様にメーカーを横断した建築設備機器情報やメーカ

ー情報のデータベースを公開、あるいは検索可能としているサービスについて、認知状況や利用状況

を尋ねた。設問は 4 つのサービスについて例示したが、ほとんどが知られていなかった。自由回答の、

利用したことがある理由については、「CD にて配布された」「設備ごとに分類されたメーカーの HP
へのリンクもあり検索しやすい」といった意見があった。

 
７．「Stemデータ配信サービス」とは別に、メーカーを横断した建
築設備機器情報やメーカー情報のデータベースを公開、あるい
は検索を可能としている下記サービスについてご回答下さい。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）Virtual House .NET（福井コンピュー
タ）

（２）建設資材データベース　けんせつ
Plaza

（３）Archimap - 建材情報データベース

（４）電設資材電子カタログ（JECAMEC）

①利用したことがある。 ②知っているが利用したことは無い。 ③知らなかった ④その他

 

◇主な自由回答

○Virtual House .NET（福井コンピュータ）

・CD にて配布された。

○建設資材データベース けんせつ Plaza 
・設備ごとに分類されたメーカーのHP へのリン

クもあり検索しやすい。 

図 6-9 「Stem データ配信サービス」以外のサービスの認知・利用状況 
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（ｈ）設備機器メーカーの個別データベースについて

 全員を対象に、設備機器メーカーが個別に自社独自で情報提供をしているデータベースの認知状況、

利用状況を尋ねた。およそ 6 割が利用した事があり、加えて 3 割が認知はしていることが分かった。

 
８．設備機器メーカーが個別に自社独自で
情報提供しているデータベースがあることを
ご存じですか。

②知ってい
るが利用し
たことは無

い。
27%

①利用した
ことがあ

る。
58%

③知らな
かった

12%

④その他
3%

 

◇主な自由回答

・利用したことがあるメーカー名（順不同） 
分類 メーカー名 

空調総合 三菱電機、日立アプライアン

ス、ダイキン、パナソニック、 
東芝キヤリア、空研工業 

バルブ 東洋バルブ、KITZ 
ポンプ 荏原製作所、川本ポンプ 
ボイラ 三浦工業 
衛生器具 TOTO、INAX 
その他 三菱樹脂、タダノ  

・利用したことがある理由 
業務への活用 ・設計図、施工図、計画書、プレゼン資料作成のため。

・標準品のデータのみ利用。

・CAPE のサブセットライブラリとして登録。社内共通データとして利用。 
操作性 ・C-CADEC のサイトよりも操作が簡便で、商品情報、データが取り出しやすい。 
提供データ品質 ・ポンプの性能曲線と概算金額まででるから。

・自社サイトであり最新のデータが提供されているため。データ更新が早いため。 
・Stem 6 面図に加え、6 面図をまとめた全面図があり便利。

・3D も含めて情報が豊富である。 

・利用していない理由 
使い勝手 ・ポンプ・ファンなど、能力を正確に入力しないと検索できないケースがあった

ため、それからは担当者に直接データ依頼している。

・データ入手方法が煩雑。 
操作性 ・C-CADEC のサイトよりも操作が簡便で、商品情報、データが取り出しやすい。 
提供データ品質 ・ポンプの性能曲線と概算金額まででるから。

・自社サイトであり最新のデータが提供されているため。データ更新が早いため。 
・Stem 6 面図に加え、6 面図をまとめた全面図があり便利。

・3D も含めて情報が豊富である。 
            

図 6-10 設備機器メーカーの個別データベースについての認知・利用状況 
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（ｉ）メーカー独自データベースを利用するメリットとデメリット

ｉ－１）メリット 

メーカーが個別に運用しているデータベースを利用する場合のメリットを尋ねた。6 割を超える回

答者が、「メーカーの製品データが素早くリリースされる」ことにメリットを感じている。 
 

９-１．設備機器メーカーが個別に自社運用しているデー
タベースを利用する場合のメリットはどのようなことだと
思いますか。（複数回答可）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　①メーカーの製品のデータがすばやく
リリースされる。

　②メーカーの製品のデータが漏れなく
用意されている。

　③詳細なデータが用意されている。

　④その他

 

◇主な自由回答

・検索方法が簡便。

・データの種類が豊富（カタログ、各種マニュ

アル類など ）。 

図 6-11 メーカー独自データベースを利用するメリット 
 

ｉ－２）デメリット 

一方、デメリットについては、全般的にあまり感じられていないことが分かった。自由回答には、

各社で仕様や表示方法、検索方法が異なることの不便さや、データが必ずしも充実していないこと、

他ソフトへのデータコンバート時に不安を感じるなどの意見があった。

 
９-２．設備機器メーカーが個別に自社運用しているデー
タベースを利用する場合のデメリットはどのようなことだ
と思いますか。（複数回答可）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①複数メーカーの製品データを同時に
参照できない点が不便である。

②データ仕様がメーカーによって異なっ
ていることが不便である。

③その他

 

◇主な自由回答

・各社で仕様や表示方法、検索方法が異なり不便。 
・3D も含め、部品の組み合わせが十分ではない。 
・CD で配布されているほうが、データが揃ってい

るケースもあった。

・他ソフトへのデータコンバート時に不安。

・ユーザ登録やログインの手間が煩雑。

・図形が細か過ぎて印刷時に潰れる。

・あまりデメリットは感じられない。 

図 6-12 メーカー独自データベースを利用するデメリット 
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（ｊ）その他「Stemデータ配信サービス」に対する要望や、仕様の問題・課題、コメント等

 
機能面の改修 ・複数の機器データを一括でダウンロードできれば良い。

・CAD から直接取込める仕様を作成して欲しい。

・検索が楽になると良い。 
・Stem をインデックスとして、各メーカーサイトへリンクが張られ、メーカーサイ

トでは標準化されたデータが利用できるようになると便利。 
登録データの鮮

度 
・登録データがメーカーサイトのデータベースよりも古く感じてしまい、最初から

メーカーサイトでダウンロードしてしまう。 
啓蒙活動の実施 ・メーカー側でもユーザ側でも、認知度が低い。啓蒙活動が必要。 

・CAD ベンダとして、ユーザの使用率が高くないように感じる。BE-Bridge に関す

る問い合わせは多いが、Stem に関しては殆ど無い状態。関東だけではなく日本全

国に何らかの形でアピール出来る場を設けることも必要。 

（ｋ）回答者属性

ｋ－１）業種について ｋ－２）部署について 

１１-１．最後に、ご回答者のお勤め先（業種）に
ついてお聞かせ下さい。

④建築設備専
門工事業

72%⑤設備機器メー
カー／代理店

8%

⑥不動産業
0%

③総合建設業
3%

①設計事務所
0%

②住宅メーカー
／工務店

0%

⑦CADベンダ
14%

⑧発注者
0%

⑨その他
3%

 
図 6-13 回答者属性(業種) 

 

１１-２．最後に、ご回答者のお勤め先（部署）に
ついてお聞かせ下さい。

④建築設計
0%

⑤構造設計
0%

⑥設備設計
38%

③調査・計画
0%

①経営者・管理
職
8%

②専門職
5%

⑦積算・見積
0%

⑧施工管理
27%

⑩その他
8%

⑨研究・技術開
発

14%

 
図 6-14 回答者属性(部署) 
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２）設備機器メーカー向け 機器仕様情報の管理方法等に関するアンケート

２－１）主な設問項目 

Stem データ配信サービスの登録データ拡充に向けた設備機器メーカーへのデータ提供依頼に先立

ち、各メーカーがどのように製品データを登録しているか、についてアンケートを行った。主なアン

ケート項目は下記の通り。 
 

◇主な設問項目 

（１）製品仕様データを電子的に管理しているかどうか

（２）管理データ件数（概算）

（３）管理データのファイル形式

（４）データ管理している製品仕様

（５）管理データの利用状況

（６）データ提供可否 

２－２）回答 

現在、2 社より回答を受けた。回答結果を次表に示す。

A 社は、平成 19 年度検討した Stem ミニマム仕様セットを満たす製品仕様を全て管理しているこ

とがわかった。B 社は、2D 外形図のみを管理しているとの回答であったが、型番、型式名称等との

紐付けがされていないことは考え難く、何らかの形で関連付けがなされるものと推測される。 
今後、回答を頂けたメーカーにデータ提供の依頼を行うとともに、まだ回答を頂けていないメーカ

ーのフォローを行い、データ拡充に向けた取組みを進める予定である。 
 

表6-1 製品仕様データの管理状況について 回答結果 

設問 A 社（ボイラメーカー） B 社（ボイラメーカー） 
（１）製品仕様データを電子的に

管理しているかどうか 
個々の製品ごとに管理している 全ての製品について一様に管理

している 
（２）管理データ件数（概算） 約 4,600 件 約 2,000 件 
（３）管理データの 

ファイル形式 
・テキスト形式

・独自の形式 
・Excel 形式 

（４）データ管理している 
製品仕様 

・型番

・型式名称

・定格出力

・2D 外形図（平面図、正面図、

右側面図） 

・2D 外形図（平面図、正面図、

右側面図） 

（５）管理データの利用状況 社内の利用に限っている 社内の利用に限っている 
（６）データ提供可否 検討する 検討する 
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（３）Stem仕様メンテナンス

メンテナンスルールに則り、仕様改訂要望に対する検討を行うこととしていたが、平成 20 年度は

これまで特段の要望が委員から寄せられていないため、検討は行われていない。今後、状況に応じて

適宜検討を行うこととする。

（４）ユーザ利用状況のフィードバック

Stem データ配信サービス利用記録の業種別・機器分類別の検索条件や利用状況について、次の 5
つの観点からデータの解析等を行い、Stem 検討WG メンバに情報提供を行った。

 

◇ユーザ利用状況データ解析の観点 

１．月別検索件数 ４．検索方法別件数 

２．検索者業種別件数 ５．利用区分別件数 

３．機器別検索件数  

（データ集計期間：平成20年4月1日～平成21年3月18日） 

１）月別検索件数 

月別の検索件数については、5 月、6 月、8 月、12 月、2 月に 1,000 件を超えていた。検索者の

業種ごとに見ると、12 月と 2 月に「専門工事業者」から、5 月と 8 月に「その他」からの利用が多

かったことが分かる。

 

月別検索件数（平成20年4月～平成21年3月）

0 500 1,000 1,500

2009年3月

2009年2月

2009年1月

2008年12月

2008年11月

2008年10月

2008年9月

2008年8月

2008年7月

2008年6月

2008年5月

2008年4月

（件）

総合建設業 専門工事業者 設計事務所 システム関係

工務店 メーカー 官庁・公共団体 販売店・卸店・商社

電気・ガス会社 コンサルタント会社 その他
 

図 6-15 Stem 月別検索件数 
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２）検索者業種別件数 

検索者の業種別件数を見ると、「専門工事業者」が圧倒的に多く、全体のおよそ半数を占めている。

次いで、「総合建設業者」、「設計事務所」の順で利用が多かった。

 

検索者の業種別検索件数（平成20年4月～平成21年3月）

専門工事業者 ,
6,054

総合建設業 , 1,244

設計事務所, 907

コンサルタント会
社, 8

電気・ガス会社, 2

販売店・卸店・商
社, 86

システム関係, 301

工務店, 206

メーカー , 360

官庁・公共団体 ,
18

総合建設業 専門工事業者 設計事務所 システム関係

工務店 メーカー 官庁・公共団体 販売店・卸店・商社

電気・ガス会社 コンサルタント会社  
図 6-16 検索者業種別割合 

 
３）機器別検索件数 

機器別の検索件数では、「空調機」、「送風機」が全体の約 80%を占める結果となった。この傾向

は数年続いており、2 つの機器には継続して高いニーズがあることが分かる。

 

機器別検索件数（平成20年4月～平成21年3月）

冷却塔, 77

熱交換器, 282

冷凍機, 411

衛生器具, 532

その他, 205

ポンプ, 748
空調機, 4,931

送風機, 4,187

空調機 送風機 ポンプ 衛生器具 冷凍機 熱交換器 冷却塔 その他

 
図 6-17 機器別検索件数 
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４）検索方法別件数 

検索方法別の件数を見ると、「メーカー名・型番（の組合せ）」「型番」「メーカー名・分類コード」

を利用した検索が多い。検索の段階で、メーカーや型番などある程度絞り込んで使用されているこ

とが分かる。

 

検索方法別件数（平成20年4月～平成21年3月）

型番, 1,955

メーカー、型番,
5,895

メーカー、分類
コード, 1,811

その他, 93

メーカー, 863

メーカー、型番、
分類コード, 455

メーカー、分類
コード、仕様, 155 分類コード, 122

メーカー、型番 型番 メーカー、分類コード

メーカー メーカー、型番、分類コード メーカー、分類コード、仕様

分類コード その他
 

図 6-18 検索方法別件数 
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５）利用区分別件数

利用区分（検索（SEARCH）、DXF ダウンロード（DXF-DOWN））別の利用件数を見ると、検索

とほぼ同じ割合でDXFがダウンロードされていることが分かる。さらに機器別に利用区分を見ると、

検索・DXF ダウンロードとも、空調機・送風機の割合が大きいことが分かった。

 

 

利用区分件数（平成20年4月～平成21年3月）

DXF-DOWN, 5,471

SEARCH, 5,902

SEARCH DXF-DOWN

 
図 6-19 利用区分別件数 

 

利用区分別件数の内訳（機器分類別件数）（平成20年4月～平成21年3月）

0 2000 4000 6000

SEARCH

DXF-DOWN

（件）

空調機 送風機 ポンプ 衛生器具 冷凍機 熱交換器 冷却塔 その他
 

図 6-20 利用区分別件数内訳（機器分類別件数） 
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（５）Stemデータ配信サービス データ登録状況（平成21年3月現在）

平成 21 年 3 月現在のStem データ配信サービスのデータ登録状況を以下に示す。「定期的な情報更

新の有無」「提供データ仕様タイプ」の観点で分類して機器登録メーカーの特徴を分けると、表6-4

の通り4種類に分類される。今後、メーカーにデータ提供の依頼を行う際には、機器データに係る各

社の特徴に応じて、方針を検討することが効果的であると考えられる。

 
表 6-2 定期的に情報を更新頂いているメーカー 

提供データ仕様 
メーカー名（定期更新） 登録件数 Stem メーカー独自 最終更新月 

1 三菱電機（株）  7,907 ○  2007/08 
2 三菱重工業（株） 6,483 ○  2008/10 
3 ダイキン工業（株）  5,813 ○  2008/10 
4 東芝キヤリア（株） 3,469 ○  2008/10 
5 パナソニック（株） 3,286 ○  2008/12 

 計 26,958    
 

表 6-3 定期的には情報を更新頂いていないメーカー 
提供データ仕様 

メーカー名（定期更新なし） 登録件数 Stem メーカー独自 最終更新月 

1 テラル（株） 10,764 ○  2005/05 
2 （株）荏原製作所  6,455 ○  1999/10 
3 三洋電機（株）  2,253 ○  2006/12 
4 日立アプライアンス（株）  1,611 ○  2005/05 
5 （株）INAX  1,228  ○ 2005/05 
6 東陶機器（株）  866  ○ 2007/04 
7 （株）東洋製作所  345 ○  1999/10 
8 空研工業（株）  60 ○  2005/07 
9 （株）川本製作所  3 ○  1999/10 

 計 23,585    
 

表 6-4 メーカーの分類 
  提供データ仕様 

  Stem 仕様 メーカー独自仕様 

定期 
更新 

［Stem 仕様で定期的に更新］ 
Ａタイプ（5社） 

［メーカー独自仕様で定期的に更新］ 
Ｂタイプ（0社） 

 

定期更新 
なし 

［Stem 仕様で定期的な更新なし］ 
Cタイプ（7社） 

［メーカー独自仕様で定期的な更新なし］ 
Dタイプ（2社） 

 
◇メーカータイプ別 機器データ提供依頼のアプローチ方法（案） 
①Aタイプ（Stem 仕様データを作成しており、定期的に更新される）メーカー（5社）

 ⇒引き続き、Stem 仕様データをご提供頂くよう、適宜フォローをかける。

②Cタイプ（Stem 仕様データを作成しているが、定期的に更新されない）メーカー（7社）

 ⇒Stem 仕様データを定期的にご提供頂くよう、最終更新日などを連絡して更新を依頼する。

③Dタイプ（Stem 仕様データがなく、定期的に更新されない）メーカー（2社）、その他メーカー

 ⇒Stem 仕様への変換ツールを作成し提供する、独自仕様でもデータを受ける、等方策を検討する。 

－ 64 －



６．３．２ BE-Bridge 仕様改訂に向けた検討 

（１）BE-Bridge Ver.4.0仕様検討概要

平成 20 年度は、平成 19 年度に策定した「BE-Bridge Ver.4.0」について、仕様上の未決定事項に

ついて協議した上で、仕様案の確定を行った（「BE-Bridge Ver.4.0」仕様は参考資料を参照のこと）。

BE-Bridge Ver.4.0 における主な仕様改訂事項は以下の通り。 
 
○BE-Bridge Ver.4.0における主な仕様改訂事項 

・設備技術者が必要とするレベルの建築フォーマットの定義

・CAM とのデータ連携の向上を目的としたダクトの開口対応、及び、新規部材の追加 

なお今後の展開として、配管の単線／複線区分の追加や冷媒管、サヤ管フォーマットの追加等が

検討されている。これらについては、引き続き協議を行い、平成 21 年度以降の仕様改訂時に反映

させることとする。 
 

 

図 6-21 BE-Bridge Ver.4.0 仕様（抜粋） 
 

（２）BE-Bridge利用状況アンケート

業務における BE-Bridge の活用状況や BE-Bridge に対するニーズ、要望の把握を目的として、空

衛設備 EC 推進委員会の委員と特定非営利活動法人 設備システム研究会を対象にアンケート調査を

実施した。アンケート調査の結果を元に、BE-Bridge 仕様のさらなる改訂に向けた検討を開始する予

定である。

１）アンケート概況 

 
対象 空衛設備 EC 推進委員会登録企業、特定非営利活動法人設備システム研究会登録企業 
実施時期 平成 20 年 12 月 有効回答 35 名 回答者属性 回答 2-8 参照 
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２）回答結果

２－１）BE-Bridgeの活用状況 

全員を対象に、業務で BE-Bridge を活用しているかを尋ねた。全回答者中、およそ 3 分の 1 が業

務で BE-Bridge を利用していることが分かった。 
 

１．貴社あるいは貴部署では業務でBE-Bridgeを
活用されていますか。

②いいえ
69%

①はい
31%

 
図 6-22 BE-Bridge の活用状況 

２－２）BE-Bridgeの利用場面

BE-Bridge 利用者に、業務のどの場面で使っているかを尋ねた。半数以上が「設備施工・設備施工

図作成」の場面で利用していることが分かった。自由回答からは、BE-Bridge がデータ交換に利用さ

れている状況が確認できた。

 

２．BE-Bridgeを業務のどの場面でお使いです
か。

　②設備実施
設計
9%

　①企画・構
想・基本計画

9%

　③設備施
工・設備施工

図作成
55%

　⑥その他
9%

　⑤営業用の
プレゼン資料

として
9%

　④機器調達
9%

 

◇主な自由回答

・データ交換
－異なる CAD 間で部材情報を属性を含めて

変換する時。但し一部直しが必要で面倒。 
－機器、器具等変換出来ない部材が存在し、

施工図用データとしては情報が不足。 
・その他

－他社 CAD との互換性検証に使用。（CAD
ベンダ回答）

－サポート窓口に問合せがあった場合など

に､ユーザに紹介。（CAD ベンダ回答） 

図 6-23 BE-Bridge の利用場面 
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２－３）BE-Bridgeを使うメリット

BE-Bridge 利用者に、どういったメリットを感じているかを尋ねた。作業時間の短縮についてメリ

ットを感じている利用者が 6 割以上に上った。自由回答では、「データ交換」「3D での収まり検討」

「データ再利用」ができることのメリットも挙げられていた。

 
３．BE-Bridgeを使うことで、どのようなメリットがあります
か。（複数回答可）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　①作業の時間が短縮される。

　②選択する機器の幅が広がる。

　③設備部材に関する関係者間の情報
共有が可能となる。

　④その他

 

◇主な自由回答

・CAD 間でのデータ交換に使える。 
－客先から 3D データの要求があった際に、BE-Bridge
を橋渡しに使う。この場合、多少の部材欠落は無視。 

・3D による収まり検討に使える。 
－3D 図面上で納まり検討が出来る。 

・データの再利用ができる。
－過去に作成したCADデータをBE-Bridgeで他のCAD
で取込み、一部再利用できる。 

図 6-24 BE-Bridge を使うメリット 

２－４）BE-Bridgeを使わない理由、不満

全員を対象に、BE-Bridge 使わない理由や不満を尋ねた。「使用できる部材が少ない」ことへの不

満が 3 割あった。使わない理由として、「業務で使用する場面がない」ことも 3 割程度の回答があっ

た。自由回答では、データ交換時の互換性や仕様面での不満が挙げられた。

 
４．BE-Bridgeをお使いにならない理由、または、BE-
Bridgeについて不満に感じていることがあれば、ご回答く
ださい。（複数回答可）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　①使用できる部材が少ない。

　②BE-Bridgeを使えるCAD製品が
少ない。

　③業務で使用する場面がない。

　④BE-Bridgeのことを知らなかっ
た。

　⑤その他

 

◇主な自由回答

・データ交換時の互換性に不満。
 －CAD ソフト間の互換性が良くない。

 －属性無し DXF データに変換される部材が多い。

・仕様面での不満。
 －設計図の単線の変換が出来ない。

 －隠線が表現されない。

 －配管、ダクトの用途が少なすぎる。

 －複数縮尺や 3DDXF の仕様が決まっていない。

・利用する機会がない。
 －業者間で同じ CAD を使用している場合も多く、デー

タ交換の必要性が少ない。 
 －属性情報があっても有効活用する手段が無い。 

図 6-25 BE-Bridge を使わない理由、不満 
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２－５）BE-Bridgeの普及、利用率向上に向けて

全員を対象に、Stem データ配信サービスが普及し使用されるために何が必要か尋ねた。6 割が「登

録部材情報を増やし、その情報が常に最新であること」が必要だと回答した。自由回答では、仕様に

関する要望、特に異なるCAD 間での互換性を高めることに対する期待の声が多かった。

 
５．BE-Bridgeが普及し、使用されるようになるためには
何が必要だと思いますか。（複数回答可）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　①登録部材情報を増やし、その情報が常に
最新であること。

　②BE-Bridgeが使用できるCAD製品がもっ
と増えること。

　③BE-Bridgeについて、業界団体への働き
かけや広告を出すなど、PRを行うこと。

　④その他

◇主な自由回答

・仕様に関する要望 
－部材情報が渡らない場合の処理を確立してほしい。 

 －属性無し DXF データに変換される部材が多い。

 －3D-DWFや他フォーマットとの差異を明確にする。 
－積算にも用いることができるようにする 

・新規機能についての要望
 －絵柄が 100%表示されるビューワがほしい。

・その他 
－業者間で同じ CAD を使用している場合も多く、デ

ータ交換の必要性が少ない。 
図 6-26 BE-Bridge の普及、利用率向上に向けて必要と思われる事 

２－６）部材仕様追加要望

全員を対象に、今後仕様を追加して欲しい部材について尋ねた。 

（ａ）空調衛生設備部材 

ａ－１）配管

 
６-１．空調衛生設備部材（配管）のうち、今後仕様を
追加して欲しいものに○を付けて下さい。（複数回答
可）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　①SPヘッド

　②桝

　③支持金物

　④保温材

　⑤金物類、計測器

　⑥取り付け用タッピング

　⑦単線対応

　⑧その他

 

◇主な自由回答

・特になし 

図 6-27 仕様の追加要望のある部材（配管） 
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ａ－２）ダクト

 
６-２．空調衛生設備部材（ダクト）のうち、今後仕様を追
加して欲しいものに○を付けて下さい。（複数回答可）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　①スパイラルカラー

　②ガラリ

　③その他

 

◇主な自由回答

・ニップル。 

図 6-28 仕様の追加要望のある部材（ダクト） 

ａ－３）その他

 
６-３．空調衛生設備部材（その他）のうち、今後仕様を
追加して欲しいものに○を付けて下さい。（複数回答可）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　①バルブ，Yスト

　②計器

　③機器

　④その他

 

◇主な自由回答

・温度計（45°傾斜型）・圧力計等の正確

なデータ。記号でなく型式の判別出来る

こと。

・器具。 

図 6-29 仕様の追加要望のある部材（その他） 

（ｂ）建築部材

 
６-４．建築部材のうち、今後仕様を追加して欲しいもの
に○を付けて下さい。（複数回答可）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　①基礎

　②スリーブ

　③点検口

　④機器調達

　⑤扉

　⑥天井ボード

　⑦搬入開口

　⑧間仕切り，ALC等

　⑨その他
 

◇主な自由回答

・梁、柱、壁、スラブ、鋼材、防火区画、

防煙区画、外壁。 
 

図 6-30 仕様の追加要望のある部材（建築部材） 
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２－７）その他BE-Bridgeに対する要望や、仕様の問題・課題、コメント等

 
互換性に関して ・さらに完成度の高いコンバータにならない限り、一般普及は難しいのでは。

・変換後のバイト数の多さも気になる。 
新規機能要望に

ついて 
・現状他の CAD に絵柄（印刷も含めて）を正確に変換する方法がない。dxf の欠点

を改善したような独自の中間ファイルが欲しい。

・現在は DUCTCAM しか無いみたいですが、配管も加工展開できるソフトがあれ

ば、BE-Bridge の活用範囲が広まり活性化していくと思われます。 
普及に向けて ・便利なことに間違いはないと思うが、やはりまだ認知度が低い。 
その他 ・CAD データを、施工図を描く時の副産物のデータと捉え、施工図の中だけで利用

することを考えているのでは、視野が狭すぎると思う。 
・CAD データを作るのが目的でなく、いろいろな業務で利用できる情報のインプッ

トツールとして、市場にある商品を全て渡せるようにするのが、一番の課題では

ないだろうか。

・また、電子交換の中間ファイルとして、それぞれの業務局面で必要な項目に対応

し、拡張利用できることも必要である。 

２－８）回答者属性

（ａ）業種について （ｂ）部署について 

８-１．最後に、ご回答者のお勤め先（業種）につい
てお聞かせ下さい。

⑧発注者
0%

③総合建設業
3%

⑨その他
0%

⑦CADベンダ
17%

⑥不動産業
0%

⑤設備機器メー
カー／代理店

9%

④建築設備専
門工事業

71%

①設計事務所
0%

②住宅メーカー
／工務店

0%

 
図 6-31 回答者属性(業種) 

 

８-２．最後に、ご回答者のお勤め先（部署）につい
てお聞かせ下さい。

⑥設備設計
43%

①経営者・管理
職
6%

②専門職
6%

⑦積算・見積
0%

⑨研究・技術開
発

18% ⑤構造設計
0%

⑩その他
0%

④建築設計
0%

③調査・計画
0%

⑧施工管理
27%

 
図 6-32 回答者属性(部署) 

 
 

－ 70 －



（３）［参考］他団体の検討状況

設備システム研究会、IAI 日本 設備 FM 分科会など他団体でも、設備機器部材の 3D 化や、機器デ

ータの有効活用方法等について検討が行われている。具体的な検討状況を下記に示す。

各団体の検討動向等については、これまでも WG メンバを通じて確認を行ってきたが、今後も、引

き続き適宜連携して BE-Bridge の利便性向上等に向けた取組みを進めることとする。

 
◇他団体の主な検討状況

ａ．設備システム研究会

・平成 17 年頃、BE-Bridge の建築拡張案を作成。 
  ⇒BE-BridgeVer4.0 に反映

・現在、BE-Bridge の制気口拡張案を検討中。 

ｂ．IAI日本 設備 FM分科会

・近年、BIM（Building Information Modeling）等への活用可能性が期待される IFCによる設備

部材の表現とその利用を検討。 
・平成 17 年頃、空調衛生設備属性セットから IFCへのコンバータを開発。 
 （※ 空調衛生設備属性セット ＝ BE-Bridge（経路部材）＋Stem（機器部材））

・平成 19 年度、BE-Bridgeから空衛属性セットへのコンバータを開発。 
・二つのコンバータをつなぐと、BE-Bridge（経路部材）から IFCへの変換が可能。 
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７．電気設備 EC 推進委員会 活動報告 

７．１ 活動テーマ 

 活動計画に示されている平成 20 年度の主な活動テーマは以下の通りである。

（１）電設 Stem データの拡充・業務活用に向けた検討

（２）電設分野における商流連携の検討

（３）電設 CAD データの 3D 化検討

７．２ 活動経過 
○電気設備 EC 推進委員会

平成 20 年 7 月 24 日(水) 第 1 回 電気設備 EC 推進委員会

（13:00～14:30） ・平成 20 年度の活動計画について

平成 21 年 3 月 24 日(火) 第 2 回 電気設備 EC 推進委員会

（10:00～11:45） ・平成 20 年度の活動報告について 
・平成 21 年度の活動計画について 

○Stem 電設仕様検討 WG
平成 20 年 10 月 16 日(木) 第 1 回 Stem 電設仕様検討 WG
（15:00～17:00） ・平成 20 年度実施計画について 

・Stem 利用状況アンケートについて

・Stem 資機材コードに関する(社)日本電設工業協会との

連携について

・東芝ライテックデータのコード付番について 

平成 20 年 11 月 28 日(金) 第 2 回 Stem 電設仕様検討 WG
（15:00～17:00） ・Stem 利用状況アンケート結果について 

・Stem 資機材コードに関する(社)日本電設工業協会との連携に

ついて 

平成 21 年 3 月 24 日(火) 第 3 回 Stem 電設仕様検討 WG
（10:00～11:45） ・平成 20 年度の活動報告について 

・平成 21 年度の活動計画について 

－ 73 －



※電気設備 EC 推進委員会同時開催 

○電設 CAD データの 3D 化検討 WG
平成 20 年 10 月 31 日(金) 電設 CAD データの 3D 化検討 WG コアメンバ会議

（13:00～14:30） ・電設版 BE-Bridge の検討状況について 
・実証実験のシナリオについて

・未決定事項の検討 

平成 20 年 11 月 20 日(木) 第 1 回 電設 CAD データの 3D 化検討 WG
（13:00～15:30） ・平成 20 年度実施計画について 

・電設版 BE-Bridge の検討状況について

・実証実験について 

平成 21 年 3 月 24 日(火) 第 2 回 電設 CAD データの 3D 化検討 WG 
（10:00～11:45） ・平成 20 年度の活動報告について 

・平成 21 年度の活動計画について

※電気設備 EC 推進委員会同時開催 
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７．３ 活動結果 

７．３．1 電設 Stem データの拡充・業務活用に向けた検討 

Stem 電設仕様検討 WG では、Stem データ配信サービス拡充のためのデータ登録数の拡

大及び、利用者数の拡大と実業務への活用推進に向けた取組みを行った。

（１）電設 Stem データの拡充

東芝ライテックから、施設用照明器具／住宅用照明器具／公共施設用照明器具に関する

7,425 件のデータを提供頂いた。これらについて、東芝ライテックの「商品カテゴリ名称」

を元に、Stem コードの付番を行い、データを登録した。Stem コードの付番においては、

昨年度策定したコード付番案を WG として承認・確定した。次表に Stem コード付番対応

関係と提供データ件数を示す。

 
表 7-1 東芝ライテックデータ Stem コード付番 対応関係 

東芝ライテック C-CADEC Stem 

商品カテゴリ名称 Stem コード 中分類 小分類 細分類 

提供データ 

件数 

40,30,210,****,*** 一般施設用照明器具     

40,30,220,****,*** 特定施設用照明器具     施設用照明器具 

40,30,330,****,*** 屋外特殊施設用照明器具     

840 

演出用（舞台）

照明器具 
40,30,290,0200,*** その他屋内用照明器具 

舞台用

照明器具 
  59 

住宅用照明器具 40,30,270,****,*** 住宅・店舗用照明器具     2,338 

40,30,270,0800,*** 住宅・店舗用照明器具 スポットライト   

40,30,270,0900,*** 住宅・店舗用照明器具 ダウンライト   

スポットライト・

ダウンライト・

ロフトペンダント 
40,30,270,0300,*** 住宅・店舗用照明器具 ペンダント   

1,081 

40,30,210,****,*** 
一般施設用照明器具

(* 該当データ無し) 
    

40,30,220,****,*** 特定施設用照明器具     
公共施設用

照明器具  

40,30,330,****,*** 
屋外特殊施設用照明器具

(* 該当データ無し) 
    

395 

40,30,350,0900,*** その他屋外照明器具 障害灯   航空障害灯・

ヘリポート器具 40,30,350,0800,*** その他屋外照明器具 ヘリポート照明   
14 

誘導灯 40,30,260,****,*** 誘導灯     1,096 

HID 屋内用

照明器具 
40,30,290,0100,*** その他屋内用照明器具 

高天井用器具

（HID 灯） 
  208 

HID 屋外用

照明器具 
40,30,310,0300,030 建物周辺部用照明器具 

ライトアップ

器具 

HID

器具 
1,024 

非常用照明器具 40,30,250,****,*** 非常用照明器具     310 

セミオーダー

シャンデリア 
40,30,270,0100,*** 住宅・店舗用照明器具 シャンデリア   60 
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平成 20 年度末の電設 Stem データ登録件数を次表に示す。

 
表 7-2 電設 Stem データ登録数 

メーカー名 登録件数 
1 東芝ライテック  7,561 
2 パナソニック電工  683 
3 三菱電機照明  170 

 計 8,414 

パナソニック電工からは、照明器具の CAD データ 7,876 件を提供頂いており、早期の公

開を目指して Stem データ付番作業を進めているところである。

（２）電設 Stem の業務活用に向けたアンケート調査

Stem データ配信サービス（電設分野）のサービス向上に向け、委員の Stem データ配信

サービスの利用状況や要望等を把握するため、電気設備 EC 推進委員会の委員を対象に、ア

ンケート調査を実施した。

現在のところ、電設分野において、Stem データ配信サービスの業務での実利用は必ずし

も進んでいないと考えられている。アンケートでは、主に電設 Stem に対する期待や要望、

電設 Stem の利用シーン等について調査した。今後、調査結果を元に、将来的な電設 Stem
仕様改訂等に向けた検討を進めることを予定している。
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１）アンケート概況

 

対象 電気設備 EC 推進委員会登録企業 
実施時期 平成 20 年 11 月 有効回答 9 社 回答者属性 下記 参照 

 

ご回答者のお勤め先（業種）

　⑨その他, 0%

　③総合建設
業, 11%

　④建築設備
専門工事業,

44%

　⑧発注者, 0%

　⑤設備機器
メーカー／代

理店, 11%

　①設計事務
所, 11%

　②住宅メー
カー／工務店,

0%

　⑥不動産業,
0%

　⑦CADベン
ダ, 22%

 

ご回答者のお勤め先（部署）

　　⑨研究・技
術開発, 33%

　　⑩その他,
22%

　　⑧施工管
理, 0%

　　⑦積算・見
積, 0%

　　⑥設備設
計, 44%

　　④建築設
計, 0%

　　③調査・計
画, 0%

　　②専門職,
0%

　　①経営者・
管理職, 11%

　　⑤構造設
計, 0%

 
図 7-1 回答者の業種          図 7-2 回答者の所属部署 

２）回答結果

２－１）「Stem データ配信サービス」閲覧状況と利用した感想

Stem データ配信サービスの閲覧（利用）経験があるか、という問には、およそ 8 割が「あ

る」と回答した。続いて、閲覧経験のある回答者に Stem データ配信サービスの感想を尋ね

たところ、全員が「登録されている機器が少ない」という不満を感じていることが分かった。

 
１．「Stemデータ配信サービス」を閲覧されたことはありますか。

　①はい
78%

　②いいえ
22%

 

２．「Stemデータ配信サービス」の感想をご回答ください。（複
数回答可）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

 
図 7-3 閲覧状況        図 7-4 利用した感想 
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２－２）「Stem データ配信サービス」利用の際の検索キーについて

 Stem データ配信サービスの利用者に対し、機器を探す際の検索キーについて尋ねたとこ

ろ、過去に使用した検索キー、今後使用したい検索キーとも、「電設部品のメーカー型番、

型式名称等の機器管理情報」、「電設部品の能力仕様、電気仕様、ダクト接続情報等の機器仕

様情報」の順で回答が多かった。

 

３．「Stemデータ配信サービス」を使ったときは、主にどの検索
キーを使いましたか。（複数回答可）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

 

４．「Stemデータ配信サービス」の検索キーとして、今後は、ど
の検索キーを利用したいですか。（複数回答可）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

 

図 7-5 使用した検索キー        図 7-6 今後使用したい検索キー 

２－３）「Stem データ配信サービス」の普及に向けた対策について

 Stemデータ配信サービスの普及に向けた対策として何が有効か尋ねたところ、全員が「登

録機器の情報を増やし、その情報が常に最新であること」と回答した。次いで、「業界団体

への働きかけや広告を出すなど PR を行うこと」の回答が多かった。

 

５．現行の「Stemデータ配信サービス」が普及し、利用活用さ
れるようになるためには今後の対策として、何が必要だと思わ
れますか。（複数回答可）
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図 7-7 普及に向けた必要な対策 
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２－４）「Stem データ配信サービス」の業務での活用シーンについて

 Stem データ配信サービスを業務のどの場面で使用するか、という問に対しては、「設備

実施設計」「設備施工・設備施工図作成」が多数を占めた。

 

６．「Stemデータ配信サービス」を業務のどの場面で使うことを
期待されていますか。（複数回答可）

0%

20%

40%

60%

80%

100%

 

図 7-8 業務での活用場面 

２－５）「Stem データ配信サービス」への期待について

Stem データ配信サービスからどのような情報を得たいか、という問に対しては、「電設

部品のメーカー型番、型式名称等の危機管理情報」「電設部品の能力仕様、電気仕様、ダク

ト接続情報等の機器仕様情報」の回答が多く、次いで「電設部品の外形寸法」「電設部品の

外観写真」という順となった。また自由回答として、照明率、保守率データなどの情報を望

む声も見られた。

一方、Stem データ配信サービスを使うメリットについては、「作業の時間が短縮される」

「選択する機器の幅が広がる」の回答が多いという結果となった。また自由回答として、「カ

タログが手元にない機器の仕様等の確認」「電気部品の情報収集」という意見もあった。

 

７．「Stemデータ配信サービス」を使ってどのような情報を得る
ことを期待されていますか。（複数回答可）
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20%

40%

60%

80%

100%

 

８．「Stemデータ配信サービス」を使うことで、どのようなメリット
を期待されていますか。（複数回答可）
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20%

40%

60%

80%

100%

 

図 7-9 期待する情報        図 7-10 期待するメリット  
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２－６）機器データベースを持つメーカーサイトや他サイトとの比較について

 Stem データ配信サービスとは別に、メーカーを横断した建築設備機器情報やメーカー情

報のデータベースを公開、あるいは検索を可能としているサービスについて聴取したが、

（社）日本電設工業協会が運営する「電設資材電子カタログ（JECAMEC）」を除き、認知

度・利用度ともに低かった。

 電気設備機器メーカーが個別に自社の機器情報を提供しているデータベースがあること

は約 9 割が知っていた。「利用したことがある」と回答したうち、ほとんどがパナソニック

電工のサイトを利用していた。

 

９．「Stemデータ配信サービス」とは別に、メーカーを横断した建築設
備機器情報やメーカー情報のデータベースを公開、あるいは検索を

可能としている下記サービスについてご回答下さい。

0%

0%

11%

44%

11%

44%

22%

22%

89%

44%

56%

22%

0%

0%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（１）Virtual House .NET
（福井コンピュータ）

（２）建設資材データベース
けんせつPlaza

（３）Archimap
 - 建材情報データベース

（４）電設資材電子カタログ
（JECAMEC）

　④その他

　③知らなかった

　②知っているが利
用したことは無い。

　①利用したことが
ある。

 

１０．電気設備機器メーカーが個別に自社独自に情報提供し
ているデータベースがあることをご存じですか。

①利用したことが
ある。
56%

②知っているが
利用したことは無

い。
33%

③知らなかった
11%

④その他
0%

 

図 7-11 メーカーサービス認知状況      図 7-12 メーカーデータベースの認知状況  

２－７）メーカーサイトを利用する場合のメリット・デメリットについて

メーカー運営のデータベースの利用については、「詳細なデータが用意されている」「メー

カーの製品のデータがすばやくリリースされる」というメリットを感じている一方で、「複

数メーカーの製品データを同時に参照できない」「データ仕様がメーカーにより異なる」点

をデメリットと感じている回答者も半数に上った。

 

１１．電気設備機器メーカーが個別に自社運用しているデータ
ベースを利用する場合のメリットはどのようなことだと思います

か。（複数回答可）
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80%

100%

 

１２．電気設備機器メーカーが個別に自社運用しているデータ
ベースを利用する場合のデメリットはどのようなことだと思いま

すか。（複数回答可）
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100%

 

図 7-13 メーカーデータベースのメリット 図 7-14 メーカーデータベースのデメリット  
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３）アンケート調査結果に対する委員の意見

アンケート調査結果に対し、WG において下記のような意見が委員から出された。

 
メーカーサイト

との比較 
・メーカーが自社運用しているデータベースは、詳細なデータが用意さ

れていること、情報が新しいことが評価されている。

・機器データは、技術計算の目的や特殊用途の場合に探すことが多いた

め、それを目的にメーカーサイトが利用されていると考えられる。 
Stem に求めら

れる要望 
・機器の比較や一括参照、機器名称等の名寄せ等について要望がある。 
・電設機器としてどういった機器があるかを知るには、姿図などイメー

ジを見ることが大事。Stem のようにイメージを一箇所で見られるよう

なサイトがあることは、教育面でも有用ではないか。 
規格の統一につ

いて 
・データを比較するには、ひとつの場所（サイト）で、同じ規格でデー

タが揃っていることが重要。 
・Stem の方向性は間違っていないと思うが、仕様を細かく決めれば決め

るほど、データを提供するメーカーには負担になるかと思う。

・現在、メーカー間で仕様のフォーマットが統一されていない。統一規

格を策定しても、各社にそれに則ってデータを作成してもらえるか、

データを提供してもらえるか、は別の議論が必要。 
メーカーデータ

の提供について 
・アメリカでは、製品データは電子的にデータベースで管理するところ

が多い。ある会社では、紙のカタログは「従」の扱い。日本ではまだ

紙のカタログが主流の企業が多いが、データ提供が主流となれば、カ

タログ発行に伴うコスト削減、CO2削減も期待できる。 

４）まとめと今後の検討の観点

アンケート結果から、現行の電設 Stem には、データの登録数が少ないことや情報が古く

更新されないことに対する不満があることが明らかになった。

◇現行の Stem データ配信サービス（電設分野）の主な課題 

・登録データ数が少ない。

・登録されたデータが古く、更新されていない。（最新の情報でない） 
 

メーカーが自社で運用している個別データベースに対しては、製品情報がもれなく用意さ

れ、素早くリリースされることが評価されていた。電設 Stem の将来的な姿を考える上では、

メーカーサイトと遜色ないレベルのデータ登録数とデータの鮮度（常に最新の情報であるこ

と）を保つことが求められる。

活用シーンとしては、設備実施設計、設備施工、設備施行図作成時の利用ニーズが高いこ

とが分かった。また、得たい情報としては、メーカー型番・型式名称等の機器管理情報、部

品の能力仕様等の機器仕様情報、外形寸法、外観写真について望む声が多く見られた。今後

は、利用者の業務における Stem の活用シーンや利用者が望む仕様情報等を考慮しながら、

さらなる検討を進めていくことが求められる。 
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 さらに、Stemデータ配信サービスそのものの認知度向上についても必要性が言及された。

他の業界団体への働きかけ等を始めとする PR 活動を通し、利用者やメーカーへの周知を図

っていくことが必要である。

◇Stem データ配信サービス（電設分野）の目指すべき姿 

・メーカーサイトと遜色ないレベルまで登録データ数を増やし、情報を常に最新にする。 
・業務での活用シーンや利用者の望む仕様情報を考慮し、仕様のさらなる充実を図る。

 －活用シーン ：設備実施設計、設備施工、設備施工図作成 等

 －要望仕様情報：能力仕様、外形寸法、外観写真

・業界団体への働きかけ等、PR を行い、利用者やメーカーへの周知を図る。 

（３）日本電設工業協会（JECA）との連携

 （社）日本電設工業協会（JECA）資材委員会呼称統一化 WG より、平成 20 年 9 月に電

気設備の資機材コードの統一に関する協力依頼があった。具体的には、JECA が運営する「電

設資材電子カタログ JECAMEC」の機器分類体系と、Stem の機器分類体系を、呼称等の

面で統一したいという依頼である。以前より JECA とは適宜連携を図りながら活動を進め

てきたこと等から、本依頼に関しても受けることとし、今後は、C-CAEC・JECA 双方のメ

リットを探りながら協力して活動を進めることとした。

１）資機材コード統一に関する協力依頼 概要 

JECAMEC（http://jecamec.jeca.or.jp）は、電設資機材に関する情報をインターネット上

で利用、入手できるようにした電子カタログである。

 

 
図 7-15 JECAMEC ホームページ（http://jecamec.jeca.or.jp） 

JECAMEC は、電設資材を 15 のカテゴリ（大分類）に分け、カテゴリごとに中分類、小

分類を定めている。小分類まで辿っていくと、メーカーサイトの機器情報のページにリンク
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が張られており、利用者は各メーカーのサイトにアクセスして情報を収集することとなる。

 
表 7-2 JECAMEC 資機材分類（JECAMEC カタログより一部抜粋して引用） 

大分類  中分類  小分類 
01.電線 ケーブル 電線接続材料 絶縁材

料 バスダクト ヒーティング 
・照明器具類  ・施設用照明（産業・商業・官公庁・鉄道・

向上・スポーツ等） 
02.鋼製電線管 電路管(鋼製) 付属品 フ

ロアダクト類 
・照明制御装置 ・住宅用照明 

03.合成樹脂製電線管 電路材 (樹脂製

他) 付属品 
・照明点滅器・センサ

ー類 
・システム天井照明 

…… 

 

・情報板 ・意匠照明（インテリア）・店舗照明 
07.照明器具・照明制御装置   ・サイン広告照明 
……   

 

・ …… 

 
今回の JECA の協力依頼は、Stem の機器分類に使用している名称と、JECAMEC の資

機材コードで使用している名称の統一を図る協議を開始したいというものである。具体的に

は、Stem の機器分類（次表）の分類名称等を対象としている。

 
表 7-3 Stem 機器分類コード（電気設備） 

大分類 中分類 小分類 

配電機器 高低圧配電盤 （略） 

 変圧器  

 コンデンサ  

 電気計器  

 配電制御機器  

 電力用ヒューズ  

照明器具 一般施設用照明器具（蛍光灯）  

 特定施設用照明器具  

 特殊用途用照明器具  

 非常用照明器具  

 誘導灯  

 住宅・店舗用照明器具  

 その他屋内用照明器具  

 建物周辺部用照明器具  

 景観・道路用照明器具  

 屋外特殊施設用照明器具  

 その他屋外照明器具  

 照明用ポール  

 照明制御システム  

 照明器具部材  

自家発電設備 非常用発電設備  

 常用発電設備（コージェネレーション設備）  

静止形電源設備 蓄電池  

 直流電源装置  

 交流無停電電源装置（UPS）  
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２）C-CADEC と JECA の協議経緯

C-CADEC では平成 16 年度にも JECA との検討状況の確認を行っている。この時は、

JECA の検討対象領域が C-CADEC と類似していることが判明したため、JECA 事務局と

意見交換を行い、Stem を標準仕様のベースとして双方緊密に連携しながら、協調していく

方針が確認された。

具体的には、C-CADEC と JECA で検討する機器と標準化情報の対象範囲を双方で分担

した。機器分類コードについては、CI-NET 建設資機材コードとの関係もあるため、JECA
が担当する設備機器を含め、全て C-CADEC で検討することとした。次表に、双方の取り

組みのねらいや検討経緯についてまとめる。

 
表 7-4 仕様検討における特徴（平成 16 年度 C-CADEC 報告書より抜粋） 

 C-CADEC JECA 
主な仕様化対象 機材（機器）中心 資材中心 
仕様化目的とする情報 設計・製造に関わる情報 商流に関わる情報 
検討組織の優位点 コード化・DB 構築の実績 業界団体との広いチャネル 

３）協力依頼に対する対応

本件に対して Stem 電設仕様検討 WG で協議された内容を下記にまとめる。 
 
Stem と JECAMEC
の比較 

・JECAMEC はリンク集だが、Stem はデータを持っている、とい

う点で位置づけが異なっている。

・JECA は資材の人、購買部の人が多い。成り立ちとして、設計と

購買という目的の違いがある。 
協業の方向性 ・コード体系（分類体系）を統一することで、Stem ではメーカー串

刺しの検索に使える、JECA は商品のカテゴリ分類に使える。

・メーカーとしても、商品につながる入り口として、呼称の統一を

考えて頂きたい。

・JECA から Stem 電設仕様検討 WG にオブザーバー参加頂く等の

方向も含めて JECA と調整したい。

・平成 20 年度は協業の第一歩として、相互リンクを行いたい。 
 

機器の分類体系や名称に対して、業界で複数の異なる標準が存在することは、利用者にと

って複雑で分かり難いといった混乱が生じるばかりでなく、データ提供元となるメーカーに

も重複的なデータ作成負担や無用な混乱を生じさせ、本来あるべき標準化の効果を阻害する

可能性がある。

設備機器部材や分類体系の名称の統一を進め、標準化を推進することが業界全体の利便性

向上に資すると判断されるため、電気設備 EC 推進委員会として、今回の協力依頼を受ける

こととした。今後は、JECA 事務局と適宜連携を図りながら、協働活動を進めることとする。

具体的な方策として、照明器具に絞ってデータ連携をすすめる提案をすることとなった。 
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平成 20 年度は、協力活動の第一歩として、JECAMEC ホームページに、C-CADEC ホー

ムページへのリンクが張られた。

 
７．３．２ 電設分野における商流連携の検討（Stem 検討 WG） 

このテーマでは、従来から C-CADEC と CI-NET の委員で構成される設備分野コアメン

バ会議にメンバ参加し、検討を行っている。

平成 20 年度の同会議では、Stem コード体系の整備経緯等について確認の依頼が

C-CADEC 側に向けあったものの、電気設備分野に関しては特段の意見等がなく、検討は行

われなかった。電設分野では、機器仕様に加えて多用される図面の取扱い等、見積・調達時

の独自の課題があるため、本委員会として、これらの課題についても今後議論が進められる

ような体制を引き続き整備していく。

 
７．３．３ 電設 CADデータの 3D化検討（電設 CADデータの 3D化検討 WG） 

平成 20 年度は、昨年度に策定した「電設版 BE-Bridge 仕様案」についてさらなる検討を

行い、仕様上の未決定事項について協議した上で、電設版 BE-Bridge の仕様の一次案を策

定した。また仕様の一次案の有用性を検証する実証実験を平成 21 年度上期に行うための、

実証実験計画を立案した。

（１）電設版 BE-Bridge 仕様案の策定

平成 19 年度までの検討により、電設版 BE-Bridge 仕様案は「属性項目」や「工事項目（科

目）」「対象部材」に関して大枠は固められたが、各項目の詳細定義や対象部材の仕様詳細

についての検討が残されていた。平成 20 年度は、これらについて検討を行い、実証実験後

に確定するものを除き、未決事項の確定を行った。

仕様案の検討に際し、電設 CAD データの 3D 化検討 WG では下記の意見があった。仕様

に関する意見の他に、空調衛生 BE-Bridge 仕様との総合的な検討が必要になっているとの

意見があった。平成 21 年度以降、どういう検討体制が望ましいか等を含め、空衛設備 EC
推進委員会と協議・調整を行うことが考えられる。

 
電設版 BE-Bridge
仕様のあり方 

・日本では、電気設備の設計図はシンボルで書かれており、3 次元化

できない。自動車の設計では、電気配線は機能図と実体図との両

方を書いている。

・LED 照明は球の形が変わるため、どういう図面にするか、考慮し

ておくことが必要。 
BE-Bridge（空調衛

生設備）との連携 
・空衛の CAD ベンダに部材定義項目等を連絡しておいた方が良い。 
・最近、CAD の世界では電設、空衛の区別が消え、設備 CAD とい

う観点になってきている。海外では空衛、電設という区別はない

ので、BE-Bridge も統合的に捉え検討すべきではないか。

・電気設備図面作成の目的で、空調衛生の CAD を使う例も多い。 
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具体的な仕様の修正案について、次表に示す。 

 
表 7-5 電設版 BE-Bridge 仕様案の修正案 

No. 頁 項番 項目名 修正案 
1 2 3 系統名 空衛版 BE-Bridge と同じとする。 
2 2 4 系統番号 同上 
3 2 25 電設部材番号 同上 
4 2 26 単複区分 同上 
5 2 35 材料、塗装、種類 項目名称を「材質、外装」とする。 
6 5 C1 バスダクト バスダクトの部材の小分類 10 番とし

て「エキスパンション」を追加する。 
小分類 11 番として「プラグインスイッ

チボックス（プラグインブレーカ）」を

追加する。 
7 8 3 材料、塗装、種類コード 項目名称を「材質、外装コード」とす

る。 
8 33 

34 
C1-9
C1-10 

バスダクト バスダクトの部材の小分類 10 番とし

て「エキスパンション」を追加する。

小分類 11 番として「プラグインスイッ

チボックス（プラグインブレーカ）」を

追加する。 
 

表 7-6 実証実験後に制定する項目 
No. 頁 項番 項目名 修正案 
1 9 3 項 ダクト部材形状寸法図に

ついて 
年度内は保留とする。実証実験後に制

定する。 
2 10 4 形状寸法データ記号の説

明 
同上 

3 21 B2-4 金属ダクト

（レースダクト含む）

T 型分岐（内直） 

サイズ違いはその要否と処置について

実証実験後に検討する。 

4 22 B2-5 T 型分岐（内角） 同上 
5 23 B2-6 X 型分岐（内直） 同上 
6 23 B2-7 X 型分岐（内角） 同上 
7 25 B2-12 インサイドベンド T 型 同上 
8 26 B2-13 アウトサイドベンド T 型 同上 

（２）実証実験について

電設版 BE-Bridge の実効性等の検証のため、実証実験を実施する予定である。策定され

た仕様案に基づく CAD への実装準備等の状況を鑑み、平成 20 年度は実験計画を立案する

こととし、実験は平成 21 年度に行うという方針に決定された。 
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以下、平成 20 年度の検討により策定された「電設版 BE-Bridge 実証実験計画案」の各項

に基づき、実験計画について説明する。

１）実験の目的と背景 ※下記枠内は「電設版 BE-Bridge 実証実験計画案」より抜粋（以下同様）

１．実験の目的と背景

 電設版 BE-Bridge 仕様は、平成 20 年度に仕様素案が電設 CAD3D 化検討ワーキンググ

ループにて確定した。仕様素案を電設版 BE-Bridge 仕様書第１版として公開するに先立ち、

今回、仕様素案の有効性を評価するための実証実験を実施する。

 実験は、「電設版 BE-Bridge 仕様素案」に準拠した CAD データを異なる CAD 間でデー

タ交換するときの有効性と実用性について、評価することを目的とした。 
 

 実験の目的は、今回策定した「電設版 BE-Bridge 仕様素案」の有効性を評価することで

ある。具体的には、仕様案に準拠した CAD データを異なる CAD 間でデータ交換する実験

を通し、図面が正しく再現されるか、仕様が正しく受け渡されるか等の検証を行う。

２）実験の内容

２．実験の内容

（１）概要

実験はダイテックの CAD と四電工の CAD の間で電設版 BE-Bridge 仕様に基づいた設備

データの授受を行うことで、またデータの授受に際して仕様の誤りや曖昧さが無いかどうか

を検証することを目的とする。 
 

実験には、下記 2 社の CAD ベンダにご協力頂く。2 社の CAD に電設版 BE-Bridge 仕様

案に基づく設備データを実施してもらい、CAD 間のデータ授受を行う。

 ・ダイテック

 ・四電工 

（２）実験範囲

実験の対象部材は、電設版 BE-Bridge 仕様素案のうち電気部材 D1:ケーブルラックとす

る。ケーブルラックは表裏の定義など電設特有の要素がある。 
 

 実験の対象部材は、ケーブルラックを採用することとした。ケーブルラックは表・裏の定

義など電気設備特有の要素があり、今回の実験対象として適していると判断された。ケーブ
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ルラックの表・裏は、「ラック下端からケーブルへ向かう大きさ 1 の方向ベクトル」と定義

することとした。

（３）実験環境 
実験は下記の環境で実施する。 

 
 

実験環境としては、上図の通り、2 社間でメール等によりデータの授受を行い、それぞれ

の CAD で読み込み、加工を行うこととした。今回の実験では参加企業が 2 社なので、共有

サーバを立てるなどの手法は取らず、簡便に行うこととした。

（４）実験の参加者

実験は CAD ベンダ２社（ダイテック、四電工）、電気系サブコン、事務局、という体制

で実施する。それぞれの役割を以下に示す。

 
参加者 役割 

CAD ベンダ CADに電設版BE-Bridge仕様素案に対応したデータファイル

の書き出し機能と読み込み機能を試験的に実装する。

特定の CAD データに関する CAD 間でのデータ送受の実験を

実施する。 
電気系サブコン データ送受の結果として、データが正しく CAD 間で受け渡し

されたか等について評価する。 
事務局 実験の実施に係る全般について調整し、実験結果及び評価や実

験により明らかになった課題等について整理する。 
      

 実験には、CAD ベンダの他に、CAD 間で授受・交換されたデータが正しく受け渡されて

いるか、表示や保持された仕様等の面から検証する立場として、電気系サブコンのメンバが

参加する。 

ダイテック

CAD 用 PC 

メール等によるファイル授受 

四電工

CAD 用 PC 
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（５）実験の手順 
実験の対象部材は電設版 BE-Bridge 仕様案 D1 のケーブルラックとする。実験は(3)実
験環境の下で下記の手順で実施することとする。 
① CAD ベンダ A は、ケーブルラックを含む CAD 図面データを電設版 BE-Bridge 仕

様でファイル出力する。 
② CAD ベンダ A は、ファイルを CAD ベンダ B に送付する。

③ CAD ベンダ B はファイルを読み込み、部材が正しく表示されるか、設備同士の干

渉のチェックができるか、を確認する。 
④ CAD ベンダ B は、同 CAD 図面データに対し、新しいケーブルラックの追加など

一部修正した後に、電設版 BE-Bridge 仕様でファイル出力する。 
⑤ CAD ベンダ B は、ファイルを CAD ベンダ A に送付する。

⑥ CAD ベンダ A はファイルを読み込み、CAD ベンダ B が修正した図面を確認する。 
⑦ つぎに、CAD ベンダ A と CAD ベンダ B について、役割を入れ替えて同じ手順①

～⑥の実験を行う。 

 実験では、ケーブルラックを含む CAD 図面データを 2 社間で授受する。データを受け

取った CAD ベンダは、「正しく表示されるか視認する→仕様属性等に抜け落ちがないか確

認する→データを一部加工して返信する」という手順を繰り返し、検証を行う。また、

BE-Bridge は設備部材同士の干渉チェックの用途で使用されることが多いことから、実験

においても、干渉の確認が可能か、併せて検証する。

（６）実験の評価方法 
・CAD の電設版 BE-Bridge は仕様どおりに正しく実装されているか、データファイル

を確認する。

・CAD 間でデータの受け渡しをするときに、相手先で正しく図面が再現されるか。

・仕様のあいまいさや解釈のずれなどがなかったか。

・実験により明らかになった問題、課題はなかったか。

上記の四点については、CAD ベンダに加えて、電気系サブコンと事務局によって評

価を行う。また、実験により明らかになった仕様に関する問題、課題については、仕様

の正式リリースに向けた改訂等に資するべく、整理し解決策の検討を行う。 

実験の評価として、「問題なく表示されたか」「属性仕様が正しく受け渡されたか」を検

証する。また、実験により明らかになった問題、課題等があれば整理し、解決に向けた検討

を行う。これらの検討が終わった段階で仕様書案を確定とし、正式な仕様書としてまとめる。 
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（７）実験の実施スケジュール

 
平成 21 年度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 

①CAD への電設版

BE-Bridge の実装 
       

②CAD 上での図面

データ作成 
       

③CAD 間でのデータ

交換とデータ検証 
       

④実験結果の評価        
⑤報告書の作成        
⑥問題、課題の解決策 

等の検討 
       

      

 実施スケジュールとしては、CAD への実装等の準備に 2 ヶ月、データ交換の実施と検証

に 2～3 ヶ月、課題の解決策等の検討に 3 ヶ月程度を見込んでいる。本スケジュールについ

ては、実際の検討状況等踏まえ、適宜見直しを行うこととする。 
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８．技術調査委員会 活動報告 

８．１ 活動テーマ 

 活動計画に示されている平成 20 年度の主な活動テーマは以下の通りである。

（１）建設現場における IT 活用動向と事例の調査

（２）建設分野における標準化動向、C-CADEC 成果の活用事例の調査

（３）電子納品の動向調査と事例調査

８．２ 活動経過 
○技術調査委員会

平成 20 年 10 月 29 日(水) 第 1 回 技術調査委員会

（11:30～12:00）  ・今年度の活動テーマについて

平成 21 年 3 月 26 日(木) 第 2 回 技術調査委員会

（10:30～12:00）  ・平成 20 年度の活動報告について 
・平成 21 年度の活動計画について 

○コアメンバ会議

平成 20 年 8 月 4 日(金) 第 1 回 コアメンバ会議

（15:00～16:00）  ・今年度活動テーマについて 
・講演会テーマについて 

 
平成 20 年 8 月 27 日(木) 第 2 回 コアメンバ会議

（13:00～15:00）  ・講演会テーマについて

平成 21 年 2 月 5 日(木)  第 3 回 コアメンバ会議

（13:30～15:00）  ・次回講演会テーマと日程

○講演会

平成 20 年 10 月 29 日(木)  C-CADEC セミナー 
（9:00～11:30）   ・ビルディングシステムの IP 統合ソリューションと、その付加価値

    ・建設現場におけるモバイル通信機器の活用 
（通信機能ヘルメット－Ｕメット） 
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８．３ 活動結果 

８．３．１ 建設現場における IT活用動向と事例の調査 

 本テーマでは、「建設現場」、「IT 活用」、「品質・生産性向上」といったキーワードのもと、

IT の効果的活用が新たに可能となりつつある分野にも視野を広げ、会員への情報提供を図

ることを目標としている。

（１）講演テーマの検討

 平成 20 年度当初、次のテーマを候補として最新事例を文献、Web 等から調査し、委員長

を中心としたコアメンバ会議にて講演テーマの比較検討を行った。

◇技術調査委員会 講演テーマ 候補 

ａ．現場におけるモバイル関連技術の活用について

ｂ．現場における RFID 等、IC タグ技術の活用について

ｃ．施工・施設維持管理におけるセンサネットワークの活用について

ｄ．現場のネットワーキング、情報シェアリングについて

ｅ．施工中・工事後における効果的な図面管理・図面共有手法、スケジュール管理について 
ｆ．現場でのロボット導入について

ｇ．現場におけるセキュリティ管理について

ｈ．国内外における建築部材の商用 DB サービスについて

ｉ．建設業界における IT を活用した環境対策について

ｊ．BIM（Building Information Modeling）の捉え方について 
 

以下、各テーマ候補についての検討の概要等を記す。 

ａ．現場におけるモバイル関連技術の活用について

 現場におけるモバイル関連技術の活用について、下記事例等の調査を行った。

①建築工事管理におけるモバイルコンピュータの適用 デザインパターンを活用したシス

テム開発方法論（木本健二氏 芝浦工業大学准教授 等）：

 －モバイルコンピュータ（PDA）を用いた建築工事管理により、紙ベースの従来方式と

比較して生産性が向上した例について建築学会で発表。 
 URL：http://ci.nii.ac.jp/naid/110004849533/ 

②PDA を用いた設備工事管理システム（鴻池組）：

 －①の活用事例紹介。設備進捗管理システム、設備検査システムへ活用している。 
URL：http://www.konoike.co.jp/et/418/418_1.html 
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③Pocket@i（PDA）を活用し、工場で製造した建築資材の出庫管理（日本電気）

 －PDA を活用し、工場で製造した建築資材の出庫管理と、出庫した建築資材を建築現場

にて入庫処理を実行。 
URL：http://www.nec.co.jp/kenpro/guide/field/fipdf/pocket.pdf 

④建築設備機器保守情報管理システム（新日本空調）

 － 管理対象機器に基本情報を記録したＩＣタグを貼付け、点検記録を PDA で行う。 
URL：http://www.snk.co.jp/event/080325.html 

⑤鉄筋工事の配筋検査プログラム（長谷工コーポレーション）

 －配筋検査にタブレット PC を使用し高精度の品質管理と業務効率化を実現。 
URL： http://www.haseko.co.jp/hc/news/2008/1003.html 

ｂ．現場における RFID 等、IC タグ技術の活用について

 現場における RFID 等、IC タグ技術の活用について、下記事例等の調査を行った。

①RFID リーダ付き携帯電話を開発し、地域情報配信の実証実験を実施（日本電気） 
URL：http://www.nec.co.jp/press/ja/0612/0105.html） 

②厚さ 1.5mm で容易に曲げられる IC タグを開発（トッパン・フォームズ開発） 
URL：http://rfid.toppan-f.co.jp/press/080717Latica-mold.pdf  

③IC タグを用いた骨材混入防止・運行管理システム（飛島建設） 
URL： http://www.tobishima.co.jp/news/news061106.htm 

④IC タグによる作業員接近警告システム（鹿島建設、ソレキア、東京特殊電線） 
URL：http://www.kajima.co.jp/news/press/200804/24c1-j.htm  

URL：http://www.solekia.com/topics/2008-1.htm 

 

⑤IC タグを活用した鋼構造躯体の検査情報管理システム（独立行政法人建築研究所） 
URL：http://www.kenken.go.jp/japanese/information/information/press/20081203.pdf / 
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ｃ．施工・施設維持管理におけるセンサネットワークの活用について 

施工・施設維持管理におけるセンサネットワークの活用について、下記事例の調査を行っ

た。

①施工現場・建機システムの実現に向けたネットワーク技術の検討（林正人、村田正幸、

若宮直紀（大阪大学）・松井進（日立製作所））1 

②建設現場への遅延耐性ネットワークの適用検討 （長谷川聡（サイバー創研）・古屋弘（大

林組）・大崎博之、今瀬真（大阪大学） ）2 

③光ファイバセンサを用いた橋梁遠隔モニタリング技術（吉田安克（ＮＴＴアクセスサー

ビスシステム研究所）・藤橋一彦、奥野正富（ＮＴＴインフラネット））3 

④ワイヤレスセンシングシステムによる分散型構造モニタリング（白石理人（清水建設））

4 

⑤光ファイバによる地盤沈下計測システムの開発（佐藤貢一、今井博（大成建設））5

⑥鉄筋腐食モニタリングシステムの概要と適用事例（親本俊憲、横関康祐、大保直人、平

石剛紀、須田久美子、石川典男（鹿島建設））6 
URL：http://www.kajima.co.jp/tech/katri/technical/annualj2/vol_55/cont/55-27.html 

⑦異種センサ混在によるセンサネットワークを利用した建物環境情報化（谷川民生、大場

光太郎（（独）産業技術総合研究所）・大原賢一（大阪大学））7 

⑧「施設管理における IP の活用」（東京ミッドタウン）⇒（２）講演会の開催 を参照 
URL：http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/JIREI/20070726/278389/ 

 

                                                
1 第 11 回建設ロボットシンポジウム演題

http://www.jara.jp/pressrelease/news/080711.html
2 第 11 回建設ロボットシンポジウム演題

http://www.jara.jp/pressrelease/news/080711.html
3 同上 
4 同上 
5 同上 
6 同上 
7 同上 
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ｄ．現場のネットワーキング、情報シェアリングについて 

現場のネットワーキング、情報シェアリングについて、下記事例の調査を行った。

①GPS および方位計を利用したクレ－ン衝突防止システム（大林組） 
URL：http://www.obayashi.co.jp/news/index18.html 

②IP-PBX とワイヤレス IP 電話機を超高層タワーマンション建設現場の通信システムとし

て採用（日立電線） 
 URL：http://www.hitachi-cable.co.jp/ICSFiles/afieldfile/2007/01/24/0702_shimizu.pdf 

 
ｅ．施工中・工事後における効果的な図面管理・図面共有手法、スケジュール管理について 

施工中・工事後における効果的な図面管理・図面共有手法について、下記事例の調査を行

った。

 
①ビル管理者の立場で図面データベースを作成（森ビル） 

URL：http://blog.nikkeibp.co.jp/kenplatz/it/monthly/115655.html 

②建設図面管理 ASP-工事見積資料や竣工図書をデジタル化で共有（アイネット） 
※ 参考 URL：http://www.inet.co.jp/product/product/en_i_01.html 

 

③全国の工事事務所保有データをリアルタイムにデータセンターで二重保存する BCP（事

業継続計画）体制を構築（大林組） 
URL：http://www.obayashi.co.jp/news/newsrelease/news200809/news20080902.html 

④本社と各作業所をつなぐ施工管理業務の質向上と効率化を図る施工管理データベースシ

ステム（長谷工コーポレーション） 
URL： http://www.haseko.co.jp/hc/news/pdf/080905.pdf 

 

⑤携帯電話で現場の工事記録を撮影し進捗管理できる施工記録・顧客コミュニケーションシ

ステム（福井コンピュータ） 
URL： http://www1.fukuicompu.co.jp/products/architrend/dophoto/index.html 
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ｆ．現場でのロボット導入について

現場でのロボット導入について、下記事例の調査を行った。 

①「テレイグジスタンス技術の現状と将来」（東京大学 大学院情報理工学系研究科教授舘

暲氏）8 

②「ＵＦＡＭと移動ロボットを用いた建造物モニタリングシステム」（塚本健司、田窪朋仁、

宮内隆弘、前田真吾、前泰志、新井健生（大阪大学））9

③ロボットスーツ（サイバーダイン） 
  URL：http://www.cyberdyne.jp/robotsuithal/index.html 

④無人ダンプトラック（コマツ） 
URL：http://www.komatsu.co.jp/CompanyInfo/profile/ad/newspaper/n10/index.html 

⑤「レスキューロボット、巡回警備ロボット」（テムザック） 
  URL: http://www.tmsuk.co.jp/products/rekishi.html 

 

                                                
8 第 11 回建設ロボットシンポジウム演題

http://www.jara.jp/pressrelease/news/080711.html
9 同上 
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ｇ．現場におけるセキュリティ管理について 

現場におけるセキュリティ管理について、下記事例の調査を行った。 

①「建設現場における情報セキュリティガイドライン（第１版）」（（社）建築業協会・（社）

日本土木工業協会）

  －建設現場に焦点を当てて、現場に従事している人が自ら情報セキュリティ対策を講じ、

情報セキュリティ事故を防止できるように整備。

－建設現場の負担を最低限に抑えることを念頭において作成されている。建設現場事務

所内での情報資産の設置方法や格納する場所等も具体的に記載されている。 
URL：http://www.bcs.or.jp/bcs_it/report/security/index.html 

②「無線 IC タグを活用した次世代型セキュリティシステム」（清水建設） 
－本システムは IC タグが発信する電波をセンサが検知して位置を把握することで、入

館者の位置確認や、入館者ごとのアクセスコントロールを行うことが可能。

－入館者ごとのアクセスコントロールなど、高度な施設管理が可能で、来訪者が多いオ

フィス、医療施設及び見学施設などに効果的。 
URL：http://www.shimz.co.jp/news_release/2008/747.html 

 
ｈ．国内外における建築部材の商用 DBサービスについて 

国内外における建築部材の商用 DB サービスについて、下記事例の調査を行った。 
 

①SmartBIM | BIM Object Creation（Reed Construction Data） 
 －オートデスクの Revit 用の部品（機器部材等）データの有料作成サービス。ユーザ

（建材や機器メーカー）からの依頼に応じ、機器部材等の 3D モデルを作成する。 
URL：http://www.reedconstructiondata.com/building-information-modeling/bim-object-creation/ 

②Virtual House .NET （福井コンピュータ） 
－80,000 点以上の建材データを無料で提供。福井コンピュータの「ARCHITREND

シリーズ」のみでなく、Jw_cad や Auto CAD などの汎用 CAD ユーザも利用可能。 
URL：http://www.virtual-house.net/VHNET/usercommon/generalcad.aspx 

③【国内】建設資材データベース（けんせつ Plaza） 
－「月刊 積算資料」発行元の（財）経済調査会が運営する建設総合ポータルサイト。

－建築資材、土木資材、機械設備資材、電気設備資材等の検索や、価格・市況推移デ

ータを配信している。エコマーク認定建材の検索機能なども有している。 
URL：http://www.kensetsu-plaza.com/ 
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ｉ．建設業界における ITを活用した環境対策について 

建設業界における IT を活用した環境対策について、下記事例の調査を行った。 
 

①建築環境・省エネルギー機構 IBEC 
 －住宅その他の建築物に係る省エネルギーをはじめとした環境負荷軽減に関する技

術の研究開発、指導及び普及、建築物におけるエネルギーの有効利用その他環境保

全の推進に向けた取り組みを実施。

－CASBEE（建築物総合環境性能評価システム）などを公開。 
URL：http://www.ibec.or.jp/ 

②ECCJ 財団法人省エネルギーセンター 
－「工場の省エネ」「ビルの省エネ」「省エネ機器」など、省エネに関する取組み、調

査結果等を HP 上で紹介。 
URL：http://www.eccj.or.jp/index.html 

 
③日本グリーンビルディング協会 

 －「材料」「エネルギー消費」「代替エネルギー開発」等の観点から、環境負荷の低減

や地球環境保護に関する提言と実現や地球環境保護に関する意識向上活動及び啓

蒙活動を行っている。 
URL：http://www.jgbc.com/index.html 

 
④「竹中グリーン建築システム～2010 年のファクター10 を目指して～」（竹中工務店） 

－2001 年 12 月のプレスリリース。「ファクター10」はエネルギーと資源利用の９０％

削減を指す。建物の建設や運用にかかる各種資源およびエネルギー利用の低減（イ

ンプットの低減）、CO2 などの排出物や、廃棄物などの低減（アウトプットの低減）

を可能な限り推進し、良好な居住環境を長期にわたって持続する「竹中グリーン建

築システム」を構築。

－当手法を設計段階から適用し、白寿本社ビル(渋谷区富ヶ谷)を建設。 
URL：http://www.takenaka.co.jp/news/pr0112/m0112_01.htm 

 
⑦「BIM で地球を守る！世界中の建築家に環境設計ツールを」（オートデスク） 

－BIM（Building Information Modeling）を用いたグリーンビルディングの設計手

法等についてオートデスク副社長のコメント。

－「世界中の 30%のエネルギーや 70%の電力が建物のために使われ、35%の廃棄物が

建物から出ている。その問題は、建物の設計段階で解決していく必要がある」。 
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－太陽光の活用や空調設備の設計を繰り返し検討で最適化する 3 次元 CAD「Revit」
と連動したエネルギー解析等により、サステナブルデザインの設計を行う。 

URL：http://blog.nikkeibp.co.jp/kenplatz/it/aia2008pr/177303.html 
 

⑧「電気設備の省エネを可視化するシミュレーションソフトを開発」（関電工） 
 －電源設備や負荷設備、分散電源など複雑に関係する設備について、電気的挙動やエ

ネルギー消費の正確な予測と可視化を行うシミュレーションソフト「VIP」を開発。

－電気設備、配電設備の設計・施工・運用時における電気設備の動きを、簡単なデー

タ入力だけで高精度にシミュレーションする。 
URL：https://hiroba.comtec.daikin.co.jp/hirobahead/topics/2008/March.html 

 
⑨「（仮称）元赤坂Ｋプロジェクト」（鹿島建設） 

－賃貸オフィス、共同住宅、店舗からなる複合用途ビルの新築プロジェクト。

－超高強度コンクリートによる外部柱・梁を利用した庇や高性能ガラス・ブラインド

制御による負荷削減、高度な制御システムを有する高効率設備機器の導入、周辺の

緑化などにより省 CO2 の実現を図る。

－様々な外皮負荷削減の手法を導入するとともに、高効率な設備機器の性能を最大限

に引き出す高度な空調熱源制御システムを導入しており、実効性の高い省 CO2 プ

ロジェクトと評価される。 
URL：http://www.kenken.go.jp/shouco2/pdf/20-2souhyou.pdf 

ｊ．BIM（Building Information Modeling）の捉え方について 

BIM（Building Information Modeling）の捉え方について、下記事例の調査を行った。

 
①「Build Live Tokyo」IAI 日本 

－Build Live Tokyo は、架空の設計コンペ。

－実際にある土地を加工して作った仮想の土地上に 48 時間でビルを設計する。熱環

境、風環境等のシミュレーションも行う。 
 URL：http://bltokyo2009.seesaa.net/ 

 

－ 99 －



（２）講演会の開催 

建設現場におけるモバイル通信機器の活用と、建物に IP（インターネットプロトコル）

ソリューションを適用することによる付加価値の向上を講演テーマとして取り上げること

とし、次の講演会を開催した。

日 時：平成 20 年 10 月 29 日（水）9:30   11:20
場 所：（財）建設業振興基金 601 会議室

講演 1：『ビルディングシステムの IP 統合ソリューションとその付加価値』 
佐々木 匡 氏、 尾山 暁 氏（シスコシステムズ） 

講演 2：『建設現場におけるモバイル通信機器の活用（通信機能ヘルメット－Ｕメット）』 
小室 達之 氏（谷沢製作所 U メット事業推進室）

原田 健二 氏（日本電気 第二製造ソリューション事業部 第二営業部） 

○講演 1：『ビルディングシステムの IP統合ソリューションとその付加価値』 

佐々木 匡 氏、 尾山 暁 氏（シスコシステムズ） 

※以下、図等は当講演資料より抜粋して引用。 
 

米国では CRE（Connected Real Estate）として、建物に電気、ガス、水道に次ぐ第４の

ユーティリティとして IP ネットワークを張り巡らし、ビルディングオートメーションシス

テムを IP 共通基盤上に統合することで、建物の管理コストの大幅削減や管理の複雑化への

対応、環境への対策を実現するという取り組みが進んでいる。

 

 
図 8-1 ビルディングオートメーションシステムを IP 共通基盤上に統合 

CRE は、照明、エレベータ、空調、防災、ビデオ監視、アクセス制御、エネルギーの管
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理をする一方で、テナントに対しては高速インターネットやワイヤレスネットワーク、IP
電話、テレビ会議システム、来客管理、電子看板等を提供し、建物の付加価値を高めている。

建物内のワイヤレスネットワークと人感センサ、IP 電話と位置情報検索により、警備員

によるセキュリティ対応等も強化できる。米国のある建物の例では CRE によってテナント

料のアップと空き室率削減等の効果が上がった。

 

 
図 8-2 モバイルビルディングシステム（MBS）の概念図 

国内での建物全館への無線 LAN の導入例としては、東京ミッドタウンが挙げられる。東

京ミッドタウンでは、MBS が施設管理に活用されている。

 

 

図 8-3 The Connected Construction Site 

建設現場での無線 LAN の活用の取り組みとして、米国では大型トレーラーに無線 LAN
のネットワーク機器等を設置し、必要な場所に移動してその場で無線 LAN の利用環境を提

－ 101 －



供した事例がある。これはハリケーン被災地の復旧作業などで活用されている。

○講演 2：『建設現場におけるモバイル通信機器の活用（通信機能ヘルメット－Ｕメット）』 

小室 達之 氏（谷沢製作所 U メット事業推進室）

原田 健二 氏（日本電気 第二製造ソリューション事業部 第二営業部） 

※以下、図等は当講演資料より抜粋して引用。 
 

 
図 8-4 U メット搭載機能 

 
 U メットのコンセプトは、今までは個別に身につけていたライト、携帯電話、カメラなど

をヘルメットの中に入れてしまうというものである。機器を内蔵できるユーティリティを持

ったヘルメットであり、ヘルメット型のウェアラブルコンピュータといえる。

 機能は、動画（VGA 画質で 10 フレーム／秒）・静止画の送信と録画に対応したカメラ、

無線 LAN、携帯電話に対応した通信機能、通話機能、GPS または赤外線タグによる位置検

出、装着者と管理者間の相互の緊急アラーム機能、倒れセンサとそれをトリガとしたアラー

ムを有している。その他、センサガス等のセンサも装着可能である。 
 

 
図 8-5 U メットの使用イメージ 

 
アプリケーション分野としては、現場の可視化、作業時の技能継承、位置検出、危険報知

の双方向アラームの活用が想定されている。もともとは鉄鋼業界の労災防止の観点で開発し
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たものである。今春から一般に市販される予定である。

（３）今後の検討テーマ

 委員会では、次回の講演会テーマ等について、委員から次のような意見が出た。

 
講演の感想 ・講演は、IT の先端技術と、現場の実務に使える分かりやすい内容の両

方があって良かった。 
セキュリティ技

術 
・変化が多い建設現場にはネットワークの適用は難しい面がある。次の

講演では、現場の情報セキュリティ技術の紹介も考えてほしい。

・作業場のパソコンの情報セキュリティについて取り上げてほしい。 
BIM ・BIM に興味がある。設計の作り込むツールになるかどうかを見ていき

たい。設計段階から BIM を入れて使えるのかどうか、など。

・BIM の大きな波への対応をテーマにしてはどうだろうか。 
標準化 ・建設分野でも XML が広がりつつある。工程表、文書情報の XML 等。

これらの標準化の動向や、EDI の国際標準化の動向はどうか。 
 

また、第 3 回のコアメンバ会議では、次のような意見が出された。

 
ASP、情報共有、

セキュリティ 
・各地方整備局が共通の ASP を一括導入するという報道があった。ASP

の活用による情報共有については、テーマとしても良いと思う。

・情報共有については、一般的な話ではなく、今はセキュリティに関心

が移っている。そういう観点では、BCP10の話も関連があると思う。

・今日的な話として、ASP とバックアップセンターの話をセットでお話

頂ければ関心があるのではないか。 
BIM ・Build Live Tokyo の結果、裏話などをお話頂いても良いかもしれない。 

・IAI の広報活動の一環ということであればお話頂きやすいと思う。 
 

以上より、次年度においては、「BIM に関連する事例の紹介や、Build Live Tokyo の結果

の紹介」と「ASP の活用、情報共有の手法、現場におけるセキュリティを担保する方策」

等について、講演テーマとして取り上げることとした。

 

                                                
10 Business Continuity Plan（業務継続計画） 
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８．３．２ 建設分野における標準化動向、C-CADEC成果の活用事例の調査 

平成 20 年度、本テーマについて、技術調査委員会では主だった調査・検討は行っていな

いが、C-CADEC の他委員会において、建築業界の関連動向等について調査を行っている。

本項ではその概要について紹介する。（各調査の詳細は、各委員会報告資料を参照。）

（１）建設分野における標準化動向の調査

 建築 EC 推進委員会において、3 次元 CAD 建物モデルの建築生産プロセスへの活用とい

う観点から近年注目を集めている BIM（Building Information Modeling）や IP（Integrated 
Practice）、IPD（Integrated Project Delivery）に関して、建築学会や IAI 日本、建築家協

会（JIA）の検討動向について調査を行った。

 また、BIM の普及動向の調査として、CAD ベンダ 3 社に国内外の BIM 適用事例をご紹

介頂いた。

（２）C-CADEC 成果の活用事例の調査

 Stem、BE-Bridge の活用事例、活用状況の調査として、空衛設備 EC 推進委員会と電気

設備 EC 推進委員会において、アンケート調査を行った。

調査結果からは、登録部材の拡充や認知度向上に向けた取組みの重要性、仕様のさらなる

改訂に関する利用者の要望等が明らかになった。

８．３．３ 電子納品の動向調査と事例調査 

 電子納品に関しては、国土交通省や（財）日本建設情報総合センター、（社）建築業協会

等の関連する組織・団体と連携しながら、国、地方自治体や各種公的機関における電子納品

の動向や事例について調査を進めることとしていたが、平成 20 年度は建築分野において特

段の動きが見られなかったため、講演会等を開催するに至らなかった。

 土木の一部で適用の始まった SXF による納品に関しては、次年度も引き続き情報収集や

問題点の整理などを進め、適宜それらの情報を発信していくことで、国土交通省における

CALS／EC の普及に協力していくこととする。
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９．その他の活動 報告 

９．１ 活動成果物の利用・普及のための支援 

（１）インターネットStemデータ配信サービスの機器データの充実 

インターネット Stem データ配信サービスで、電設分野で登録拡充要望の多い照明器

具について、会員メーカからのデータ提供を受け、データ拡充を行った。平成 21 年度

以降も Stem 仕様の普及活動の一環としてデータ拡充を行っていく。 

（２）BE-Bridge仕様 部材追加要望への対応 

BE-Bridge について、以前より追加要望の高かった空調衛生部材、一部建築部材に関

して仕様の検討を行い、改訂版仕様書を策定した。また電気設備に関しても改訂仕様の

検討を行った。平成 21 年度以降も実務での活用を視野に入れた検討を引き続き行い、

実装・普及展開に向けた活動に取り組む。 

９．２ 広報・普及活動 

（１）説明会・講演会等の開催

 設計製造情報化評議会の活動の広報、開発成果物の普及及び国内外の建設に係る標準

化動向の調査を目的として、シンポジウム、説明会、会員を対象とした講演会等を関連

専門委員会と連携し行った。（シンポジウム 1 回、講演会 1 回） 

平成20年10月29日(木)  C-CADECセミナー 
（9:00～11:30）  ・ビルディングシステムのIP統合ソリューションと、 

その付加価値

・建設現場におけるモバイル通信機器の活用

(通信機能ヘルメット－Ｕメット) 

（２）ホームページの活用

 会員に向けた委員会、WG、講演会等の開催案内やシンポジウムの開催案内、活動成

果物の公開情報等を逐次掲載し、評議会の活動状況を広く一般に向けても発信している。

 また、今年度は委員会活動の一環として、次の専用ページを開設した。

・情報共有に係る基礎知識、最新動向等の紹介ホームページ 
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９．３ CI-NET/C-CADECシンポジウムの開催  
 
建設産業情報化推進センターが進める建設産業の情報化推進のための総合的な広報の

場として、情報化評議会（CI-NET）と連携してシンポジウムを企画、開催した。

その中で、C-CADEC からは「建設生産プロセスの見直しは可能か PartⅡ」というテー

マで、パネルディスカッションを行った。

 なお、シンポジウムの開催内容は次の通りである。

開催日時：平成 21 年 2 月 27 日(金) 9:30～16：00
場   所：ニッショーホール（日本消防会館）（東京都港区虎ノ門 2-9-16）
主   催：(財)建設業振興基金 建設産業情報化推進センター

後   援：国土交通省

主な協賛：(社)日本建設業団体連合会、(社)日本土木工業協会、(社)建築業協会、 (社)日本

道路建設業協会、(社)日本建設業経営協会、(社)全国建設業協会、(社)全国中小

建設業協会、(社)建設産業専門団体連合会、保証事業会社等、建通新聞社、日

刊建設工業新聞社、日刊建設通信新聞社、日刊建設産業新聞社 
 来場者総数：約 390 人

（１）プログラム （敬称略）

9:00 ■開場

9:30 ■開会

  ◇主催者挨拶：(財)建設業振興基金

9:40  ■講演 
□建設業の現状と今後の課題

小澤敬市 国土交通省大臣官房建設流通政策審議官 
10：20 ■パネルディスカッション-1
   「CI-NET 普及促進に向けて」 

【コーディネータ】

國領二郎 慶応義塾大学 総合政策学部

【パネリスト】

溝上武雄 ㈱穴吹工務店

向井健  五洋建設㈱

鈴木晃  戸田建設㈱

青木隆幸 ㈱長谷工コーポレーション

中嶋規雅 高砂熱学工業㈱ 
12:00 ■休憩（70 分） 
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13:10 ■講演 
□「建設業の信頼」について

牧野二郎 弁護士 
14:10 ■休憩（10 分）

14:20  ■パネルディスカッション-2
   「建設生産プロセスの見直しは可能か PartⅡ」 

【コーディネータ】

岡正樹 ㈱デルファイ研究所

【パネリスト】

中元三郎 ㈱安井建築設計事務所

前原邦彦 鹿島建設㈱

溝口直樹 ㈱ダイテック

松井直樹 森ビル㈱ 
16:00  ■閉会
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（２）来場者に対するアンケート結果：

Q1.来場者の勤務先

 
①設計事務所・コンサルタント 1 0.7%
②総合工事業（ゼネコン） 50 33.1%
③専門工事業（サブコン） 42 27.8%
④資機材販売業・メーカー 16 10.6%
⑤システム開発・販売 17 11.3%
⑥その他 25 16.6%
計 151 100.0%  

 
前回のシンポジウムに比べ、②総合工事業、⑤システム開発・販売の参加者が相対的に

増加した一方で、③専門工事業が減少した。

Q2.来場者の職種

 
①経営・企画 20 13.2%
②営業部門 24 15.8%
③積算・見積 14 9.2%
④設計部門 7 4.6%
⑤施工部門 5 3.3%
⑥情報システム 44 28.9%
⑦調査・研究 11 7.2%
⑧管理部門 14 9.2%
⑨その他 13 8.6%
計 152 100.0%  

 
前回のシンポジウムに比べ、①経営・企画、⑦調査・研究の担当者が相対的に増加した

一方で、②営業部門が減少した。最も大きな割合を占める情報システム担当者はあまり変

化していない。 

②総合工事
業（ゼネコン）

33.1%

③専門工事
業（サブコン）

27.8%

④資機材販
売業・メーカー
10.6%

⑤システム開
発・販売
11.3%

⑥その他
16.6%

①設計事務
所・コンサルタ

ント0.0%

①経営・企画
13.2%

②営業部門
15.8%

③積算・見積
9.2%

④設計部門
4.6%

⑥情報システ
ム

28.9%

⑦調査・研究
7.2%

⑧管理部門
9.2%

⑨その他
8.6%

⑤施工部門
3.3%

－ 108 －



Q3.興味、関心あるプログラム 
プログラム 回答数 構成比 対回答者数

①国土交通省講演 71 27.8% 49.0%
②パネルディスカッション１ 75 29.4% 51.7%
③建設業の信頼 74 29.0% 51.0%
④パネルディスカッション２ 35 13.7% 24.1%

計 255 100.0% －  
 

35

74

75

71

0 20 40 60 80

①国土交通省講演

②パネルディスカッション１

③建設業の信頼

④パネルディスカッション２

 
 
主に CI-NET に関わるテーマについては、アンケート回答者の約半数から興味・関心が

あったとの回答が寄せられている。
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Q4.講演内容

a)講演の内容について 
①範囲が広すぎる ②ちょうど良い ③範囲が狭すぎる

①国土交通省講演 18 115 1
②パネルディスカッション１ 9 106 17
③建設業の信頼 14 106 1
④パネルディスカッション２ 10 66 5  

 

10 66 5

14 106 1

9 106 17

18 115 1

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

①国土交通省講演

②パネルディスカッション１

③建設業の信頼

④パネルディスカッション２

①範囲が広すぎる ②ちょうど良い ③範囲が狭すぎる

 

 
それぞれの講演内容について、対象とする範囲は概ね「ちょうど良い」といった回答で

あり、来場者が受け入れやすい話の範囲であったと推測できる。
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b)理解の度合い 
①簡単すぎる ①ちょうど良い ③難しすぎる

①国土交通省講演 10 112 6
②パネルディスカッション１ 35 88 7
③建設業の信頼 1 112 3
④パネルディスカッション２ 1 58 21  

 

1 58 21

1 112 3

35 88 7

10 112 6

0 20 40 60 80 100 120 140

①国土交通省講演

②パネルディスカッション１

③建設業の信頼

④パネルディスカッション２

①簡単すぎる ①ちょうど良い ③難しすぎる

 

 
各講演に対する理解度については、ややばらつきがみられた。

パネルディスカッション 1 については、既に CI-NET 導入済みの企業からすれば内容的

に「簡単すぎる」との回答になる可能性は高いが、新たに導入、拡大しようとする企業に

とっては、初歩的なところの説明も必要であり、今後も対象とする参加者に合わせてプロ

グラムを構成していくことが必要になると考えられる。
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Q5.全般の満足度 

①大変満足 2 1.6%
②満足している 40 32.3%
③特に不満なし 69 55.6%
④不満である 10 8.1%
⑤大変不満 3 2.4%
⑥その他 0 0.0%

計 124 100.0%  

 
満足度については、「①大変満足」「②満足している」「③特に不満なし」の 3 つで約

90％を占めている。この傾向は前回も同様であり、多くの来場者に期待に応えられる形で

情報を提供できていると考えられる。

Q6.それぞれの講演についてのご意見 
参加者より多くのご意見が寄せられており、その主なものとして、C-CADEC のテーマ

及び全体に対するご意見、ご要望を紹介する。

●パネルディスカッション-2 「建築生産プロセスの見直しは可能か PartⅡ」

パネリストそれぞれの話がとても聞きごたえがあり、大変参考になった。

有意義な討論だった。

各分野の内容が専門的過ぎて、全体のまとまり感が薄かった。 

●全体

事前にプログラムで確認していたテーマの内容と、実際の内容がある程度合っていて

期待通りの情報を得ることができた。 
・もともとは CI-NET のパネルディスカッションを目的に来たら、C-CADEC のパネル

ディスカッションの方が明快でとてもおもしろいセッションだった。日本における

BIM の方向性が見え、参考になった。森ビルさんの話（スタンス）も興味深かった。 
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る
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Q7.次回以降のテーマについて 
参加者より多くのご意見が寄せられており、その主なものとして C-CADEC に対する意

見について紹介する。

 
・BIM と環境シミュレーション技術の連動について、特化した内容で取り上げてくれる

と良い。

・BIM のメリットとデメリット/3D と 2D の実務の違い 何がいいのか？具体的な事例

等 

Q8.シンポジウムあるいは推進センターへのご意見、ご要望 
参加者より多くのご意見が寄せられており、その主なものを紹介する。

・無料を続けてほしい。

・申し込みはメールでもできるようにして欲しい。

・数年に 1 回でもよいから地方開催してほしい。

・分科会の開催 
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１０．評議会会員名簿 
（平成 21 年 3 月末現在、五十音順、敬称略） 

１０．１ 評議会会員企業 
 
安藤建設㈱ ㈱ダイテック 

㈱インフォマティクス ㈱竹中工務店 

㈱NYK システムズ ㈱テクリード 

オートデスク㈱ ㈱テラル 

㈱大林組 ㈱デルファイ研究所 

㈱奥村組 東光電気工事㈱ 

鹿島建設㈱ 東芝キヤリア㈱ 

㈱関電工 戸田建設㈱ 

㈱きんでん 特機システム㈱ 

グラフィソフトジャパン㈱ ㈱日建設計 

㈱コモダ工業システム KMD 日立アプライアンス㈱ 

三機工業㈱ ㈱日立プラントテクノロジー 

三洋電機㈱ 福井コンピュータ㈱ 

㈱CI ラボ 富士通㈱ 

㈱シスプロ ㈱ベントレー・システムズ 

清水建設㈱ パナソニック電工㈱ 

㈱ジャパンテクニカルソフトウェア 三菱重工業㈱ 

新菱冷熱工業㈱ ㈱三菱総合研究所 

須賀工業㈱ 三菱電機㈱ 

ダイキン工業㈱ 森ビル㈱ 

大成温調㈱ ㈱安井建築設計事務所 

大成建設㈱ ㈱四電工 
ダイダン㈱  

(45 会員) 
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１０．２ 評議会および各委員会名簿 
１０．２．１ 評議会 
 
議 長 (財)建設業振興基金 理事長 鈴木 政徳 

安藤建設㈱ 社長室情報企画部 部長 森田 雅支 

㈱インフォマティクス 代表取締役社長 長島 雅則 

㈱NYK ｼｽﾃﾑｽﾞ 開発部 ｸﾞﾙｰﾌﾟ長 小倉 哲哉 

㈱ＦＢＳ 常務取締役 城尾 好文 

オートデスク㈱ ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｴﾝｼﾞﾆｱ ﾏﾈｰｼﾞｬ 山田 渉 

㈱大林組 東京本社 IT 戦略企画室 建設 IT 企画課長 福士  正洋 

㈱奥村組 管理本部 情報システム部 部長 五十嵐  善一 

鹿島建設㈱ IT ソリューション部 部長 松田 元男 

㈱関電工 営業統轄本部 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部 部長 中村 憲一 

㈱きんでん 取締役 常務執行役員 技術本部長 大石 忠彦 

ｸﾞﾗﾌｨｿﾌﾄ ｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱ プロダクトマーケティング マネージャ 志茂 るみ子 

㈱ｺﾓﾀﾞ工業ｼｽﾃﾑ KMD 技術部 プロジェクトマネージャー 山本 正文 

三機工業㈱ 常務執行役員技術統括本部長 山下 彰夫 

三洋電機㈱ ｺﾏｰｼｬﾙｶﾝﾊﾟﾆｰ空 調 事 業 部 技 術 統 括 部 空 調 機 開 発 部 技 術 資 料 設 計 課  課 長 高橋 一夫 

㈱ＣＩラボ 代表取締役 山下  純一 

㈱シスプロ 代表取締役 佐藤 正由起 

清水建設㈱ 情報システム部 上席マネージャ 清水 充 

㈱ｼﾞｬﾊﾟﾝﾃｸﾆｶﾙｿﾌﾄｳｪｱ デジタル制御システム部 営業課 課長 中村 利明 

新菱冷熱工業㈱ 第二工事事業部技術二部技術二課 専任課長 高田 治樹 

須賀工業㈱ 本社 安全・品質・環境部 部長 三木 秀樹 

ダイキン工業㈱ 電子システム事業部 第一部 開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ  北原 順次 

大成温調㈱ 営業管理部 部長 山中 隆 

大成建設㈱ 建築本部 建築部 部長 南林  和 

ダイダン㈱ 技術本部 技術研究所  副所長 伊藤 修一 

㈱ダイテック 代表取締役社長 橋本 洋光 

㈱竹中工務店 インフォメーションマネジメントセンター 所長 林 達雄 

㈱テクリード 取締役社長 多木 正夫 

㈱テラル 総務部情報システム課 課長 赤木 康則 

東光電気工事㈱ 設計部 設計部長 小向 健司 

東芝キヤリア㈱ 経営情報システム部グル－プ BIS グループ長 浅見 伸美 

戸田建設㈱ 技術研究所 情報技術チーム 主管 野村  義清 

評議員 

特機システム㈱ プロダクトソリューション部  山口 信夫 
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㈱日建設計 情報システム室 室長 斉藤 安生 

パナソニック電工㈱ IS 企画部 部長 石井 誠 

日立ｱﾌﾟﾗｲｱﾝｽ㈱ 空調事業部空調営業本部営業企画部営業支援 G 部長代理 川上 不二夫 

㈱日立ﾌﾟﾗﾝﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 空調システム事業本部技術本部 設計部 部長 横山 彰 

福井コンピュータ㈱ CAD 事業本部 マネージャ 竹内 幹男 

㈱フジタ 経営本部 情報システム部 次長 山口 正志 

富士通（株） PLM ビジネスセンター 課長  松下 武司 

㈱ﾍﾞﾝﾄﾚｰ ｼｽﾃﾑｽﾞ ビルディングマーケティング マネージャー 大山 早苗 

三菱重工業㈱ 冷熱事業本部 空調機営業部 主席 中西 克 

㈱三菱総合研究所 ソリューション部門統括室 副本部長 三嶋 良武 

三菱電機㈱ 静岡製作所内㈱ﾘｸｴｽﾄ ｼｽﾃﾑ ｼｽﾃﾑ開発部専任 小牧 義和 

森ビル㈱ 設計本部建築設計部 担当部長 中井 覚  

㈱四電工 事業開発本部 CAD 開発部開発課   課長 秋月 伸夫 

国土交通省  総合政策局建設市場整備課建設産業振興室 課長補佐 大串 隆男 

国土交通省  総合政策局建設市場整備課建設産業振興室 調整係長 古川 浩之 

国土交通省 大臣官房技術調査課 課長補佐 山田 剛 

国土交通省 大臣官房官庁営繕部整備課施設評価室 課長補佐 米原 賢 

ｵ ﾌ ﾞ ｻ ﾞ ｰ ﾊ ﾞ ｰ 

国土交通省 大臣官房官庁営繕部整備課施設評価室 情報企画係長 斉藤 隆一 
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１０．２．２ 運営委員会 
 

委員長 ㈱CI ラボ 代表取締役 山下  純一 

千葉工業大学 工学部建築都市環境学科 准教授 寺井  達夫 副 委 員

長 建築技術支援協会 理事 泉  清之 

㈱ダイテック  榊原 克巳 

清水建設㈱ 情報システム部 作業系システム開発グループ長 吉田 高範 

鹿島建設㈱ IT ｿﾘｭｰｼｮﾝ部生産ｼｽﾃﾑｸﾞﾙｰﾌﾟ施工 IT ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ課長 高橋 健一 

㈱大林組 東京本社 IT 戦略企画室 建設 IT 企画課長 福士  正洋 

㈱竹中工務店 ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ 担当副部長 後藤 尚生 

大成建設㈱ 建築本部 建築部 部長 南林  和 

㈱関電工 営業統轄本部 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部 部長 中村 憲一 

㈱CI ラボ 顧問 岡 正樹 
鹿島建設㈱ 建築管理本部 建築設備部 部長 前原 邦彦 

㈱関電工 営業統轄本部 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸ部  副部長  設計 ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ 鈴木 義夫 

委 員 

 
㈱熊谷組 建築事業本部 建築部情報グループ 部長 上野  泰正 
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１０．２．３ 建築ＥＣ推進委員会 

（１）委員会

 

委員長 ㈱ＣＩラボ 顧問 岡 正樹 
安藤建設㈱ 建築本部技術部 課長 松野 義幸 

㈱インフォマティクス AEC 事業部 マネージャー 大見川 匡人 

㈱大林組 東京本社建築本部本部長室人材育成課 課長 中島 芳樹 

㈱大林組 東 京 本 社 建 築 本 部 本 部 長 室  副 室 長  本谷 淳 

㈱奥村組 管理本部 情報システム部 ｿﾘｭｰｼｮﾝ課 主任 鳥飼 裕之 

鹿島建設㈱ 建築設計本部企画管理統括ｸﾞﾙｰﾌﾟ（情報担当）ﾁｰﾌ 玉井 洋 

㈱関電工 営業統轄本部品質工事管理部課長（工事管理担当） 佐藤 憲一 

㈱きんでん 技術本部 技術統轄部 次長 井岡  良文 

清水建設㈱ 設計本部生産設計部生産改革推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ 設計長 高野  雅夫 

清水建設㈱ 情報システム部 課長 寺田 尚弘 

㈱ｼﾞｬﾊﾟﾝﾃｸﾆｶﾙｿﾌﾄｳｪｱ デジタル制御システム部 営業課 課長 中村 利明 

㈱ｼﾞｬﾊﾟﾝﾃｸﾆｶﾙｿﾌﾄｳｪｱ デジタル制御システム部 営業企画課 課長 中田 克成 

大成建設㈱ 建築本部 建築部 部長 南林  和 

㈱ダイテック 代表取締役社長 橋本  洋光 

㈱ダイテック 技術事業部 東京駐在事務所 主任 栗栖 渉 

㈱ダイテック   榊原 克巳 

戸田建設㈱ 技術研究所 情報技術チーム 香月 泰樹 

パナソニック電工㈱ ＩＳ企画部 全社ＷＥＢシステムグループ  井上 雅喜 

福井コンピュータ㈱ 開発本部建築商品開発部 エキスパート 村上 隆三 

福井コンピュータ㈱ 専務取締役開発本部長 安井 英典 

富士通㈱ ＰＬＭビジネスセンター 課長 松下 武司 

㈱ﾍﾞﾝﾄﾚｰ ｼｽﾃﾑｽﾞ ビルディングマーケティング マネージャー 大山 早苗 

森ビル㈱ ヘリコプター事業準備室 副参事 松井 直樹 

㈱安井建築設計事務所 大阪事務所 情報ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ部 部長 中元 三郎 

㈱四電工 事業開発本部 CAD 開発部 課長 秋月 伸夫 

㈱四電工 事業開発本部 CAD 開発部 副長 西原  功二 

委 員 

㈱四電工 事業開発本部 CAD 開発部 関東 R&Ｂセンター  濱田 智祥 
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（２）情報共有検討 WG

 
主 査 ㈱大林組 東京本社建築本部本部長室人材育成課 課長 中島 芳樹 

安藤建設㈱ 情報企画部 課長代理 大野 茂 

安藤建設㈱ 営業第一本部 第一営業部 課長 佐藤 総芳 

㈱大林組 東 京 本 社 建 築 本 部 本 部 長 室  副 室 長  本谷 淳 

オートデスク㈱ ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ本部ｵｰﾄﾃﾞｽｸ ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ ｻｰﾋﾞｽ ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 大浦 誠 

㈱奥村組 管理本部 情報システム部 ｿﾘｭｰｼｮﾝ課 主任 鳥飼  裕之 

鹿島建設㈱ IT ｿﾘｭｰｼｮﾝ部生産ｼｽﾃﾑｸﾞﾙｰﾌﾟ施工 IT ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ課長 高橋 健一 

㈱関電工 営業統轄本部品質工事管理部課長（工事管理担当） 佐藤 憲一 

清水建設㈱ 情報システム部 情報化企画 推進グループ  野村 裕一 

㈱ｼﾞｬﾊﾟﾝﾃｸﾆｶﾙｿﾌﾄｳｪｱ デジタル制御システム部 営業課 課長 中村 利明 

㈱ｼﾞｬﾊﾟﾝﾃｸﾆｶﾙｿﾌﾄｳｪｱ デジタル制御システム部 営業企画課 課長 中田 克成 

㈱ｼﾞｬﾊﾟﾝﾃｸﾆｶﾙｿﾌﾄｳｪｱ デジタル制御システム部 営業企画課  山田 大樹 

ダイキン工業㈱ 電子システム事業部 第一部 開発グループ  柴田 賢成 

ダイキン工業㈱ 空調営業本部技術部 副主事 藤井 克明 

大成建設㈱ 建築本部 建築部 C&N 担当 課長 中谷 晃冶 

㈱ダイテック 技術事業部 東京駐在事務所 主任 栗栖 渉 

㈱竹中工務店 ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ  ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ情報ｿﾘｭｰｼｮﾝ担当  松田 壮 

森ビル㈱ ヘリコプター事業準備室 副参事 松井 直樹 

国土交通省 大臣官房官庁営繕部整備課施設評価室 課長補佐 米原 賢 

ﾒﾝﾊﾞｰ 

国土交通省 大臣官房官庁営繕部整備課施設評価室 情報企画係長  斉藤 隆一 

(財)日本建設情報総合ｾﾝﾀｰ CALS/EC 部 電子納品室 主任研究員 須川 賢次 

(財)日本建設情報総合ｾﾝﾀｰ CALS/EC 部 主任研究員 熊野 久 

三菱マテリアル(株） 開発部門 開発企画室 室長補佐 柴田 耕作 

川田ﾃｸﾉｼｽﾃﾑ㈱ 大阪支社 ICT ｿﾘｭｰｼｮﾝ部 ｼﾆｱｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾏﾈｰｼﾞｬｰ 伊藤 昌隆 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 

㈱構造計画研究所 エンジニアリング営業部   定末 凡人 
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（３）建築生産プロセス検討 WG

 
主 査 ㈱安井建築設計事務所 大阪事務所 情報ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ部 部長 中元 三郎 

副主査 ㈱竹中工務店 設計本部 課長 情報担当 能勢 浩三 

安藤建設㈱ 建築本部技術部 課長 松野 義幸 

㈱インフォマティクス AEC 事業部 マネージャー 大見川 匡人 

オートデスク㈱ ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｴﾝｼﾞﾆｱ ﾏﾈｰｼﾞｬ 山田 渉 

㈱大林組 東京本社設計本部設計技術部 IT ｸﾞﾙｰﾌﾟ 副主査 山極 邦之 

鹿島建設㈱ 建築設計本部企画管理統括グループ（情報担当）チーフ  玉井 洋 

ｸﾞﾗﾌｨｿﾌﾄ ｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱ プロダクトマーケティング  マネージャー 飯田 貴 

ｸﾞﾗﾌｨｿﾌﾄ ｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱ プロダクトマーケティング  マネージャー 志茂 るみ子 

三機工業㈱ 空調衛生事業部設計部 グループリーダー 大渡 修 

㈱ＣＩラボ 顧問 岡 正樹 
㈱シスプロ 代表取締役社長 冨田 仁 

㈱シスプロ 技術担当部長 本田 礼之 
㈱シスプロ 企画グループ マネージャー 山田 麻起子 
清水建設㈱ 設計本部生産設計部生産改革推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ 設計長 高野  雅夫 

清水建設㈱ 情報ｼｽﾃﾑ部 作業系ｼｽﾃﾑ開発グループ長 吉田 高範 

ダイキン工業㈱ 電子システム事業部 第一部 開発グループ  北原 順次 

ダイキン工業㈱ 電子システム事業部 第一部 開発グループ  柴田 賢成 

ダイキン工業㈱ 空調営業本部技術部 副主事 藤井 克明 

大成建設㈱ 建築本部 技術計画部課長 伊藤 正比呂 
㈱ダイテック 技術事業部 東京駐在事務所 主任 栗栖 渉 

㈱ダイテック   榊原 克巳 

戸田建設㈱ 技術研究所 情報技術チーム 香月 泰樹 

福井コンピュータ㈱ 開発本部建築商品開発部 エキスパート 村上 隆三 

富士通（株） 産業・流通ｿﾘｭｰｼｮﾝ本部 PLM ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業部ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ部  吉村 隆祐 

㈱ﾍﾞﾝﾄﾚｰ ｼｽﾃﾑｽﾞ ビルディングマーケティング マネージャー 大山 早苗 

森ビル㈱ ヘリコプター事業準備室 副参事 松井 直樹 

㈱四電工 事業開発本部 CAD 開発部開発課   課長 秋月 伸夫 

ﾒﾝﾊﾞｰ 

㈱四電工 事業開発本部 CAD 開発部開発課   副長 西原  功二 

国土交通省 大臣官房官庁営繕部整備課 課長補佐 神谷 剛 

国土交通省 大臣官房官庁営繕部整備・環境課 課長補佐 寺田 稔 

国土交通省 大臣官房官庁営繕部計画課 課長補佐 野崎 教之 

あおぞら信託銀行 業務部 主任調査役 土手 英俊 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 

㈱ｹｲﾗｲﾝ ｼｽﾃﾑｽﾞ 取締役 太田 孝和 
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１０．２．４ 空衛設備ＥＣ推進委員会 

（１）委員会

 

委員長 鹿島建設㈱ 建築管理本部 建築設備部 部長 前原 邦彦 

副委員長 須賀工業㈱ 本社 安全・品質・環境部 部長 三木 秀樹 

安藤建設㈱ 建築本部技術部 課長 松野 義幸 

安藤建設㈱ 建築本部 設備設計部  太田 芳昌 

㈱NYK ｼｽﾃﾑｽﾞ 開発部 ｸﾞﾙｰﾌﾟ長 小倉 哲哉 

㈱きんでん 技術本部技術統轄部 次長 井岡  良文 

㈱ｺﾓﾀﾞ工業ｼｽﾃﾑ KMD 専務取締役 青山 和幸 

三機工業㈱ 空調衛生事業部 工務部 主幹 太田 徳男 

三洋電機㈱ ｺﾏｰｼｬﾙｶﾝﾊﾟﾆｰ空 調事業部  空 調機開発部  技 術資料設 計課  岩本 拓也 

㈱シスプロ 代表取締役社長 冨田 仁 

㈱シスプロ 技術担当部長 本田 礼之 
㈱シスプロ CAD 開発グループ チーフ 佐藤 昌孝 
新菱冷熱工業㈱ 第二工事事業部 技術二部 技術二課 専任課長 高田 治樹 

新菱冷熱工業㈱ 社長室 S-CAD 推進課 課長 澁谷 寿夫 

新菱冷熱工業㈱ 第二工事事業部 設計部 積算課 主査 永瀬 寧 

ダイキン工業㈱ 電子システム事業部 第一部 開発グループ  北原 順次 

ダイキン工業㈱ 電子システム事業部 第一部 開発グループ  柴田 賢成 

ダイキン工業㈱ 空調営業本部技術部 副主事  藤井 克明 

ダイキン工業㈱ 空調営業本部技術部  加藤 孝 

大成温調㈱ 営業管理部 部長 山中 隆 

大成温調㈱ 設計本部 設計 CAD 部 課長 渡邊 康徳 

大成建設㈱ 設計本部 設備計画グループ  和手  俊明 

ダイダン㈱ 開発技術本部 技術研究所 環境システム開発課  山口 太朗 

ダイダン㈱ 東京本社技術管理部 CAD 課 担当課長 塩川 克俊 

㈱ダイテック 代表取締役社長 橋本  洋光 

㈱ダイテック 技術事業部 東京駐在事務所 主任 栗栖 渉 

㈱竹中工務店 東京本店 設備部 主任 佐久間 学 

東芝ｷﾔﾘｱｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱ 空調システムセンター（AIRS） 主務 佐野 紀一 

戸田建設㈱ 建築設計統轄部 設計管理部 技術課 課長 鈴木 忠之 

特機システム㈱ プロダクトソリューション部  山口 信夫 

特機システム㈱ ビジネスソリューション部  早瀬 比呂美 

パナソニック電工㈱ IS 企画部 全社 WEB システムグループ  井上 雅喜 

委 員 

パナソニック電工㈱ 住 建 商 品 営 業 企 画 部  総 合 営 業 企 画 ｸ ﾞ ﾙ ｰ ﾌ ﾟ （ I T 企 画 ） 藤井 紀 
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日立ｱﾌﾟﾗｲｱﾝｽ㈱ 空調事業部空調営業本部営業推進統括部 営業支援部 主任 森 崇 

㈱日立ﾌﾟﾗﾝﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 空調システム事業本部海外事業部 部長 橋野 公一 

㈱日立ﾌﾟﾗﾝﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 情報システム本部ﾋﾞｼﾞﾈｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 課長 落合 孝明 

㈱日立ﾌﾟﾗﾝﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 空調システム事業本部技術本部設計部 課長補佐 川合 潔 

三菱重工業㈱ 冷熱事業本部空調機営業部 営業企画グループ 杉田 浩康 

三菱電機㈱ 静岡製作所内 (㈱ﾘｸｴｽﾄ ｼｽﾃﾑ ｼｽﾃﾑ開発部 専任 小牧 義和 

㈱四電工 事業開発本部 CAD 開発部開発課   課長 秋月 伸夫 

㈱四電工 事業開発本部 CAD 開発部開発課   主任 合田 浩 

㈱四電工 事業開発本部 CAD 開発部開発課   副長 西原  功二 

ｵ ﾌ ﾞ ｻ ﾞ ｰ ﾊ ﾞ ｰ (社)日本ガス協会 総務部総務グループ  石井 俊博 
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（２）Stem 検討 WG

 

主 査 ㈱日立ﾌﾟﾗﾝﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 情報ｼｽﾃﾑ本部 ﾋﾞｼﾞﾈｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ 課長 落合 孝明 

安藤建設㈱ 建築本部技術部 課長 松野 義幸 

㈱NYK ｼｽﾃﾑｽﾞ 開発部 ｸﾞﾙｰﾌﾟ長 小倉 哲哉 

鹿島建設㈱ 建築管理本部 建築設備部 部長 前原 邦彦 

㈱ｺﾓﾀﾞ工業ｼｽﾃﾑ KMD 専務取締役 青山 和幸 

三機工業㈱ 空調衛生事業部 工務部 主幹 太田 徳男 

三洋電機㈱ ｺﾏｰｼｬﾙｶﾝﾊﾟﾆｰ空 調事業部  空 調機開発部  技 術資料設 計課  岩本 拓也 

㈱シスプロ 代表取締役社長 冨田 仁 

㈱シスプロ 技術担当部長 本田 礼之 
㈱シスプロ ＣＡＤ開発グループ チーフ 佐藤 昌孝 
㈱ｼﾞｬﾊﾟﾝﾃｸﾆｶﾙｿﾌﾄｳｪｱ デジタル制御システム部 営業課 課長 中村 利明 

㈱ｼﾞｬﾊﾟﾝﾃｸﾆｶﾙｿﾌﾄｳｪｱ デジタル制御システム部 営業企画課 課長 中田 克成 

新菱冷熱工業㈱ 第二工事事業部 設計部 積算課 主査 永瀬 寧 

ダイキン工業㈱ 電子システム事業部 第一部 開発グループ 北原 順次 

ダイキン工業㈱ 電子システム事業部 第一部 開発グループ 柴田 賢成 

ダイキン工業㈱ 空調営業本部技術部 副主事 藤井 克明 

ダイキン工業㈱ 空調営業本部技術部  加藤 孝 
大成温調㈱ 営業管理部 部長 山中 隆 

㈱ダイテック 代表取締役社長 橋本  洋光 

㈱ダイテック 技術事業部 技術事業部技術２部 主任 大宮 裕之 

㈱ダイテック 技術事業部 東京駐在事務所 主任  栗栖 渉 

㈱竹中工務店 東京本店 設備部 主任 佐久間 学 

東芝ｷﾔﾘｱｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱ 空調システムセンター（AIRS） 主務 佐野 紀一 

特機システム㈱ ビジネスソリューション部  早瀬 比呂美 

パナソニック電工㈱ ＩＳ企画部 全社ＷＥＢシステムグループ  井上 雅喜 

パナソニック電工㈱ 住 建 商 品 営 業 企 画 部  総 合 営 業 企 画 ｸ ﾞ ﾙ ｰ ﾌ ﾟ （ I T 企 画 ） 藤井 紀 

日立ｱﾌﾟﾗｲｱﾝｽ㈱ 空調事業部空調営業本部営業推進統括部 営業支援部 主任 森 崇 

㈱日立ﾌﾟﾗﾝﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 空調システム事業本部海外事業部 部長 橋野 公一 

㈱日立ﾌﾟﾗﾝﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 空調システム事業本部技術本部設計部 課長補佐 川合 潔 

三菱重工業㈱ 冷 熱 事 業 本 部 空 調 機 営 業 部  営 業 企 画 グ ル ー プ  杉田 浩康 

ﾒﾝﾊﾞｰ 

三菱電機㈱ 静岡製作所内 ㈱ﾘｸｴｽﾄ ｼｽﾃﾑ ｼｽﾃﾑ開発部専任 小牧 義和 
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（３）BE-Bridge 検討 WG

 

主査 鹿島建設㈱ 建築管理本部 建築設備部 部長 前原 邦彦 

安藤建設㈱ 建築本部技術部 課長 松野 義幸 

㈱NYK ｼｽﾃﾑｽﾞ 開発部 ｸﾞﾙｰﾌﾟ長 小倉 哲哉 

㈱ｺﾓﾀﾞ工業ｼｽﾃﾑ KMD 専務取締役 青山 和幸 

三機工業㈱ 空調衛生事業部 工務部 主幹 太田 徳男 

㈱シスプロ 代表取締役社長 冨田 仁 

㈱シスプロ 技術担当部長 本田 礼之 
㈱シスプロ ＣＡＤ開発グループ チーフ 佐藤 昌孝 
新菱冷熱工業㈱ 東京駅八重洲口開発計画南棟新築工事 専任課長 鈴木 克也 

新菱冷熱工業㈱ 第二工事事業部 技術二部 技術二課 専任課長 高田 治樹 

新菱冷熱工業㈱ 東北支社 技術部技術ニ課 課長 澁谷 寿夫 

新菱冷熱工業㈱ 都市整備事業部 企画部設計一課 主任 森本 和明 

新菱冷熱工業㈱ 第二工事事業部 設計部 積算課 主査 永瀬 寧 

須賀工業㈱ 本社 安全・品質・環境部 部長 三木 秀樹 

ダイキン工業㈱ 電子システム事業部 第一部 開発グループ 北原 順次 

ダイキン工業㈱ 電子システム事業部 第一部 開発グループ 柴田 賢成 

ダイキン工業㈱ 空調営業本部技術部 副主事 藤井 克明 

㈱ダイテック 代表取締役社長 橋本  洋光 

㈱ダイテック 技術事業部 技術事業部技術２部 主任 大宮 裕之 

㈱ダイテック 技術事業部 東京駐在事務所 主任  栗栖 渉 

特機システム㈱ プロダクトソリューション部  山口 信夫 

パナソニック電工㈱ IS 企画部 全社 WEB システムグループ  井上 雅喜 

㈱日立ﾌﾟﾗﾝﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 空調システム事業本部海外事業部 部長 橋野 公一 

㈱四電工 事業開発本部 CAD 開発部開発課 課長 秋月 伸夫 

㈱四電工 事業開発本部 CAD 開発部開発課 主任 合田 浩 

ﾒﾝﾊﾞｰ 

㈱四電工 事業開発本部 CAD 開発部開発課 副長 西原  功二 
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１０．２．５． 電気設備ＥＣ推進委員会 

（１）委員会

 

委員長 ㈱関電工 営業統轄本部ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部 副部長 設計ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ  鈴木 義夫 

安藤建設㈱ 建築本部技術部 課長 松野 義幸 

安藤建設㈱ 建築本部 設備設計部  太田 芳昌 

㈱関電工 営業統轄本部品質工事管理部課長（工事管理担当） 佐藤 憲一 

㈱きんでん 技術本部技術統轄部 次長 井岡  良文 

㈱きんでん 技術本部技術統轄部 課長 鈴木  正人 

㈱きんでん 技術本部技術統轄部 副長 秋田 雄一郎 

三機工業㈱ 電気事業部 設計部 設計課  東 勇希 

大成建設㈱ 設計本部 設備計画グループ シニアエンジニア 阿部 保 

㈱ダイテック 代表取締役社長 橋本  洋光 

㈱ダイテック 技術事業部 東京駐在事務所 主任  栗栖 渉 

東光電気工事㈱ 設計部 次長 八島 弘治 

戸田建設㈱ 建築設計統轄部 設計管理部 技術課 課長 鈴木 忠之 

パナソニック電工㈱ ＩＳ企画部 全社ＷＥＢシステムグループ  井上 雅喜 

パナソニック電工㈱ 照 明 事 業 分 社 中 央 照 明 ｴﾝｼﾞﾆ ｱﾘ ﾝｸ ﾞ綜 合 部  照 明 基 本 ｿﾌﾄ開 発 ｸﾞﾙｰﾌﾟ  技 師  亀井 孝 

㈱四電工 事業開発本部 CAD 開発部開発課 課長 秋月 伸夫 

㈱四電工 事業開発本部 CAD 開発部開発課 副長 西原  功二 

委 員 
 

㈱四電工 事業開発本部 CAD 開発部開発課 主任 鶴羽 孝 

(社)日本照明器具工業会  業務担当 部長代理 百瀬 信夫 

東芝ライテック㈱ 営業本部 営業企画部 IS 企画担当 グループ長 菊地 壮一 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 

日本電設工業㈱ 営業統括本部 品質管理部 部長 野々村 裕美 
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（２）Stem 電設仕様検討 WG

 

主査 ㈱きんでん 技術本部技術統轄部 次長 井岡  良文 

安藤建設㈱ 建築本部技術部 課長 松野 義幸 

㈱関電工 営業統轄本部ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部 副部長 設計ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ  鈴木 義夫 

㈱きんでん 技術本部技術統轄部 副長 秋田 雄一郎 

㈱ダイテック 代表取締役社長 橋本  洋光 

㈱ダイテック 技術事業部 技術事業部技術２部 主任 大宮 裕之 

㈱ダイテック 技術事業部 東京駐在事務所 主任  栗栖 渉 

東光電気工事㈱ 設計部 次長 八島 弘治 

パナソニック電工㈱ IS 企画部 全社 WEB システムグループ  井上 雅喜 

パナソニック電工㈱ 照 明 事 業 分 社 中 央 照 明 ｴﾝｼﾞﾆ ｱﾘ ﾝｸ ﾞ綜 合 部  照 明 基 本 ｿﾌﾄ開 発 ｸﾞﾙｰﾌﾟ  技 師  亀井 孝 

メンバー 
 

㈱四電工 事業開発本部 CAD 開発部開発課   主任 鶴羽 孝 

(社)日本照明器具工業会  業務担当 部長代理 百瀬 信夫 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 
東芝ライテック㈱ 営業本部 営業企画部 IS 企画担当 グループ長 菊地 壮一 
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（３）電設 CAD データの 3D 化検討 WG

 

主 査 ㈱関電工 営業統轄本部品質工事管理部課長（工事管理担当） 佐藤 憲一 

安藤建設㈱ 建築本部技術部 課長 松野 義幸 

㈱関電工 営業統轄本部ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部 副部長 設計ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ  鈴木 義夫 

㈱きんでん 技術本部技術統轄部 次長 井岡  良文 

㈱きんでん 技術本部技術統轄部 課長 鈴木  正人 

三機工業㈱ 電気事業部 設計部 設計課  東 勇希 

大成建設㈱ 設計本部 設備計画グループ シニアエンジニア 阿部 保 

㈱ダイテック 代表取締役社長 橋本  洋光 

㈱ダイテック 技術事業部 技術事業部技術２部 主任 大宮 裕之 

㈱ダイテック 技術事業部 東京駐在事務所 主任  栗栖 渉 

東光電気工事㈱ 設計部 次長 八島 弘治 

パナソニック電工㈱ IS 企画部 全社 WEB システムグループ  井上 雅喜 

㈱四電工 事業開発本部 CAD 開発部開発課 課長 秋月 伸夫 

㈱四電工 事業開発本部 CAD 開発部開発課 副長 西原  功二 

ﾒﾝﾊﾞｰ 

㈱四電工 事業開発本部 CAD 開発部開発課 主任 鶴羽 孝 
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１０．２．６． 技術調査委員会 
 

委員長 ㈱熊谷組 建築事業本部 建築部情報グループ 部長 上野  泰正 

安藤建設㈱ 建築本部技術部 課長 松野 義幸 

㈱インフォマティクス AEC 事業部 マネージャー 大見川 匡人 

清水建設㈱ 設計本部生産設計部 生産改革推進ｸﾞﾙｰﾌﾟ 設計長 高野  雅夫 

大成建設㈱ 設計本部構造計画ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾘｰﾀﾞｰ 武田 真 

㈱ダイテック 技術事業部 東京駐在事務所 主任 栗栖 渉 

㈱ダイテック   榊原 克巳 

㈱テクリード 取締役技術担当  石本  匡 

戸田建設㈱ 技術研究所 情報技術チーム 主管 野村  義清 

日立ｱﾌﾟﾗｲｱﾝｽ㈱ 空調事業部空調営業本部営業企画部営業支援 G 部長代理  川上 不二夫 

福井コンピュータ㈱ CAD 事業本部 マネージャ 竹内 幹男 

㈱四電工 事業開発本部 CAD 開発部開発課   課長 秋月 伸夫 

㈱四電工 事業開発本部 CAD 開発部開発課   副長 西原  功二 

委 員 

㈱四電工 事業開発本部 CAD 開発部関東 R&Ｂセンター  濱田 智祥 
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１０．２．７． 事務局 
 
事務局 (財)建設業振興基金 専務理事 初谷 雄一 

(財)建設業振興基金 建設産業情報化推進センター担当理事 園田 信夫 
(財)建設業振興基金 建設産業情報化推進センター部長 大金 堅二 
(財)建設業振興基金 建設産業情報化推進センター調査役 帆足  弘治 
(財)建設業振興基金 建設産業情報化推進センター参事 秋山 健 
(財)建設業振興基金 建設産業情報化推進センター参事 岡崎 匡道 
(財)建設業振興基金 建設産業情報化推進センター特別専門役 星野  隆一 
㈱三菱総合研究所 公共ソリューション本部 公共システムマイグレーショングループ  主任研究員 伊藤  芳彦 
㈱三菱総合研究所 公共ソリューション本部 公共システムマイグレーショングループ  主任研究員 堀江 晴彦 

 

㈱三菱総合研究所 公共ソリューション本部 公共システムマイグレーショングループ 研究員  浅野 泰史 
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用語説明 

 

 

 





［  用語説明  ］ 

用語 説明 

３D モデル 縦・横の座標で表現される2次元に対して、縦・横・高さの3次元座標で仮

想的に3次元形状を表すモデル。3Dオブジェクトモデルという場合は、形

状やCG的な色や材質以外に、定義された形状自体に、柱・壁・梁・開口部

といった部材としての定義がなされ、部材毎に必要な属性を保持できると

ともに、部材間の関連性を持つ。 

AIA (エーアイエー：American Institute of Architects) アメリカ建築家協会。社

団法人日本建築家協会（JIA）とは定期的に協議会を開催している。 

ASP (エーエスピー： Application Service Provider) コンピュータ・ソフトウェア

を販売する代わりに、ネットワーク経由でソフトの機能を有償で提供する

事業者。ユーザにとって、ブラウザ（データ・ファイルの内容を表示するソフ

ト）とインターネットを利用できればソフトウェアを利用できるため、ソフトウ

ェアの導入、運用、更新等の手間をかける必要がなくなるメリットがある。 

BCS (ビーシーエス：Building Contractors Society）社団法人建築業協会｡建築

業に関する技術の進歩と経営の合理化を図るとともに、建築業の健全な

発展を図り、社会公共の福祉増進への寄与を目的とした公益法人。 

BE-Bridge （ビー・ブリッジ：Building Equipment - Brief integrated format for Data 

exchanGE） 異なる設備ＣＡＤソフト間でダクトや配管等の部材の種類や

用途、材質、3次元的な形状、寸法、取付高さなどの情報を受け渡すこと

ができるデータ交換標準。現在、主要な空調衛生設備分野の専用CADソ

フトでもサポートされている。 

BIM (ビーアイエム：Building Information Modeling) 建物の 3 次元情報モデル

を、建設プロジェクトに携わる建築主や設計・施工・設備関係者等が共有

し、生産プロセスに活用する手法またはそのモデル情報のこと。 

CAD (キャド：Computer Aided Design) コンピュータを利用して設計を行う手法

またはそのツールのこと。 

CAE (シーエーイー：Computer Aided Engineering) CAD で作成したモデルデー

タを使用してシミュレーション・分析等を行うこと。 

CAM (キャム：Computer Aided Manufacturing) CAD で作成したモデルデータを

生産機器、工作機器に渡し、製造工程に活用すること。 

C-CADEC （シー・キャディック：Construction-CAD and Electronic Commerce 

Council） 建設業界やその関連業界において、設計や製造に係わる情報

を円滑に交換、有効活用するための標準化や関連ソフトウェアの開発及

び成果の実用化の推進、国際的な技術、標準化動向の調査検討等に取

り組むことを目的として平成8年、財団法人建設業振興基金 建設産業情

報化推進センターに設置された「設計製造情報化評議会」の略称。 

CI-NET （シーアイ・ネット：Construction Industry NETwork） 標準化された方法で

コンピュータ・ネットワークを利用し建設生産に関わる様々な企業間の情

報交換を実現し、建設産業全体の生産性向上を図ろうとするもの｡平成4

年、財団法人建設業振興基金 建設産業情報化推進センターに設置され

た「情報化評議会」の略称。 

CI-NET LiteS （シーアイ・ネット・ライツ） CI-NET標準に基づき、インターネット環境のも

とで簡易にEDIを行うための仕組み。 

EDI （イーディーアイ：Electronic Data Interchange） 電子データ交換。企業間

で行われる受発注や資金決済などの取引のためのデータを通信回線を

介して標準的な規約（可能な限り広く合意された各種規約）によりコンピュ

ータ（端末を含む）間でデータ交換することをいう。 
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用語 説明 

IAI (アイエーアイ：International Alliance for Interoperability) 世界に13の国

際支部があり、建築分野で利用するソフトウェアの相互運用を目的とした

IFC仕様の策定と活用普及に向けた活動に取り組んでいる団体。1996年

にIAI日本支部が設立（2004年有限責任中間法人化）されている。 

IFC (アイエフシー：Industry Foundation Classes) 建築分野で利用するソフトウ

ェアの相互運用を目的とした仕様。IAI が仕様策定と普及活動に取り組ん

でおり、活用検討が進められている。 

IP (アイピー：Integrated Practice） 設計・施工の全フェーズを通して効率を

最適化するために、人やシステム、ビジネス構造、慣行を、全ての関係者

の才能と洞察を利用するプロセスへと統合するプロジェクト遂行手法。 

IPD (アイピーディー：Integrated Project Delivery) 設計・施工の全フェーズを

通して効率を最適化するために、人やシステム、ビジネス構造、慣行を、

全ての関係者の才能と洞察を利用するプロセスへと統合するプロジェクト

遂行手法。 

IT (アイティー:Information Technology) 情報技術｡最近ではICT（Information 

and Communications Technology）「情報通信技術」という用語も用いられ

ている。 

JIA (ジェイアイエー：Japan Institute of Architects) 社団法人日本建築家協

会。建築家の団体として、建築関係社会システム改善や建築家の資質向

上に向けた活動に取り組んでいる。 

JACIC (ジャシック：Japan Construction Information Center) 財団法人日本建設

情報総合センター。昭和 60 年、当時の建設大臣の認可を受け設立した公

益団体。建設分野の情報化や情報技術の開発利用に向けた活動に取り

組んでいる。 

Stem （ステム：STandard for the Exchange of Material equipment library data）

C-CADECが定めた、設備機器の性能や各種仕様（仕様属性情報）と外観

写真、外形図、性能線図等の各種技術ドキュメントを機器毎のライブラリ

データとして交換するため標準仕様。大手設備機器メーカ各社からStem

に準拠したデータの提供が行われ、国内の主要な建築設備CADソフトで

もサポートされている。 

SXF （エスエックスエフ：Scadec data eXchange Format） 電子納品されたCAD

図面をCADの違いによらず再現して利用できるよう国土交通省が開発し

たCADデータ交換標準仕様。 

サプライチェーン ある製品の原材料が生産されてから最終消費者に届くまでの流通の全て

の過程 工程のこと。狭義の流通だけでなく、その過程において企業の製

造加工等も含める。 

メッセージ 帳票データを表すテキストデータ、および技術データの内容を説明するテ

キストデータの集合体をいう。 

企業識別コード 6桁のコードで1法人につき1つ与えられる｡建設産業に係わる企業の企業

識別コードは財団法人建設業振興基金建設産業情報化推進センターが

発行し、全産業にわたる管理は財団法人日本情報処理開発協会電子商

取引推進センター（ECPC）が行う。建設産業以外の業界の企業が、

CI-NETを利用してEDIを行う場合にも、建設産業情報化推進センターに登

録申請して取得することができる。 
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資料５－１ 「情報共有のススメ」（情報共有紹介 HP）について 
  





「情報共有のススメ」（情報共有紹介 HP）について 

１．「情報共有のススメ」開設の目的 
(財)建設業振興基金 設計製造情報化評議会（以下、「C-CADEC」という。）は、建築

業界における受発注者間の効果的な情報共有を推進することを目的として、平成 16 年

度に情報共有検討 WG を発足し、情報共有の解説・利用手順等について検討を行って

いる。

平成 18 年 3 月には、同 WG で検討した結果をとりまとめ、「建築工事における受発

注者間の効果的な情報共有実現のためのガイドライン（以下、「情報共有ガイドライン」

という。）」を出版した。また平成 18 年 11 月からは、ユーザの利便性向上と広い普及

を目的として、情報共有ガイドラインの一部を WEB 上で公開した。

この度、情報共有に係る基礎知識や各企業の取り組み状況、最新動向等の情報を広く

一般に紹介し、情報共有の普及を図ることを目的に、平成 21 年 6 月、新たに HP を作

成した。

２．「情報共有のススメ」の主なコンテンツ 
当 HP の主なコンテンツは以下のとおりである。 

◇「情報共有のススメ」の主なコンテンツ 
（１）トップページ 

当 HP の概要やコンテンツの簡単な紹介、What s New 等を掲載。 
（２）ご挨拶（ご挨拶、利用許諾）

  当 HP の目的及び利用許諾を掲載。

（３）情報共有の目的と効果

  情報共有の目的と効果に関して、情報共有ガイドラインの内容を一部紹介する。

（４）ASP 機能概要

  情報共有で利用する ASP サービスについて概要を紹介する。

（５）トピックス

  情報共有に関するトピックスを紹介する。

（６）事例集

  情報共有に係る各企業の事例等を紹介する。

（７）コラム

  情報共有に関連する話題について、複数の執筆者が交代でコラムを掲載する。

（８）FAQ
  情報共有に関してよくある質問について FAQ を掲載する。

（９）ダウンロード

  情報共有ガイドラインのダウンロード HP を表示する。

（10）リンク

  情報共有に関連するサイトへのリンクを貼る。

（11）購入・お問い合わせ

  冊子の購入、その他問い合わせのためのフォームを表示する。 
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３．利用状況 
・閲覧者数 ： 約 6,000 人強（平成 21 年 3 月時点）

・当 HP 開設後のガイドライン（一部）ダウンロード者数の増加 

４．業界紙での紹介

 当 HP の開設に合わせ、平成 21 年 6 月に記者発表を行ったところ、建設業界紙 2 紙

に紹介記事が掲載された。

５．コンテンツページ紹介

（１）トップページ 
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（２）はじめに
２－１）情報共有って何？ 

 

 

２－２）ASP による「情報共有」をおススメします。 
 

 

２－３）発注者の取組み 
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（３）情報共有の目的と効果
３－１）情報共有の目的と効果（トップ） ［左］

３－２）効果の一例／その１ 書類の一元管理 ［右］ 
 

 

 

 

３－３）効果の一例／その２ ネットワークによる情報のオープン化 ［左］

３－４）効果の一例／その３ コミュニケーション・合意形成の迅速化 ［右］ 
 

 

 

 

３－５）効果の一例／その４ ペーパーレス化 ［左］

３－６）効果の一例／その５ 業務プロセスの透明化 ［右］ 
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（４）ASP サービスの利点
４－１）ASP サービスの利点 ［左］

４－２）共有文書フォルダ ［右］
 

 

 

 
 

４－３）掲示板 ［左］

４－４）回覧板 ［右］
 

 

 

 
 

４－５）電子会議室 ［左］

４－６）ワークフロー ［右］
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４－７）スケジュール管理 ［左］

４－８）Web カメラ ［右］
 

 

 

 

（５）トピックス
５－１）大切な情報を守るためにも ASP が有効 ［左］

５－２）何でもかんでも情報共有？？？ ［右］
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（６）事例集
６－１）情報共有には発注者の理解が不可欠 

 

 

（７）コラム
７－１）情報共有ツール導入の前に 
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（８）FAQ
８－１）推進体制の整備について ［左］

８－２）事前協議について ［右］
 

  

８－３）実施前の事前作業について ［左］

８－４）日常運用について ［右］ 

  

８－５）用語集（英字） ［左］

８－６）用語集（カナ） ［右］ 
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（９）ダウンロード 
 

 

（10）リンク 
 

 
 

（11）購入・お問合せ 
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資料５－２ 建築生産プロセスの改善・BIM の概念 
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B

IM
と

い
う

概
念

は
建

築
業

界
に

広
が

り
を

見
せ

て
い

る
が

、
現

段
階

で
は

B
IM

の
「
定

義
」も

明
確

に
さ

れ
て

い
な

い
な

ど
、

中
身

の
議

論
は

ま
だ

十
分

で
は

な
い

。
今

後
の

普
及

・
展

開
に

向
け

て
は

よ
り

一
層

の
「
中

身
」
に

関
す

る
議

論
を

深
め

て
い

く
こ

と
が

肝
要

で
あ

る
。

※
1
 「

20
0
7年

度
か

ら
B

IM
に

よ
る

デ
ー

タ
提

出
を

義
務

づ
け

た
米

国
一

般
調

達
局

」イ
エ

イ
リ

建
設

IT
ラ

ボ
（
h
tt

p:
/
/
bl

o
g.

n
ik

ke
ib

p.
c
o
.jp

/
ke

n
pl

at
z/

it
/
U

S
st

o
ry

/1
3
6
57

6
.h

tm
l）

現
状

の
2次

元
C

A
D

や
紙

図
面

を
中

心
と

す
る

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

い
て

は
、

左
図

に
示

す
よ

う
に

、
業

務
間

の
協

力
や

情
報

連
携

、
生

産
効

率
等

の
面

に
お

い
て

、
問

題
認

識
を

抱
え

て
い

る
建

築
関

係
者

が
少

な
く
な

い
。

こ
れ

ら
の

問
題

・課
題

解
決

の
た

め
、

左
下

図
に

示
す

よ
う

に
、

建
築

生
産

プ
ロ

セ
ス

を
改

善
し

、
「
建

築
主

・
設

計
者

（構
造

・
設

備
含

む
）・

施
工

技
術

者
・保

守
担

当
者

」間
が

チ
ー

ム
を

組
み

一
体

と
な

っ
て

建
築

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
遂

行
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

こ
う

い
っ

た
新

し
い

建
築

生
産

プ
ロ

セ
ス

の
実

現
に

不
可

欠
な

情
報

連
携

の
中

心
と

し
て

、
「
3
次

元
C

A
D

モ
デ

ル
」が

、
こ

れ
ま

で
の

紙
の

図
面

に
代

わ
る

も
の

と
し

て
期

待
さ

れ
て

い
る

。

建
設

産
業

基
本

問
題

委
員

会
IP

W
G

日
本

建
築

家
協

会
（J

IA
）

建
築

生
産

プ
ロ

セ
ス

検
討

W
G

建
設

業
振

興
基

金
（C

-C
A

D
E

C
）

技
術

統
合

委
員

会
IA

I日
本

設
計

・生
産

情
報

化
小

委
員

会
日

本
建

築
学

会

委
員

会
・
ワ

ー
キ

ン
グ

（W
G

）名
団

体
名

表
：
学

会
、

業
界

団
体

に
お

け
る

主
な

検
討

状
況

構
造

技
術

者

設
備

技
術

者

建
築

設
計

者
躯

体

設
備

外
内

装
等

構
造

技
術

者

設
備

技
術

者

建
築

主
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2
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 E
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Co
m

m
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  C
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il 
財

団
法

人
 

建
設

業
振

興
基

金
 

建
設

産
業

情
報

化
推

進
セ

ン
タ

ー
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 
  

は
じ

め
に

 

 
空

調
衛

生
設
備

分
野

の
特
に

施
工

用
を

中
心

と
す

る
C
A

D
シ

ス
テ

ム
は

、
多

く
の

場
合

、
配

管
や

ダ
ク

ト
と

い
っ

た
各

種
空

調
衛

生
設
備

部
材

の
属

性
情

報
を

内
部
デ
ー
タ

と
し

て
保

有
し

て
い

ま
す

。

し
か

し
な

が
ら

、
現

在
異

な
る
C
A

D
シ

ス
テ

ム
間

で
デ
ー
タ
交
換

す
る

際
に

用
い

ら
れ

る
一

般
的

な

手
法

で
は

、
2

次
元

の
描

画
デ
ー
タ

が
中

心
と

な
り

ま
す

。
こ

の
た
め

、
異

な
る
C
A

D
シ

ス
テ

ム
間

で
は

、
デ
ー
タ

を
交
換

し
て

も
部

材
属

性
に

係
る

情
報

が
欠

落
し

、
効

果
的

な
デ
ー
タ

活
用

を
図

れ

な
い

状
況
に

あ
り

ま
す

。

 
C
-C

A
D

E
C

で
は

、こ
の

よ
う

な
実

状
を

踏
ま

え
、異

な
る

空
調

衛
生
設
備
C
A

D
シ

ス
テ

ム
間

で
、

部
材

属
性

を
伴

っ
た
C
A

D
デ
ー
タ
交
換

を
可

能
と

す
る
デ
ー
タ
交
換
仕
様
“

B
E
-B

ri
d
g
e

（
B

u
ild

in
g
 E

q
u
ip

m
e
n
t 

  
B

ri
e
f 

In
te

g
ra

te
d
 f

o
rm

a
t 

fo
r 

D
a
ta

 e
x
c
h
a
n
G

E
）
”

を

1
9

9
9
年
に

開
発

し
、

普
及
に

取
り

組
ん

で
き

ま
し

た
。

現
在

で
は

、
“

B
E
-B

ri
d
g
e
“
は

主
要

な

空
調

衛
生
設
備

系
C
A

D
シ

ス
テ

ム
で

サ
ポ
ー

ト
さ

れ
て

お
り

、
配

管
、

ダ
ク

ト
等

の
搬

送
系

部
材

の

C
A

D
デ
ー
タ
交
換
仕
様

の
事

実
上

の
標

準
に

な
っ

て
い

ま
す

。
さ

ら
に

最
近

で
は

、
C
A

M
シ

ス
テ

ム
と

の
デ
ー
タ

連
携

、
積

算
シ

ス
テ

ム
で

の
利

用
等

、
新

た
な

分
野

で
利

用
さ

れ
る

よ
う
に

な
っ

て

き
ま

し
た

。
こ

の
様

な
状

況
を

踏
ま

え
、

異
な

る
シ

ス
テ

ム
間

で
の
デ
ー
タ
交
換
に

お
け

る
部

材
の

再
現

性
を

よ
り

高
め

る
た
め

、
仕
様

を
改

訂
す

る
こ

と
に

い
た

し
ま

し
た

。

 
こ

の
度

の
“

B
E
-B

ri
d
g
e
”

の
仕
様

改
訂

の
主

な
事

項
は

以
下

の
と

お
り

で
す

。

・
 
空

調
衛

生
を

主
体

と
す

る
設
備

技
術

者
が

必
要

と
す

る
レ

ベ
ル

の
建

築
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
を

定

義
し

ま
し

た
。

 

・
 
C
A

M
と

の
デ
ー
タ

連
携

の
向

上
を

目
的

と
し

た
ダ

ク
ト

の
開

口
対

応
、

及
び

、
新

規
部

材
の

追
加

を
行

い
ま

し
た

。
 

 
な

お
、

改
訂

の
詳

細
に

つ
き

ま
し

て
は

、
附

録
１

｢改
訂

点
一

覧
｣を

ご
覧

下
さ

い
。

“
B

E
-B

ri
d
g
e

 は
設
備

分
野
に

お
け

る
生

産
性

の
向

上
を

目
的
に

開
発

さ
れ

た
デ
ー
タ
交
換
仕
様

で
、
設
備

機
器

ラ
イ

ブ
ラ

リ
デ
ー
タ
交
換
仕
様
“

S
te

m
 （

S
ta

n
d
a
rd

 f
o
r 

th
e
 E

x
c
h
a
n
g
e
 o

f 

M
e
c
h

a
n
ic

a
l 
e
q
u

ip
m

e
n
t 

lib
ra

ry
 d

a
ta

）
と

と
も
に

総
合

的
に

運
用

す
る

こ
と

で
更

な
る

効
果

が
期

待
で

き
ま

す
。
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第
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フ
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イ
ル

仕
様

 
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
 

1
頁

 

 

第
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章
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フ
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…
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…
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1 

第
１
章

 
フ

ァ
イ

ル
仕

様
 

１
．

概
 

 
要

・
本

フ
ォ
ー

マ
ッ

ト
は

、
異

な
る

C
A

D
 間

で
の

属
性

情
報

の
交
換

を
目

的
と

し
て

作
成

す
る

も
の

で
、

最
終

的
に

は
、

「
ダ

ク
ト

」
「

配
管

」
「

電
気

」
「

機
器

」
「

建
築

」
の

5
つ

の
項

目
に

つ
い

て
属

性
情

報
の
交
換

を
目

標

に
し

て
い

る
。

（
現

バ
ー

ジ
ョ

ン
で
は

「
ダ

ク
ト

」
「

配
管

」
「

建
築

」
に

対
応

）

・
交
換
は

、
本

フ
ォ
ー

マ
ッ

ト
で

定
義

す
る

項
目
に

し
た

が
っ

て
、
各

部
材

を
「

部
材

コ
ー

ド
」
に

よ
り

共
通

化
し

、

こ
の

部
材

を
指

定
さ

れ
た

場
所
に

読
み

込
み

側
の
C
A

D
で

、
自

己
の

部
材
デ
ー
タ

ベ
ー

ス
を

使
用

し
て

再
作

図

さ
せ

る
仕

組
み

と
な

っ
て

い
る

。

・
ま

た
、

図
面

と
し

て
の

機
能

を
保

証
す

る
た
め
に

、
D

X
F
形

式
を

併
用

し
部

材
デ
ー
タ

ベ
ー

ス
に

無
い

物
も

表

現
可

能
と

し
て

い
る

。

・
さ

ら
に

、
出

力
時
に

お
い

て
、

本
仕
様

書
に

定
義

し
て

い
る

部
材
に

合
致

す
る

物
が

無
い

場
合

を
考

慮
し

て
、

各

部
材

の
「

部
材

コ
ー

ド
」
に

「
そ

の
他

」
の

コ
ー

ド
を

用
意

し
、

部
材

を
包

含
す

る
直

方
体

で
の

表
現

を
可

能
と

し
て

い
る

。

・
な

お
、

本
仕
様
に

よ
る
デ
ー
タ
交
換
に

お
い

て
は

、
部

材
と

し
て

の
再

現
や

形
状

の
再

現
を

優
先

す
る

為
に

、
後

述
の

７
お

よ
び

８
の

方
法
に

て
入

出
力

を
行

う
。

 

２
．

扱
う
図
面

の
サ
イ

ズ
、

縮
尺

率

・
本

フ
ォ
ー

マ
ッ

ト
で
扱

う
図

面
は

、
A

0
～

A
3

 
ま

で
の

4
種

類
と

し
、

B
系

列
の

サ
イ
ズ

に
つ

い
て

は
取

り
扱

わ
な

い
。

（
A

4
サ

イ
ズ

等
を
扱

う
場

合
に
は

、
A

3
サ

イ
ズ

内
に
A

4
サ

イ
ズ

で
出

力
す

る
。

）

・
縮
尺
率
は

「
1

/
1

」
～

「
1

/9
9

9
」

ま
で

と
し

、
分

母
は

整
数

の
み

を
取

り
扱

う
。

ま
た

、
範

囲
外

の
縮
尺
率

で
変
換

し
よ

う
と

し
た

場
合
に
は

エ
ラ
ー

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

表
示

す
る

。
 

３
．

デ
ー

タ
形
式

・
M

S
-
D

O
S

テ
キ

ス
ト

フ
ァ

イ
ル

フ
ォ
ー

マ
ッ

ト
。

（
区

切
り

文
字
は

、
C

R
/
L
F
）

・
使

用
す

る
文

字
は

、
全

て
1

バ
イ

ト
の

文
字

と
す

る
。

（
但

し
、

1
レ

コ
ー

ド
目
は

除
く

）

・
英

字
は

大
文

字
と

す
る

。
（

但
し

、
1

レ
コ
ー

ド
目
は

除
く

）

・
全

て
の

項
目

で
、

左
づ
め
に

し
、

ス
ペ
ー

ス
は

使
用

し
な

い
。

・
未

使
用

の
項

目
は

 
 0

   
-
1

   
空

白
  

を
セ

ッ
ト

す
る

こ
と

と
し

、
使

い
分

け
に

つ
い

て
は

各
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
の

項
目

説
明

欄
を

参
照

。

・
1

部
材
デ
ー
タ
は

3
8

レ
コ
ー

ド
固

定
と

す
る

。
 

４
．
図
面
の
基

準
点

・
常
に

図
面

の
左

下
を

原
点

と
す

る
。

 

５
．

座
標
の

持
ち
方

・
フ

ァ
イ

ル
内

の
座

標
は

全
て

実
寸

で
セ

ッ
ト

す
る

。
 

６
．
フ
ァ
イ
ル

名

・
中

間
フ

ァ
イ

ル
 ：

 
 
X

X
X

X
X

X
X

X
.C

E
Q

・
D

X
F
フ

ァ
イ

ル
：

 
 
X

X
X

X
X

X
X

X
.D

X
F

・
中

間
フ

ァ
イ

ル
と

D
X

F
フ

ァ
イ

ル
は

、
拡

張
子

以
外
は

同
一
名

称
に

す
る

。

・
本

バ
ー

ジ
ョ

ン
で
は

、
フ

ァ
イ

ル
名
は

ロ
ン

グ
フ

ァ
イ

ル
名

と
す

る
。

・
中

間
フ

ァ
イ

ル
の

マ
ル

チ
ボ

リ
ュ
ー

ム
、

お
よ

び
D

X
F
フ

ァ
イ

ル
の

マ
ル

チ
ボ

リ
ュ
ー

ム
は

考
慮

し
な

い
。

 



2 

７
．
出
力
時

に
お
い
て
、
本

仕
様
書

に
定
義
し
て
い
る
部
材

に
合
致
す
る
物
が
無
い
場
合

に
つ
い
て

・
部

材
を

出
力

す
る

際
に

お
い

て
、

本
仕
様

書
に

定
義

し
て

い
る

部
材
に

合
致

す
る

も
の

が
無

い
場

合
は

、
部

材
と

し
て

再
現

す
る

事
を

優
先

す
る

為
に

、
以

下
の

い
ず

れ
か

の
方

法
に

よ
り

出
力

す
る

。

ａ
）

本
仕
様

書
に

定
義

し
て

い
る

部
材

の
内

、
近

い
部

材
に

丸
め

て
出

力
す

る
。

ｂ
）

上
記

ａ
）
に

て
の

出
力

が
適

当
で

な
い

場
合
は

、
各

部
材

の
「

部
材

コ
ー

ド
」

の
内

、
「

そ
の

他
」

の
コ
ー

ド
に

て
出

力
す

る
。

そ
の

際
、

部
材

を
包

含
す

る
直

方
体

情
報

も
同

時
に

出
力

す
る

。

ｃ
）

上
記

ａ
）

ｂ
）
に

て
の

出
力

が
適

当
で

な
い

場
合
は

、
出

力
し

な
い

。
 

８
．
読
み
込
み
側

C
A
D
が
保
有
し
な
い
部
材
お
よ
び
「
そ
の
他
」
の
コ

ー
ド

に
て
出
力
さ
れ
て
い
る
部
材

に
つ
い
て

・
読

み
込

み
側

の
C
A

D
が

有
し

な
い

部
材

お
よ

び
「

そ
の

他
」

の
コ
ー

ド
に

て
出

力
さ

れ
て

い
る

部
材

が
フ

ァ
イ

ル
内
に

存
在

し
た

場
合
は

、
部

材
と

し
て

再
現

す
る

事
を

優
先

す
る

為
に

、
以

下
の

い
ず

れ
か

の
方

法
に

よ
り

再

現
す

る
。

尚
、

D
X

F
デ
ー
タ

を
使

用
し

て
変
換

し
た

場
合
は

、
各

属
性
は

引
き

継
が

な
い

。

ａ
）

読
み

込
み

側
の
C
A

D
が

保
有

す
る

部
材

の
内

、
近

い
部

材
に

丸
め

て
再

現
す

る
。

ｂ
）

上
記

ａ
）
に

て
の

再
現

が
適

当
で

な
い

場
合
は

、
同

時
に

出
力

さ
れ

て
い

る
、

部
材

を
包

含
す

る
直

方
体

情

報
を

用
い

て
再

現
す

る
。

（
「

そ
の

他
」

の
コ
ー

ド
に

て
出

力
さ

れ
て

い
る

部
材

の
場

合
の

み
）

ｃ
）

上
記

ａ
）

ｂ
）
に

て
の

再
現

が
適

当
で

な
い

場
合
は

、
D

X
F
デ
ー
タ

を
使

用
し

て
再

現
す

る
。

 

９
．
部
材
の
形

状
変
化

に
つ
い
て

・
本

フ
ォ
ー

マ
ッ

ト
は

、
部

材
コ
ー

ド
で
デ
ー
タ
交
換

を
行

い
、

読
み

込
み

側
で

再
度

作
図

し
直

す
方

法
と

な
っ

て

い
る

た
め

、
部

材
に

よ
っ

て
出

力
側

と
読

み
込

み
側

と
で

形
状

が
異

な
る

場
合

が
あ

る
。

 

１
０
．
属
性

付
き
変

換
部
材
の
表
示

に
つ
い
て

・
出

力
時
に

属
性
付

き
総

変
換

部
材

数
を

表
示

す
る

。
尚

、
「

そ
の

他
」

の
コ
ー

ド
に

て
出

力
す

る
部

材
に

つ
い

て

も
、

属
性

付
き

部
材

と
し

て
総

変
換

部
材

数
に

含
む

。

・
読

み
込

み
時
に

提
供

さ
れ

た
属

性
付

き
部

材
数

と
、

属
性
付

き
で

読
み

込
み

を
完

了
し

た
部

材
数

、
及

び
変
換
率

を
表

示
す

る
。

・
ま

た
、

属
性
付

き
部

材
と

、
属

性
な

し
の

部
材

の
識

別
が

可
能

な
こ

と
と

す
る

。

・
「

そ
の

他
」

の
コ
ー

ド
に

て
出

力
さ

れ
て

い
る

部
材

を
前

述
の

８
．

ｂ
）

の
方

法
で

読
み

込
む

場
合

、
「

部
材

を

包
含

す
る

直
方

体
情

報
」

を
用

い
て

直
方

体
を

再
現

す
る

と
同

時
に

、
Ｄ

Ｘ
Ｆ
デ
ー
タ

を
用

い
て
平

面
形

状
を

再

現
す

る
事

が
望

ま
し

い
。

ま
た

、
再

現
し

た
形

状
に

属
性

情
報

を
付

加
す

る
事

が
望

ま
し

い
。

・
上

記
各

項
目
に

つ
い

て
、

方
法
は

各
ベ

ン
ダ

ー
独

自
の
仕
様

と
す

る
。

 

１
１
．
そ
の
他

・
出

力
時

お
よ

び
読

込
み

時
に

お
い

て
、
前

述
の

７
お

よ
び

８
の

ａ
）
ｂ

）
ｃ

）
の

い
ず

れ
の

方
法

を
採

用
す

る
か

、

利
用

者
側

で
設

定
で

き
る

機
能

を
設

け
る

事
が

望
ま

し
い

。

・
使

用
す

る
Ｄ

Ｘ
Ｆ

の
バ
ー

ジ
ョ

ン
に

つ
い

て
、

本
仕
様

書
（

V
e
r.
4

.0
）

で
は

定
義

し
な

い
。
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第
２
章

 
共

通
部

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

 

□
 本

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

で
は

、
最

終
的
に

「
ダ

ク
ト

」
「

配
管

」
「

電
気

」
「

機
器

」
「

建
築

」
の

5
つ

の
種

別
で

の

デ
ー
タ

交
換

を
想

定
し

て
お

り
、

こ
の

共
通

部
分

と
し

て
、

先
頭

1
レ

コ
ー

ド
を

使
用

し
て

フ
ァ

イ
ル

の
定

義
を

行
う

。
 

□
 共

通
部

で
定

義
す

る
項

目
は

、
「

図
面

サ
イ
ズ

」
「

図
面
縮
尺
率

」
「

フ
ォ
ー

マ
ッ

ト
の

バ
ー

ジ
ョ

ン
」

「
各

ベ

ン
ダ
ー

内
で

の
管

理
用

バ
ー

ジ
ョ

ン
」

「
出

力
総

部
材

数
」

「
コ

メ
ン

ト
」

「
出

力
C
A

D
と

製
品

バ
ー

ジ
ョ

ン
」

の
計

7
項

目
と

す
る

。
 

□
 前

記
7

項
目

を
1

レ
コ
ー

ド
（

最
大

2
5

6
バ

イ
ト

ま
で

、
た

だ
し

Ｃ
Ｒ

／
Ｌ

Ｆ
は

含
ま

な
い

）
に

、
カ

ン
マ

で
区

切
っ

て
出

力
す

る
（

各
項

目
内
に
は

カ
ン

マ
を

含
ま

な
い

こ
と

）
。

 

 

項
番

項
 
 
 
 
 
 
 
目

 
項

 
 
目

 
 
説

 
 
明

 

a
 

図
面

サ
イ
ズ

 
・

図
面

の
用

紙
サ

イ
ズ

を
、

数
字

の
み

セ
ッ

ト

 
 
A

0
サ

イ
ズ

 
：

 
0

 
 
A

1
 
 
〃

 
 

：
 

1

 
 
A
2

 
 
〃

 
 

：
 
2

 
 
A

3
 
 
〃

 
 

：
 

3
 

b
 

図
面
縮
尺
率

 
・

図
面

の
縮
尺

の
分

母
の

み
を

整
数

で
セ

ッ
ト

（
1

～
9

9
9

ま
で

）
 

c
 

フ
ォ
ー

マ
ッ

ト
の

 

バ
ー

ジ
ョ

ン

・
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
の

バ
ー

ジ
ョ

ン
を

小
数

点
以

下
1

桁
で

セ
ッ

ト

 
 

例
）

4
.0

 

d
 

各
ベ

ン
ダ
ー

内
で

の
 

管
理

用
バ
ー

ジ
ョ

ン

・
半

角
数

字
3

桁
（

頭
“

0
”

埋
め

）
で

セ
ッ

ト

 
 

例
）

0
0

1
 

e
 

出
力

総
部

材
数

 
・

「
D

?
?

?
P

?
?

?
E

?
?

?
K

?
?

?
A

?
?

?
」

で
セ

ッ
ト

 
（

D
=
ダ

ク
ト

、
P

=
配

管
、

E
=
電

気
、

K
=
機

器
、

A
=
建

築
を

表
す

）
 

・
 「

?
?

?
」

の
部

分
に

出
力

総
部

材
数

を
入

力
す

る

・
 部

材
数

の
桁

数
は

フ
リ
ー

・
出

力
の

な
い

項
目
に

つ
い

て
は

項
目

記
号

（
D

、
P

等
）

を
含
め

出
力

し
な

い
 

f 
コ

メ
ン

ト
 

・
 フ

リ
ー

フ
ォ
ー

マ
ッ

ト
と

し
、

全
角

文
字

使
用

可

 

ｇ
 

出
力
C
A

D
と

 

製
品

バ
ー

ジ
ョ

ン

・
 フ

リ
ー

フ
ォ
ー

マ
ッ

ト
と

し
、

全
角

文
字

使
用

可

・
 サ

ブ
バ
ー

ジ
ョ

ン
ま

で
出

力
す

る
 

例
）

1 ,
 1

00
, 4

.0
, 0

01
, D

31
0P

15
0,

建
設

会
館

新
築

工
事

, C
-C

AD
V2

00
8L

08
 

 
f:コ

メ
ン
ト

 
e:
出
力

総
部
材

数
（
ダ
ク
ト

:3
10

，
配
管

:1
50

）
 

d:
各

ベ
ン
ダ
ー

内
で
の
管
理
バ
ー
ジ
ョ
ン

 

c:フ
ォ

ー
マ
ッ

ト
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

 
b:
図
面

縮
尺
率
（

1/
10

0）
 

a:
図
面
サ
イ

ズ
（

A1
）

 

g:
出
力

CA
D

と
製
品
バ
ー
ジ
ョ
ン
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第
３
章

 
ダ

ク
ト

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

 

１
項

 
ダ
ク

ト
部

材
フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

 

□
 フ

ァ
イ

ル
の
2

レ
コ
ー

ド
目

以
降

を
使

用
し

、
1

部
材

を
定

義
す

る
。

 

□
 1

部
材

当
た

り
3

8
レ

コ
ー

ド
固

定
と

し
、

未
使

用
の

項
目
は

 
 0

   
-
1

   
空

欄
  

を
セ

ッ
ト

す
る

こ
と

と
し

、

使
い

分
け
に

つ
い

て
は

項
目

説
明

欄
を

参
照

。
 

□
 使

用
す

る
文

字
は

、
1

バ
イ

ト
の

文
字

と
し

、
英

字
は

大
文

字
と

す
る

。
た

だ
し

、
以

下
の

項
目
に

つ
い

て

は
、

全
角

文
字

を
使

用
し

て
も

よ
い

。

 
・

項
番
３

「
系

統
名

」

 
・

「
そ

の
他

部
材

」
時
に

項
番

７
～

２
４

「
ダ

ク
ト

形
状

寸
法
デ
ー
タ

」
に

セ
ッ

ト
す

る

 
 

「
元

の
部

材
の

部
材
名

称
」

（
見

出
し

文
字

「
E

B
N

=
」
は

1
バ

イ
ト

文
字

と
す

る
）

 

□
 1

レ
コ
ー

ド
の

バ
イ

ト
数
は

、
最

大
2

5
6

バ
イ

ト
ま

で
と

す
る

。
（

た
だ

し
Ｃ

Ｒ
／

Ｌ
Ｆ
は

含
ま

な
い

）
 

項
番

 
項

 
 
 
 
 
 
 
目

 
項

 
 
目

 
 
説

 
 
明

 

1
 

部
材

定
義

項
目

 

SE
Q 
No
.

年
月

時
分

日

ﾃﾞ
ｰﾀ
種
別

会
社
コ
ー
ド

・
デ
ー
タ

種
別

：
D

 
 
ダ

ク
ト

 
 

P
 

 
配

管

 
 

 
 

 
 

 
E

 
 
電

気
 

 
 

K
 

 
機

器

 
 

 
 

 
 

 
A

 
 建

築

・
S

E
Q

 N
o
. 

：
 
数

字
5

桁
と

し
、

頭
0

埋
め

 

※
重

複
が

な
け

れ
ば

、
連

番
で

な
く

て
も

よ
い

 

会
社

コ
ー

ド
：

英
数

字
2

文
字

（
詳

細
は

第
6

章
参

照
）

日
 

 
 
付

：
デ
ー
タ

作
成

日
（
年

 
 
西

暦
4

桁
）

時
 

 
 

間
：
デ
ー
タ

作
成

開
始

時
間

 

※
D

X
F
フ

ァ
イ

ル
と

同
期

を
と

る
 

D
X

F
内

の
B

L
O
C

K
デ
ー
タ

と
C

E
Q

フ
ァ

イ
ル

の
デ
ー
タ

の
マ

ッ
チ

ン

グ
に

使
用

す
る

。

※
D

X
F

の
B

L
O
C

K
名

と
同
じ

名
称

と
し

、
同

一
デ

ー
タ

内
で

重
複

の

無
い

も
の

と
す

る
 

2
 

出
力

時
レ

イ
ヤ

№
 

・
数

字
を

セ
ッ

ト

・
出

力
時

の
レ

イ
ヤ
は

、
レ

イ
ヤ

を
１

以
上

の
数

字
に

変
換

し
て

出
力

す

る

・
入

力
時

の
レ

イ
ヤ
は

、
ダ

ク
ト

用
途
に

よ
り

レ
イ

ヤ
を

分
類

し
て

い
る

C
A

D
は

、
項

番
３

４
の

「
用

途
」

を
用

い
て

自
社
C
A

D
の

レ
イ

ヤ
に

変
換

す
る

。
ダ

ク
ト

用
途

と
レ

イ
ヤ

の
関

連
を
持

た
な

い
C
A

D
は

、

本
出

力
レ

イ
ヤ

を
用

い
て

自
社

C
A

D
の

レ
イ

ヤ
に

変
換

す
る

 

3
 

系
統
名

 
・

全
角

・
半

角
文

字
を

セ
ッ

ト
 

注
１

・
出

力
し

な
い

場
合
に

は
“

空
欄
”

と
す

る
 

5 

項
番

項
 
 
 
 
 
 
 
目

 
項

 
 
目

 
 
説

 
 
明

 

4
 

系
統

番
号

 
・

 数
字

を
セ

ッ
ト

 
注
１

・
出

力
し

な
い

場
合
に

は
“

空
欄
”

と
す

る
 

5
 

パ
タ
ー

ン
N

o
. 

大
分

類
 

・
 ダ

ク
ト

部
材

パ
タ
ー

ン
N

o
.を

大
分

類
，

小
分

類
で

セ
ッ

ト
 

6
 

 
 

〃
 

 
 
 
 
小

分
類

 
 

（
詳

細
は

第
２

項
１

，
２

を
参

照
）

 

7
 

・ ・ ・
 

2
4

 

ダ
ク

ト
形

状
寸

法
デ
ー
タ

 
・

 1
行
に

1
項

目
を

セ
ッ

ト

・
 項

目
数
は

固
定

で
1

８
項

目

・
 未

使
用

項
番
に
は
“

0
”

を
セ

ッ
ト

・
 順

不
同

と
し

、
W
A

=
,W

B
=
等

の
見

出
し

文
字

を
付

与
す

る

 
（

詳
細
は

第
３

項
を

参
照

）
 

2
5

 
ダ

ク
ト

部
材

番
号

 
・

 英
数

字
を

６
文

字
ま

で
セ

ッ
ト

 
注
１

・
出

力
し

な
い

場
合
に

は
“

空
欄
”

と
す

る
 

2
6

 
単

複
区

分
 

・
 複

線
：

0
，

単
線

：
1

を
セ

ッ
ト

・
 本

バ
ー

ジ
ョ

ン
で
は

、
複

線
の

み
対

応
 

2
7

 
配

置
基

準
点

 
・

第
３

項
５

の
パ
タ
ー

ン
別

詳
細

図
に

よ
り

、
X

,Y
,Z

を
セ

ッ
ト

・
指

数
等
は

使
用

せ
ず

全
て

実
寸

値
で

セ
ッ

ト

・
X

,Y
,Z
は

、
カ

ン
マ

で
区

切
る

 
（

詳
細
は

第
３

項
を

参
照

）
 

2
8

 
接

続
点

1
 

・
接

続
点
は

、
主

管
側

を
「

接
続

点
１

」
と

し
、

第
３

項
５

の
パ
タ
ー

ン

別
詳

細
図

の
W

B
,W

C
,W

D
（

丸
ダ

ク
ト

の
場

合
は

、
D

B
,D
C

,D
D

）

の
順

と
す

る

・
部

材
の

各
接

続
点

の
「

中
心
座

標
X

,Y
,Z

と
接

続
情

報
」

を
セ

ッ
ト

・
中

心
座

標
は

、
指

数
等
は

使
用

せ
ず

全
て

実
寸

値
で

セ
ッ

ト

・
接

続
情

報
は

、
「

項
番

１
：

部
材

定
義

項
目

」
の

「
デ
ー

タ
種

別
＋

S
E

Q
 N

o
.」

を
使

用
す

る

・
X

,Y
,Z

及
び

接
続

情
報
は

、
カ

ン
マ

で
区

切
る

 
 

例
１

：
2

0
,2
2

,3
3

,D
0

0
0

0
5

 
 

 
（

X
=
2

0
,Y

=
2
2

,Z
=
3

3
,ダ

ク
ト
デ
ー
タ

S
E

Q
N

o
0

0
0

0
5

）

 
 

例
２

：
2

0
,2
2

,3
3

,0

 
 

 
（

X
=
2

0
,Y

=
2
2

,Z
=
3

3
,接

続
す

る
ダ

ク
ト

無
し

）
 

2
9

 
接

続
点
2

 
・

未
使

用
の

接
続

点
Ｎ

ｏ
に
は

、
“

0
”
１

個
の

み
を

セ
ッ

ト
 

3
0

 
接

続
点

3
 

 
 

例
：

接
続

点
が

２
点

の
場

合
に
は

、
接

続
点
３

，
４
は
“

0
”

を
 

3
1

 
接

続
点

4
 

 
 

 
 

セ
ッ

ト
 

3
2

 
ベ

ク
ト

ル
 

 
 

主
軸

 
・

主
軸

，
副

軸
の

ベ
ク

ト
ル

で
、

X
,Y

,Z
の

形
で

あ
ら

わ
す

・
ベ

ク
ト

ル
の

大
き

さ
は
“

1
”

 

3
3

 
 

〃
 

 
 

 
 

副
軸

 
 

（
詳

細
は

第
３

項
を

参
照

）
 

3
4

 
用

 
 

途
 

・
ダ

ク
ト

用
途

を
数

字
で

セ
ッ

ト

 
（

詳
細
は

第
２

項
３

を
参

照
）

 



6 

項
番

 
項

 
 
 
 
 
 
 
目

 
項

 
 
目

 
 
説

 
 
明

 

3
5

 
風

 
 

量
 

・
風

量
を

m
3

/
h

単
位

で
セ

ッ
ト

・
未

使
用
は
“

0
”

を
セ

ッ
ト

 

3
6

 
接

続
工

法
 

・
各

接
続

点
の

接
続

工
法

を
「

接
続

点
１

，
接

続
点

２
，

接
続

点
３

，
接

続
点

４
」

の
順
に

セ
ッ

ト
す

る
（

詳
細
は

第
２

項
３

を
参

照
）

・
存

在
し

な
い

接
続

点
に
は
“

－
１
”

を
セ

ッ
ト

 

3
7

 
板

 
 

厚
 

・
板

厚
を

「
接

続
点

２
，

接
続

点
３

，
接

続
点

４
」

の
順
に

セ
ッ

ト
す

る

（
接

続
点
１
は

セ
ッ

ト
し

な
い

）

・
存

在
し

な
い

接
続

点
に
は
“

0
”

を
セ

ッ
ト

 

3
8

 
デ
ー
タ

終
了

フ
ラ

グ
 

・
最

終
デ
ー
タ
は
“

0
”

 
を

セ
ッ

ト

（
“

0
”

で
C

E
Q

フ
ァ

イ
ル

の
終

了
）

・
後

続
デ
ー
タ

が
あ

る
場

合
は
“

1
”

を
セ

ッ
ト

 

注
１

）
C
A

D
/
C
A

M
に

お
い

て
本

フ
ァ

イ
ル

を
利

用
す

る
場

合
、

項
番

3
「

系
統
名

」
，

項
番

4
「

系
統

番
号

」
，

項
番
2

5
「

ダ
ク

ト
部

材
番

号
」

の
各

文
字

列
を

連
結

さ
せ

て
出

来
る

文
字

列
が

、
本

フ
ァ

イ
ル

内
で

ユ

ニ
ー

ク
で

あ
る

こ
と

が
C
A

M
側

の
必

要
条

件
と

な
る

場
合

が
あ

る
の

で
注

意
の

事
。

 

 

7 

２
項

 
ダ
ク

ト
部

材
項
目

別
設

定
値

 

１
．
角

ダ
ク

ト
パ

タ
ー

ン
分

類
 

大
 

分
 

類
 

小
 

分
 

類
 

掲
載

頁

１
：

エ
ル

ボ
 

０
：

そ
の

他
 

―
 

 
１

：
エ

ル
ボ

（
内

Ｒ
外

Ｒ
）

 
1

3
 

 
２

：
両

直
管
付

エ
ル

ボ
（

内
Ｒ

外
Ｒ

）
 

1
3

 

 
３

：
角

エ
ル

ボ
（

内
Ｒ

外
角

）
 

1
4

 

 
４

：
両

直
管
付

角
エ

ル
ボ

（
内

Ｒ
外

角
）

 
1

4
 

 
５

：
角

エ
ル

ボ
（

内
角

外
Ｒ

）
 

1
5

 

 
６

：
角

エ
ル

ボ
（

内
角

外
角

）
 

1
5

 

 
７

：
消

音
エ

ル
ボ

 
1

6
 

 
８

：
羽

子
板

エ
ル

ボ
 

1
6

 

 
９

：
内

直
エ

ル
ボ

（
内

直
外

Ｒ
）

 
1

7
 

 
１
０

：
両

直
管
付

内
直

エ
ル

ボ
（

内
直

外
Ｒ

）
1

7
 

 
１
１

：
エ

ル
ボ

（
内

直
外

角
）

 
1

8
 

 
１

２
：

両
直

管
付

エ
ル

ボ
（

内
直

外
角

）
 

1
8

 

 
１
３

：
消

音
エ

ル
ボ

（
内

直
）

 
1

9
 

２
：

Ｓ
カ
ー

ブ
 

０
：

そ
の

他
 

―
 

 
１

：
Ｓ

カ
ー

ブ
（

内
Ｒ

外
Ｒ

）
 

2
0

 

 
２

：
梁

巻
き

（
内

Ｒ
外

Ｒ
）

 
2

0
 

 
３

：
角

梁
巻

き
（

内
角

外
角

）
 

2
1

 

 
４

：
Ｓ

カ
ー

ブ
（

内
角

外
角

）
 

2
1

 

３
：

直
管

 
０

：
そ

の
他

 
―

 

 
１

：
直

管
 

2
2

 

 
２

：
ホ

ッ
パ
ー

 
2
2

 

 
３

：
直

管
付

ホ
ッ

パ
ー

 
2

3
 

 
４

：
実

管
 

2
3

 

４
：

三
方

分
岐

 
０

：
そ

の
他

 
―

 

 
１

：
三

方
分

岐
 

2
4

 

 
２

：
十

字
（

片
直

）
 

2
4

 

 
３

：
十

字
（

片
Ｒ

）
 

2
5

 

 
４

：
十

字
（

両
直

）
 

2
5

 

５
：

二
方

分
岐

 
０

：
そ

の
他

 
―

 

 
１

：
二

方
分

岐
（

直
曲

り
）

 
2

6
 

 
２

：
二

方
分

岐
（

両
曲

り
）

 
2

6
 

 
３

：
二

方
分

岐
（

直
立

て
）

 
2

7
 

 
４

：
二

方
分

岐
（

両
曲

り
Ｔ

管
）

 
2

7
 



8 

大
 

分
 

類
 

小
 

分
 

類
 

掲
載

頁
 

５
 

：
二

方
分

岐
 

５
 

：
二

方
分

岐
（

Ｔ
管

片
直

）
 

2
8

 

 
 

６
 

：
二

方
分

岐
（

Ｔ
管

片
Ｒ

）
 

2
8

 

 
 

７
 

：
二

方
分

岐
（

Ｔ
管

両
直

）
 

2
9

 

 
 

８
 

：
二

方
分

岐
（

フ
タ

マ
タ

）
 

2
9

 

 
 

９
 

：
二

方
分

岐
（

エ
ル

ボ
片

立
て

）
 

3
0

 

６
 

：
ダ

ン
パ
ー

 
０

 
：

そ
の

他
 

―
 

 
 

１
 

：
ダ

ン
パ
ー

 
3

1
 

 
 

２
 

：
定

風
量

装
置

（
Ｃ

Ａ
Ｖ

）
 

3
1

 

 
 

３
 

：
変

風
量

装
置

（
Ｖ

Ａ
Ｖ

）
 

3
2

 

７
 

：
そ

の
他

角
ダ

ク
ト

 
０

 
：

そ
の

他
 

―
 

 
 

１
 

：
羽

子
板

 
3

3
 

 
 

２
 

：
ボ

ッ
ク

ス
 

3
3

 

 
 

３
 

：
チ

ャ
ン

バ
ー

 
3

4
 

 
 

４
 

：
キ

ャ
ン

バ
ス

継
手

 
3

4
 

 
 

５
 

：
タ

イ
コ

 
3

5
 

 
 

６
 

：
ヒ

ョ
ッ

ト
コ

（
片

直
）

 
3

5
 

 
 

７
 

：
ヒ

ョ
ッ

ト
コ

（
片

Ｒ
）

 
3

6
 

 
 

８
 

：
ヒ

ョ
ッ

ト
コ

（
両

Ｒ
）

 
3

6
 

８
 

：
角

丸
 

０
 

：
そ

の
他

 
―

 

 
 

１
 

：
角

丸
ホ

ッ
パ
ー

 
3

7
 

 
 

２
 

：
角

丸
キ

ャ
ン

バ
ス

継
手

 
3

7
 

 
 

３
 

：
角

丸
ヒ

ョ
ッ

ト
コ

 
3

8
 

 
 

４
 

：
直

管
付

角
丸

ホ
ッ

パ
ー

 
3

8
 

 

9 

２
．
丸

ダ
ク

ト
パ

タ
ー

ン
分

類
 

大
 

分
 

類
 

小
 

分
 

類
 

掲
載

頁

１
１

：
エ

ル
ボ

 
０

：
そ

の
他

 
―

 

 
１

：
エ

ル
ボ

 
3

9
 

 
２

：
消

音
エ

ル
ボ

 
3

9
 

１
２

：
Ｓ

管
 

０
：

そ
の

他
 

―
 

 
１

：
Ｓ

管
 

4
0

 

１
３

：
直

管
 

０
：

そ
の

他
 

―
 

 
１

：
直

管
 

4
1

 

 
２

：
片

落
管

（
レ

ジ
ュ
ー

サ
）

 
4

1
 

 
３

：
実

管
 

4
2

 

１
４

：
十

字
管

 
０

：
そ

の
他

 
―

 

 
１

：
十

字
管

（
ク

ロ
ス

管
）

 
4

3
 

 
２

：
ク

ロ
ス

Ｒ
Ｔ

管
 

4
3

 

１
５

：
Ｔ

管
 

０
：

そ
の

他
 

―
 

 
１

：
Ｔ

管
 

4
4

 

 
２

：
Ｒ

Ｔ
管

 
4

4
 

 
３

：
ダ

ブ
ル

Ｒ
Ｔ

管
 

4
5

 

 
４

：
４

５
°

Ｙ
管

 
4

5
 

 
５

：
４

５
°

Ｒ
Y

管
 

4
6

 

１
６

：
ダ

ン
パ
ー

 
０

：
そ

の
他

 
―

 

 
１

：
ダ

ン
パ
ー

 
4

7
 

 
２

：
定

風
量

装
置

（
Ｃ

Ａ
Ｖ

）
 

4
7

 

 
３

：
変

風
量

装
置

（
Ｖ

Ａ
Ｖ

）
 

4
8

 

１
７

：
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ダ

ク
ト

 
０

：
そ

の
他

 
―

 

 
１

：
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ダ

ク
ト

 
4

9
 

＊
：

そ
の

他
丸

ダ
ク

ト
 

０
：

そ
の

他
 

5
0
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３
．
用

途
項

目
、
接
続

工
法

 

用
途

項
目

 
 

接
続

工
法

 

０
 

：
そ

の
他

 
 

０
 

：
そ

の
他

 

１
 

：
空

調
（

往
）

 
 

１
 

：
フ

ラ
ン

ジ
 

２
 

：
空

調
（

還
）

 
 

２
 

：
メ

ッ
ツ

 

３
 

：
外

気
 

 
３

 
：

Ｔ
Ｄ

Ｃ
 

４
 

：
換

気
（

往
）

 
 

４
 

：
溶

接
 

５
 

：
換

気
（

還
）

 
 

 
 

６
 

：
排

気
 

 
 

 

７
 

：
排

煙
 

 
 

 

 

11
 

３
項

 
ダ
ク

ト
部

材
形

状
寸

法
図

に
つ

い
て

 

 図
１

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
図

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

図
３

 

１
．

 接
続
点

 

１
）

 接
続

点
は

、
［

×
］

印
で

示
す

。

２
）

 ダ
ク

ト
接

続
面

の
中

心
点

を
接

続
点

と
す

る
。

３
）

 接
続

点
１
は

Ｗ
Ａ

側
、

接
続

点
２
は

Ｗ
Ｂ

側
、

接
続

点
３
は

Ｗ
Ｃ

側
、

接
続

点
４
は

Ｗ
Ｄ

側
の

接
続

点
と

す
る

。
（

丸
ダ

ク
ト
に

つ
い

て
は

、
Ｄ

Ａ
、

Ｄ
Ｂ

、
Ｄ

Ｃ
、

Ｄ
Ｄ

の
順

と
す

る
）

 

２
．
配

置
基

準
点

 

１
）

 後
述

２
）

の
部

材
を

除
い

て
、

接
続

点
１

と
同
じ
座

標
を

配
置

基
準

点
と

す
る

。

２
）

 接
続

点
が

存
在

し
な

い
「

ボ
ッ

ク
ス

」
「

チ
ャ

ン
バ
ー

」
「

そ
の

他
の

部
材

」
に

つ
い

て
は

、
部

材
の

中

心
を

配
置

基
準

点
と

す
る

。
（

図
３

参
照

）
 

３
．
ベ

ク
ト

ル
 

１
）

 ベ
ク

ト
ル
は

、
実

線
（

主
軸

）
、

破
線

（
副

軸
）

の
矢

印
で

示
す

。

２
）

 主
軸

ベ
ク

ト
ル
は

、
接

続
点
１

の
接

続
面

Ｗ
Ａ
に

対
す

る
大

き
さ
１

の
法

線
ベ

ク
ト

ル
と

す
る

。

３
）

 副
軸

ベ
ク

ト
ル
は

、
接

続
点
１

の
接

続
面

Ｗ
Ａ

の
辺
に
平

行
な

大
き

さ
１

の
ベ

ク
ト

ル
と

し
、

振
れ

の
な

い
部

材
は

主
軸

ベ
ク

ト
ル
に

対
し

て
右

方
向

、
そ

れ
以

外
の

部
材
は

主
軸

ベ
ク

ト
ル
に

対
し

て
Ｗ

Ｂ
（

Ｄ

Ｂ
）

側
を

ベ
ク

ト
ル

の
方

向
と

す
る

。
 

４
）

 「
ダ

ン
パ
ー

」
の

副
軸

ベ
ク

ト
ル

の
方

向
は

、
機

構
部

側
（

ハ
ン

ド
ル

側
）

と
す

る
。

５
）

 「
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ダ

ク
ト

」
の

主
軸

ベ
ク

ト
ル
は

接
続

点
１

の
接

続
面
に

対
す

る
大

き
さ
１

の
法

線
ベ

ク

ト
ル

と
し

、
副

軸
ベ

ク
ト

ル
は

接
続

点
２

の
接

続
面
に

対
す

る
大

き
さ
１

の
法

線
ベ

ク
ト

ル
と

す
る

。
（

両

ベ
ク

ト
ル
は

風
の

流
れ

方
向
に

合
わ

せ
る

）
 

６
）

 詳
細
に

つ
い

て
は

、
「

５
．

パ
タ
ー

ン
別

詳
細

図
」

を
参

照
の

こ
と

。
 

SD SB

WA
(xHA)

W
D

(
x

H
D

)

W
B

(
x

H
B

)

WC
(xHC)

R
D

R
B

W
B

WA

LB

L
A

R
A

L
A

L
A

WA

 
F

G
=

1
 

F
G

=
0

WA
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４
．
形

状
寸

法
デ

ー
タ

記
号

の
説

明
（

主
と
す

る
意

味
で

あ
り

、
該

当
し

な
い

場
合

も
あ

る
）

 

□
 Ｗ

Ａ
（

～
Ｄ

）
 
 

 
：

ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

 
 
 
（

Ａ
面

の
Ｗ

id
th

）
 

□
 Ｈ

Ａ
（

～
Ｄ

）
 
 

 
：

ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ
 
（

Ａ
面

の
Ｈ

e
ig

h
t）

 

□
 Ｎ

Ａ
（

～
Ｃ

）
 
 
 

：
直

管
部

分
（

首
部

分
）

の
長

さ
（

Ａ
面

側
の

Ｎ
e
c
k
）

 

□
 Ｌ

Ａ
（

～
Ｃ

）
 
 
 

：
接

続
面

か
ら

基
準

点
ま

で
の
平

面
的

な
距

離
 
（

Ａ
面

の
Ｌ

e
n
g
th

）
 

□
 Ｒ

Ａ
（

～
Ｄ

）
 
 
 

：
Ｒ
付

き
部

材
の

角
度

 
 
 
 
 
（

Ａ
面

の
Ａ

n
g
le

）
 

□
 Ｒ

Ｉ
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

：
Ｒ
付

き
部

材
の

内
側

半
径

 
（

Ｒ
a
d
iu

s
 Ｉ

n
s
id

e
）

 

□
 Ｒ

Ｉ
Ａ

（
～

Ｄ
）

 
：

Ｒ
付

部
材

の
内

側
半

径
 
（

Ａ
面

側
の

Ｒ
a
d
iu

s 
Ｉ

n
s
id

e
）

 

□
 Ｒ

Ｏ
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

：
Ｒ
付

部
材

の
外

側
半

径
 
（

Ｒ
a
d
iu

s
 Ｏ

u
ts

id
e
）

 

□
 Ｓ

Ｂ
（

Ｄ
）

 
 
 
 
 

：
割

り
込

み
幅

 
（

B
面

側
の

Ｓ
e
p
a
ra

te
）

 

□
 Ｔ

Ｗ
（

Ｈ
）

 
 
 
 
 

：
内

貼
り

厚
さ

 
（

Ｗ
方

向
の

Ｔ
h

ic
k
n

e
s
s）

 

□
 Ｚ

Ａ
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
：

梁
巻

き
の

Ａ
面
に

対
す

る
ず

れ

□
 Ｌ

Ｘ
（

Ｙ
）

 
 
 

 
 
：

テ
ー

パ
ー

部
分

の
長

さ
 
（

Ｘ
ベ

ク
ト

ル
方

向
の

Ｌ
e
n

g
th

）
 

□
 Ｌ

Ｘ
Ｂ

（
～

Ｄ
）

 
：

テ
ー

パ
ー

部
分

の
長

さ
 
（

B
面

側
の

Ｘ
ベ

ク
ト

ル
方

向
の

Ｌ
e
n

g
th

）
 

□
 Ｌ

Ｙ
Ｂ

（
～

Ｄ
）

 
：

テ
ー

パ
ー

部
分

の
長

さ
 
（

B
面

側
の

Ｙ
ベ

ク
ト

ル
方

向
の

Ｌ
e
n

g
th

）
 

□
 Ｂ

Ｘ
（

Ｙ
，

Ｚ
）

 
：

制
御

ボ
ッ

ク
ス

の
寸

法

□
 Ｂ

Ｏ
Ｘ

（
Ｚ

）
 
 

 
：

制
御

ボ
ッ

ク
ス

の
位

置

□
 Ｅ

Ｂ
Ｎ

 
 

 
 

 
：

そ
の

他
の

部
材

の
名

称
 
（

元
の

部
材

の
部

材
名

称
）

□
 Ｅ

Ｂ
Ｗ

（
Ｈ

，
Ｌ

）
：

そ
の

他
の

部
材

の
寸

法
 
（

元
の

部
材

を
包

含
す

る
直

方
体

の
寸

法
）

□
 Ｆ

Ｇ
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 
：

各
種
設

定
フ

ラ
グ

 
（

Ｆ
la

g
）

 

□
 Ｆ

Ｇ
Ｈ

 
 
 
  

 
 
 

 
：

ダ
ン

パ
ー

ハ
ン

ド
ル

の
位

置
フ

ラ
グ

 
（

Ｆ
la

g
）

 

□
 Ｄ

Ａ
（

～
Ｄ

）
 
 
 

：
丸

ダ
ク

ト
接

続
面

の
直

径
（
A

面
の

Ｄ
ia

m
e
te

r）
 

□
 Ｔ

Ｄ
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 
：

丸
ダ

ク
ト

の
内

貼
り

厚
さ

（
Ｔ

h
ic

k
n

e
s
s）

 

□
 Ｃ

Ｐ
Ｎ

 
 
 
  

 
 
 
 

：
フ

レ
キ

ダ
ク

ト
の

曲
り

点
の

数
 

（
C

o
rn

e
r 

P
o
in

t 
N

u
m

b
e
r）

 

□
 Ｃ

Ｐ
１

（
～
１
０

）
：

フ
レ

キ
ダ

ク
ト

の
曲

り
点

の
座

標
（

C
o
rn

e
r 

P
o
in

t）
 

□
 Ｆ

Ｇ
Ｓ

 
 
 
  

 
 
 

 
：

Ｓ
カ
ー

ブ
フ

ラ
グ

 
（

Ｓ
C

u
rv

e
 Ｆ

la
g
）

 

□
 Ｆ

Ｇ
Ｓ

Ｂ
（

Ｃ
）

 
：

Ｓ
カ
ー

ブ
フ

ラ
グ

 
（

B
面

側
の

管
の

Ｓ
C

u
rv

e
 Ｆ

la
g
）

 

□
 Ｏ

Ｐ
Ｎ

 
 
 
  

 
 
 
 

：
開

口
の

数

□
 Ｏ

Ｐ
１

（
～
１
０

）
：

開
口

の
デ
ー
タ

 

 



 
５

．
パ

タ
ー
ン
別

詳
細

図
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
 

１
 

 
 

 
１

 
 

 
エ

ル
ボ

（内
Ｒ

外
Ｒ

）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

□
 Ｌ

Ａ
、

Ｌ
Ｂ

：接
続

点
か

ら
○

ま
で

の
 

平
面

的
な

距
離

 

□
 Ｒ

Ａ
：Ｒ

付
き

部
材

の
角

度

 

 
 

 
 

１
 

 
 

 
２

 
 

 
両

直
管

付
エ

ル
ボ

（内
Ｒ

外
Ｒ

）
 

 
 

 
■

接
続

点
数

＝
２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

□
 Ｌ

Ａ
、

Ｌ
Ｂ

：接
続

点
か

ら
○

ま
で

の
 

平
面

的
な

距
離

 

□
 Ｒ

Ａ
：Ｒ

付
き

部
材

の
角

度

□
 Ｒ

Ｉ：
Ｒ

付
き

部
材

の
内

側
半

径

 

  

W
B

WA

LB

L
A

R
A

HA

HB

R
I

W
B

WA

LB

L
A

R
A

HA

HB
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

１
 

 
 

 
３

 
 

 
角

エ
ル

ボ
（内

Ｒ
外

角
） 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

□
 Ｌ

Ａ
、

Ｌ
Ｂ

：接
続

点
か

ら
○

ま
で

の
 

平
面

的
な

距
離

 

□
 Ｒ

Ａ
：Ｒ

付
き

部
材

の
角

度

 

 
 

１
 

 
 

 
４

 
 

 
両

直
管

付
角

エ
ル

ボ
（内

Ｒ
外

角
）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

□
 Ｌ

Ａ
、

Ｌ
Ｂ

：接
続

点
か

ら
○

ま
で

の
 

平
面

的
な

距
離

 

□
 Ｒ

Ａ
：Ｒ

付
き

部
材

の
角

度

□
 Ｒ

Ｉ：
Ｒ

付
き

部
材

の
内

側
半

径

 

  

W
B

WA

LB

L
A

R
A

HA

HB

R
I

W
B

WA

LB

L
A

R
A

HA

HB
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

１
 

 
 

 
５

 
 

 
角

エ
ル

ボ
（内

角
外

Ｒ
） 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

□
 Ｌ

Ａ
、

Ｌ
Ｂ

：接
続

点
か

ら
○

ま
で

の
 

平
面

的
な

距
離

 

□
 Ｒ

Ａ
：
Ｒ

付
き

部
材

の
角

度

□
 Ｒ

Ｏ
：Ｒ

付
部

材
の

外
側

半
径

 

 
 

１
 

 
 

 
６

 
 

 
角

エ
ル

ボ
(内

角
外

角
) 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

□
 Ｌ

Ａ
、

Ｌ
Ｂ

：接
続

点
か

ら
○

ま
で

の
 

平
面

的
な

距
離

 

□
 Ｒ

Ａ
：
Ｒ

付
き

部
材

の
角

度

 

  

W
B

WA

LB

L
A

R
A

HA

HB

W
B

WA

LB

L
A

R
A

HA

HB

R
O
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

１
 

 
 

 
７

 
 

 
消

音
エ

ル
ボ

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

□
 Ｌ

Ａ
、

Ｌ
Ｂ

：接
続

点
か

ら
○

ま
で

の
 

平
面

的
な

距
離

 

□
 Ｎ

Ａ
、

Ｎ
Ｂ

：直
管

部
分

（首
部

分
）の

長
さ

□
 Ｔ

Ｗ
、

Ｔ
Ｈ

：内
貼

り
厚

さ

□
 Ｒ

Ａ
：Ｒ

付
き

部
材

の
角

度

 

 
 

１
 

 
 

 
８

 
 

 
羽

子
板

エ
ル

ボ
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 
Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 
Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：
ダ

ク
ト

接
続

面
の

厚
さ

□
 Ｌ

Ａ
、

Ｌ
Ｂ

：
接

続
点

か
ら

○
ま

で
の

 
 

平
面

的
な

距
離

□
 
Ｒ

Ａ
：Ｒ

付
き

部
材

の
角

度

□
 
Ｒ

Ｉ：
Ｒ

付
き

部
材

の
内

側
半

径

□
 
Ｒ

Ｏ
：Ｒ

付
部

材
の

外
側

半
径

□
 Ｏ

Ｐ
Ｎ

：開
口

の
数

（最
大

10
ヶ

所
）

□
 Ｏ

Ｐ
１

～
Ｏ

Ｐ
１

０
：
開

口
デ

ー
タ

次
の

情
報

を
カ

ン
マ

区
切

り
で

出
力

す
る

。

・
 開

口
形

状
の

フ
ラ

グ
 

 
角

＝
０

 
 

丸
＝

１

・
 ド

ン
付

け
／

直
付

け
の

フ
ラ

グ
 

ド
ン

付
け

＝
０

 
 

直
付

け
＝

１
 

・
 配

置
基

準
点

か
ら

開
口

の
中

心
座

標
ま

で
の

 

相
対

座
標

X
,Y

,Ｚ
 

・
 開

口
か

ら
接

続
部

材
へ

向
う

大
き

さ
１

の
方

向
 

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Ｚ
 

・
 開

口
の

W
O

P
と

平
行

な
大

き
さ

１
の

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Ｚ
 

※
開

口
形

状
が

丸
の

場
合

は
、

「
,,,
」
を

出
力

す
る

。
 
 

・
 開

口
の

Ｗ
Ｏ

Ｐ
方

向
の

幅
W

O
P

・
 開

口
の

Ｗ
Ｏ

Ｐ
方

向
に

直
交

す
る

幅
H

O
P

 

※
W

O
P

、
H

O
P

は
開

口
形

状
が

丸
の

場
合

、

開
口

の
直

径
D

O
P

を
出

力
す

る
。

ま
た

、
最

後
に

「
,」

を
出

力
す

る
。

（例
：「

直
径

Ｄ
Ｏ

Ｐ
,」

）
 

  

W
B

WA

LB

L
A

R
A

HA

HB

R
I

R
O

W
B

WA

L
A

R
A

HA

HB

LB

NB

N
A

T
W

TH

W
O
P

HOP DOP 
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

１
 

 
 

 
９

 
 

 
内

直
エ

ル
ボ

(内
直

外
R

) 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

□
 Ｌ

Ａ
、

Ｌ
Ｂ

：接
続

点
か

ら
○

ま
で

の
 

平
面

的
な

距
離

 

□
 Ｒ

Ａ
：Ｒ

付
き

部
材

の
角

度

 

 
 

１
 

 
 

１
０

 
 

 
両

直
管

付
内

直
エ

ル
ボ

（内
直

外
Ｒ

） 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

□
 Ｌ

Ａ
、

Ｌ
Ｂ

：接
続

点
か

ら
○

ま
で

の
 

平
面

的
な

距
離

 

□
 Ｎ

Ａ
、

Ｎ
Ｂ

：直
管

部
分

（首
部

分
）の

長
さ

□
 Ｒ

Ａ
：Ｒ

付
き

部
材

の
角

度

□
 Ｒ

Ｏ
：
Ｒ

付
部

材
の

外
側

半
径

 

  

W
B

WA

R
A

HA

HB

R
O

NB

LB

N
A

L
A

W
B

WA

LB

R
A

HA

HB

L
A
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

１
 

 
 

１
１

 
 

 
エ

ル
ボ

（内
直

外
角

） 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

□
 Ｌ

Ａ
、

Ｌ
Ｂ

：接
続

点
か

ら
○

ま
で

の

 
 

平
面

的
な

距
離

□
 Ｒ

Ａ
：Ｒ

付
き

部
材

の
角

度

 

 
 

１
 

 
 

１
２

 
 

 
両

直
管

付
エ

ル
ボ

（内
直

外
角

）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

□
 Ｌ

Ａ
、

Ｌ
Ｂ

：接
続

点
か

ら
○

ま
で

の

 
 

平
面

的
な

距
離

□
 Ｎ

Ａ
、

Ｎ
Ｂ

：直
管

部
分

（首
部

分
）の

長
さ

□
 Ｒ

Ａ
：Ｒ

付
き

部
材

の
角

度

 

主
軸

 

副軸 

WA 

W
B

L
A

LB 

HA 

HB 

R
A

NB 

WA 

W
B

L
A

LB 

R
A
 

HA 

HB 

N
A
 

主
軸

 

副軸 
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

１
 

 
 

１
３

 
 

 
消

音
エ

ル
ボ

（内
直

） 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

□
 Ｌ

Ａ
、

Ｌ
Ｂ

：接
続

点
か

ら
○

ま
で

の

 
 

平
面

的
な

距
離

□
 Ｎ

Ａ
、

Ｎ
Ｂ

：直
管

部
分

（首
部

分
）の

長
さ

□
 Ｔ

Ｗ
、

Ｔ
Ｈ

：内
貼

り
厚

さ

□
 Ｒ

Ａ
：Ｒ

付
き

部
材

の
角

度

 

主
軸

 

副軸 

NB 

WA 

W
B
 

L
A
 

LB 

R
A
 

HA 

HB 

N
A
 

T
W
 TH 
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

２
 

 
 

 
１

 
 

 
Ｓ

カ
ー

ブ
（内

Ｒ
外

Ｒ
）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

振
れ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

□
 Ｎ

Ａ
、

Ｎ
Ｂ

：直
管

部
分

（首
部

分
）の

長
さ

□
 Ｒ

ＩＡ
、

Ｒ
ＩＢ

：
Ｒ

付
部

材
の

内
側

半
径

 

 
 

２
 

 
 

 
２

 
 

 
梁

巻
き

（内
Ｒ

外
Ｒ

）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｈ
Ｃ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

、
Ｗ

Ｃ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

、
Ｈ

Ｃ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

厚
さ

□
 Ｎ

Ａ
、

Ｎ
Ｂ

、
Ｎ

Ｃ
：直

管
部

分
（首

部
分

）の

 
 

長
さ

□
 Ｌ

Ａ
：Ａ

面
か

ら
梁

巻
き

部
分

ま
で

の
平

面

 
 

的
な

距
離

□
 Ｚ

Ａ
：梁

巻
き

の
Ａ

面
に

対
す

る
ず

れ

※
Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

の
口

径
が

異
な

る
場

合
、

Ｎ
Ｃ

の

 
値

が
上

下
で

異
な

る
が

、
こ

の
場

合
、

小
さ

い

 
値

を
使

用
す

る
。

 

  

WB

WA

WC

L
A

HB

HA

N
A

N
B

HC

ZA

N
C

HA

HBWB

WA

R I A

R I B

N
B

N
A
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

２
 

 
 

 
３

 
 

 
角

梁
巻

き
（内

角
外

角
） 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｈ
Ｃ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

、
Ｗ

Ｃ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

、
Ｈ

Ｃ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

厚
さ

□
 Ｎ

Ａ
、

Ｎ
Ｂ

、
Ｎ

Ｃ
：直

管
部

分
（首

部
分

）の

 
 

長
さ

□
 Ｌ

Ａ
：Ａ

面
か

ら
梁

巻
き

部
分

ま
で

の
平

面

 
 

的
な

距
離

□
 Ｚ

Ａ
：梁

巻
き

の
Ａ

面
に

対
す

る
ず

れ

 

 

 
 

２
 

 
 

 
４

 
 

 
Ｓ

カ
ー

ブ
（内

角
外

角
） 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

振
れ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

□
 Ｎ

Ａ
、

Ｎ
Ｂ

：直
管

部
分

（首
部

分
）の

長
さ

 

  

HA

HBWB

WA

N
A

N
B

WB

WA

WC

L
A

HB

HA

N
A

N
B

HC

ZA

N
C
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
１

 
 

 
直

管
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 Ｗ

Ａ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

幅

□
 Ｈ

Ａ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

厚
さ

□
 Ｏ

Ｐ
Ｎ

：開
口

の
数

（最
大

10
ヶ

所
）

□
 Ｏ

Ｐ
１

～
Ｏ

Ｐ
１

０
：開

口
デ

ー
タ
 

次
の

情
報

を
カ

ン
マ

区
切

り
で

出
力

す
る

。

・
 開

口
形

状
の

フ
ラ

グ
 

 
角

＝
０

 
 

丸
＝

１

・
 ド

ン
付

け
／

直
付

け
の

フ
ラ

グ
 

ド
ン

付
け

＝
０

 
 

直
付

け
＝

１
 

・
 配

置
基

準
点

か
ら

開
口

の
中

心
座

標
ま

で
の

 

相
対

座
標

X
,Y

,Ｚ
 

・
 開

口
か

ら
接

続
部

材
へ

向
う

大
き

さ
１

の
方

向
 

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Ｚ
 

・
 開

口
の

W
O

P
と

平
行

な
大

き
さ

１
の

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Ｚ
 

※
開

口
形

状
が

丸
の

場
合

は
、

「
,,,
」
を

出
力

す
る

。
  

・
 開

口
の

Ｗ
Ｏ

Ｐ
方

向
の

幅
W

O
P

・
 開

口
の

Ｗ
Ｏ

Ｐ
方

向
に

直
交

す
る

幅
H

O
P

 

※
W

O
P

、
H

O
P

は
開

口
形

状
が

丸
の

場
合

、
 

開
口

の
直

径
D

O
P

を
出

力
す

る
。

ま
た

、
最

後
に

「
,」

を
出

力
す

る
。

（
例

：「
直

径
Ｄ

Ｏ
Ｐ

,」
）

 

 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
２

 
 

 
ホ

ッ
パ

ー
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

 

  

HA

HB

WA

WB

WA HA

W
O
P

D
O
P

HOP 



 

23
 

大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
３

 
 

 
直

管
付

ホ
ッ

パ
ー

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

□
 Ｎ

Ａ
、

Ｎ
Ｂ

：直
管

部
分

（首
部

分
）の

長
さ

 

 
 

 
 

３
 

 
 

 
４

 
 

 
実

管
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 Ｗ

Ａ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

幅

□
 Ｈ

Ａ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

厚
さ

□
 Ｆ

Ｇ
：フ

ラ
ン

ジ
方

向
の

フ
ラ

グ
 

 
 

 
 

 
外

フ
ラ

ン
ジ

＝
０

 
 

 
 

 
内

フ
ラ

ン
ジ

＝
１
 

 

  

WA HA

WA HA

 
F

G
=

0
 
F

G
=

1

HA

HB

WA

WB

N
B

N
A
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
１

 
 

 
三

方
分

岐
 

■
接

続
点

数
＝

４

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

、
Ｗ

Ｃ
、

Ｗ
Ｄ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

、
Ｈ

Ｃ
、

Ｈ
Ｄ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

□
 Ｓ

Ｂ
、

Ｓ
Ｄ

：割
り

込
み

幅

□
 Ｒ

Ｂ
、

Ｒ
Ｄ

：Ｒ
付

き
部

材
の

角
度

□
 Ｆ

Ｇ
Ｓ

：Ｗ
Ｃ

部
材

の
Ｓ

カ
ー

ブ
フ

ラ
グ
 

 
ホ

ッ
パ

ー
＝

０
 

 
 

 
Ｓ

カ
ー

ブ
＝

１
 

 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
２

 
 

 
十

字
（片

直
）

 

■
接

続
点

数
＝

４

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

、
Ｗ

Ｃ
、

Ｗ
Ｄ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

、
Ｈ

Ｃ
、

Ｈ
Ｄ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

□
 Ｌ

Ｘ
Ｂ

、
Ｌ

Ｘ
Ｄ

、
Ｌ

Ｙ
Ｂ

、
Ｌ

Ｙ
Ｄ

：テ
ー

パ
ー

部
分

 
 

の
長

さ

 

  

HC

HA

WC
(xHC)

WA
(xHA)

W
B

(
x

H
B

)

L
X
B

W
D

(
x

H
D

)

L
X
D

LYD LYB

SD SB

WA
(xHA)

W
D

(
x

H
D

)

W
B

(
x

H
B

)

WC
(xHC)

HC

HAR
D

R
B
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
３

 
 

 
十

字
（片

Ｒ
）

 

■
接

続
点

数
＝

４

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

、
Ｗ

Ｃ
、

Ｗ
Ｄ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

、
Ｈ

Ｃ
、

Ｈ
Ｄ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

□
 Ｒ

ＩＢ
、

Ｒ
ＩＤ

：
Ｒ

付
部

材
の

内
側

半
径

 

 
 

 
 

４
 

 
 

 
４

 
 

 
十

字
（両

直
）

 

■
接

続
点

数
＝

４

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

、
Ｗ

Ｃ
、

Ｗ
Ｄ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

、
Ｈ

Ｃ
、

Ｈ
Ｄ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

 

  

HC

HA

WC
(xHC)

WA
(xHA)

W
B

(
x

H
B

)

W
D

(
x

H
D

)

HC

HA

WC
(xHC)

WA
(xHA)

W
B

(
x

H
B

)

W
D

(
x

H
D

)
R
I
D

R
I

B
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
 

５
 

 
 

 
１

 
 

 
二

方
分

岐
（
直

曲
り

）
 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

、
Ｗ

Ｃ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

、
Ｈ

Ｃ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

厚
さ

□
 Ｓ

Ｂ
：割

り
込

み
幅

□
 Ｒ

Ｂ
：
Ｒ

付
き

部
材

の
角

度

□
 Ｆ

Ｇ
Ｓ

：Ｗ
Ｃ

部
材

の
Ｓ

カ
ー

ブ
フ

ラ
グ
 

 
ホ

ッ
パ

ー
＝

０
 

 
 

 
Ｓ

カ
ー

ブ
＝

１
 

 

 
 

 
 

５
 

 
 

 
２

 
 

 
二

方
分

岐
（
両

曲
り

）
 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

、
Ｗ

Ｃ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

、
Ｈ

Ｃ
：
ダ

ク
ト

接
続

面
の

厚
さ

□
 Ｓ

Ｂ
：割

り
込

み
幅

□
 Ｒ

Ｂ
、

Ｒ
Ｃ

：Ｒ
付

き
部

材
の

角
度

 

  

HA
SB

WA
(xHA)

W
B

(
x

H
B
)

W
C

(
x

H
C

)
R
C

R
B

HBWC
(xHC)

W
B

(
x
H
B

)

SB

WA
(xHA)

HC

HAR
B
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
 

５
 

 
 

 
３

 
 

 
二

方
分

岐
（直

立
て

）
 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

、
Ｗ

Ｃ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

、
Ｈ

Ｃ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

厚
さ

□
 Ｓ

Ｂ
：割

り
込

み
幅

□
 Ｆ

Ｇ
Ｓ

：Ｗ
Ｃ

部
材

の
Ｓ

カ
ー

ブ
フ

ラ
グ
 

 
ホ

ッ
パ

ー
＝

０
 

 
 

 
Ｓ

カ
ー

ブ
＝

１
 

 

 
 

 
 

５
 

 
 

 
４

 
 

 
二

方
分

岐
（両

曲
り

Ｔ
管

）
 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

、
Ｗ

Ｃ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

、
Ｈ

Ｃ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

厚
さ

 

  

HA

W
C

(
x

H
C

)

W
B

(
x

H
B

)

WA
(xHA)

HBWC

SB

WA

HC

HA

H
B

WB
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
 

５
 

 
 

 
５

 
 

 
二

方
分

岐
（Ｔ

管
片

直
）
 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

、
Ｗ

Ｃ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

、
Ｈ

Ｃ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

厚
さ

□
 Ｌ

Ｘ
、

Ｌ
Ｙ

：テ
ー

パ
ー

部
分

の
長

さ

 

 
 

 
 

５
 

 
 

 
６

 
 

 
二

方
分

岐
（Ｔ

管
片

Ｒ
）
 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

、
Ｗ

Ｃ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

、
Ｈ

Ｃ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

厚
さ

□
 Ｒ

ＩＢ
：Ｒ

付
部

材
の

内
側

半
径

 

  

HC

HA

WC
(xHC)

WA
(xHA)

W
B

(
x
H

B
)

R
I

B

HC

HA

WC
(xHC)

WA
(xHA)

W
B

(
x
H

B
)

L
X

LY
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
 

５
 

 
 

 
７

 
 

 
二

方
分

岐
（Ｔ

管
両

直
）
 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

、
Ｗ

Ｃ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

、
Ｈ

Ｃ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

厚
さ

 

 
 

 
５

 
 

 
 

８
 

 
 

二
方

分
岐

（フ
タ

マ
タ

）
 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

、
Ｗ

Ｃ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

、
Ｈ

Ｃ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

厚
さ

□
 Ｓ

Ｂ
：割

り
込

み
幅

□
 Ｆ

Ｇ
Ｓ

Ｂ
：Ｗ

Ｂ
部

材
の

Ｓ
カ

ー
ブ

フ
ラ

グ

 
 

 
ホ

ッ
パ

ー
＝

０
 

 
 

 
Ｓ

カ
ー

ブ
＝

１

 
 

 
 

※
左

図
は

 
Ｆ

Ｇ
Ｓ

Ｂ
＝

１

□
 Ｆ

Ｇ
Ｓ

Ｃ
：Ｗ

Ｃ
部

材
の

Ｓ
カ

ー
ブ

フ
ラ

グ

 
 

 
ホ

ッ
パ

ー
＝

０
 

 
 

 
Ｓ

カ
ー

ブ
＝

１

 
 

 
 

※
左

図
は

 
Ｆ

Ｇ
Ｓ

Ｃ
＝

０

 

 

HC

HA

WC
(xHC)

WA
(xHA)

W
B

(
x
H

B
)

主
軸

 

副軸 
WA 

SB 

(xHA)

WB 
(xHB) 

WC 
(xHC) 

HA 

HB 

HC 
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
 

５
 

 
 

 
９

 
 

 
二

方
分

岐
（エ

ル
ボ

片
立

て
）

 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｗ
Ｂ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

、
Ｗ

Ｃ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

、
Ｈ

Ｃ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

厚
さ

□
 Ｓ

Ｂ
：割

り
込

み
幅

□
 Ｒ

Ｂ
：Ｒ

付
き

部
材

の
角

度

 

主
軸

副軸 

W
B

WA 

HA 

HB 

SB 

(
x
H
B
)
 

(xHA) 

WC 

H
C
 

H
C
 

R
B
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
 

６
 

 
 

 
１

 
 

 
ダ

ン
パ

ー
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

ハ
ン

ド
ル

方
向

□
 Ｗ

Ａ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

幅

□
 Ｈ

Ａ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

厚
さ

□
 Ｆ

Ｇ
：ダ

ン
パ

ー
種

別
の

フ
ラ

グ
 

 
 

 
 

Ｖ
Ｄ

＝
１

 
 

 
 

 
 

Ｆ
Ｄ

＝
２

 
 

 
 

Ｆ
Ｖ

Ｄ
＝

３
 

 
 

 
 

Ｍ
Ｄ

＝
４

 
 

 
 

Ｃ
Ｄ

＝
５

 
 

 
 

 
 

Ｐ
Ｄ

＝
６

 
 

 
 

Ｓ
Ｆ

Ｄ
＝

７
 

 
 

 
 

Ｈ
Ｆ

Ｄ
＝

８

 
 

 
 

Ｐ
Ｆ

Ｄ
＝

９
 

 
 

 
 

Ｓ
Ｆ

Ｍ
Ｄ

＝
１

０

 
 

 
 

そ
の

他
＝

０
 

□
 Ｆ

Ｇ
Ｈ

：ダ
ン

パ
ー

ハ
ン

ド
ル

位
置

の
フ

ラ
グ
 

 
 

 
 

左
図

を
参

照

 
 

 
 

左
図

以
外

は
、

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝

０
 

 

 
 

 
 

６
 

 
 

 
２

 
 

 
定

風
量

装
置

（Ｃ
Ａ

Ｖ
）

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

制
御

ボ
ッ

ク
ス

方
向

□
 Ｗ

Ａ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

幅

□
 Ｈ

Ａ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

厚
さ

□
 Ｎ

Ａ
、

Ｎ
Ｂ

：直
管

部
分

（首
部

分
）の

長
さ

□
 Ｔ

Ｗ
、

Ｔ
Ｈ

：ダ
ク

ト
外

寸
か

ら
の

長
さ

□
 Ｂ

Ｘ
、

Ｂ
Ｙ

、
Ｂ

Ｚ
：制

御
ボ

ッ
ク

ス
の

寸
法

□
 Ｂ

Ｏ
Ｘ

：ダ
ク

ト
接

続
面

か
ら

制
御

ボ
ッ

ク
ス

ま

 
 

で
の

平
面

的
な

距
離

□
 Ｂ

Ｏ
Ｚ

：ダ
ク

ト
外

寸
（下

面
）か

ら
制

御
ボ

ッ
ク

 
 

ス
（下

面
）ま

で
の

距
離

 

  

WA HA

F
G

H
=

1

F
G

H
=

2

WA
HA

B
X

N
A

B
O

X

N
B

TW

BY

TH

BZ BOZ
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
 

６
 

 
 

 
３

 
 

 
変

風
量

装
置

（Ｖ
Ａ

Ｖ
）

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

制
御

ボ
ッ

ク
ス

方
向

□
 Ｗ

Ａ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

幅

□
 Ｈ

Ａ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

厚
さ

□
 Ｎ

Ａ
、

Ｎ
Ｂ

：直
管

部
分

（首
部

分
）の

長
さ

□
 Ｔ

Ｗ
、

Ｔ
Ｈ

：ダ
ク

ト
外

寸
か

ら
の

長
さ

□
 Ｂ

Ｘ
、

Ｂ
Ｙ

、
Ｂ

Ｚ
：制

御
ボ

ッ
ク

ス
の

寸
法

□
 Ｂ

Ｏ
Ｘ

：ダ
ク

ト
接

続
面

か
ら

制
御

ボ
ッ

ク
ス

ま

 
 

で
の

平
面

的
な

距
離

□
 Ｂ

Ｏ
Ｚ

：ダ
ク

ト
外

寸
（下

面
）か

ら
制

御
ボ

ッ
ク

 
 

ス
（下

面
）ま

で
の

距
離

 

 

WA

B
X

N
A

N
B

HA

BZ BOZ

TW

BY

TH

B
O

X
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
 

７
 

 
 

 
１

 
 

 
羽

子
板

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

□
 Ｎ

Ａ
：テ

ー
パ

部
分

の
長

さ

□
 Ｌ

Ｂ
：テ

ー
パ

部
分

か
ら

Ｂ
面

ま
で

の
長

さ

□
 Ｏ

Ｐ
Ｎ

：開
口

の
数

（最
大

10
ヶ

所
）

□
 Ｏ

Ｐ
１

～
Ｏ

Ｐ
１

０
：
開

口
デ

ー
タ

 
次

の
情

報
を

カ
ン

マ
区

切
り

で
出

力
す

る
。

・
 開

口
形

状
の

フ
ラ

グ
 

 
角

＝
０

 
 

丸
＝

１

・
 ド

ン
付

け
／

直
付

け
の

フ
ラ

グ
 

ド
ン

付
け

＝
０

 
 

直
付

け
＝

１
 

・
 配

置
基

準
点

か
ら

開
口

の
中

心
座

標
ま

で
の

 

相
対

座
標

X
,Y

,Ｚ
 

・
 開

口
か

ら
接

続
部

材
へ

向
う

大
き

さ
１

の
方

向
 

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Ｚ
 

・
 開

口
の

W
O

P
と

平
行

な
大

き
さ

１
の

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Ｚ
 

※
開

口
形

状
が

丸
の

場
合

は
、

「
,,,
」
を

出
力

す
る

。
 
 

・
 開

口
の

Ｗ
Ｏ

Ｐ
方

向
の

幅
W

O
P

・
 開

口
の

Ｗ
Ｏ

Ｐ
方

向
に

直
交

す
る

幅
H

O
P

 

※
W

O
P

、
H

O
P

は
開

口
形

状
が

丸
の

場
合

、

開
口

の
直

径
D

O
P

を
出

力
す

る
。

ま
た

、
最

後
に

「
,」

を
出

力
す

る
。

（例
：「

直
径

Ｄ
Ｏ

Ｐ
,」

）

 

  
 

 
 

７
 

 
 

 
２

 
 

 
ボ

ッ
ク

ス
 

■
接

続
点

数
＝

０

■
配

置
基

準
点

＝
ボ

ッ
ク

ス
の

中
心

座
標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 Ｗ

Ａ
：ボ

ッ
ク

ス
の

幅

□
 Ｈ

Ａ
：ボ

ッ
ク

ス
の

厚
さ

□
 Ｌ

Ａ
：ボ

ッ
ク

ス
の

長
さ

□
 Ｆ

Ｇ
：内

貼
り

有
無

の
フ

ラ
グ
 

 
 

 
 

内
貼

り
な

し
＝

０

 
 

 
 

内
貼

り
あ

り
＝

１
 

□
 Ｏ

Ｐ
Ｎ

：開
口

の
数

（最
大

10
ヶ

所
）

□
 Ｏ

Ｐ
１

～
Ｏ

Ｐ
１

０
：開

口
デ

ー
タ
 

次
の

情
報

を
カ

ン
マ

区
切

り
で

出
力

す
る

。

・
 開

口
形

状
の

フ
ラ

グ
 

 
角

＝
０

 
 

丸
＝

１

・
 ド

ン
付

け
／

直
付

け
の

フ
ラ

グ
 

ド
ン

付
け

＝
０

 
 

直
付

け
＝

１
 

・
 配

置
基

準
点

か
ら

開
口

の
中

心
座

標
ま

で
の

 

相
対

座
標

X
,Y

,Ｚ
 

・
 開

口
か

ら
接

続
部

材
へ

向
う

大
き

さ
１

の
方

向
 

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Ｚ
 

・
 開

口
の

W
O

P
と

平
行

な
大

き
さ

１
の

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Ｚ
 

※
開

口
形

状
が

丸
の

場
合

は
、

「
,,,
」
を

出
力

す
る

。
  

・
 開

口
の

Ｗ
Ｏ

Ｐ
方

向
の

幅
W

O
P

・
 開

口
の

Ｗ
Ｏ

Ｐ
方

向
に

直
交

す
る

幅
H

O
P

 

※
W

O
P

、
H

O
P

は
開

口
形

状
が

丸
の

場
合

、
 

開
口

の
直

径
D

O
P

を
出

力
す

る
。

ま
た

、
最

後
に

「
,」

を
出

力
す

る
。

（
例

：「
直

径
Ｄ

Ｏ
Ｐ

,」
）
 

 

  

L
A

WA HA

L
A

WA HA

 
F

G
=

0
 

F
G

=
1

WB

WA

HB

HA

L
B

N
AW

O
P

D
O
P

HOP 

W
O
P

HOP DOP 
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
 

７
 

 
 

 
３

 
 

 
チ

ャ
ン

バ
ー

 

■
接

続
点

数
＝

０

■
配

置
基

準
点

＝
チ

ャ
ン

バ
ー

の
中

心
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 Ｗ

Ａ
：チ

ャ
ン

バ
ー

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
：チ

ャ
ン

バ
ー

の
厚

さ

□
 Ｌ

Ａ
：
チ

ャ
ン

バ
ー

の
長

さ

□
 Ｆ

Ｇ
：内

貼
り

有
無

の
フ

ラ
グ
 

 
 

 
 

内
貼

り
な

し
＝

０

 
 

 
 

内
貼

り
あ

り
＝

１
 

□
 Ｏ

Ｐ
Ｎ

：開
口

の
数

（最
大

10
ヶ

所
）

□
 Ｏ

Ｐ
１

～
Ｏ

Ｐ
１

０
：開

口
デ

ー
タ
 

次
の

情
報

を
カ

ン
マ

区
切

り
で

出
力

す
る

。

・
 開

口
形

状
の

フ
ラ

グ
 

 
角

＝
０

 
 

丸
＝

１

・
 ド

ン
付

け
／

直
付

け
の

フ
ラ

グ
 

ド
ン

付
け

＝
０

 
 

直
付

け
＝

１
 

・
 配

置
基

準
点

か
ら

開
口

の
中

心
座

標
ま

で
の

 

相
対

座
標

X
,Y

,Ｚ
 

・
 開

口
か

ら
接

続
部

材
へ

向
う

大
き

さ
１

の
方

向
 

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Ｚ
 

・
 開

口
の

W
O

P
と

平
行

な
大

き
さ

１
の

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Ｚ
 

※
開

口
形

状
が

丸
の

場
合

は
、

「
,,,
」
を

出
力

す
る

。
  

・
 開

口
の

Ｗ
Ｏ

Ｐ
方

向
の

幅
W

O
P

・
 開

口
の

Ｗ
Ｏ

Ｐ
方

向
に

直
交

す
る

幅
H

O
P

 

※
W

O
P

、
H

O
P

は
開

口
形

状
が

丸
の

場
合

、
 

開
口

の
直

径
D

O
P

を
出

力
す

る
。

ま
た

、
最

後
に

「
,」

を
出

力
す

る
。

（
例

：「
直

径
Ｄ

Ｏ
Ｐ

,」
）
 

 

 
 

 
 

７
 

 
 

 
４

 
 

 
キ

ャ
ン

バ
ス

継
手

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

 

  

WA HA

WB HB

L
A

WA HA

L
A

WA HA

 
F
G

=
0

 
F

G
=

1

W
O
P

HOP DOP 
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
 

７
 

 
 

 
５

 
 

 
タ

イ
コ

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

振
れ

方
向

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

□
 Ｎ

Ａ
、

Ｎ
Ｂ

：直
管

部
分

（首
部

分
）の

長
さ

 

 
 

 
 

７
 

 
 

 
６

 
 

 
ヒ

ョ
ッ

ト
コ

（片
直

）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

 

  

HB

HA

WB

WA

WB

WA

HB

HA
N

B

N
A
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
 

７
 

 
 

 
７

 
 

 
ヒ

ョ
ッ

ト
コ

（片
Ｒ

） 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

 

 
 

 
 

７
 

 
 

 
８

 
 

 
ヒ

ョ
ッ

ト
コ

（両
Ｒ

） 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 Ｗ

Ａ
、

Ｗ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
幅

□
 Ｈ

Ａ
、

Ｈ
Ｂ

：ダ
ク

ト
接

続
面

の
厚

さ

 

  

HB

HA

WB

WA

HB

HA

WB

WA
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
 

８
 

 
 

 
１

 
 

 
角

丸
ホ

ッ
パ

ー
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 Ｗ

Ａ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

幅

□
 Ｈ

Ａ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

厚
さ

□
 Ｄ

Ｂ
：丸

ダ
ク

ト
接

続
面

の
直

径

□
 Ｎ

Ｂ
：直

管
部

分
（首

部
分

）の
長

さ

 

 
 

 
 

８
 

 
 

 
２

 
 

 
角

丸
キ

ャ
ン

バ
ス

継
手

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 Ｗ

Ａ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

幅

□
 Ｈ

Ａ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

厚
さ

□
 Ｄ

Ｂ
：丸

ダ
ク

ト
接

続
面

の
直

径

 

  

HA

DB

WA
HA

DB

WA

N
B
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
 

８
 

 
 

 
３

 
 

 
角

丸
ヒ

ョ
ッ

ト
コ

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 Ｗ

Ａ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

幅

□
 Ｈ

Ａ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

厚
さ

□
 Ｄ

Ｂ
：丸

ダ
ク

ト
接

続
面

の
直

径

□
 Ｎ

Ｂ
：直

管
部

分
（首

部
分

）の
長

さ

 

 
 

 
 

８
 

 
 

 
４

 
 

 
直

管
付

角
丸

ホ
ッ

パ
ー

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 Ｗ

Ａ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

幅

□
 Ｈ

Ａ
：ダ

ク
ト

接
続

面
の

厚
さ

□
 Ｄ

Ｂ
：丸

ダ
ク

ト
接

続
面

の
直

径

□
 Ｎ

Ａ
、

Ｎ
Ｂ

：直
管

部
分

（首
部

分
）の

長
さ

 

  

HA

DB

N
A

N
B

WA

WA

DB

N
B

HA
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
１

１
 

 
 

 
１

 
 

 
エ

ル
ボ

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｄ
Ｂ

方
向

□
 Ｄ

Ａ
、

Ｄ
Ｂ

：丸
ダ

ク
ト

接
続

面
の

直
径

□
 Ｌ

Ａ
、

Ｌ
Ｂ

：接
続

点
か

ら
○

ま
で

の

 
 

平
面

的
な

距
離

□
 Ｒ

Ａ
：Ｒ

付
き

部
材

の
角

度

 

 
 

 
１

１
 

 
 

 
２

 
 

 
消

音
エ

ル
ボ

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｄ
Ｂ

方
向

□
 Ｄ

Ａ
、

Ｄ
Ｂ

：丸
ダ

ク
ト

接
続

面
の

直
径

□
 Ｌ

Ａ
、

Ｌ
Ｂ

：接
続

点
か

ら
○

ま
で

の

 
 

平
面

的
な

距
離

□
 Ｒ

Ａ
：Ｒ

付
き

部
材

の
角

度

□
 Ｎ

Ａ
、

Ｎ
Ｂ

：直
管

部
分

（首
部

分
）の

長
さ

□
 Ｔ

Ｄ
：丸

ダ
ク

ト
外

寸
か

ら
の

消
音

部
の

長
さ

 

  

L
A

N
A

LB

NB

DA TDR
A

D
B

DA

L
A

LB

R
A

D
B
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
１

２
 

 
 

 
１

 
 

 
Ｓ

管
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

振
れ

方
向

□
 Ｄ

Ａ
、

Ｄ
Ｂ

：丸
ダ

ク
ト

接
続

面
の

直
径

□
 Ｌ

Ａ
、

Ｌ
Ｂ

：直
管

部
分

（首
部

分
）の

長
さ

□
 Ｒ

Ａ
：Ｒ

付
き

部
材

の
角

度

 

 

DA

L
B

L
A

R
A

DB
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
１

３
 

 
 

 
１

 
 

 
直

管
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 Ｄ

Ａ
：丸

ダ
ク

ト
接

続
面

の
直

径

 

 
 

 
１

３
 

 
 

 
２

 
 

 
片

落
管

（
レ

ジ
ュ

ー
サ

）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 Ｄ

Ａ
、

Ｄ
Ｂ

：丸
ダ

ク
ト

接
続

面
の

直
径

□
 Ｎ

Ａ
、

Ｎ
Ｂ

：直
管

部
分

（首
部

分
）の

長
さ

 

  

DA

N
A

N
B

DB

DA
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
１

３
 

 
 

 
３

 
 

 
実

管
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 Ｄ

Ａ
：丸

ダ
ク

ト
接

続
面

の
直

径

 

 

DA
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
１

４
 

 
 

 
１

 
 

 
十

字
管

（ク
ロ

ス
管

）
 

■
接

続
点

数
＝

４

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｄ
Ｂ

方
向

□
 Ｄ

Ａ
、

Ｄ
Ｂ

、
Ｄ

Ｃ
、

Ｄ
Ｄ

：丸
ダ

ク
ト

接
続

面
の

 
 

直
径

 

 
 

 
１

４
 

 
 

 
２

 
 

 
ク

ロ
ス

Ｒ
Ｔ

管
 

■
接

続
点

数
＝

４

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｄ
Ｂ

方
向

□
 Ｄ

Ａ
、

Ｄ
Ｂ

、
Ｄ

Ｃ
、

Ｄ
Ｄ

：丸
ダ

ク
ト

接
続

面
の

 
 

直
径

□
 Ｌ

Ｃ
：テ

ー
パ

部
分

の
長

さ

□
 Ｎ

Ｃ
：直

管
部

分
（首

部
分

）の
長

さ

 

  

DA

DC

D
D

D
B

L
C

N
C

DA

DC

D
D

D
B
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
１

５
 

 
 

 
１

 
 

 
Ｔ

管
 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｄ
Ｂ

方
向

□
 Ｄ

Ａ
、

Ｄ
Ｂ

、
Ｄ

Ｃ
：丸

ダ
ク

ト
接

続
面

の
直

径

 

 
 

 
１

５
 

 
 

 
２

 
 

 
Ｒ

Ｔ
管

 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｄ
Ｂ

方
向

□
 Ｄ

Ａ
、

Ｄ
Ｂ

、
Ｄ

Ｃ
：丸

ダ
ク

ト
接

続
面

の
直

径

□
 Ｌ

Ｃ
：テ

ー
パ

部
分

の
長

さ

□
 Ｎ

Ｃ
：直

管
部

分
（首

部
分

）の
長

さ

 

  

DA

DC

D
B

L
C

N
C

DA

DC

D
B



 

45
 

大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
１

５
 

 
 

 
３

 
 

 
ダ

ブ
ル

Ｒ
Ｔ

管
 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｄ
Ｂ

方
向

□
 Ｄ

Ａ
、

Ｄ
Ｂ

、
Ｄ

Ｃ
：丸

ダ
ク

ト
接

続
面

の
直

径

□
 Ｌ

Ｂ
、

Ｌ
Ｃ

：テ
ー

パ
部

分
の

長
さ

□
 Ｎ

Ｂ
、

Ｎ
Ｃ

：直
管

部
分

（首
部

分
）の

長
さ

 

 
 

 
１

５
 

 
 

 
４

 
 

 
４

５
゜Ｙ

管
 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｄ
Ｂ

方
向

□
 Ｄ

Ａ
、

Ｄ
Ｂ

、
Ｄ

Ｃ
：丸

ダ
ク

ト
接

続
面

の
直

径

 

  

DA

D
C

LC

NC
D
B

LB

NB

D
B

DC

DA

 

46
 

大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
１

５
 

 
 

 
５

 
 

 
４

５
゜Ｒ

Ｙ
管

 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

Ｄ
Ｂ

方
向

□
 Ｄ

Ａ
、

Ｄ
Ｂ

、
Ｄ

Ｃ
：丸

ダ
ク

ト
接

続
面

の
直

径

□
 Ｌ

Ｃ
：テ

ー
パ

部
分

の
長

さ

□
 Ｎ

Ｃ
：直

管
部

分
（首

部
分

）の
長

さ

 

 

D
B

DA

L
C

DC

N
C
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
１

６
 

 
 

 
１

 
 

 
ダ

ン
パ

ー
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

ハ
ン

ド
ル

方
向

□
 Ｄ

Ａ
：丸

ダ
ク

ト
接

続
面

の
直

径

□
 Ｆ

Ｇ
：ダ

ン
パ

ー
種

別
の

フ
ラ

グ
 

 
 

 
 

Ｖ
Ｄ

＝
１

 
 

 
 

 
 

Ｆ
Ｄ

＝
２

 
 

 
 

Ｆ
Ｖ

Ｄ
＝

３
 

 
 

 
 

Ｍ
Ｄ

＝
４

 
 

 
 

Ｃ
Ｄ

＝
５

 
 

 
 

 
 

Ｐ
Ｄ

＝
６

 
 

 
 

Ｓ
Ｆ

Ｄ
＝

７
 

 
 

 
 

Ｈ
Ｆ

Ｄ
＝

８

 
 

 
 

Ｐ
Ｆ

Ｄ
＝

９
 

 
 

 
 

Ｓ
Ｆ

Ｍ
Ｄ

＝
１

０

 
 

 
 

そ
の

他
＝

０
 

□
 Ｆ

Ｇ
Ｈ

：ダ
ン

パ
ー

ハ
ン

ド
ル

位
置

の
フ

ラ
グ
 

 
 

 
 

左
図

を
参

照

 
 

 
 

左
図

以
外

は
、

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝

０
 

 

 
 

 
１

６
 

 
 

 
２

 
 

 
定

風
量

装
置

（Ｃ
Ａ

Ｖ
）

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

制
御

ボ
ッ

ク
ス

方
向

□
 Ｄ

Ａ
：丸

ダ
ク

ト
接

続
面

の
直

径

□
 Ｎ

Ａ
、

Ｎ
Ｂ

：直
管

部
分

（首
部

分
）の

長
さ

□
 Ｔ

Ｄ
：丸

ダ
ク

ト
外

寸
か

ら
の

長
さ

□
 Ｂ

Ｘ
、

Ｂ
Ｙ

、
Ｂ

Ｚ
：制

御
ボ

ッ
ク

ス
の

寸
法

□
 Ｂ

Ｏ
Ｘ

：丸
ダ

ク
ト

接
続

面
か

ら
制

御
ボ

ッ
ク

 
 

ス
ま

で
の

平
面

的
な

距
離

□
 Ｂ

Ｏ
Ｚ

：丸
ダ

ク
ト

外
寸

（下
面

）か
ら

制
御

 
 

ボ
ッ

ク
ス

（下
面

）ま
で

の
距

離

 

  

DA

F
G

H
=

2

F
G

H
=

1

DA

N
A

N
B

TD

B
X

B
O
X

BY

BZ BOZ
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
１

６
 

 
 

 
３

 
 

 
変

風
量

装
置

（Ｖ
Ａ

Ｖ
）

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

制
御

ボ
ッ

ク
ス

方
向

□
 Ｄ

Ａ
：丸

ダ
ク

ト
接

続
面

の
直

径

□
 Ｎ

Ａ
、

Ｎ
Ｂ

：直
管

部
分

（首
部

分
）の

長
さ

□
 Ｔ

Ｄ
：丸

ダ
ク

ト
外

寸
か

ら
の

長
さ

□
 Ｂ

Ｘ
、

Ｂ
Ｙ

、
Ｂ

Ｚ
：制

御
ボ

ッ
ク

ス
の

寸
法

□
 Ｂ

Ｏ
Ｘ

：丸
ダ

ク
ト

接
続

面
か

ら
制

御
ボ

ッ
ク

 
 

ス
ま

で
の

平
面

的
な

距
離

□
 Ｂ

Ｏ
Ｚ

：丸
ダ

ク
ト

外
寸

（下
面

）か
ら

制
御

 
 

ボ
ッ

ク
ス

（下
面

）ま
で

の
距

離

 

 

DA

N
A

N
B

B
X

BY

TD

BZ BOZB
O
X
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
１

７
 

 
 

 
１

 
 

 
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ダ

ク
ト

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

接
続

点
２

の
接

続
面

に
対

す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
法

線
ベ

ク
ト

ル

□
 Ｄ

Ａ
：フ

レ
キ

ダ
ク

ト
接

続
面

の
直

径

□
 Ｃ

Ｐ
Ｎ

：曲
り

点
（△

）の
数

 

 
 

尚
、

曲
り

点
は

最
大

１
０

点
ま

で
と

す
る

。
 

□
 Ｃ

Ｐ
１

～
Ｃ

Ｐ
１

０
：曲

り
点

（△
）の

座
標

 
 

X
,Y

,Z
を

セ
ッ

ト
す

る
。

末
尾

の
数

字
は

、

 
 

接
続

点
１

か
ら

見
た

曲
り

点
の

順
番

を
表

す
。

 
 

例
：接

続
点

１
か

ら
見

た
第

１
曲

り
点

＝
Ｃ

Ｐ
１

 
 

※
座

標
X
,Y

,Z
の

記
述

に
お

い
て

指
数

等
は

 
 

 
使

用
せ

ず
全

て
実

寸
値

で
セ

ッ
ト

す
る

。

 
 

 
又

、
X
,Y

,Z
は

、
カ

ン
マ

で
区

切
る

。

□
 Ｆ

Ｇ
：フ

レ
キ

種
別

の
フ

ラ
グ

 
 

 
 

消
音

＝
１

 
 

 
 

そ
の

他
＝

０

 

 

 

DA
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大
分

類
 

小
分

類
 

大
分

類
 

小
分

類
 

 
 

 
＊

 
 

 
０

 
 

 
 

そ
の

他
 

■
接

続
点

数
＝

０

■
配

置
基

準
点

＝
元

の
部

材
を

包
含

す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
直

方
体

の
中

心
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 Ｅ

Ｂ
Ｎ

：元
の

部
材

の
部

材
名

称

 
 

（こ
の

項
目

の
値

の
記

述
に

は
、

全
角

文
字

 
 

 
を

使
用

し
て

も
よ

い
）

□
 Ｅ

Ｂ
Ｗ

：元
の

部
材

を
包

含
す

る
直

方
体

の

 
 

 
 

 
 

幅

□
 Ｅ

Ｂ
Ｈ

：元
の

部
材

を
包

含
す

る
直

方
体

の

 
 

 
 

 
 

厚
さ

□
 Ｅ

Ｂ
Ｌ

：元
の

部
材

を
包

含
す

る
直

方
体

の

 
 

 
 

 
 

長
さ

 

 

EBW

E
B
L

EBH
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第
４
章

 
配

管
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
 

１
項

 
配

管
部

材
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
 

□
 フ

ァ
イ

ル
の
2

レ
コ
ー

ド
目

以
降

を
使

用
し

、
1

部
材

を
定

義
す

る
。

□
 1

部
材

当
た

り
3

8
レ

コ
ー

ド
固

定
と

し
、

未
使

用
の

項
目
は

 
 0

   
-
1

   
空

欄
  

を
セ

ッ
ト

す
る

こ
と

と
し

、

使
い

分
け
に

つ
い

て
は

項
目

説
明

欄
を

参
照

。
 

□
 使

用
す

る
文

字
は

、
1

バ
イ

ト
の

文
字

と
し

、
英

字
は

大
文

字
と

す
る

。
た

だ
し

、
以

下
の

項
目
に

つ
い

て

は
、

全
角

文
字

を
使

用
し

て
も

よ
い

。

 
・

項
番
３

「
系

統
名

」

 
・

「
そ

の
他

部
材

」
時
に

項
番
１
０

～
２

５
「

配
管

寸
法
デ
ー
タ

」
に

セ
ッ

ト
す

る

 
 

「
元

の
部

材
の

部
材
名

称
」

（
項

番
１
０
に

セ
ッ

ト
）

 

□
 1

レ
コ
ー

ド
の

バ
イ

ト
数
は

、
最

大
2

5
6

バ
イ

ト
ま

で
と

す
る

。
（

た
だ

し
Ｃ

Ｒ
／

Ｌ
Ｆ
は

含
ま

な
い

）
 

項
番

 
項

 
 
 
 
 
 
 
目

 
項

 
 
目

 
 
説

 
 
明

 

1
 

部
材

定
義

項
目

 

SE
Q 
No
.

年
月

時
分

日

ﾃﾞ
ｰﾀ
種
別

会
社
コ
ー
ド

・
デ
ー
タ

種
別

：
D

 
 
ダ

ク
ト

 
 

P
 

 
配

管

 
 

 
 

 
 

 
E

 
 
電

気
 

 
 

K
 

 
機

器

 
 

 
 

 
 

 
A

 
 
建

築

・
S

E
Q

 N
o
. 

 
：

数
字

5
桁

と
し

、
頭

0
埋
め

 

※
重

複
が

な
け

れ
ば

、
連

番
で

な
く

て
も

よ
い

 

会
社

コ
ー

ド
：

英
数

字
2

文
字

（
詳

細
は

第
6

章
参

照
）

日
 

 
 
付

：
デ
ー
タ

作
成

日
（
年

 
 
西

暦
4

桁
）

時
 

 
 

間
：

デ
ー
タ

作
成

開
始

時
間

 

※
D

X
F
フ

ァ
イ

ル
と

同
期

を
と

る
 

D
X

F
内

の
B

L
O
C

K
デ

ー
タ

と
C

E
Q

フ
ァ

イ
ル

の
デ

ー
タ

の
マ

ッ
チ

ン
グ
に

使
用

す
る

。

※
D

X
F

の
B

L
O
C

K
名

と
同
じ

名
称

と
し

、
同

一
デ
ー
タ

内
で

重
複

の

無
い

も
の

と
す

る
 

2
 

出
力

時
レ

イ
ヤ

N
o
. 

・
数

字
を

セ
ッ

ト

・
出

力
時

の
レ

イ
ヤ

は
、

レ
イ

ヤ
を
１

以
上

の
数

字
に

変
換

し
て

出
力

す
る

・
入

力
時

の
レ

イ
ヤ

は
、

配
管

用
途
に

よ
り

レ
イ

ヤ
を

分
類

し
て

い
る

C
A

D
は

、
項

番
３

５
の

「
用

途
」

を
用

い
て

自
社

C
A

D
の

レ
イ

ヤ

に
変
換

す
る

。
配

管
用

途
と

レ
イ

ヤ
の

関
連

を
持

た
な

い
C
A

D
は

、

本
出

力
レ

イ
ヤ

を
用

い
て

自
社

C
A

D
の

レ
イ

ヤ
に

変
換

す
る

 

3
 

系
統
名

 
・

全
角

・
半

角
文

字
を

セ
ッ

ト

・
出

力
し

な
い

場
合
に
は
“

空
欄
”

と
す

る
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項
番

 
項

 
 
 
 
 
 
 
目

 
項

 
 
目

 
 
説

 
 
明

 

4
 

系
統

番
号

 
・

 数
字

を
セ

ッ
ト

・
出

力
し

な
い

場
合
に
は
“

空
欄
”

と
す

る
 

5
 

部
材

コ
ー

ド
 

 
大

分
類

 
・

 配
管

部
材

中
間

コ
ー

ド
を

大
分

類
，

中
分

類
，

小
分

類
で

セ
ッ

ト
 

6
 

 
 

〃
 

 
 
 
 
 
中

分
類

 
 

（
詳

細
は

第
２

項
１

，
２

，
３

を
参

照
）

 

7
 

 
 

〃
 
 
 

 
 
 
 
小

分
類

 
 

8
 

単
複

区
分

 
・

 複
線

：
0

，
単

線
：

1
を

セ
ッ

ト

・
 本

バ
ー

ジ
ョ

ン
で
は

、
複

線
の

み
対

応
 

9
 

メ
ー

カ
ー

 
・

 メ
ー

カ
ー

コ
ー

ド
を

セ
ッ

ト
（

詳
細
は

第
２

項
４

を
参

照
）

 

1
0

 

・ ・
 

2
5

 

配
管

寸
法
デ
ー
タ

 
・

 1
行
に

1
項

目
を

セ
ッ

ト

・
 項

目
数
は

固
定

で
1

6
項

目

・
 未

使
用
は
“

0
”

を
セ

ッ
ト

・
 接

続
点

1
～

4
に

対
応

し
た

呼
径

，
外

径
を

、
接

続
点

1
～

4
の

順
に

１
行

毎
に

セ
ッ

ト
す

る

・
 接

続
点

の
順

番
は

第
８

項
の

パ
タ
ー

ン
別

詳
細

図
を

参
照

・
 呼

径
，

外
径
は

、
カ

ン
マ

で
区

切
る

・
 外

径
に

つ
い

て
は

出
力

で
き

る
場

合
に

の
み

出
力

す
る

 
 

例
：

外
径

あ
り

→
1

0
0

,1
1

4
.3

 
 

外
径

な
し

→
1

0
0

, 

2
6

 
ベ

ク
ト

ル
 

 
 

主
軸

 
・

第
８

項
の

特
殊

形
状
に

記
載

の
部

材
の

み
、

ベ
ク

ト
ル

を
出

力
す

る
。

そ
の

他
の

部
材

の
場

合
は
“

0
”

を
セ

ッ
ト

・
主

軸
，

副
軸

の
ベ

ク
ト

ル
で

、
X

,Y
,Z

の
形

で
あ

ら
わ

す
 

2
7

 
 

〃
 

 
 

 
 

副
軸

 
・

ベ
ク

ト
ル

の
大

き
さ
は
“

1
”

 

2
8

 
配

置
基

準
点

 
・

第
８

項
の

パ
タ
ー

ン
別

詳
細

図
に

よ
り

、
X

,Y
,Z

を
セ

ッ
ト

・
指

数
等
は

使
用

せ
ず

全
て

実
寸

値
で

セ
ッ

ト

・
X

,Y
,Z
は

、
カ

ン
マ

で
区

切
る

 

2
9

 
接

続
点

1
 

3
0

 
接

続
点

2
 

3
1

 
接

続
点

3
 

3
2

 
接

続
点

4
 

・
接

続
点

は
、

主
管

側
を

「
接

続
点
１

」
と

し
、

第
８

項
の

パ
タ
ー

ン

別
詳

細
図

の
接

続
点

1
～

4
の

順
と

す
る

・
部

材
の

各
接

続
点

の
「

中
心
座

標
X

,Y
,Z

と
接

続
情

報
」

を
セ

ッ
ト

・
中

心
座

標
は

、
指

数
等
は

使
用

せ
ず

全
て

実
寸

値
で

セ
ッ

ト

・
接

続
情

報
は

、
「

項
番

１
：

部
材

定
義

項
目

」
の

「
デ
ー
タ

種
別

＋

S
E

Q
 N

o
.」

を
使

用
す

る

・
X

,Y
,Z

及
び

接
続

情
報
は

、
カ

ン
マ

で
区

切
る

 
 

例
１

：
2

0
,2
2

,3
3

,Ｐ
0

0
0

0
5

 
 

 
（

X
=
2

0
,Y

=
2
2

,Z
=
3

3
,配

管
デ
ー
タ

S
E

Q
N

o
0

0
0

0
5

）

 
 

例
２

：
2

0
,2
2

,3
3

,0

 
 

 
（

X
=
2

0
,Y

=
2
2

,Z
=
3

3
,接

続
す

る
配

管
無

し
）

・
未

使
用

の
接

続
点

Ｎ
ｏ
に
は

、
“

0
”
１

個
の

み
を

セ
ッ

ト

 
 

例
１

：
接

続
点

が
２

点
の

場
合
に
は

、
接

続
点
３

，
４
は

 
 

 
 

 
“

0
”

を
セ

ッ
ト
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項
番

 
項

 
 
 
 
 
 
 
目

 
項

 
 
目

 
 
説

 
 
明

 

3
3

 
接

続
工

法
 

・
各

接
続

点
の

接
続

工
法

を
「

接
続

点
１

，
接

続
点

２
，

接
続

点
３

，

接
続

点
４

」
の

順
に

セ
ッ

ト
す

る
（

詳
細
は

第
２

項
５

を
参

照
）

・
存

在
し

な
い

接
続

点
に
は
“

－
１
”

を
セ

ッ
ト

・
接

続
点

の
順

番
は

第
３

項
の

パ
タ
ー

ン
別

詳
細

図
を

参
照

 

3
4

 
質

 
 

量
 

・
 部

材
の

質
量

を
ｋ

ｇ
単

位
で

セ
ッ

ト

・
 未

使
用
は
“

0
”

を
セ

ッ
ト

 

3
5

 
用

 
 

途
 

・
 配

管
用

途
を

数
字

で
セ

ッ
ト

（
詳

細
は

第
２

項
６

を
参

照
）

 

3
6

 
流

 
 

量
 

・
 流

量
を

l/
m

in
単

位
で

セ
ッ

ト

・
 未

使
用
は
“

0
”

を
セ

ッ
ト

 

3
7

 
予

 
 

備
 

・
 現

在
未

使
用

（
“

0
”

を
セ

ッ
ト

）
 

3
8

 
デ
ー
タ

終
了

フ
ラ

グ
 

・
最

終
デ
ー
タ

は
“

0
”

 
を

セ
ッ

ト
。

・
 “

0
”

で
C

E
Q

フ
ァ

イ
ル

の
終

了

・
 後

続
デ
ー
タ

が
あ

る
場

合
は
“

1
”

を
セ

ッ
ト

。
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２
項

 
 各

種
コ

ー
ド

 

 
１

．
配

管
コ

ー
ド

 

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
称

 
備

 
 

考
 

コ
ー

ド
 

大
分

類
名

称
 

中
分

類
名

称
 

小
分

類
名

称
 

 
大

 
中

 
小

  そ
の

他
 

 
 

 
A0

0
 

0
0
 

0
0

鋼
管
 

そ
の

他
 

 
 

A0
1
 

0
0
 

0
0

 
配

管
用

炭
素

鋼
鋼

管
 

そ
の

他
 

J
IS

 
G
 
34

5
2
 

A0
1
 

0
1
 

0
0

 
 

黒
 

 
A0

1
 

0
1
 

0
1

 
 白

 
 
A0

1
 

0
1
 

0
2

 水
道

用
亜

鉛
め

っ
き

鋼
管

 
 J
IS

 
G
 
34

4
2
 

A0
1
 

0
2
 

0
1

 圧
力

配
管

用
炭

素
鋼

鋼
管

 
そ

の
他

 
J
IS

 
G
 
34
5
4
 

A0
1
 

0
3
 

0
0

  
黒

・
S
ch

4
0
 

 
A0

1
 

0
3
 

0
1

 
 白

・
S
ch

4
0
 

 
A0

1
 

0
3
 

0
2

 
 黒

・
S
ch

8
0
 

 
A0

1
 

0
3
 

1
1

 
 白

・
S
ch

8
0
 

 
A0

1
 

0
3
 

1
2

 
 黒

・
S
ch

1
0
 

 
A0

1
 

0
3
 

2
1

 
 白

・
S
ch

1
0
 

 
A0

1
 

0
3
 

2
2

 
 黒

・
S
ch

2
0
 

 
A0

1
 

0
3
 

3
1

 
 白

・
S
ch

2
0
 

 
A0

1
 

0
3
 

3
2

 
 黒
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7

 
 ﾚ

ｼ
ﾞｭ

ｰ
ｻ
(
偏

心
)
 

 
B0

1
 

0
5
 

0
8

 
 ﾁ

ｰ
ｽﾞ

 
 
B0

1
 

0
5
 

0
9

 
 ｷ

ｬ
ｯﾌ

ﾟ
 

 
B0

1
 

0
5
 

1
0

 
 1
8
0°

ｼ
ｮ
ｰ
ﾄｴ

ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

1
 

0
5
 

1
1

 
 1
8
0°

ﾛ
ﾝ
ｸ
ﾞｴ

ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

1
 

0
5
 

1
2

 
そ

の
他

 
J
IS

 
B
 
23

1
1
 

B0
1
 

0
6
 

0
0

 一
般

配
管

用
鋼

製
突

合
せ

溶
接

式
管

継
手

(
白

)
 

9
0
°

ｼ
ｮ
ｰ
ﾄ
ｴﾙ

ﾎ
ﾞ
 

（
ベ

ン
カ

ン
）

 
B0

1
 

0
6
 

0
1

 
 9
0
°

ﾛ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ｴﾙ

ﾎ
ﾞ
 

 
B0

1
 

0
6
 

0
2

 
 9
0
°

ﾈ
ｯ
ｸ
付

ｼｮ
ｰ
ﾄ
ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

 
B0

1
 

0
6
 

0
3

 
 9
0
°

ﾈ
ｯ
ｸ
付

ﾛﾝ
ｸﾞ

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

1
 

0
6
 

0
4

 
 4
5
°

ｼ
ｮ
ｰ
ﾄ
ｴﾙ

ﾎ
ﾞ
 

 
B0

1
 

0
6
 

0
5

 
 4
5
°

ﾛ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ｴﾙ

ﾎ
ﾞ
 

 
B0

1
 

0
6
 

0
6

 
 ﾚ

ｼ
ﾞｭ

ｰ
ｻ
(
同

心
)
 

 
B0

1
 

0
6
 

0
7

 
 ﾚ

ｼ
ﾞｭ

ｰ
ｻ
(
偏

心
)
 

 
B0

1
 

0
6
 

0
8

 
 ﾁ

ｰ
ｽﾞ

 
 
B0

1
 

0
6
 

0
9

 
 ｷ

ｬ
ｯﾌ

ﾟ
 

 
B0

1
 

0
6
 

1
0

 
 1
8
0°

ｼ
ｮ
ｰ
ﾄｴ

ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

1
 

0
6
 

1
1

 
 1
8
0°

ﾛ
ﾝ
ｸ
ﾞｴ

ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

1
 

0
6
 

1
2
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名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
称

 
備

 
 

考
 

コ
ー

ド
 

大
分

類
名

称
 

中
分

類
名

称
 

小
分

類
名

称
 

 
大

 
中

 
小

 鋼
管

継
手

 
そ

の
他

 
J
IS

 
B
 
23

0
3
 

B0
1

0
7
 

0
0

 

ね
じ

込
み

式
排

水
管

継
手

（
ﾄ
ﾞﾚ

ﾈ
ｼ
ﾞ
継

手
）

 

9
0
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

（
日

立
金

属
）

 
B0

1
0
7
 

0
1

 
 

9
0
°

大
曲

り
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

1
0
7
 

0
2

 
 4
5
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

B0
1

0
7
 

0
3

 
 4
5
°

Ｙ
 

B0
1

0
7
 

0
4

 
 ｿ

ｹ
ｯﾄ

 
B0

1
0
7
 

0
5

 
 掃

除
口

付
ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

B0
1

0
7
 

0
6

 
 9
0
°

Ｙ
 

B0
1

0
7
 

0
7

 
 9
0
°

大
曲

り
Ｙ

 
B0

1
0
7
 

0
8

 
 9
0
°

大
曲

り
両

Ｙ
 

B0
1

0
7
 

0
9

 
 ﾀ

ｯ
ｶｰ

ｴ
ﾙ
 

B0
1

0
7
 

1
0

 
 ﾀ

ｯ
ｶｰ

ｿ
ｹ
ｯﾄ

 
B0

1
0
7
 

1
1

 
 お

ね
じ

ﾀｯ
ｶ
ｰ
ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

B0
1

0
7
 

1
2

 
 ﾀ

ｯ
ｶｰ

9
0
°

Ｙ
 

B0
1

0
7
 

1
3

 
 Ｕ

ﾄ
ﾗｯ

ﾌﾟ
 

B0
1

0
7
 

1
4

 ハ
ウ

ジ
ン

グ
形

継
手

（
ﾄ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ｼﾞ

ｮ
ｲ
ﾝ
ﾄ）

 
そ

の
他

 
J
PF

 
M
P
 0

0
6
 

B0
1

0
8
 

0
0

 
 9
0
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
(F

-
1
)
 

（
リ

ケ
ン

）
 

B0
1

0
8
 

0
1

 
 4
5
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
(F

-
2
)
 

 
B0

1
0
8
 

0
2

 
 ﾄ

ｯ
ﾌﾟ

ｼ
ﾞｮ

ｲ
ﾝﾄ

(
Rｰ

5
)
 

B0
1

0
8
 

0
3

 
 ﾄ

ｯ
ﾌﾟ

ｼ
ﾞｮ

ｲ
ﾝﾄ

(
R-

1
1
)
 

B0
1

0
8
 

0
4

 
 ﾁ

ｰ
ｽ ﾞ

(
F
-
3)

 
B0

1
0
8
 

0
5

 
 ｷ

ｬ
ｯﾌ

ﾟ
(
F
-4

)
 

B0
1

0
8
 

0
6

 
 ﾄ

ｯ
ﾌﾟ

ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｼﾞ

(
F
L-

1
0
)
 

B0
1

0
8
 

0
7

 ハ
ウ

ジ
ン

グ
形

継
手

（
ﾀ
ｲ
ﾖ
ｰ
ｼﾞ

ｮ
ｲ
ﾝ
ﾄ）

 
そ

の
他

 
J
PF

 
M
P
 0

0
6
 

B0
1

0
9
 

0
0

 
 9
0
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

（
ﾀ
ｲﾖ

ｰ
ｼﾞ

ｮ
ｲﾝ

ﾄ
）

B0
1

0
9
 

0
1

 
 4
5
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

1
0
9
 

0
2

 
 3
0
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

B0
1

0
9
 

0
3

 
 ﾚ

ｼ
ﾞｭ

ｰ
ｻ
ｰ
 

B0
1

0
9
 

0
4

 
 ﾁ

ｰ
ｽﾞ

 
B0

1
0
9
 

0
5

 
 ｷ

ｬ
ｯﾌ

ﾟ
 

B0
1

0
9
 

0
6

 
 ﾀ

ｲ
ﾖ ｰ

ｼ
ﾞ
ｮ
ｲﾝ

ﾄＣ
型

(標
準

)
 

B0
1

0
9
 

0
7

そ
の

他
 

 
 

B0
2

0
0
 

0
0

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

管

継
手
 

モ
ル

コ
ジ

ョ
イ

ン
ト

 
そ

の
他

 
（

ベ
ン

カ
ン

）
 

B0
2

0
1
 

0
0

 
 9
0
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

2
0
1
 

0
1

 
 4
5
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

B0
2

0
1
 

0
2

 
 ｿ

ｹ
ｯﾄ

ﾚ
ｼﾞ

ｭｰ
ｻ
 

B0
2

0
1
 

0
3

 
 ﾁ

ｰ
ｽﾞ

 
B0

2
0
1
 

0
4

 
 ｷ

ｬ
ｯﾌ

ﾟ
 

B0
2

0
1
 

0
5

 
 水

栓
ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

B0
2

0
1
 

0
6

 
 水

栓
ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

B0
2

0
1
 

0
7

 
 水

栓
ﾁ
ｰｽ

ﾞ
 

B0
2

0
1
 

0
8

 
 片

ｿ
ｹｯ

ﾄ
9
0
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

2
0
1
 

0
9

 
 片

ｿ
ｹｯ

ﾄ
4
5
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

2
0
1
 

1
0

 
 ﾍ

ﾞ
ｱﾀ

ｲ
ﾌ
ﾟ
ｿｹ

ｯ
ﾄ
 

 
B0

2
0
1
 

1
1

 
 雄

ｱ
ﾀﾞ

ﾌ
ﾟ
ﾀ
ｰ付

ｿｹ
ｯ
ﾄ
 

 
B0

2
0
1
 

1
2

 
 雌

ｱ
ﾀﾞ

ﾌ
ﾟ
ﾀ
ｰ付

ｿｹ
ｯ
ﾄ
 

 
B0

2
0
1
 

1
3

 
 雄

ｱ
ﾀﾞ

ﾌ
ﾟ
ﾀ
ｰ付

9
0
°

ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

 
B0

2
0
1
 

1
4

 
 雌

ｱ
ﾀﾞ

ﾌ
ﾟ
ﾀ
ｰ付

9
0
°

ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

 
B0

2
0
1
 

1
5
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名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
称

 
備

 
 

考
 

コ
ー

ド
 

大
分

類
名

称
 

中
分

類
名

称
 

小
分

類
名

称
 

 
大

 
中

 
小

 

モ
ル

コ
ジ

ョ
イ

ン
ト

 
鋼

管
用

ﾕ
ﾆｵ

ﾝ
 

 
B0

2
 

0
1
 

1
6

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

管

継
手
 

 ﾕ
ﾆ
ｵﾝ

I
形

 
 

B0
2
 

0
1
 

1
7

 
ﾗ
ｯ
ﾌﾟ

付
単

管
 

 
B0

2
 

0
1
 

1
8

 

 ﾒ
ﾈ
ｼﾞ

付
ﾁ
ｰ
ｽﾞ

 
 

B0
2
 

0
1
 

1
9

 
 座

付
水

栓
ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

 
B0

2
 

0
1
 

2
0

 
 

座
付

水
栓

ﾁ
ｰｽ

ﾞ
 

 
B0

2
 

0
1
 

2
1

 
 ｵ

ｽ
付
座

付
水

栓
ﾁ
ｰｽ

ﾞ
 

 
B0

2
 

0
1
 

2
2

 
 単

管
付

ﾎﾞ
ｰ
ﾙ
ﾊ
ﾞ
ﾙﾌ

ﾞ
 

 
B0

2
 

0
1
 

2
3

 
 樹

脂
製

絶
縁

継
手

 
 

B0
2
 

0
1
 

2
4

 
 台

座
 

 
B0

2
 

0
1
 

2
5

 
 Ｓ

Ｍ
Ｔ

 
 

B0
2
 

0
1
 

2
6

 
 Ｍ

Ｔ
Ｅ

 
 

B0
2
 

0
1
 

2
7

 
 Ｍ

Ｔ
 

 
B0

2
 

0
1
 

2
8

 ナ
イ

ス
ジ

ョ
イ

ン
ト

 
そ

の
他

 
（

ｵ
ｰｴ

ﾇ工
業

）
 

B0
2
 

0
2
 

0
0

 
 9
0
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

2
 

0
2
 

0
1

 
 4
5
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

2
 

0
2
 

0
2

 
 ｿ

ｹ
ｯﾄ

 
 
B0

2
 

0
2
 

0
3

 
 ﾁ

ｰ
ｽﾞ

 
 
B0

2
 

0
2
 

0
4

 
 ｷ

ｬ
ｯﾌ

ﾟ
 

 
B0

2
 

0
2
 

0
5

 
 給

水
栓

ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

 
B0

2
 

0
2
 

0
6

 
 給

水
栓

ﾁ
ｰｽ

ﾞ
 

 
B0

2
 

0
2
 

0
7

 
 絶

縁
ﾕ
ﾆｵ

ﾝ
 

 
B0

2
 

0
2
 

0
8

 
 お

す
ｱ
ﾀﾞ

ﾌ
ﾟ
ﾀ
 

 
B0

2
 

0
2
 

0
9

 
 め

す
ｱ
ﾀﾞ

ﾌ
ﾟ
ﾀ
 

 
B0

2
 

0
2
 

1
0

 
 溶

接
ｱ
ﾀﾞ

ﾌ
ﾟ
ﾀ
 

 
B0

2
 

0
2
 

1
1

 
 台

座
 

 
B0

2
 

0
2
 

1
2

 
 座

付
給

水
栓

ｴﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

2
 

0
2
 

1
3

 
 座

付
給

水
栓

ﾁｰ
ｽ
ﾞ
 

 
B0

2
 

0
2
 

1
4

 
 座

付
水

栓
ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

 
B0

2
 

0
2
 

1
5

 
 ﾊ

ﾞ
ﾙﾌ

ﾞ
用

ﾌ
ﾗ
ﾝｼ

ﾞ
 

 
B0

2
 

0
2
 

1
6

 
 ﾚ

ｼ
ﾞｭ

ｰ
ｽ
ﾄ
ﾞﾌ

ﾗ
ﾝ
ｼﾞ

 
 

B0
2
 

0
2
 

1
7

 ｽ
ﾃ
ﾝ
ﾚｽ

ね
じ

込
み

継
手
 

そ
の

他
 

（
ｵ
ｰｴ

ﾇ工
業

）
 

B0
2
 

0
3
 

0
0

 
 9
0
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

2
 

0
3
 

0
1

 
 4
5
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

2
 

0
3
 

0
2

 
 ｿ

ｹ
ｯﾄ

 
 
B0

2
 

0
3
 

0
3

 
 ﾁ

ｰ
ｽﾞ

 
 
B0

2
 

0
3
 

0
4

 
 ｸ

ﾛ
ｽ 

 
B0

2
 

0
3
 

0
5

 
 六

角
ﾌﾞ

ｯｼ
ｭ
 

 
B0

2
 

0
3
 

0
6

 
 ﾕ

ﾆ
ｵﾝ

 
 
B0

2
 

0
3
 

0
7

 
 ｷ

ｬ
ｯﾌ

ﾟ
 

 
B0

2
 

0
3
 

0
8

 
 四

角
ﾌﾟ

ﾗｸ
ﾞ
 

 
B0

2
 

0
3
 

0
9

 
 六

角
ﾆ
ｯﾌ

ﾟ
ﾙ
 

 
B0

2
 

0
3
 

1
0
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名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

称
 

備
 

 
考
 

コ
ー

ド
 

大
分

類
名

称
 

中
分

類
名

称
 

小
分

類
名

称
 

 
大

 
中

 
小

 

そ
の

他
 

S
AS

 
3
5
4 

B0
2

0
4
 

0
0

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

管

継
手
 

一
般

配
管

用
ｽﾃ

ﾝ
ﾚ
ｽ
鋼

鋼
管

突
合

せ
溶

接
式

管

継
手

 
9
0
°

ｼ
ｮ
ｰ
ﾄ
ｴﾙ

ﾎ
ﾞ
 

 
B0

2
0
4
 

0
1

 
 9
0
°

ﾛ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ｴﾙ

ﾎﾞ
 

 
B0

2
0
4
 

0
2

 
 4
5
°

ﾛ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ｴﾙ

ﾎ
ﾞ
 

B0
2

0
4
 

0
3

 
 ﾚ

ｼ
ﾞｭ

ｰ
ｻ
(
同

心
)
 

B0
2

0
4
 

0
4

 
 ﾚ

ｼ
ﾞｭ

ｰ
ｻ
(
偏

心
)
 

B0
2

0
4
 

0
5

 
 ﾁ

ｰ
ｽﾞ

 
B0

2
0
4
 

0
6

 
 ｷ

ｬ
ｯﾌ

ﾟ
 

B0
2

0
4
 

0
7

 
 ﾗ

ｯ
ﾌﾟ

ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｼﾞ

(
J
IS

5
K
)
 

B0
2

0
4
 

0
8

 
 ﾗ

ｯ
ﾌﾟ

ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｼﾞ

(
J
IS

1
0
K
) 

B0
2

0
4
 

0
9

 
そ

の
他

 
（

ベ
ン

カ
ン

）
 

B0
2

0
5
 

0
0

 配
管

用
ｽ
ﾃﾝ

ﾚ
ｽ
鋼

鋼
管

突
合

せ
溶

接
式

管
継

手

9
0
°

ｼ
ｮ
ｰ
ﾄ
ｴﾙ

ﾎ
ﾞ
 

 
B0

2
0
5
 

0
1

 
 9
0
°

ﾛ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ｴﾙ

ﾎ
ﾞ
 

B0
2

0
5
 

0
2

 
 4
5
°

ｼ
ｮ
ｰ
ﾄ
ｴﾙ

ﾎ
ﾞ
 

B0
2

0
5
 

0
3

 
 

4
5
°

ﾛ
ﾝ
ｸ
ﾞ
ｴﾙ

ﾎ
ﾞ
 

B0
2

0
5
 

0
4

 
 ﾚ

ｼ
ﾞｭ

ｰ
ｻ
(
同

心
)
 

B0
2

0
5
 

0
5

 
 ﾚ

ｼ
ﾞｭ

ｰ
ｻ
(
偏

心
)
 

B0
2

0
5
 

0
6

 
 Ｔ

 
B0

2
0
5
 

0
7

 
 ｷ

ｬ
ｯﾌ

ﾟ
 

B0
2

0
5
 

0
8

そ
の

他
 

 
 

B0
3

0
0
 

0
0

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管

継
手
 

そ
の

他
 

J
PF

 
M
P
 0

0
3
 

B0
3

0
1
 

0
0

 水
道

用
ね
じ

込
み

式
管

端
防

食
継

手
（

屋
内

用
） 

ｴ
ﾙ
ﾎﾞ

 
（

日
立

金
属

）
 

B0
3

0
1
 

0
1

  
4
5
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

3
0
1
 

0
2

 
 ｿ

ｹ
ｯﾄ

 
B0

3
0
1
 

0
3

 
 ﾁ

ｰ
ｽﾞ

 
B0

3
0
1
 

0
4

 
 ﾕ

ﾆ
ｵﾝ

 
B0

3
0
1
 

0
5

 
 ﾌ

ﾟ
ﾗｸ

ﾞ
 

B0
3

0
1
 

0
6

 
 ﾆ

ｯ
ﾌﾟ

ﾙ
(
ﾏ
ﾚﾌ

ﾞﾙ
製

) 
B0

3
0
1
 

0
7

 
 給

水
栓

ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

B0
3

0
1
 

0
8

 
 給

水
栓

ﾁ
ｰｽ

ﾞ
 

B0
3

0
1
 

0
9

 
 給

水
栓

ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

B0
3

0
1
 

1
0

 
 ﾌ

ﾗ
ﾝｼ

ﾞ
(
JI

S
5
K
) 

B0
3

0
1
 

1
1

 
 ﾌ

ﾗ
ﾝｼ

ﾞ
(
JI

S
1
0
K)

 
B0

3
0
1
 

1
2

 
 座

付
給

水
栓

ｴﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

3
0
1
 

1
3

 
 台

付
給

水
栓

ｴﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

3
0
1
 

1
4

 
 ﾒ

ｽ
ｱﾀ

ﾞ
ﾌ
ﾟﾀ

ﾁｰ
ｽ
ﾞ
 

 
B0

3
0
1
 

1
5

 
 ｵ

ｽ
ｱﾀ

ﾞ
ﾌ
ﾟﾀ

ｿｹ
ｯ
ﾄ
 

 
B0

3
0
1
 

1
6

 
 ﾒ

ｽ
ｱﾀ

ﾞ
ﾌ
ﾟﾀ

ｿｹ
ｯ
ﾄ
 

 
B0

3
0
1
 

1
7

 
 ﾒ

ｽ
ｱﾀ

ﾞ
ﾌ
ﾟﾀ

ｴﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

3
0
1
 

1
8

 
 ｵ

ｽ
ｱﾀ

ﾞ
ﾌ
ﾟﾀ

ｴﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

3
0
1
 

1
9

 
 め

す
お

す
ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

 
B0

3
0
1
 

2
0

 
 Ｂ

形
め

す
お

す
ｴﾙ

ﾎ
ﾞ
 

 
B0

3
0
1
 

2
1

 
 持

ち
出

し
ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

 
B0

3
0
1
 

2
2

 
 ｸ

ﾛ
ｽｵ

ｰ
ﾊﾞ

 
 

B0
3

0
1
 

2
3

 



62
 

 

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
称

 
備

 
 

考
 

コ
ー

ド
 

大
分

類
名

称
 

中
分

類
名

称
 

小
分

類
名

称
 

 
大

 
中

 
小

 

そ
の

他
 

J
PF

 
M
P
 0

0
3
 

B0
3
 

0
2
 

0
0

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管

継
手
 

水
道

用
ね

じ
込

み
式

管
端

防
食

継
手

（
屋

外
用

）
 ｴ

ﾙ
ﾎ
ﾞ 

（
日

立
金

属
）

 
B0

3
 

0
2
 

0
1

 
 4
5
°

ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

 
B0

3
 

0
2
 

0
2

 
 ｿ

ｹ
ｯ
ﾄ 

 
B0

3
 

0
2
 

0
3

 
 Ｔ

 
 
B0

3
 

0
2
 

0
4

 
 ﾌ

ﾟ
ﾗ
ｸﾞ

 
 
B0

3
 

0
2
 

0
5

 
 ﾆ

ｯ
ﾌﾟ

ﾙ
 

 
B0

3
 

0
2
 

0
6

 
 ｵ

ｽ
ｱ
ﾀﾞ

ﾌ
ﾟﾀ

ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

 
B0

3
 

0
2
 

0
7

 
 ﾒ

ｽ
ｱ
ﾀﾞ

ﾌ
ﾟﾀ

ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

 
B0

3
 

0
2
 

0
8

 
 ｵ

ｽ
ｱ
ﾀﾞ

ﾌ
ﾟﾀ

ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

 
B0

3
 

0
2
 

0
9

 
 ﾒ

ｽ
ｱ
ﾀﾞ

ﾌ
ﾟﾀ

ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

 
B0

3
 

0
2
 

1
0

 
 Ａ

形
ｴ
ﾙ
ﾎﾞ

 
 

B0
3
 

0
2
 

1
1

 
 Ａ

形
ｿ
ｹ
ｯﾄ

 
 

B0
3
 

0
2
 

1
2

 Ｆ
付

硬
質

塩
化

ﾋﾞ
ﾆ
ﾙ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝ
ｸﾞ

鋼
管

継
手

 
そ

の
他

 
W
SP

 
0
1
1 

B0
3
 

0
3
 

0
0

 
 9
0
°

ﾛ
ﾝｸ

ﾞ
ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

（
積

水
化

学
）

 
B0

3
 

0
3
 

0
1

 
 4
5
°

ﾛ
ﾝｸ

ﾞ
ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

 
B0

3
 

0
3
 

0
2

 
 ﾚ

ｼ
ﾞ
ｭｰ

ｻ
-
 

 
B0

3
 

0
3
 

0
3

 
 ﾁ

ｰ
ｽ
ﾞ 

 
B0

3
 

0
3
 

0
4

 Ｆ
付

ﾎ
ﾟ
ﾘｴ

ﾁ
ﾚ
ﾝ
粉

体
ﾗ
ｲ
ﾆ
ﾝ
ｸﾞ

鋼
管

継
手

 
そ

の
他

 
W
SP

 
0
3
9 

B0
3
 

0
4
 

0
0

 
 9
0
°

ﾛ
ﾝｸ

ﾞ
ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

 
B0

3
 

0
4
 

0
1

 
 4
5
°

ﾛ
ﾝｸ

ﾞ
ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

 
B0

3
 

0
4
 

0
2

 
 ﾚ

ｼ
ﾞ
ｭｰ

ｻ
-
 

 
B0

3
 

0
4
 

0
3

 
 

ﾁ
ｰ
ｽ
ﾞ 

 
B0

3
 

0
4
 

0
4

 給
湯

用
ね

じ
込

み
式

管
端

防
食

継
手

 
そ

の
他

 
J
PF

 
M
P
 0

0
5
 

B0
3
 

0
5
 

0
0

 
 9
0
°

ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

（
積

水
化

学
）

 
B0

3
 

0
5
 

0
1

 
 4
5
°

ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

 
B0

3
 

0
5
 

0
2

 
 ｿ

ｹ
ｯ
ﾄ 

 
B0

3
 

0
5
 

0
3

 
 ﾁ

ｰ
ｽ
ﾞ 

 
B0

3
 

0
5
 

0
4

 
 ﾌ

ﾞ
ｯ
ｼﾝ

ｸﾞ
 

 
B0

3
 

0
5
 

0
5

 
 ﾕ

ﾆ
ｵ
ﾝ 

 
B0

3
 

0
5
 

0
6

 
 ｷ

ｬ
ｯ
ﾌ ﾟ

 
 
B0

3
 

0
5
 

0
7

 
 ﾆ

ｯ
ﾌﾟ

ﾙ
 

 
B0

3
 

0
5
 

0
8

 
 ﾌ

ﾟ
ﾗ
ｸﾞ

 
 
B0

3
 

0
5
 

0
9

 
 Ｕ

Ｘ
ﾌ
ﾗ
ﾝｼ

ﾞ
(
J
IS

5
K
)
 

 
B0

3
 

0
5
 

1
0

 
 Ｕ

Ｘ
ﾌ
ﾗ
ﾝｼ

ﾞ
(
J
IS

1
0
K)

 
 
B0

3
 

0
5
 

1
1

 
 砲

金
製

給
水

栓
ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

 
B0

3
 

0
5
 

1
2

 
 砲

金
製

給
水

栓
ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

 
B0

3
 

0
5
 

1
3

 
 砲

金
製

座
付

給
水

栓
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ 

 
B0

3
 

0
5
 

1
4

 
 媒

介
ﾕ
ﾆ
ｵﾝ

(
銅

管
用

) 
 
B0

3
 

0
5
 

1
5

 
 砲

金
製

ﾒ
ｽｵ

ｽ
ｿ
ｹ
ｯﾄ

 
 

B0
3
 

0
5
 

1
6

 排
水

鋼
管

用
可

と
う

継
手

 
そ

の
他

 
M
DJ

 
0
0
2 

B0
3
 

0
6
 

0
0

 
 9
0
°

ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

（
日

立
金

属
）

 
B0

3
 

0
6
 

0
1

 
 9
0
°

大
曲

り
ｴﾙ

ﾎ
ﾞ
 

 
B0

3
 

0
6
 

0
2

 
 汚

水
用

9
0°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

3
 

0
6
 

0
3

 
 4
5
°

ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

 
B0

3
 

0
6
 

0
4

 
 4
5
°

Ｙ
 

 
B0

3
 

0
6
 

0
5

 
 ｿ

ｹ
ｯ
ﾄ 

 
B0

3
 

0
6
 

0
6

 
 掃

除
口

付
ｿ
ｹ
ｯﾄ

(
C
OS

)
 

 
B0

3
 

0
6
 

0
7
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名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
称

 
備

 
 

考
 

コ
ー

ド
 

大
分

類
名

称
 

中
分

類
名

称
 

小
分

類
名

称
 

 
大

 
中

 
小

 

排
水

鋼
管

用
可

と
う

継
手

 
掃

除
口

付
ｿ
ｹｯ

ﾄ
(C

O
S
T
) 

B0
3

0
6
 

0
8

ラ
イ

ニ
ン

グ
鋼

管

継
手
 

 9
0
°

Ｙ
 

B0
3

0
6
 

0
9

 
 9
0
°

大
曲

り
Ｙ

 
B0

3
0
6
 

1
0

 
 Ｃ

Ｏ
栓

 
B0

3
0
6
 

1
1

 
ﾛ
ﾝ
ｸﾞ

Ｓ
Ｔ

 
B0

3
0
6
 

1
2

 

 Ｖ
Ｓ

Ｔ
 

B0
3

0
6
 

1
3

 
 汚

水
用

台
座

付
9
0
°

ｴﾙ
ﾎ
ﾞ
 

B0
3

0
6
 

1
4

 
 流

し
排

水
用

ﾛﾝ
ｸ
ﾞ
ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

B0
3

0
6
 

1
5

 
 ﾕ

ﾆ
ｵﾝ

 
B0

3
0
6
 

1
6

 
 ﾛ

ﾝ
ｸﾞ

Ｐ
Ｃ

 
B0

3
0
6
 

1
7

 
 ｻ

ﾆ
ﾀﾘ

ｰ
ｱ
ﾀﾞ

ﾌﾟ
ﾀ
 

B0
3

0
6
 

1
8

 
 洗

面
器

用
ｱ
ﾀ
ﾞ
ﾌ
ﾟﾀ

 
B0

3
0
6
 

1
9

 水
道

用
樹

脂
ｺｰ

ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸﾞ

管
継

手
 

そ
の

他
 

J
WW

A
 
K
 1

1
7
 

B0
3

0
7
 

0
0

 
 ｴ

ﾙ
ﾎﾞ

 
（

日
立

金
属

）
 

B0
3

0
7
 

0
1

 
 4
5
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

3
0
7
 

0
2

 
 ｿ

ｹ
ｯﾄ

 
B0

3
0
7
 

0
3

 
 ﾁ

ｰ
ｽﾞ

 
B0

3
0
7
 

0
4

 
 ｸ

ﾛ
ｽ 

B0
3

0
7
 

0
5

 
 ﾌ

ﾞ
ｯｼ

ﾝ
ｸﾞ

 
B0

3
0
7
 

0
6

 
 ﾕ

ﾆ
ｵﾝ

 
B0

3
0
7
 

0
7

 
 ｷ

ｬ
ｯﾌ

ﾟ
 

B0
3

0
7
 

0
8

 
 ﾌ

ﾟ
ﾗｸ

ﾞ
 

B0
3

0
7
 

0
9

 
 ﾆ

ｯ
ﾌﾟ

ﾙ
 

B0
3

0
7
 

1
0

 
 組

み
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
 

B0
3

0
7
 

1
1

 
 ｽ

ﾄ
ﾘｰ

ﾄ
ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

 
B0

3
0
7
 

1
2

鋳
鉄

継
手

 
そ

の
他

 
 

 
B0

4
0
0
 

0
0

 排
水

用
鋳

鉄
異

形
管

（
メ

カ
ニ

カ
ル

形
）
 

そ
の

他
 

H
AS

S
 
2
10

 
B0

4
0
1
 

0
0

 
 9
0
°

短
曲

管
 

（
ク

ボ
タ

）
 

B0
4

0
1
 

0
1

 
 9
0
°

長
曲

管
 

 
B0

4
0
1
 

0
2

 
 4
5
°

曲
管

 
B0

4
0
1
 

0
3

 
 片

落
ち

管
 

B0
4

0
1
 

0
4

 
 Ｙ

管
 

B0
4

0
1
 

0
5

 
 Ｙ

管
(
鉛

管
接

続
用

)
 

B0
4

0
1
 

0
6

 
 排

水
Ｔ

管
 

B0
4

0
1
 

0
7

 
 排

水
Ｔ

管
(
鉛

管
接

続
用

) 
B0

4
0
1
 

0
8

 
 9
0
°

Ｙ
管

(
T
Y
) 

B0
4

0
1
 

0
9

 
 9
0
°

Ｙ
管

(
W
T
Y)

 
B0

4
0
1
 

1
0

 
 9
0
°

長
Ｙ

管
 

B0
4

0
1
 

1
1

 
 9
0
°

Ｙ
管

(
鉛

管
接

続
用

)
 

B0
4

0
1
 

1
2

 
 Ｇ

Ｓ
 

B0
4

0
1
 

1
3

 
 Ｌ

付
短

管
 

B0
4

0
1
 

1
4

 
 Ｃ

Ｏ
付

通
気

接
続

管
 

B0
4

0
1
 

1
5

 
 継

ぎ
輪

 
B0

4
0
1
 

1
6

 
 掃

除
口

付
短

管
 

B0
4

0
1
 

1
7

 
 Ｖ

Ｓ
Ｔ

－
Ａ

 
B0

4
0
1
 

1
8

 
 Ｖ

Ｓ
Ｔ

－
Ｂ

 
B0

4
0
1
 

1
9

 
 Ｃ

Ｏ
Ｃ

継
手

(
C
O
C
-A

)
 

B0
4

0
1
 

2
0

 
 Ｃ

Ｏ
Ｃ

継
手

(
C
O
C
-B

)
 

B0
4

0
1
 

2
1



64
 

名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
称

 
備

 
 

考
 

コ
ー

ド
 

大
分

類
名

称
 

中
分

類
名

称
 

小
分

類
名

称
 

 
大

 
中

 
小

 鋳
鉄

継
手

 
排

水
用

鋳
鉄

異
形

管
（

メ
カ

ニ
カ

ル
形

）
 

満
水

ﾃ
ｽﾄ

用
継

手
 

 
B0

4
 

0
1
 

2
2

 
 2
2
 1

/
2
曲

管
 

 
B0

4
 

0
1
 

2
3

 
 両

受
け

90
°

長
曲

管
 

 
B0

4
 

0
1
 

2
4

 
 両

受
け

Ｃ
Ｏ

付
9
0
°

長
曲

管
 
 

B0
4
 

0
1
 

2
5

 
 Ｃ

Ｏ
付

90
°

長
曲

管
 

 
B0

4
 

0
1
 

2
6

 
 台

付
9
0°

長
曲

管
 

 
B0

4
 

0
1
 

2
7

 
 

Ｃ
Ｏ

付
台
付

9
0
°

長
曲

管
 

 
B0

4
 

0
1
 

2
8

 
 両

受
け

台
付

9
0
°

長
曲

管
 

 
B0

4
 

0
1
 

2
9

 
 両

受
け
CO
付

台
付
90

°
長

曲
管
 
 

B0
4
 

0
1
 

3
0

 
 鉛

管
接

続
用

9
0
°

Ｌ
曲

管
 

 
B0

4
 

0
1
 

3
1

 
 通

気
長

Ｔ
管

 
 

B0
4
 

0
1
 

3
2

 
 Ｖ

Ｓ
継

手
 

 
B0

4
 

0
1
 

3
3

 排
水

用
鋳

鉄
異

形
管

（
ニ

ュ
ー

メ
カ

形
）

 
そ

の
他

 
（

ク
ボ
タ

）
 

B0
4
 

0
2
 

0
0

 
 9
0
°

短
曲

管
 

 
B0

4
 

0
2
 

0
1

 
 9
0
°

長
曲

管
 

 
B0

4
 

0
2
 

0
2

 
 4
5
°

曲
管

 
 
B0

4
 

0
2
 

0
3

 
 Ｙ

管
 

 
B0

4
 

0
2
 

0
4

 
 排

水
Ｔ

管
 

 
B0

4
 

0
2
 

0
5

 
 9
0
°

Ｙ
管

 
 
B0

4
 

0
2
 

0
6

 
 掃

除
口

付
短

管
(
C
O
T )

 
 
B0

4
 

0
2
 

0
7

 
 掃

除
口

付
栓

(
C
O
C
-A

)
 

 
B0

4
 

0
2
 

0
8

 排
水

用
鋳

鉄
異

形
管

（
Ｊ

Ｉ
Ｓ

形
）

 
そ

の
他

 
J
IS

 
G
 
55

2
5
 

B0
4
 

0
3
 

0
0

 
 9
0
°

短
曲

管
 

（
ク

ボ
タ

）
 

B0
4
 

0
3
 

0
1

 
 9
0
°

長
曲

管
 

 
B0

4
 

0
3
 

0
2

 
 4
5
°

曲
管

 
 
B0

4
 

0
3
 

0
3

 
 片

落
ち

管
 

 
B0

4
 

0
3
 

0
4

 
 Ｙ

管
 

 
B0

4
 

0
3
 

0
5

 
 排

水
Ｔ

管
 

 
B0

4
 

0
3
 

0
6

 
 9
0
°

Ｙ
管

 
 
B0

4
 

0
3
 

0
7

 
 

Ｃ
Ｏ

付
通

気
接

続
口

 
 
B0

4
 

0
3
 

0
8

 
 Ｃ

Ｏ
付

短
管

 
 
B0

4
 

0
3
 

0
9

 
 Ｖ

Ｓ
Ｔ

－
Ａ

 
 
B0

4
 

0
3
 

1
0

 
 Ｖ

Ｓ
Ｔ

－
Ｂ

 
 
B0

4
 

0
3
 

1
1

 
 特

殊
通

気
Ｙ

 
 

B0
4
 

0
3
 

1
2

 
 Ｖ

Ｓ
継

手
 

 
B0

4
 

0
3
 

1
3

 
 Ｖ

Ｓ
曲

管
―

Ａ
 

 
B0

4
 

0
3
 

1
4

 
 Ｖ

Ｓ
曲

管
―

Ｂ
 

 
B0

4
 

0
3
 

1
5

 ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
異

形
管

 
そ

の
他

 
J
IS

 
G
 
55

2
7
 

B0
4
 

1
1
 

0
0

 
 9
0
°

曲
管

 
 

B0
4
 

1
1
 

0
1

 
 4
5
°

曲
管

 
 

B0
4
 

1
1
 

0
2

 
 2
2
 1

/
2
°

曲
管

 
 
B0

4
 

1
1
 

0
3

 
 1
1
 1

/
4
°

曲
管

 
 
B0

4
 

1
1
 

0
4

 
 受

挿
し

片
落

管
 

 
B0

4
 

1
1
 

0
5

 
 挿

し
受

片
落

管
 

 
B0

4
 

1
1
 

0
6

 
 継

ぎ
輪

 
 
B0

4
 

1
1
 

0
7

 
 長

尺
継

ぎ
輪

 
 
B0

4
 

1
1
 

0
8

 
 短

管
１

号
 

 
B0

4
 

1
1
 

0
9

 
 短

管
２

号
 

 
B0

4
 

1
1
 

1
0
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名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
称

 
備

 
 

考
 

コ
ー

ド
 

大
分

類
名

称
 

中
分

類
名

称
 

小
分

類
名

称
 

 
大

 
中

 
小

 鋳
鉄

継
手

 
ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

異
形

管
 

二
受

Ｔ
字

管
 

 
B0

4
1
1
 

1
1

 
仕

切
弁

副
管

Ａ
１

号
 

 
B0

4
1
1
 

1
2

 
仕

切
弁

副
管

Ａ
２

号
 

B0
4

1
1
 

1
3

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼ
ﾞ
付

き
Ｔ

字
管

 
B0

4
1
1
 

1
4

 
排

水
Ｔ

字
管

 
B0

4
1
1
 

1
5

 
三

受
十

字
管

 
B0

4
1
1
 

1
6

銅
管

継
手

 
そ

の
他

 
 

 
B0

5
0
0
 

0
0

 銅
管

継
手

 
そ

の
他

 
J
IS

 
H
 
34

0
1
 

B0
5

0
1
 

0
0

 
9
0
°

ｴ
ﾙ
ﾎﾞ

Ａ
 

B0
5

0
1
 

0
1

 
4
5
°

ｴ
ﾙ
ﾎﾞ

Ａ
 

B0
5

0
1
 

0
2

 
ｿ
ｹ ｯ

ﾄ
 

（
東

洋
ﾌ
ｨ
ｯ
ﾃ
ｨﾝ

ｸ
ﾞ）

 

B0
5

0
1
 

0
3

 
Ｔ

 
B0

5
0
1
 

0
4

 
ﾕ
ﾆｵ

ﾝ
 

B0
5

0
1
 

0
5

 
ｷ
ｬｯ

ﾌﾟ
 

B0
5

0
1
 

0
6

 
水

栓
ｴﾙ

ﾎﾞ
 

B0
5

0
1
 

0
7

 
水

栓
Ｔ

 
B0

5
0
1
 

0
8

 
水

栓
ｿｹ

ｯ
ﾄ
 

B0
5

0
1
 

0
9

 
絶

縁
ﾌﾗ

ﾝ
ｼﾞ

(J
I
S
 
5K

)
 

B0
5

0
1
 

1
0

 
絶

縁
ﾌﾗ

ﾝ
ｼﾞ

(J
I
S
1
0K

)
 

B0
5

0
1
 

1
1

 
お

す
ｱﾀ

ﾞ
ﾌ
ﾟ
ﾀｰ

Ａ
 

B0
5

0
1
 

1
2

 
め

す
ｱﾀ

ﾞ
ﾌ
ﾟ
ﾀｰ

Ａ
 

B0
5

0
1
 

1
3

 
ﾌ
ｨｯ

ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸﾞ

ﾚ
ｼ
ﾞ
ｭｰ

ｻ
 

 
B0

5
0
1
 

1
4

 
9
0
°

ｴ
ﾙ
ﾎﾞ

Ｂ
 

 
B0

5
0
1
 

1
5

 
4
5
°

ｴ
ﾙ
ﾎﾞ

Ｂ
 

 
B0

5
0
1
 

1
6

 
9
0
°

ｴ
ﾙ
ﾎﾞ

Ｃ
 

 
B0

5
0
1
 

1
7

 
4
5
°

ｴ
ﾙ
ﾎﾞ

Ｃ
 

 
B0

5
0
1
 

1
8

 
お

す
ｱﾀ

ﾞ
ﾌ
ﾟ
ﾀｰ

Ｂ
 

 
B0

5
0
1
 

1
9

 
め

す
ｱﾀ

ﾞ
ﾌ
ﾟ
ﾀｰ

Ｂ
 

 
B0

5
0
1
 

2
0

合
成

樹
脂

管
継

手
 

そ
の

他
 

 
 

B0
6

0
0
 

0
0

 排
水

用
硬

質
塩

化
ﾋ
ﾞﾆ

ﾙ
管

継
手

 
そ

の
他

 
J
IS

 
K
 
67
3
9
 

B0
6

0
1
 

0
0

 
9
0
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

（
積

水
化

学
）

 
B0

6
0
1
 

0
1

 
9
0
°

大
曲

り
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

6
0
1
 

0
2

 
4
5
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

B0
6

0
1
 

0
3

 
 

ｿ
ｹｯ

ﾄ
ｲ
ﾝｸ

ﾘ
ｰ
ｻﾞ

 
B0

6
0
1
 

0
4

 
4
5
°

Ｙ
 

B0
6

0
1
 

0
5

 
9
0
°

Ｙ
 

B0
6

0
1
 

0
6

 
9
0
°

大
曲

り
Ｙ

 
B0

6
0
1
 

0
7

 
9
0
°

大
曲

り
両

Ｙ
 

B0
6

0
1
 

0
8

 
排

水
用

ﾊﾞ
ﾙ
ﾌ
ﾞ
ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

B0
6

0
1
 

0
9

 
差

込
ｿｹ

ｯ
ﾄ
 

B0
6

0
1
 

1
0

 
や

り
と

り
ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

B0
6

0
1
 

1
1

 
Ｍ

Ｙ
ｼﾞ

ｮｲ
ﾝ
ﾄ
 

B0
6

0
1
 

1
2

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼ
ﾞ
型

掃
除

口
 

B0
6

0
1
 

1
3

 
ﾈ
ｼ
ﾞ式

掃
除

口
 

B0
6

0
1
 

1
4

 
鋼

管
用

ｱﾀ
ﾞ
ﾌ
ﾟ
ﾀｰ

 
B0

6
0
1
 

1
5

 
掃

除
口

付
き

9
0
°

大
曲

り
Ｙ

 
B0

6
0
1
 

1
6

 
通

気
口

 
B0

6
0
1
 

1
7

  
伸

縮
継

手
 

B0
6

0
1
 

1
8
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名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
称

 
備

 
 

考
 

コ
ー

ド
 

大
分

類
名

称
 

中
分

類
名

称
 

小
分

類
名

称
 

 
大

 
中

 
小

 合
成

樹
脂

管
継

手
 

排
水

用
耐

火
二

層
管

継
手

 
そ

の
他

 
（

ﾄ
ｰｱ

ﾄ
ﾐ
ｼﾞ

）
 

B0
6
 

0
2
 

0
0

 
 9
0
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

6
 

0
2
 

0
1

 
 9
0
°

大
曲

り
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

6
 

0
2
 

0
2

 
 4
5
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

6
 

0
2
 

0
3

 
 ｿ

ｹ
ｯﾄ

ｲ
ﾝｸ

ﾘ
ｰ
ｻﾞ

 
 
B0

6
 

0
2
 

0
4

 
 4
5
°

Ｙ
 

 
B0

6
 

0
2
 

0
5

 
 9
0
°

小
曲

り
Ｙ

 
 
B0

6
 

0
2
 

0
6

 
 9
0
°

大
曲

り
Ｙ

 
 
B0

6
 

0
2
 

0
7

 
 9
0
°

大
曲

り
両

Ｙ
 

 
B0

6
 

0
2
 

0
8

 
 

ﾊ
ﾞ
ﾙﾌ

ﾞ
ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

 
B0

6
 

0
2
 

0
9

 
 掃

除
口

 
 
B0

6
 

0
2
 

1
0

 
 台

付
ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

 
B0

6
 

0
2
 

1
1

 
 伸

縮
片

受
け

ｿｹ
ｯ
ﾄ
 

 
B0

6
 

0
2
 

1
2

 
 補

修
用

ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

 
B0

6
 

0
2
 

1
3

 
 ﾍ

ﾞ
ﾝﾄ

ﾞ
9
0°

 
 

B0
6
 

0
2
 

1
4

 
 ﾍ

ﾞ
ﾝﾄ

ﾞ
1
0°

 
 

B0
6
 

0
2
 

1
5

 
 ﾍ

ﾞ
ﾝﾄ

ﾞ
直

 
 

B0
6
 

0
2
 

1
6

 
 洋

風
排

便
立

管
 

 
B0

6
 

0
2
 

1
7

 
 和

風
排

便
立

管
 

 
B0

6
 

0
2
 

1
8

 
 ﾄ

ﾗ
ｯﾌ

ﾟ
ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

 
B0

6
 

0
2
 

1
9

 
 ﾄ

ﾗ
ｯﾌ

ﾟ
ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

 
B0

6
 

0
2
 

2
0

 水
道

用
硬

質
塩

化
ﾋ
ﾞﾆ

ﾙ
管

継
手

 
そ

の
他

 
J
IS

 
K
 
67
4
3
 

B0
6
 

1
1
 

0
0

 
 ｴ

ﾙ
ﾎﾞ

 
（

積
水

化
学

）
 

B0
6
 

1
1
 

0
1

 
 4
5
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

6
 

1
1
 

0
2

 
 ｿ

ｹ
ｯﾄ

 
 
B0

6
 

1
1
 

0
3

 
 ﾁ

ｰ
ｽﾞ

 
 
B0

6
 

1
1
 

0
4

 
 ｷ

ｬ
ｯﾌ

ﾟ
 

 
B0

6
 

1
1
 

0
5

 
 給

水
栓

用
ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

 
B0

6
 

1
1
 

0
6

 
 給

水
栓

用
ﾁ
ｰｽ

ﾞ
 

 
B0

6
 

1
1
 

0
7

 
 給

水
栓

用
ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

 
B0

6
 

1
1
 

0
8

 
 ﾊ

ﾞ
ﾙﾌ

ﾞ
ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

 
B0

6
 

1
1
 

0
9

 
 ｲ

ﾝ
ｻｰ

ﾄ
ﾊﾞ

ﾙ
ﾌ
ﾞ
ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

 
B0

6
 

1
1
 

1
0

 
 ｴ

ﾗ
ｽ ｼ

ﾞ
ｮ
ｲﾝ

ﾄ
(
銅

鉛
管

用
)
 

 
B0

6
 

1
1
 

1
1

 
 ｴ

ﾗ
ｽｼ

ﾞ
ｮ
ｲﾝ

ﾄ
(
鋼

管
用

ｵ
ﾈｼ

ﾞ
) 

 
B0

6
 

1
1
 

1
2

 
 ｴ

ﾗ
ｽｼ

ﾞ
ｮ
ｲﾝ

ﾄ
(
鋼

管
用

ﾒ
ﾈｼ

ﾞ
) 

 
B0

6
 

1
1
 

1
3

 
 Ｔ

Ｓ
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(J

I
S
5
K)

 
 
B0

6
 

1
1
 

1
4

 
 

Ｔ
Ｓ

ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(J

I
S
1
0K

)
 

 
B0

6
 

1
1
 

1
5

 
 座

つ
き

給
水

栓
用

ｴ
ﾙ
ﾎﾞ

 
 

B0
6
 

1
1
 

1
6

 
 首

長
給

水
栓

用
ｴﾙ

ﾎ
ﾞ
 

 
B0

6
 

1
1
 

1
7

 
 ﾕ

ﾆ
ｵﾝ

ｿ
ｹ
ｯﾄ

 
 

B0
6
 

1
1
 

1
8

 
 Ｔ

Ｓ
9
0°

ﾍ
ﾞﾝ

ﾄ
ﾞ
 

 
B0

6
 

1
1
 

1
9

 
 Ｔ

Ｓ
4
5°

ﾍ
ﾞﾝ

ﾄ
ﾞ
 

 
B0

6
 

1
1
 

2
0

 
 Ｔ

Ｓ
2
2 

1
/
2°

ﾍ
ﾞﾝ

ﾄ
ﾞ
 

 
B0

6
 

1
1
 

2
1

 
 Ｔ

Ｓ
1
1 

1
/
4°

ﾍ
ﾞﾝ

ﾄ
ﾞ
 

 
B0

6
 

1
1
 

2
2

 
 Ｔ

Ｓ
5
 5

/
8
°

ﾍﾞ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
 

 
B0

6
 

1
1
 

2
3

 
 Ｓ

ﾍ
ﾞﾝ

ﾄﾞ
 

 
B0

6
 

1
1
 

2
4

 
 ｼ

ﾝ
ﾌﾟ

ﾙ
ｼﾞ

ｮ
ｲﾝ

ﾄ
 

 
B0

6
 

1
1
 

2
5

 
 分

水
栓

付
き

分
岐

ｻ
ﾄ
ﾞﾙ

 
 

B0
6
 

1
1
 

2
6
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名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
称

 
備

 
 

考
 

コ
ー

ド
 

大
分

類
名

称
 

中
分

類
名

称
 

小
分

類
名

称
 

 
大

 
中

 
小

  合
成

樹
脂

管
継

手
 

水
道

用
硬

質
塩

化
ﾋ
ﾞﾆ

ﾙ
管

継
手

 
鋳

鉄
製

分
岐

ｻﾄ
ﾞ
ﾙ
 

 
B0

6
1
1
 

2
7

 
ｴ
ﾗｽ

ｼ
ﾞ
ｮ
ｲﾝ

ﾄ
(
ﾎ
ﾟﾘ

ｴ
ﾁ
ﾚ
ﾝ用

)
 

 
B0

6
1
1
 

2
8

 
ｴ
ﾗｽ

ｼ
ﾞ
ｮ
ｲﾝ

ﾄ
(
量

水
計

用
)
 

 
B0

6
1
1
 

2
9

 
ｴ
ﾗ
ｽ
ｼ
ﾞｮ

ｲ
ﾝ
ﾄ
(
分

水
止

水
せ

ん
用

)
 

B0
6

1
1
 

3
0

 
そ

の
他

 
J
WW

A
 
K
 1

1
9
 

B0
6

1
2
 

0
0

 水
道

用
耐

衝
撃

性
硬

質
塩

化
ﾋ
ﾞ
ﾆ
ﾙ管

継
手

ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

（
積

水
化

学
）

 
B0

6
1
2
 

0
1

 
4
5
°

ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

6
1
2
 

0
2

 
ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

B0
6

1
2
 

0
3

 
ﾁ
ｰ
ｽﾞ

 
B0

6
1
2
 

0
4

 
ｷ
ｬｯ

ﾌﾟ
 

B0
6

1
2
 

0
5

 
給

水
栓

用
ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

B0
6

1
2
 

0
6

 
 

給
水

栓
用

ﾁ
ｰｽ

ﾞ
 

B0
6

1
2
 

0
7

 
給

水
栓

用
ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

B0
6

1
2
 

0
8

 
ﾊ
ﾞ
ﾙﾌ

ﾞ
ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

B0
6

1
2
 

0
9

 
ｲ
ﾝ ｻ

ｰ
ﾄ
ﾊ
ﾞﾙ

ﾌ
ﾞ
ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

B0
6

1
2
 

1
0

 
ｴ
ﾗｽ

ｼ
ﾞ
ｮ
ｲﾝ

ﾄ
(
銅

鉛
管

用
)
 

B0
6

1
2
 

1
1

 
ｴ
ﾗｽ

ｼ
ﾞ
ｮ
ｲﾝ

ﾄ
(
鋼

管
用

ｵ
ﾈｼ

ﾞ
) 

B0
6

1
2
 

1
2

 
ｴ
ﾗｽ

ｼ
ﾞ
ｮ
ｲﾝ

ﾄ
(
鋼

管
用

ﾒ
ﾈｼ

ﾞ
) 

B0
6

1
2
 

1
3

 
Ｔ

Ｓ
ﾌﾗ

ﾝ
ｼﾞ

(J
I
S
5
K)

 
B0

6
1
2
 

1
4

 
Ｔ

Ｓ
ﾌﾗ

ﾝ
ｼﾞ

(J
I
S
1
0K

)
 

B0
6

1
2
 

1
5

 
座

つ
き

給
水

栓
用

ｴ
ﾙ
ﾎﾞ

 
 

B0
6

1
2
 

1
6

 
首

長
給

水
栓

用
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

6
1
2
 

1
7

 
ﾕ
ﾆｵ

ﾝ
ｿ
ｹ
ｯﾄ

 
 

B0
6

1
2
 

1
8

 
Ｔ

Ｓ
90

°
ﾍ
ﾞﾝ

ﾄ
ﾞ
 

 
B0

6
1
2
 

1
9

 
Ｔ

Ｓ
45

°
ﾍ
ﾞﾝ

ﾄ
ﾞ
 

 
B0

6
1
2
 

2
0

 
Ｔ

Ｓ
22

 
1
/
2°

ﾍ
ﾞﾝ

ﾄ
ﾞ
 

 
B0

6
1
2
 

2
1

 
Ｔ

Ｓ
11

 
1
/
4°

ﾍ
ﾞﾝ

ﾄ
ﾞ
 

 
B0

6
1
2
 

2
2

 
Ｔ

Ｓ
5 

5
/
8
°

ﾍﾞ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
 

 
B0

6
1
2
 

2
3

 
Ｓ

ﾍ
ﾞﾝ

ﾄ
ﾞ
 

 
B0

6
1
2
 

2
4

 
ｴ
ﾗｽ

ｼ
ﾞ
ｮ
ｲﾝ

ﾄ
(
ﾎ
ﾟﾘ

ｴ
ﾁ
ﾚ
ﾝ用

)
 

 
B0

6
1
2
 

2
5

 
ｴ
ﾗｽ

ｼ
ﾞ
ｮ
ｲﾝ

ﾄ
(
量

水
計

用
)
 

 
B0

6
1
2
 

2
6

 
ｴ
ﾗｽ

ｼ
ﾞｮ

ｲ
ﾝﾄ
(
分

水
止

水
せ

ん
用
)

 
B0

6
1
2
 

2
7

 耐
熱

性
硬

質
塩

化
ﾋ
ﾞﾆ

ﾙ
管

継
手

 
そ

の
他

 
（

積
水

化
学

）
 

B0
6

1
3
 

0
0

 
ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

 
B0

6
1
3
 

0
1

 
ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

B0
6

1
3
 

0
2

 
ﾁ
ｰｽ

ﾞ
 

B0
6

1
3
 

0
3

 
ｷ
ｬｯ

ﾌﾟ
 

B0
6

1
3
 

0
4

 
 

給
水

栓
用

ｴ
ﾙﾎ

ﾞ
 

B0
6

1
3
 

0
5

 
給

水
栓

用
ﾁ
ｰｽ

ﾞ
 

B0
6

1
3
 

0
6

 
給

水
栓

用
ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

B0
6

1
3
 

0
7

 
ﾊ
ﾞ
ﾙﾌ

ﾞ
ｿ
ｹｯ

ﾄ
 

B0
6

1
3
 

0
8

 
Ｔ

Ｓ
ﾌﾗ

ﾝ
ｼﾞ

(J
I
S
1
0K

)
 

B0
6

1
3
 

0
9

 
9
0
°

ﾍ
ﾞﾝ

ﾄ
ﾞ
 

 
B0

6
1
3
 

1
0

 
4
5
°

ﾍ
ﾞﾝ

ﾄ
ﾞ
 

 
B0

6
1
3
 

1
1

 
2
2 

1
/
2
°

ﾍﾞ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
 

 
B0

6
1
3
 

1
2

 
1
1 

1
/
4
°

ﾍﾞ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
 

 
B0

6
1
3
 

1
3

 
首

長
給

水
栓

用
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
 

 
B0

6
1
3
 

1
4

 
ﾕ
ﾆｵ

ﾝ
継

手
鋼

管
用

ｵ
ｽﾈ

ｼ
ﾞ
 

 
B0

6
1
3
 

1
5
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名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
称

 
備

 
 

考
 

コ
ー

ド
 

大
分

類
名

称
 

中
分

類
名

称
 

小
分

類
名

称
 

 
大

 
中

 
小

 合
成

樹
脂

管
継

手
 

耐
熱

性
硬

質
塩

化
ﾋ
ﾞﾆ

ﾙ
管

継
手

 
ﾕ
ﾆｵ

ﾝ
継

手
鋼

管
用

ﾒ
ｽﾈ

ｼ
ﾞ
 

 
B0

6
 

1
3
 

1
6

 
 伸

縮
継

手
ﾙ
ｰﾌ

ﾟ
型

 
 

B0
6
 

1
3
 

1
7

 
 伸

縮
継

手
Ｕ

型
 

 
B0

6
 

1
3
 

1
8

 ポ
リ

ブ
テ

ン
管

継
手

 
そ

の
他

 
J
IS

 
K
 
67
7
9
 

B0
6
 

1
5
 

0
0

 
 ｴ

ﾙﾎ
ﾞ
 

B0
6
 

1
5
 

0
1

 
 ｿ

ｹｯ
ﾄ
 

B0
6
 

1
5
 

0
2

 
 ﾁ

ｰｽ
ﾞ
 

（
日

本
鋼

管
継

手
）

 

B0
6
 

1
5
 

0
3

 
 ｷ

ｬｯ
ﾌﾟ

 
 
B0

6
 

1
5
 

0
4

 
 Ｙ

字
継

手
 

 
B0

6
 

1
5
 

0
5

 
 ﾌ

ﾗﾝ
ｼﾞ

(
JI

S
5
K
) 

 
B0

6
 

1
5
 

0
6

 
 ﾌ

ﾗ ﾝ
ｼﾞ

(
JI

S
1
0
K)

 
 
B0

6
 

1
5
 

0
7

 
 

ﾊ
ﾞ
ﾙﾌ

ﾞ
ｿ
ｹｯ

ﾄ
(
お

ﾈ
ｼﾞ

付
き

)
 

 
B0

6
 

1
5
 

0
8

 
 ﾊ

ﾞ
ﾙﾌ

ﾞ
ｿ
ｹｯ

ﾄ
(
め

ﾈ
ｼﾞ

付
き

)
 

 
B0

6
 

1
5
 

0
9

 
 給

水
栓

用
座

付
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
(
両

座
付

)
 

 
B0

6
 

1
5
 

1
0

 
 給

水
栓

用
座

付
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
(
上

座
付

)
 

 
B0

6
 

1
5
 

1
1

 
 給

水
栓

用
座

付
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ
(
後

座
付

)
 

 
B0

6
 

1
5
 

1
2

 換
気

用
塩

化
ﾋﾞ

ﾆ
ﾙ
２

管
路

管
継

手
 

そ
の

他
 

（
ﾄ
ｰｱ

ﾄ
ﾐ
ｼﾞ

）
 

B0
6
 

2
1
 

0
0

 
 水

平
90

°
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ(

ｿ
ｹ
ｯﾄ

ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ)

 
 

B0
6
 

2
1
 

0
1

 
 水

平
45

°
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ(

ｿ
ｹ
ｯﾄ

ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ)

 
 
B0

6
 

2
1
 

0
2

 
 ｿ

ｹｯ
ﾄ
(
ｿ
ｹｯ

ﾄ
ﾀ
ｲ
ﾌﾟ

)
 

 
B0

6
 

2
1
 

0
3

 
 ﾁ

ｰｽ
ﾞ
(
ｿ
ｹｯ

ﾄ
ﾀ
ｲ
ﾌﾟ

)
 

 
B0

6
 

2
1
 

0
4

 
 垂

直
45

°
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ(

ｿ
ｹ
ｯﾄ

ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ)

 
 
B0

6
 

2
1
 

0
5

 
 水

平
90

°
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ(

ﾉ
ｰ
ﾏﾙ

ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ)

 
 
B0

6
 

2
1
 

0
6

 
 水

平
45

°
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ(

ﾉ
ｰ
ﾏﾙ

ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ)

 
 
B0

6
 

2
1
 

0
7

 
 ｿ

ｹｯ
ﾄ
 
(
ﾉｰ

ﾏ
ﾙ
ﾀ
ｲﾌ

ﾟ
)
 

 
B0

6
 

2
1
 

0
8

 
 ﾁ

ｰｽ
ﾞ
(
ﾉ
ｰﾏ

ﾙ
ﾀ
ｲ
ﾌﾟ

)
 

 
B0

6
 

2
1
 

0
9

 
 垂

直
45

°
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ(

ﾉ
ｰ
ﾏﾙ

ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ)

 
 
B0

6
 

2
1
 

1
0

 換
気

用
耐

火
２

管
路

管
継

手
 

そ
の

他
 

（
ﾄ
ｰｱ

ﾄ
ﾐ
ｼﾞ

）
 

B0
6
 

2
2
 

0
0

 
 水

平
90

°
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ 

 
B0

6
 

2
2
 

0
1

 
 水

平
45

°
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ 

 
B0

6
 

2
2
 

0
2

 
 ｿ

ｹｯ
ﾄ
 

 
B0

6
 

2
2
 

0
3

 
 ﾁ

ｰｽ
ﾞ
 

 
B0

6
 

2
2
 

0
4

 
 垂

直
45

°
ｴ
ﾙ
ﾎ
ﾞ 

 
B0

6
 

2
2
 

0
5
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名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

称
 

備
 

 
考
 

コ
ー

ド
 

大
分

類
名

称
 

中
分

類
名

称
 

小
分

類
名

称
 

 
大

 
中

 
小

  フ
ラ

ン
ジ

 
そ

の
他

 
 

 
B1

0
0
0
 

0
0

 鋳
鉄

製
ね

じ
込

み
フ

ラ
ン

ジ
 

そ
の

他
 

J
IS

 
B
 
22

1
0
 

B1
0

0
1
 

0
0

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
 
5
K)

・
黒

 
 

B1
0

0
1
 

0
1

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
1
0
K)

・
黒

 
B1

0
0
1
 

0
2

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
1
6
K)

・
黒

 
B1

0
0
1
 

0
3

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
2
0
K)

・
黒

 
B1

0
0
1
 

0
4

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
 
5
K)

・
白

 
B1

0
0
1
 

1
1

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
1
0
K)

・
白

 
B1

0
0
1
 

1
2

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
1
6
K)

・
白

 
B1

0
0
1
 

1
3

 
 

ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
2
0
K)

・
白

 
B1

0
0
1
 

1
4

 鋼
製

溶
接

式
フ

ラ
ン

ジ
 

そ
の

他
 

J
IS

 
B
 
22

2
0
 

B1
0

0
2
 

0
0

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
 
5
K)

・
黒

 
 

B1
0

0
2
 

0
1

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
1
0
K)

・
黒

 
B1

0
0
2
 

0
2

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
1
6
K)

・
黒

 
B1

0
0
2
 

0
3

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
2
0
K)

・
黒

 
B1

0
0
2
 

0
4

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
 
5
K)

・
白

 
B1

0
0
2
 

1
1

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
1
0
K)

・
白

 
B1

0
0
2
 

1
2

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
1
6
K)

・
白

 
B1

0
0
2
 

1
3

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
2
0
K)

・
白

 
B1

0
0
2
 

1
4

 ス
テ

ン
レ

ス
製

溶
接

式
フ

ラ
ン

ジ
 

そ
の

他
 

 
B1

0
0
3
 

0
0

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
 
5
K)

 
B1

0
0
3
 

0
1

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
1
0
K)

 
B1

0
0
3
 

0
2

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
2
0
K)

 
B1

0
0
3
 

0
3

 
鋼

製
閉

止
フ

ラ
ン

ジ
 

そ
の

他
 

J
IS

 
B
 
22

2
0
 

B1
0

1
1
 

0
0

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
 
5
K)

・
黒

 
 

B1
0

1
1
 

0
1

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
1
0
K)

・
黒

 
B1

0
1
1
 

0
2

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
1
6
K)

・
黒

 
B1

0
1
1
 

0
3

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
2
0
K)

・
黒

 
B1

0
1
1
 

0
4

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
 
5
K)

・
白

 
B1

0
1
1
 

1
1

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
1
0
K)

・
白

 
B1

0
1
1
 

1
2

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
1
6
K)

・
白

 
B1

0
1
1
 

1
3

  
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
2
0
K)

・
白

 
B1

0
1
1
 

1
4

 ス
テ

ン
レ

ス
製

閉
止

フ
ラ

ン
ジ

 
そ

の
他

 
 

B1
0

1
2
 

0
0

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
 
5
K)

 
B1

0
1
2
 

0
1

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
1
0
K)

 
B1

0
1
2
 

0
2

 
ﾌ
ﾗﾝ

ｼﾞ
(
JI

S
2
0
K)

 
B1

0
1
2
 

0
3
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３

．
バ

ル
ブ

コ
ー

ド
 名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

称
 

備
 

 
考
 

コ
ー

ド
 

大
分

類
名

称
 

中
分

類
名

称
 

小
分

類
名

称
 

 
大

 
中

 
小

 そ
の

他
 

 
 

 
C0

0
 

0
0
 

0
0

仕
切

弁
（

ゲ
ー

ト
弁

）
 
そ

の
他

 
 

 
C0

1
 

0
0
 

0
0

青
銅

製
仕

切
弁

 
そ

の
他

 
 

C0
1
 

0
1
 

0
0

 

 J
I
S
 
5K

(
ね

じ
込

み
)
 

J
IS

 
B
 
20

1
1
 

C0
1
 

0
1
 

0
1

 
 J
I
S
1
0K

(
ね

じ
込

み
)
 

（
Ｋ

Ｉ
Ｔ

Ｚ
）

 
C0

1
 

0
1
 

0
2

 
  
5
K
型

(コ
ア

付
ね

じ
込

み
)
 

 
C0

1
 

0
1
 

0
3

 
 1
0
K
型

(コ
ア

付
ね

じ
込

み
)
 

 
C0

1
 

0
1
 

0
4

 
  
5
K
型

(銅
管

用
)
 

 
C0

1
 

0
1
 

0
5

 
 1
0
K
型

(銅
管

用
)
 

 
C0

1
 

0
1
 

0
6

 
 1
0
K
型

(埋
設

用
ね

じ
込

み
)
 

 
C0

1
 

0
1
 

0
7

 
 1
0
K
型

(埋
設

用
ね

コ
ア
付

じ
込

み
)
 

 
C0

1
 

0
1
 

0
8

 
 J
I
S
1
0K

(
Ｆ

形
) 

 
C0

1
 

0
1
 

0
9

 鋳
鉄

製
仕

切
弁

 
そ

の
他

 
 

C0
1
 

0
2
 

0
0

 
 J
I
S
 
5K

(
Ｆ

形
外

ね
じ

)
 

J
IS

 
B
 
20

3
1
 

C0
1
 

0
2
 

0
1

 
 J
I
S
1
0K

(
Ｆ

形
外

ね
じ

)
 

（
Ｋ

Ｉ
Ｔ

Ｚ
）

 
C0

1
 

0
2
 

0
2

 
 J
I
S
1
0K

(
Ｆ

形
内

ね
じ

)
 

 
C0

1
 

0
2
 

0
3

 
 J
I
S
 
5K

(
Ｆ

形
ﾅｲ

ﾛ
ﾝ
ｺ
ｰﾃ

ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ外

ね
じ

)
 
 

C0
1
 

0
2
 

0
4

 
 J
I
S
1
0K

(
Ｆ

形
ﾅｲ

ﾛ
ﾝ
ｺ
ｰﾃ

ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ外

ね
じ

)
 
 

C0
1
 

0
2
 

0
5

 ス
テ

ン
レ

ス
製

仕
切

弁
 

そ
の

他
 

 
C0

1
 

0
3
 

0
0

 
 J
I
S
1
0K

(
ね

じ
込

み
)
 

 
C0

1
 

0
3
 

0
1

 
 J
I
S
1
0K

(
Ｆ

形
) 

 
C0

1
 

0
3
 

0
2

 
 J
I
S
20

K
(
Ｆ

形
) 

 
C0

1
 

0
3
 

0
3

 ダ
ク

タ
イ

ル
製

仕
切

弁
 

そ
の

他
 

 
C0

1
 

0
4
 

0
0

 
 J
I
S
1
0K

(
ね

じ
込

み
)
 

 
C0

1
 

0
4
 

0
1

 
 J
I
S
16

K
(
ね

じ
込

み
)
 

 
C0

1
 

0
4
 

0
2

 
 J
I
S
2
0K

(
ね

じ
込

み
)
 

 
C0

1
 

0
4
 

0
3

 
 J
I
S
1
0K

(
Ｆ

形
) 

 
C0

1
 

0
4
 

0
4

 
 J
I
S
1
0K

(
Ｆ

形
外

ね
じ

)
 

 
C0

1
 

0
4
 

0
5

 
 J
I
S
16

K
(
Ｆ

形
外

ね
じ

)
 

 
C0

1
 

0
4
 

0
6

 
 J
I
S
20

K
(
Ｆ

形
外

ね
じ

)
 

 
C0

1
 

0
4
 

0
7

玉
形

弁
（

グ
ロ

ー
ブ

弁
） 

そ
の

他
 

 
 

C0
2
 

0
0
 

0
0

 
青

銅
製

玉
形

弁
 

そ
の

他
 

 
C0

2
 

0
1
 

0
0

 
J
I
S
 
5K

(
ね

じ
込

み
)
 

J
IS

 
B
 
20

1
1
 

C0
2
 

0
1
 

0
1

 

 J
I
S
1
0K

(
ね

じ
込

み
)
 

（
Ｋ

Ｉ
Ｔ

Ｚ
）

 
C0

2
 

0
1
 

0
2

  
 
5
K
型

(銅
管

用
)
 

 
C0

2
 

0
1
 

0
3

  
1
0
K
型

(銅
管

用
)
 

 
C0

2
 

0
1
 

0
4

  
J
I
S
1
0K

(
Ｆ

形
) 

 
C0

2
 

0
1
 

0
5

 鋳
鉄

製
玉

形
弁

 
そ

の
他

 
 

C0
2
 

0
2
 

0
0

  
J
I
S
1
0K

(
Ｆ

形
) 

（
Ｋ

Ｉ
Ｔ

Ｚ
）

 
C0

2
 

0
2
 

0
1

  
J
I
S
1
0K

(
Ｆ

形
ﾅｲ

ﾛ
ﾝ
ｺ
ｰﾃ

ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ外

ね
じ

)
 
 

C0
2
 

0
2
 

0
2

 ス
テ

ン
レ

ス
製

玉
形

弁
 

そ
の

他
 

 
C0

2
 

0
3
 

0
0

  
J
I
S
 
5K

(
ね

じ
込

み
)
 

 
C0

2
 

0
3
 

0
1

  
J
I
S
1
0K

(
ね

じ
込

み
)
 

 
C0

2
 

0
3
 

0
2

  
J
I
S
1
0K

(
Ｆ

形
) 

 
C0

2
 

0
3
 

0
3

  
J
I
S
2
0K

(
Ｆ

形
) 

 
C0

2
 

0
3
 

0
4
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名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
称

 
備

 
 

考
 

コ
ー

ド
 

大
分

類
名

称
 

中
分

類
名

称
 

小
分

類
名

称
 

 
大

 
中

 
小

 玉
形

弁
（

グ
ロ

ー
ブ

弁
） 

ダ
ク

タ
イ

ル
製

玉
形

弁
 

そ
の

他
 

 
C0

2
0
4
 

0
0

  
J
I
S
1
0K

(
ね

じ
込

み
)
 

 
C0

2
0
4
 

0
1

  
J
I
S
16

K
(
ね

じ
込

み
)
 

 
C0

2
0
4
 

0
2

  
J
I
S
2
0K

(
ね

じ
込

み
)
 

 
C0

2
0
4
 

0
3

  
J
I
S
1
0K

(
Ｆ

形
外

ね
じ

)
 

 
C0

2
0
4
 

0
4

  
J
I
S
16

K
(
Ｆ

形
外

ね
じ

)
 

 
C0

2
0
4
 

0
5

  
J
I
S
20

K
(
Ｆ

形
外

ね
じ

)
 

 
C0

2
0
4
 

0
6

逆
止

弁
（

チ
ャ

ッ
キ

弁
） 

そ
の

他
 

 
 

C0
3

0
0
 

0
0

 
ｽ
ｲ
ﾝｸ

ﾞ
型

逆
止

弁
 

そ
の

他
 

 
C0

3
0
1
 

0
0

 
J
I
S
1
0K

(
青

銅
製

ね
じ

込
み

)
 

J
IS

 
B
 
20

1
1
 

C0
3

0
1
 

0
1

 

1
0
K
型

(青
銅

製
コ

ア
付

ね
じ

込
み

)
 

（
Ｋ

Ｉ
Ｔ

Ｚ
）

 
C0

3
0
1
 

0
2

 
1
2
5
型

(青
銅

製
銅

管
用

) 
C0

3
0
1
 

0
3

 
J
I
S
1
0K

(
鋳

鉄
製

Ｆ
形

)
 

J
IS

 
B
 
20

3
1
 

C0
3

0
1
 

1
1

 
J
I
S
1
0k

(
青

銅
製

Ｆ
形

)
 

 
C0

3
0
1
 

1
2

 
J
I
S
1
0k

(
ス

テ
ン

レ
ス

製
ね

じ
込

み
) 

 
C0

3
0
1
 

1
3

 
J
I
S
1
0k

(
ス

テ
ン

レ
ス

製
Ｆ

形
)
 

 
C0

3
0
1
 

1
4

 
J
I
S
2
0k

(
ス

テ
ン

レ
ス

製
Ｆ

形
)
 

 
C0

3
0
1
 

1
5

 
J
I
S
1
0K

(
ダ

ク
タ

イ
ル

製
Ｆ

形
)
 

 
C0

3
0
1
 

1
6

 
J
I
S
16

K
(
ダ

ク
タ

イ
ル

製
Ｆ

形
)
 

 
C0

3
0
1
 

1
7

 
J
I
S
2
0K

(
ダ

ク
タ

イ
ル

製
Ｆ

形
)
 

 
C0

3
0
1
 

1
8

 リ
フ

ト
型

逆
止

弁
 

そ
の

他
 

 
C0

3
0
2
 

0
0

 
1
0
K
型

(青
銅

製
ね

じ
込

み
)
 

（
Ｋ

Ｉ
Ｔ

Ｚ
）

 
C0

3
0
2
 

0
1

 
1
0
K
型

(青
銅

製
コ

ア
付

ね
じ

込
み

)
 

C0
3

0
2
 

0
2

 
J
I
S
1
0k

(
ス

テ
ン

レ
ス

製
ね

じ
込

み
) 

 
C0

3
0
2
 

0
3

 
J
I
S
1
0k

(
ス

テ
ン

レ
ス

製
Ｆ

形
)
 

 
C0

3
0
2
 

0
4

 
J
I
S
2
0k

(
ス

テ
ン

レ
ス

製
Ｆ

形
)
 

 
C0

3
0
2
 

0
5

 
J
I
S
1
0K

(
ダ

ク
タ

イ
ル

製
ね

じ
込

み
) 

 
C0

3
0
2
 

0
6

 
J
I
S
16

K
(
ダ

ク
タ

イ
ル

製
ね

じ
込

み
) 

 
C0

3
0
2
 

0
7

 
J
I
S
2
0K

(
ダ

ク
タ

イ
ル

製
ね

じ
込

み
) 

 
C0

3
0
2
 

0
8

 
J
I
S
1
0K

(
ダ

ク
タ

イ
ル

製
Ｆ

形
)
 

 
C0

3
0
2
 

0
9

 
J
I
S
16

K
(
ダ

ク
タ

イ
ル

製
Ｆ

形
)
 

 
C0

3
0
2
 

1
0

 
J
I
S
2
0K

(
ダ

ク
タ

イ
ル

製
Ｆ

形
)
 

C0
3

0
2
 

1
1

 ウ
エ

ハ
ー

型
逆

止
弁

 
そ

の
他

 
 

C0
3

0
3
 

0
0

  
1
0
K
型

(鋳
鉄

製
)
 

（
Ｋ

Ｉ
Ｔ

Ｚ
）

 
C0

3
0
3
 

0
1

  
J
I
S
1
0k

(
青

銅
製

Ｆ
形

)
 

 
C0

3
0
3
 

0
2

  
J
I
S
1
0k

(
ス

テ
ン

レ
ス

製
Ｆ

形
)
 

 
C0

3
0
3
 

0
3

  
J
I
S
1
0K

(
ダ

ク
タ

イ
ル

製
Ｆ

形
)
 

 
C0

3
0
3
 

0
4

  
J
I
S
2
0K

(
ダ

ク
タ

イ
ル

製
Ｆ

形
)
 

 
C0

3
0
3
 

0
5

 衝
撃

吸
収

型
逆

止
弁

 
そ

の
他

 
 

C0
3

0
4
 

0
0

 
1
0
K
型

(鋳
鉄

製
Ｆ

形
)
 

（
石

崎
製

作
所

）
 
C0

3
0
4
 

0
1

 
2
0
K
型

(鋳
鉄

製
Ｆ

形
)
 

C0
3

0
4
 

0
2

バ
タ

フ
ラ

イ
弁

 
そ

の
他

 
 

 
C0

4
0
0
 

0
0

 
鋳

鉄
製

ﾊﾞ
ﾀ
ﾌ
ﾗ
ｲ弁

 
そ

の
他

 
 

C0
4

0
1
 

0
0

 
ｳ
ｫ
ｰ
ﾑ
ｷﾞ

ﾔ
式

 
(
70

0
E
)
 

C0
4

0
1
 

0
1

 
ﾛ
ｯ
ｸ
ﾚ
ﾊﾞ

ｰ
式

 
（

巴
バ

ル
ブ

）
 

C0
4

0
1
 

0
2

 
J
I
S
 
5K

 
ｳ
ｫｰ

ﾑ
ｷﾞ

ｱ
式

 
 

C0
4

0
1
 

0
3

 
J
I
S
1
0K

 
ｳ
ｫｰ

ﾑ
ｷﾞ

ｱ
式

 
 

C0
4

0
1
 

0
4

 
J
I
S
 
5K

 
ｳ
ｫｰ

ﾑ
ｷﾞ

ｱ
式

 
ﾅ
ｲ
ﾛﾝ

ｺ
ｰ
ﾃ
ｨﾝ

ｸﾞ
 

 
C0

4
0
1
 

0
5
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名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
称

 
備

 
 

考
 

コ
ー

ド
 

大
分

類
名

称
 

中
分

類
名

称
 

小
分

類
名

称
 

 
大

 
中

 
小

 バ
タ

フ
ラ

イ
弁

 
鋳

鉄
製

ﾊﾞ
ﾀ
ﾌ
ﾗ
ｲ弁

 
J
I
S
1
0K

 
ｳ
ｫｰ

ﾑ
ｷﾞ

ｱ
式

 
ﾅ
ｲ
ﾛﾝ

ｺ
ｰ
ﾃ
ｨﾝ

ｸﾞ
 

 
C0

4
 

0
1
 

0
6

 
 J
I
S
 
5K

 
ﾛ
ｯｸ

ﾚ
ﾊﾞ

ｰ
式

 
 

C0
4
 

0
1
 

0
7

 
 J
I
S
1
0K

 
ﾛ
ｯｸ

ﾚ
ﾊﾞ

ｰ
式

 
 

C0
4
 

0
1
 

0
8

 
 J
I
S
 
5K

 
ﾛ
ｯｸ

ﾚ
ﾊﾞ

ｰ
式

 
ﾅ
ｲ
ﾛﾝ

ｺ
ｰ
ﾃ
ｨﾝ

ｸﾞ
 

 
C0

4
 

0
1
 

0
9

 
 J
I
S
1
0K

 
ﾛ
ｯｸ

ﾚ
ﾊﾞ

ｰ
式

 
ﾅ
ｲ
ﾛﾝ

ｺ
ｰ
ﾃ
ｨﾝ

ｸﾞ
 

 
C0

4
 

0
1
 

1
0

 
 J
I
S
 
5K

 
ｾ
ﾝﾀ

ｰ
ﾊ
ﾝ
ﾄﾞ

ﾙ
式

 
 

C0
4
 

0
1
 

1
1

 
 J
I
S
1
0K

 
ｾ
ﾝﾀ

ｰ
ﾊ
ﾝ
ﾄﾞ

ﾙ
式

 
 

C0
4
 

0
1
 

1
2

 
 J
I
S
 5
K
 ｾ

ﾝﾀ
ｰ
ﾊ
ﾝﾄ

ﾞ
ﾙ
式

 
ﾅｲ

ﾛ
ﾝ
ｺｰ

ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸﾞ

 
C0

4
 

0
1
 

1
3

 
 J
I
S
1
0K

 ｾ
ﾝﾀ

ｰ
ﾊ
ﾝﾄ

ﾞﾙ
式

 
ﾅｲ

ﾛ
ﾝ
ｺｰ

ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸﾞ

 
C0

4
 

0
1
 

1
4

 ア
ル

ミ
製

ﾊ
ﾞ
ﾀ
ﾌ
ﾗｲ

弁
 

そ
の

他
 

 
C0

4
 

0
2
 

0
0

 
 ｳ

ｫ
ｰ
ﾑ
ｷﾞ

ﾔ
式

 
(
70

0
Z
)
 

C0
4
 

0
2
 

0
1

 
 ﾛ

ｯ
ｸ
ﾚ
ﾊﾞ

ｰ
式

 
（

巴
バ

ル
ブ

）
 

C0
4
 

0
2
 

0
2

 
 J
I
S
 
5K

 
ｳ
ｫｰ

ﾑ
ｷﾞ

ｱ
式

 
 

C0
4
 

0
2
 

0
3

 
 J
I
S
1
0K

 
ｳ
ｫｰ

ﾑ
ｷﾞ

ｱ
式

 
 

C0
4
 

0
2
 

0
4

 
 J
I
S
 
5K

 
ﾛ
ｯｸ

ﾚ
ﾊﾞ

ｰ
式

 
 

C0
4
 

0
2
 

0
5

 
 J
I
S
1
0K

 
ﾛ
ｯｸ

ﾚ
ﾊﾞ

ｰ
式

 
 

C0
4
 

0
2
 

0
6

 
 J
I
S
 
5K

 
ｾ
ﾝﾀ

ｰ
ﾊ
ﾝ
ﾄﾞ

ﾙ
式

 
 

C0
4
 

0
2
 

0
7

 
 J
I
S
1
0K

 
ｾ
ﾝﾀ

ｰ
ﾊ
ﾝ
ﾄﾞ

ﾙ
式

 
 

C0
4
 

0
2
 

0
8

 ス
テ

ン
レ

ス
製

ﾊﾞ
ﾀ
ﾌ
ﾗｲ

弁
 

そ
の

他
 

 
C0

4
 

0
3
 

0
0

 
 J
I
S
 
5K

 
ｳ
ｫｰ

ﾑ
ｷﾞ

ｱ
式

 
 

C0
4
 

0
3
 

0
1

 
 J
I
S
1
0K

 
ｳ
ｫｰ

ﾑ
ｷﾞ

ｱ
式

 
 

C0
4
 

0
3
 

0
2

 
 J
I
S
 
5K

 
ﾛ
ｯｸ

ﾚ
ﾊﾞ

ｰ
式

 
 

C0
4
 

0
3
 

0
3

 
 J
I
S
1
0K

 
ﾛ
ｯｸ

ﾚ
ﾊﾞ

ｰ
式

 
 

C0
4
 

0
3
 

0
4

 
 J
I
S
 
5K

 
ｾ
ﾝﾀ

ｰ
ﾊ
ﾝ
ﾄﾞ

ﾙ
式

 
 

C0
4
 

0
3
 

0
5

 
 J
I
S
1
0K

 
ｾ
ﾝﾀ

ｰ
ﾊ
ﾝ
ﾄﾞ

ﾙ
式

 
 

C0
4
 

0
3
 

0
6

 ダ
ク

タ
イ

ル
製

ﾊﾞ
ﾀ
ﾌ
ﾗｲ

弁
 

そ
の

他
 

 
C0

4
 

0
4
 

0
0

 
 J
I
S
 
5K

 
ｳ
ｫｰ

ﾑ
ｷﾞ

ｱ
式

 
 

C0
4
 

0
4
 

0
1

 
 J
I
S
1
0K

 
ｳ
ｫｰ

ﾑ
ｷﾞ

ｱ
式

 
 

C0
4
 

0
4
 

0
2

 
 J
I
S
1
6K

 
ｳ
ｫｰ

ﾑ
ｷﾞ

ｱ
式

 
 

C0
4
 

0
4
 

0
3

 
 J
I
S
 
5K

 
ﾛ
ｯｸ

ﾚ
ﾊﾞ

ｰ
式

 
 

C0
4
 

0
4
 

0
4

 
 J
I
S
1
0K

 
ﾛ
ｯｸ

ﾚ
ﾊﾞ

ｰ
式

 
 

C0
4
 

0
4
 

0
5

 
 J
I
S
1
6K

 
ﾛ
ｯｸ

ﾚ
ﾊﾞ

ｰ
式

 
 

C0
4
 

0
4
 

0
6

 
 J
I
S
 
5K

 
ｾ
ﾝﾀ

ｰ
ﾊ
ﾝ
ﾄﾞ

ﾙ
式

 
 

C0
4
 

0
4
 

0
7

 
 J
I
S
1
0K

 
ｾ
ﾝﾀ

ｰ
ﾊ
ﾝ
ﾄﾞ

ﾙ
式

 
 

C0
4
 

0
4
 

0
8

 
 J
I
S
1
6K

 
ｾ
ﾝﾀ

ｰ
ﾊ
ﾝ
ﾄﾞ

ﾙ
式

 
 

C0
4
 

0
4
 

0
9

ボ
ー

ル
弁

 
そ

の
他

 
 

 
C0

5
 

0
0
 

0
0

 
青

銅
製

ボ
ー

ル
弁

 
そ

の
他

 
 

C0
5
 

0
1
 

0
0

 
 4
0
0
型

(ね
じ

込
み

)
 

（
Ｋ

Ｉ
Ｔ

Ｚ
）

 
C0

5
 

0
1
 

0
1

 
 4
0
0
型

(コ
ア

付
ね

じ
込

み
)
 

 
C0

5
 

0
1
 

0
2

 
 4
0
0
型

(銅
管

用
)
 

 
C0

5
 

0
1
 

0
3

 鋳
鉄

製
ボ
ー

ル
弁

 
そ

の
他

 
 

C0
5
 

0
2
 

0
0

 
 1
0
K
型

(Ｆ
形

ﾌ
ﾙ
ﾎﾞ

ｱ
)
 

（
Ｋ

Ｉ
Ｔ

Ｚ
）

 
C0

5
 

0
2
 

0
1

 
 1
0
K
型

(Ｆ
形

ﾚ
ﾃ
ﾞｭ

ｰ
ｽ
ﾄ
ﾎﾞ

ｱ
)
 

 
C0

5
 

0
2
 

0
2

  
1
0
K
型

(ね
じ

込
み

)
 

 
C0

5
 

0
2
 

0
3

 ス
テ

ン
レ

ス
製

ボ
ー

ル
弁

 
そ

の
他

 
 

C0
5
 

0
3
 

0
0

  
1
0
K
型

(Ｆ
形

ﾌ
ﾙ
ﾎﾞ

ｱ
)
 

 
C0

5
 

0
3
 

0
1

 ダ
ク

タ
イ

ル
製

ボ
ー

ル
弁

 
そ

の
他

 
 

C0
5
 

0
4
 

0
0

 
 1
0
K
型

(Ｆ
形

ﾌ
ﾙ
ﾎﾞ

ｱ
)
 

 
C0

5
 

0
4
 

0
1
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名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
称

 
備

 
 

考
 

コ
ー

ド
 

大
分

類
名

称
 

中
分

類
名

称
 

小
分

類
名

称
 

 
大

 
中

 
小

 ボ
ー

ル
弁

 
ダ

ク
タ

イ
ル

製
ボ
ー

ル
弁

 
J
I
S
20

K
(
ね

じ
込

み
ﾚ
ﾃﾞ

ｭ
ｰ
ｽﾄ

ﾎ
ﾞ
ｱ
)
 

C0
5

0
4
 

0
2

 
J
I
S
20

K
(
Ｆ

形
ﾌﾙ

ﾎﾞ
ｱ
) 

C0
5

0
4
 

0
3

ス
ト

レ
ー

ナ
 

そ
の

他
 

 
 

C0
6

0
0
 

0
0

 
青

銅
製

ス
ト

レ
ー

ナ
 

そ
の

他
 

 
C0

6
0
1
 

0
0

 
1
0
K
型

(ね
じ

込
み

)
 

（
Ｋ

Ｉ
Ｔ

Ｚ
）

 
C0

6
0
1
 

0
1

 
1
0
K
型

(コ
ア

付
ね

じ
込

み
)
 

C0
6

0
1
 

0
2

 
1
0
K
型

(銅
管

用
)
 

C0
6

0
1
 

0
3

 鋳
鉄

製
ス

ト
レ

ー
ナ

 
そ

の
他

 
 

C0
6

0
2
 

0
0

  
1
0
K
型

(Ｆ
形

)
 

（
Ｋ

Ｉ
Ｔ

Ｚ
）

 
C0

6
0
2
 

0
1

 ス
テ

ン
レ

ス
製

ス
ト

レ
ー

ナ
そ

の
他

 
 

C0
6

0
3
 

0
0

  
J
I
S
10

K
(
Ｆ

形
) 

 
C0

6
0
3
 

0
1

  
J
I
S
20

K
(
Ｆ

形
) 

 
C0

6
0
3
 

0
2

 ダ
ク

タ
イ

ル
製

ス
ト

レ
ー

ナ
そ

の
他

 
 

C0
6

0
4
 

0
0

  
J
I
S
1
0K

(
ね

じ
込

み
)
 

 
C0

6
0
4
 

0
1

  
J
I
S
16

K
(
ね

じ
込

み
)
 

 
C0

6
0
4
 

0
2

  
J
I
S
2
0K

(
ね

じ
込

み
)
 

 
C0

6
0
4
 

0
3

  
J
I
S
10

K
(
Ｆ

形
) 

 
C0

6
0
4
 

0
4

  
J
I
S
1
6K

(
Ｆ

形
) 

 
C0

6
0
4
 

0
5

  
J
I
S
20

K
(
Ｆ

形
) 

 
C0

6
0
4
 

0
6

自
動

制
御

弁
 

そ
の

他
 

 
 

C0
7

0
0
 

0
0

 
二

方
弁

 
そ

の
他

 
 

C0
7

0
1
 

0
0

 
単

座
二

方
弁

(
V5

0
6
3A

)
 

（
山

武
ﾊ
ﾈ
ｳ
ｴ
ﾙ）

C0
7

0
1
 

0
1

 
複

座
二

方
弁

(
V5

0
6
4A

)
 

C0
7

0
1
 

0
2

 三
方

弁
 

そ
の

他
 

 
C0

7
0
2
 

0
0

  
混

合
形

三
方

弁
(V

5
0
6
5A

)
 

（
山

武
ﾊ
ﾈ
ｳ
ｴ
ﾙ）

C0
7

0
2
 

0
1

  
混

合
形

三
方

弁
(V

5
0
1
3A

)
 

 
C0

7
0
2
 

0
2

 電
磁

弁
 

そ
の

他
 

 
C0

7
0
3
 

0
0

  
汎

用
電

磁
弁

 
C0

7
0
3
 

0
1

 電
動

弁
 

そ
の

他
 

 
C0

7
0
4
 

0
0

 
電

動
ボ

ー
ル

弁
 

C0
7

0
4
 

0
1

 
ス

プ
リ

ン
グ

リ
タ
ー

ン
電

動
ボ

ー
ル

弁
C0

7
0
4
 

0
2

 単
座

温
調

弁
 

 
C0

7
0
5
 

0
1

 複
座

温
調

弁
 

 
C0

7
0
6
 

0
1

 減
圧

式
温

調
弁

 
 

C0
7

0
7
 

0
1

 ワ
ッ

ク
ス

式
温

調
弁

 
 

C0
7

0
8
 

0
1

定
流

量
弁

 
 

C0
8

0
1
 

0
1

減
圧

弁
 

そ
の

他
 

 
 

C0
9

0
0
 

0
0

 蒸
気

用
減

圧
弁

 
そ

の
他

 
 

C0
9

0
1
 

0
0

 
J
I
S
10

K
 

C0
9

0
1
 

0
1

 
J
I
S
2
0K

 
C0

9
0
1
 

0
2

 気
体

用
減

圧
弁

 
そ

の
他

 
 

C0
9

0
2
 

0
0

 
J
I
S
10

K
 

C0
9

0
2
 

0
1

 
J
I
S
2
0K

 
C0

9
0
2
 

0
2

 液
体

用
減

圧
弁

 
そ

の
他

 
 

C0
9

0
3
 

0
0

 
J
I
S
10

K
 

C0
9

0
3
 

0
1

 
J
I
S
16

K
 

C0
9

0
3
 

0
2

 
J
I
S
2
0K

 
C0

9
0
3
 

0
3

 個
別

給
水

用
用

減
圧

弁
 

 
C0

9
0
4
 

0
1
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名
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
称

 
備

 
 

考
 

コ
ー

ド
 

大
分

類
名

称
 

中
分

類
名

称
 

小
分

類
名

称
 

 
大

 
中

 
小

 自
動

エ
ア

抜
き

弁
 

  
 
C1

0
 

0
1
 

0
1

定
水

位
弁

 
そ

の
他

 
 

 
C1

1
 

0
0
 

0
0

 ア
ン

グ
ル

型
 

 
 
C1

1
 

0
1
 

0
1

 ス
ト

レ
ー

ト
型

 
 

 
C1

1
 

0
2
 

0
1

ト
ラ

ッ
プ

 
そ

の
他

 
 

 
C1

2
 

0
0
 

0
0

 バ
ス

ケ
ッ

ト
式

 
 

 
C1

2
 

0
1
 

0
1

 フ
ロ

ー
ト

式
 

そ
の

他
 

 
C1

2
 

0
2
 

0
0

 
 小

容
量

ト
ラ

ッ
プ
 

 
C1

2
 

0
2
 

0
1

 
 多

量
ト

ラ
ッ

プ
 

 
C1

2
 

0
2
 

0
2

 バ
イ

メ
タ

ル
式

 
 

 
C1

2
 

0
3
 

0
1

伸
縮

継
手

 
そ

の
他

 
 

 
C1

3
 

0
0
 

0
0

 ベ
ロ

ー
ズ

型
 

そ
の

他
 

 
C1

3
 

0
1
 

0
0

 
 単

式
 

 
C1

3
 

0
1
 

0
1

 
 複

式
 

 
C1

3
 

0
1
 

0
2

 ス
リ

ー
ブ

型
 

 
 
C1

3
 

0
2
 

0
1

 ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

型
 

 
 
C1

3
 

0
3
 

0
1

 ボ
ー

ル
ジ

ョ
イ

ン
ト

 
 

 
C1

3
 

0
4
 

0
1

伸
縮

フ
レ

キ
 

そ
の

他
 

 
 

C1
4
 

0
0
 

0
0

 ス
テ

ン
レ

ス
製

 
そ

の
他

 
 

C1
4
 

0
1
 

0
0

 
 フ

ラ
ン

ジ
 

 
C1

4
 

0
1
 

0
1

 
 埋

設
用

 
 
C1

4
 

0
1
 

0
2

 ゴ
ム

製
 

そ
の

他
 

 
C1

4
 

0
2
 

0
0

 
 １

山
 

 
C1

4
 

0
2
 

0
1

 
 ２

山
 

 
C1

4
 

0
2
 

0
2

 
 ３

山
 

 
C1

4
 

0
2
 

0
3

 
 ス

ト
レ

ー
ト

 
 
C1

4
 

0
2
 

0
4

 
 エ

ル
ボ

 
 
C1

4
 

0
2
 

0
5

 
 免

震
継

手
 

 
C1

4
 

0
2
 

0
6

 
 ユ

ニ
オ

ン
 

 
C1

4
 

0
2
 

0
7

 テ
フ

ロ
ン

製
 

そ
の

他
 

 
C1

4
 

0
3
 

0
0

 
 ２

山
 

 
C1

4
 

0
3
 

0
1

 
 ３

山
 

 
C1

4
 

0
3
 

0
2

 
 ネ

ジ
 

 
C1
4
 

0
3
 

0
3

 
 免

震
継

手
 

 
C1

4
 

0
3
 

0
4

 ハ
ウ

ジ
ン

グ
型

 
そ

の
他

 
 

C1
4
 

0
4
 

0
0

 
 標

準
 

 
C1

4
 

0
4
 

0
1

 
 大

口
径

 
 
C1

4
 

0
4
 

0
2

 
 軽

量
低

圧
 

 
C1

4
 

0
4
 

0
3

 ユ
ニ

オ
ン

フ
レ

キ
 

 
 

C1
4
 

0
5
 

0
1
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４

．
メ

ー
カ

ー
コ

ー
ド

 

コ
ー

ド
 

メ
ー

カ
ー

 
コ

ー
ド

 
メ

ー
カ

ー
 

 

０
 

未
定

（
そ

の
他

）
 

 
 

Ａ
１

 
ア

ロ
ン

化
成

㈱
 

Ａ
２

 
㈱

エ
ー

ア
ン

ド
エ
ー

マ
テ

リ
ア

ル
 

Ａ
３

 
安

治
川

鉄
工

㈱
 

 
 

Ｂ
１

 
（

株
）

ベ
ン

 
Ｂ

２
 

（
株

）
ベ

ン
カ

ン
 

Ｄ
１

 
ダ

イ
ド

レ
㈱

 
Ｄ

２
 

第
一

高
周

波
工

業
㈱

 

Ｄ
３

 
大

同
金

属
工

業
㈱

 
 

 

Ｆ
１

 
フ

シ
マ

ン
㈱

 
Ｆ

２
 

富
士

化
工

㈱
 

Ｈ
１

 
㈱

ハ
ネ

ッ
ク

ス
 

Ｈ
２

 
㈱

長
谷

川
鋳

工
所
 

Ｈ
３

 
日

立
バ

ル
ブ

㈱
 

Ｈ
４

 
日

立
金

属
㈱

 

Ｈ
５

 
日

立
電

線
㈱

 
 

 

Ｋ
１

 
㈱

キ
ッ

ツ
 

Ｋ
２

 
㈱

協
成

 

Ｋ
３

 
川

崎
製

鉄
㈱

 
Ｋ

４
 

㈱
ク

ボ
タ

 

Ｋ
５

 
倉

敷
化

工
㈱

 
Ｋ

６
 

㈱
栗

本
鐵

工
所

 

Ｋ
７

 
京

浜
ハ

イ
フ

ロ
ー

販
売

㈱
 

Ｋ
８

 
㈱

神
戸

製
鋼

所
 

Ｍ
１

 
三

菱
マ

テ
リ

ア
ル

㈱
 

Ｍ
２

 
三

菱
樹

脂
㈱

 

Ｍ
３

 
三

吉
バ

ル
ブ

㈱
 

Ｍ
４

 
モ

リ
工

業
㈱

 

Ｍ
５

 
㈱

本
山

製
作

所
 

 
 

Ｎ
１

 
日

曹
商

事
㈱

 
Ｎ

２
 

日
新

製
鋼

㈱
 

Ｎ
３

 
日

鉄
鋼

管
㈱

 
Ｎ

４
 

日
東

化
工

機
㈱

 

Ｎ
５

 
日

本
ヴ

ィ
ク

ト
リ

ッ
ク

㈱
 

Ｎ
６

 
日

本
ス

テ
ン

レ
ス

工
材

㈱
 

Ｎ
７

 
日

本
ヒ

ュ
ー

ム
管

㈱
 

Ｎ
８

 
日

本
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
工

業
㈱

 

Ｎ
９

 
日

本
フ

ロ
ー

セ
ル

㈱
 

Ｎ
１

０
 

日
本

金
属

工
業

㈱
 

Ｎ
１

１
 

日
本

鋼
管

㈱
 

Ｎ
１

２
 

日
本

鋼
管

継
手

㈱
 

Ｎ
１

３
 

㈱
新

潟
鉄

工
所
 

 
 

Ｏ
１

 
オ

ー
エ

ヌ
工

業
㈱

 
 

 

Ｒ
１

 
（

株
）

リ
ケ

ン
 

 
 

Ｓ
１

 
シ

ー
ア

イ
化

成
㈱

 
Ｓ

２
 

シ
ー

ケ
ー

デ
ィ

㈱
 

Ｓ
３

 
シ

ー
ケ

ー
金

属
㈱

 
Ｓ

４
 

昭
和

電
工

建
材

㈱
 

Ｓ
５

 
新

日
本

製
鐵

㈱
 

Ｓ
６

 
住

金
機

工
㈱

 

Ｓ
７

 
住

友
金

属
工

業
㈱

 
Ｓ

８
 

積
水

化
学

工
業

㈱
 

Ｔ
１

 
テ

イ
エ

ル
ブ

イ
㈱

 
Ｔ

２
 

テ
イ

ヒ
ュ

ー
㈱

 

Ｔ
３

 
大

成
機

工
㈱

 
Ｔ

４
 

㈱
多

久
製

作
所

 

Ｔ
５

 
帝

国
ピ

ス
ト

ン
リ

ン
グ

㈱
 

Ｔ
６

 
ト

ー
ア

ト
ミ

ジ
㈱
 

Ｔ
７

 
ト

ー
ゼ

ン
産

業
㈱

 
Ｔ

８
 

ト
ー

フ
レ

㈱
 

Ｔ
９

 
松

下
電

工
ビ

ル
シ

ス
テ

ム
㈱

 
Ｔ

１
０

 
東

亜
高

級
継

手
バ

ル
ブ

製
造

㈱
 

Ｔ
１

１
 

東
洋

ゴ
ム

工
業

㈱
 

Ｔ
１

２
 

東
洋

ジ
ョ

イ
ン

ト
㈱

 

Ｔ
１

３
 

東
洋

バ
ル

ヴ
㈱
 

Ｔ
１

４
 

東
洋

フ
ィ

ッ
テ

ン
グ

㈱
 

Ｔ
１

５
 

巴
バ

ル
ブ

㈱
 

 
 

Ｙ
１

 
山

武
㈱

 
Ｙ

２
 

㈱
大

和
バ

ル
ブ

 

Ｙ
３

 
ヨ

シ
ザ

ワ
Ｌ

Ｄ
㈱

 
Ｙ

４
 

㈱
ヨ

シ
タ

ケ
 

Ｙ
５

 
ジ

ョ
ン

ソ
ン

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ズ
㈱

 
 

 

Ｚ
１

 
ザ

ム
ソ

ン
㈱
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５

．
接

続
コ

ー
ド

 

コ
ー

ド
 

接
続

分
類
 

 

０
 

未
定

（
そ

の
他

）
 

１
 

ね
じ

込
み
 

２
 

フ
ラ

ン
ジ
 

３
 

溶
接
 

４
 

ろ
う
付

け
 

５
 

接
着
 

６
 

融
着
 

７
 

フ
レ

ア
 

８
 

メ
カ

ニ
カ

ル
（

ナ
ッ

ト
）

 

９
 

メ
カ

ニ
カ

ル
（

フ
ラ

ン
ジ

）
 

１
０
 

メ
カ

ニ
カ

ル
（

ハ
ウ

ジ
ン

グ
）

 

１
１
 

く
い

込
み
 

１
２
 

圧
着
 

  
６

．
用

途
コ

ー
ド

 

コ
ー

ド
 

用
途

分
類
 

コ
ー

ド
 

用
途

分
類
 

 

０
 

そ
の

他
 

 
 

１
 

汚
水

管
 

１
６
 

温
水

管
（

往
）
 

２
 

排
水

管
 

１
７
 

温
水

管
（

還
）
 

３
 

通
気

管
 

１
８
 

冷
水

管
（

往
）
 

４
 

給
水

（
上

水
）
 

１
９
 

冷
水

管
（

還
）
 

５
 

給
水

（
井

水
）
 

２
０
 

冷
却

水
管

（
往

）
 

６
 

給
水

（
中

水
）
 

２
１
 

冷
却

水
管

（
還

）
 

７
 

給
湯

（
往

）
 

２
２
 

冷
媒

管
 

８
 

給
湯

（
還

）
 

２
３
 

冷
温

水
管

（
往

）
 

９
 

膨
張

管
 

２
４
 

冷
温

水
管

（
還

）
 

１
０
 

消
火

管
 

２
５
 

ド
レ

ン
管
 

１
１
 

連
結

送
水

管
 

２
６
 

油
管
 

１
２
 

ス
プ

リ
ン

ク
ラ
ー

管
 

２
７
 

空
気

抜
管
 

１
３
 

ガ
ス

管
 

２
８
 

高
温

水
管
 

１
４
 

蒸
気

管
 

２
９
 

雨
水
 

１
５
 

還
水

管
 

 
 

 

77
 

３
項

 
 パ

タ
ー

ン
別

詳
細

図
 

パ
タ
ー

ン
別

詳
細

図
に

お
け

る
「

配
置

基
準

点
」

「
接

続
点

」
の

規
約

を
以

下
に

示
す

。
 

□
 配

置
基

準
点

 

 
○

：
配

置
基

準
点

 

□
 接

続
点

 

 
×

：
接

続
点

１
 

△
：

接
続

点
２

 
□

：
接

続
点

３
 

◎
：

接
続

点
４

 

１
）
 接

続
面

の
中

心
点

を
接

続
点

と
す

る
。

２
）
 ね

じ
込

み
代

・
差

し
込

み
代
は

接
続

点
に

含
ま

な
い

。

３
）
 形

状
が

流
れ

方
向

に
関

係
す

る
継

手
（

例
：

排
水

用
継

手
）

に
つ

い
て

は
、

「
継

手
の

性
能

上
の

下
流

方
向

」
を

主
管

側
：

接
続

点
１

と
す

る
。

形
状

が
流

れ
方

向
に

関
係

し
な

い
部

材
（

例
：

給
水

用
継

手
）

に
つ

い
て
は

、
接

続
点
１

・
３

の
い

ず
れ

を
主

管
側

：
接

続
点
１

と
し

て
も

良
い

。

但
し

、
後

述
の

「
特

殊
形

状
」
に

記
載

す
る

部
材
に

つ
い

て
は

、
そ

の
限

り
で
は

な
い

。

 
 

 
 

［
排

水
用

継
手

］
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
［

給
水

用
継

手
］

 

    

形
 
状

 
種

 
類

 
絵

 
 

柄
 

備
 

 
考

 

直
管

 
 

  

 

9
0

°
エ

ル
ボ

 
    

異
径

エ
ル

ボ
の

場
合
は

、
口

径
の

大

き
い

方
を

主
管

側
：

接
続

点
１

と
す

る
。

 

4
5

°
エ

ル
ボ

 
   

異
径

エ
ル

ボ
の

場
合
は

、
口

径
の

大

き
い

方
を

主
管

側
：

接
続

点
１

と
す

る
。

 

チ
ー
ズ

 
   

 

異
径

チ
ー
ズ

の
場

合
は

、
口

径
の

大

き
い

方
を

主
管

側
：

接
続

点
１

と
す

る
。
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形
 
状

 
種

 
類

 
絵

 
 

柄
 

備
 

 
考

 

ク
ロ

ス
 

    

異
径

ク
ロ

ス
の

場
合
は

、
口

径
の

大

き
い

方
を

主
管

側
：

接
続

点
１

と
す

る
。

 

ソ
ケ

ッ
ト

 
   

口
径

の
大

き
い

方
を

主
管

側
：

接
続

点
１

と
す

る
。

 

偏
心

ソ
ケ

ッ
ト

 
   

口
径

の
大

き
い

方
を

主
管

側
：

接
続

点
１

と
す

る
。

 

組
み

フ
ラ

ン
ジ

 
   

 

ニ
ッ

プ
ル

 
   

 

ユ
ニ

オ
ン

 
   

 

ブ
ッ

シ
ン

グ
 

   

 

バ
ル

ブ
ソ

ケ
ッ

ト
 

   

 

閉
止

フ
ラ

ン
ジ

 

  

 

配
置

基
準

点
は

、
接

続
点
１

か
ら

1
0

m
m

離
れ

た
点

 
1
0m
m

79
 

形
 
状

 
種

 
類

 
絵

 
 

柄
 

備
 

 
考

 

プ
ラ

グ
 

 
配

置
基

準
点
は

、
接

続
点
１

か
ら

1
0

m
m

離
れ

た
点

 

キ
ャ

ッ
プ

 
 

配
置

基
準

点
は

、
接

続
点
１

か
ら

1
0

m
m

離
れ

た
点

 

 

1
0m

m

10
mm
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●
特

殊
形

状
 

１
 

 
 

下
記

の
形

状
に

つ
い

て
は

、
配

管
部

材
で

あ
っ

て
も

主
軸

・
副

軸
ベ

ク
ト

ル
が

必
要

な
部

材
で

あ
る

。

 

形
 
状

 
種

 
類

 
絵

 
 

柄
 

ベ
ク

ト
ル

方
向

 

Ｙ
ス

ト
レ
ー

ナ

 

   

   

通
常

バ
ル

ブ

 

 
 

通
常

バ
ル

ブ

（
流

れ
方

向
有

り
）

 

 
 

ア
ン

グ
ル

弁

 

 
 

三
方

弁

 

 
 

バ
タ

フ
ラ

イ
弁

 □
 ハ

ン
ド

ル
の

位
置

 

ウ
ォ

ー
ム

ギ
ア

式
お

よ
び

ロ

ッ
ク

レ
バ

ー
式

の
場

合
は

、
配

管
寸

法
デ

ー
タ

の
項

番
1
2

に
、
右

図
に

示
す

ハ
ン

ド
ル

の

位
置

（
“

1
 ま

た
は

“
2

 ）
を

セ
ッ

ト
す

る
。

右
図

以
外

お
よ

び
セ

ン
タ

ー

ハ
ン

ド
ル

式
の

場
合

は
、

“
0

 を
セ

ッ
ト

す
る

。
 

 

 

主
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
 

副
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
（
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｰ
ﾅ
と
逆
方
向
）

 

主
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
 

副
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
 

主
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
 

副
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
 

主
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
 

副
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
 

主
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
 

副
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
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形
 
状

 
種

 
類

 
絵

 
 

柄
 

ベ
ク

ト
ル

方
向

 

定
流

量
弁

 

 
 

自
動

エ
ア

抜
き

弁

 

 
 

伸
縮

継
手

（
ボ
ー

ル
ジ

ョ
ン

ト
を

除
く

）

 

 
 

伸
縮

継
手

（
ボ
ー

ル
ジ

ョ
ン

ト
）

 

 
 

伸
縮

フ
レ

キ

（
エ

ル
ボ

を
除

く
）

 

 
 

伸
縮

フ
レ

キ

（
エ

ル
ボ

）

 

 
 

 

主
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
 

副
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ（

左
側
固
定
）

主
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
 

副
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
 

1
0
m
m

主
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
 

副
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ（

固
定
脚
と
逆
方
向
）
 

主
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
 

副
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
（
左

側
固
定
）

 

主
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
 

副
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
 

主
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
 

副
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
（
左

側
固
定
）
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●
特

殊
形

状
 

２
 

 
 

下
記

の
形

状
に

つ
い

て
は

、
1

本
の

配
管

部
材

を
分

割
し

て
出

力
す

る
必

要
が

あ
る

部
材

で
あ

る
。

 

形
 
状

 
種

 
類

 
絵

 
 

柄
 

ベ
ク

ト
ル

方
向

 

鉛
管

可
と

う
管

 □
 曲

り
点

の
点

数
 

曲
り

点
（

▲
）

の
点

数
を

配
管

寸
法

デ
ー

タ
の

項
番

1
2

に

セ
ッ

ト
す

る
。

尚
、

曲
が

り
点

は
最

大
１

０
点

ま
で

と
す

る
。
 

□
 曲

り
点

の
座

標
 

曲
り

点
（

▲
）

の
座

標
X

,Y
,Z

を
、
接

続
点

１
か

ら
見

た
曲

り

点
の

順
番
に

、
配

管
寸

法
デ

ー

タ
の

項
番

1
３

か
ら

順
に

１

行
ご

と
に

セ
ッ

ト
す

る
。
座

標

X
,Y

,Z
の

記
述

に
お

い
て

指

数
等

は
使

用
せ

ず
全

て
実

寸

値
で

セ
ッ

ト
す

る
。

又
、

X
,Y

,Z
は

、
カ

ン
マ

で
区

切

る
。

 

 
■

主
軸

：
接

続
点
１

の
接

続
面
に

対
す

る
法

線
ベ

ク
ト

ル

■
副

軸
：

接
続

点
２

の
接

続
面
に

対
す

る
法

線
ベ

ク
ト

ル
 

 

そ
の

他

 □
 そ

の
他

の
部

材
の

名
称

 
元

の
部

材
の

部
材

名
称

を
配

管
寸

法
デ

ー
タ

の
項

番
1
０

に
セ

ッ
ト

す
る

。
（

全
角

文
字

を
使

用
し

て
も

よ
い

）
 

□
 そ

の
他

の
部

材
の

寸
法

 
元

の
部

材
を

包
含

す
る

直
方

体
の

幅
（

Ｅ
Ｂ

Ｗ
）
，
厚

さ
（

Ｅ
Ｂ

Ｈ
）

，
長

さ
（

Ｅ
Ｂ

Ｌ
）

を
配

管
寸

法
デ

ー
タ

の
項

番
1

１
，
１

２
，
１

３
に

セ
ッ

ト
す

る
。

 
□
 接

続
点

 
“

0
”

を
セ

ッ
ト

す
る

。
 

 

 
 

 

E
BL

EBW EBH

主
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
 

副
軸
ﾍ
ﾞ
ｸ
ﾄ
ﾙ
（
左
側
固
定
）
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第
5
章

 
建

築
部

材
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
 

１
項

 
建
築

部
材

フ
ォ

ー
マ
ッ

ト
 

□
 フ

ァ
イ

ル
の
2

レ
コ
ー

ド
目

以
降

を
使

用
し

、
1

部
材

を
定

義
す

る
。

 

□
 1

部
材

当
た

り
3

8
レ

コ
ー

ド
固

定
と

し
、

未
使

用
の

項
目
は

 
 0

   
-
1

   
空

欄
  

を
セ

ッ
ト

す
る

こ
と

と
し

、

使
い

分
け
に

つ
い

て
は

項
目

説
明

欄
を

参
照

。
 

□
 使

用
す

る
文

字
は

、
1

バ
イ

ト
の

文
字

と
し

、
英

字
は

大
文

字
と

す
る

。
た

だ
し

、
以

下
の

項
目
に

つ
い

て

は
、

全
角

文
字

を
使

用
し

て
も

よ
い

。

 
・

「
通

り
芯

」
時
に

項
番

５
～

２
４

「
部

材
形

状
寸

法
デ
ー
タ

」
に

セ
ッ

ト
す

る

 
 

「
通

り
芯

軸
記

号
」

（
見

出
し

文
字

「
A

N
=
」
は
１

バ
イ

ト
文

字
と

す
る

）

 
・

「
そ

の
他

部
材

」
時

に
項

番
５

～
２

４
「

部
材

形
状

寸
法
デ
ー
タ

」
に

セ
ッ

ト
す

る

 
 

「
元

の
部

材
の

部
材
名

称
」

（
見

出
し

文
字

「
E

B
N

=
」
は

1
バ

イ
ト

文
字

と
す

る
）

 

□
 1

レ
コ
ー

ド
の

バ
イ

ト
数
は

、
最

大
2

5
6

バ
イ

ト
ま

で
と

す
る

。
（

た
だ

し
Ｃ

Ｒ
／

Ｌ
Ｆ
は

含
ま

な
い

）
 

項
番

 
項

 
 
 
 
 
 
 
目

 
項

 
 
目

 
 
説

 
 
明

 

1
 

部
材

定
義

項
目

 

SE
Q 
No
.

年
月

時
分

日

ﾃﾞ
ｰﾀ
種
別

会
社
コ
ー
ド

・
デ
ー
タ

種
別

：
D

 
 
ダ

ク
ト

 
 

P
 

 
配

管

 
 

 
 

 
 

 
E

 
 
電

気
 

 
 

K
 

 
機

器

 
 

 
 

 
 

 
A

 
 建

築

・
S

E
Q

 N
o
. 

：
 
数

字
5

桁
と

し
、

頭
0

埋
め

 

※
重

複
が

な
け

れ
ば

、
連

番
で

な
く

て
も

よ
い

 

・
会

社
コ
ー

ド
：

英
数

字
2

文
字

（
詳

細
は

第
6

章
参

照
）

・
日

 
 

 
付

：
デ

ー
タ

作
成

日
（
年

 
 
西

暦
4

桁
）

・
時

 
 

 
間

：
デ

ー
タ

作
成

開
始

時
間

 

※
D

X
F
フ

ァ
イ

ル
と

同
期

を
と

る
 

D
X

F
内

の
B

L
O
C

K
デ
ー
タ

と
C

E
Q

フ
ァ

イ
ル

の
デ

ー
タ

の
マ

ッ
チ

ン

グ
に

使
用

す
る

。

※
D

X
F
の

B
L
O
C

K
名

と
同
じ
名

称
と

し
、
同

一
デ
ー
タ

内
で

重
複

の
無

い
も

の
と

す
る

 

2
 

出
力

時
レ

イ
ヤ

№
 

・
数

字
を

セ
ッ

ト

・
出

力
時

の
レ

イ
ヤ
は

、
レ

イ
ヤ

を
１

以
上

の
数

字
に

変
換

し
て

出
力

す

る

・
入

力
時

の
レ

イ
ヤ
は

、
建

築
部

材
の

種
類

（
柱

・
壁

な
ど

）
に

よ
り

レ

イ
ヤ

を
分

類
し

て
い

る
C
A

D
は

、
建

築
部

材
の

種
類
に

応
じ

て
自

社

C
A

D
の

レ
イ

ヤ
に

変
換

す
る

。
建

築
部

材
の

種
類

と
レ

イ
ヤ

の
関

連

を
持

た
な

い
C
A

D
は

、
本

出
力

レ
イ

ヤ
を

用
い

て
自

社
C
A

D
の

レ
イ

ヤ
に

変
換

す
る

。
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項
番

項
 
 
 
 
 
 
 
目

 
項

 
 
目

 
 
説

 
 
明

 

３
 

パ
タ
ー

ン
N

o
. 

大
分

類
 

・
 建

築
部

材
パ
タ
ー

ン
N

o
.を

大
分

類
，

 
小

分
類

で
セ

ッ
ト

 

４
 

 
 

〃
 

 
 
 
 
小

分
類

 
 

（
詳

細
は

第
２

項
を

参
照

）
 

５ ・ ・ ・ ・
 

2
4

 

部
材

形
状

寸
法
デ
ー

タ
 

・
 1

行
に

1
項

目
を

セ
ッ

ト

・
 項

目
数
は

固
定

で
２

０
項

目

・
 未

使
用

項
番
に
は
“

0
”

を
セ

ッ
ト

・
 順

不
同

と
し

、
W

=、
H

=
等

の
見

出
し

文
字

を
付

与
す

る

 
（

詳
細
は

第
３

項
を

参
照

）
 

2
5

 
配

置
基

準
点

 
・

部
材

の
各

基
準

点
の

「
X

,Y
,Z

」
を

セ
ッ

ト

・
指

数
等
は

使
用

せ
ず

全
て

実
寸

値
で

セ
ッ

ト

・
X

,Y
,Z
は

、
カ

ン
マ

で
区

切
る

 
 

例
１

：
2

0
,2
2

,3
3

 
2

6
 

基
準

点
1

 
 

 
 

（
X

=
2

0
,Y

=
2
2

,Z
=
3

3
）

 

2
7

 
基

準
点
2

 
・

未
使

用
の

基
準

点
Ｎ

ｏ
に
は

、
“

0
”
１

個
の

み
を

セ
ッ

ト
 

2
8

 
基

準
点

3
 

 
 

例
：

基
準

点
が

２
点

の
場

合
に
は

、
基

準
点
３

，
４
は
“

0
”

を
 

2
9

 
基

準
点

4
 

 
 

 
 

セ
ッ

ト
 

3
0

 
ベ

ク
ト

ル
 

 
 

主
軸

 
・

主
軸

，
副

軸
の

ベ
ク

ト
ル

で
、

X
,Y

,Z
の

形
で

あ
ら

わ
す

・
ベ

ク
ト

ル
の

大
き

さ
は
“

1
”

・
指

定
な

し
の

場
合
は
“
０
”

を
セ

ッ
ト

 

3
1

 
 

〃
 

 
 

 
 

副
軸

 
 

（
詳

細
は

第
３

項
を

参
照

）
 

3
2

 
予
備

 
・

現
在

未
使

用
“

0
”

を
セ

ッ
ト

 

・
 

 
 

・
 

 
 

3
7

 
 

 

3
8

 
デ
ー
タ

終
了

フ
ラ

グ
 

・
最

終
デ
ー
タ
は
“

0
”

 
を

セ
ッ

ト

（
“

0
”

で
C

E
Q

フ
ァ

イ
ル

の
終

了
）

・
後

続
デ
ー
タ

が
あ

る
場

合
は
“

1
”

を
セ

ッ
ト
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２
項

 
建
築

部
材

項
目
別

設
定

値
 

１
．
建

築
部

材
パ

タ
ー

ン
分

類
 

大
 

分
 

類
 

小
 

分
 

類
 

掲
載

頁
 

１
 

：
柱

 
０

 
：

そ
の

他
 

―
 

 
 

１
 

：
角

柱
 

8
8

 

 
 

２
 

：
円

柱
 

8
8

 

 
 

３
 

：
H

鋼
柱

 
8

9
 

２
 

：
梁

 
０

 
：

そ
の

他
 

―
 

 
 

１
 

：
梁

（
ハ

ン
チ

な
し

）
 

9
0

 

 
 

２
 

：
梁

（
垂

直
ハ

ン
チ

）
 

9
0

 

 
 

３
 

：
梁

（
水
平

ハ
ン

チ
）

 
9

1
 

 
 

４
 

：
梁

（
垂

直
ド

ロ
ッ

プ
）

 
9

1
 

 
 

５
 

：
梁

（
水
平

ド
ロ

ッ
プ

）
 

9
2

 

 
 

６
 

：
円

弧
梁

 
9
2

 

 
 

７
 

：
H

鋼
梁

 
9

3
 

３
 

：
壁

 
０

 
：

そ
の

他
 

―
 

 
 

１
 

：
壁

 
9

4
 

 
 

２
 

：
円

弧
壁

 
9

4
 

４
 

：
床

 
０

 
：

そ
の

他
 

―
 

 
 

１
 

：
床

（
矩

形
）

 
9

5
 

 
 

２
 

：
床

（
多

角
形

）
 

9
5

 

５
 

：
天

井
 

０
 

：
そ

の
他

 
―

 

 
 

１
 

：
天

井
（

矩
形

）
 

9
6

 

 
 

２
 

：
天

井
（

多
角

形
）

 
9

6
 

６
 

：
屋

根
 

０
 

：
そ

の
他

 
―

 

 
 

１
 

：
屋

根
（

矩
形

）
 

9
7

 

 
 

２
 

：
屋

根
（

多
角

形
）

 
9

7
 

７
 

：
基

礎
 

０
 

：
そ

の
他

 
―

 

 
 

１
 

：
角

基
礎

 
9

8
 

 
 

２
 

：
H

鋼
基

礎
 

9
8

 

８
 

：
開

口
 

０
 

：
そ

の
他

 
―

 

 
 

１
 

：
角

開
口

 
9

9
 

 
 

２
 

：
丸

開
口

 
9

9
 

９
 

：
通

り
芯

 
０

 
：

そ
の

他
 

―
 

 
 

１
 

：
通

り
芯

 
1

0
0

 

＊
 

そ
の

他
 

0
 

：
そ

の
他

 
1

0
1
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３
項

 
建
築

部
材

形
状

寸
法

図
に

つ
い

て
 

  

図
１

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

図
２

 

 

１
．

 基
準
点

 

１
）

 基
準

点
は

、
［

×
］

印
で

示
す

。

 

２
．
配

置
基

準
点

 

１
）

 原
則

と
し

て
、

基
準

点
１

と
同
じ
座

標
を

配
置

基
準

点
と

す
る

。

２
）

 基
準

点
が

存
在

し
な

い
「

そ
の

他
の

部
材

」
に

つ
い

て
は

、
部

材
の

中
心

を
配

置
基

準
点

と
す

る
。

 

３
．
ベ

ク
ト

ル
 

１
）

 ベ
ク

ト
ル
は

、
実

線
（

主
軸

）
、

破
線

（
副

軸
）

の
矢

印
で

示
す

。

２
）

 主
軸

ベ
ク

ト
ル
は

、
基

準
点
１

側
の

面
に

対
す

る
大

き
さ
１

の
法

線
ベ

ク
ト

ル
と

す
る

。
 

尚
、

「
通

り
芯

」
に

つ
い

て
は

、
基

準
点
１

か
ら

基
準

点
２

へ
の

ベ
ク

ト
ル

と
す

る
。

 

３
）

 副
軸

ベ
ク

ト
ル
は

、
基

準
点
１

側
の

面
の

辺
に
平

行
な

大
き

さ
１

の
ベ

ク
ト

ル
と

し
、

振
れ

の
な

い
部

材

は
主

軸
ベ

ク
ト

ル
に

対
し

て
右

方
向

、
そ

れ
以

外
の

部
材
は

主
軸

ベ
ク

ト
ル
に

対
し

て
基

準
点

２
側

を
ベ

ク
ト

ル
の

方
向

と
す

る
。

 

４
）

 「
円

弧
梁

」
「

円
弧

壁
」

の
副

軸
ベ

ク
ト

ル
の

方
向
は

、
円

弧
中

心
方

向
と

す
る

。

５
）

 「
床

（
多

角
刑

）
」

「
天

井
（

多
角

刑
）

」
「

屋
根

（
多

角
刑

）
」

の
主

軸
・

副
軸

ベ
ク

ト
ル
は

、
指

定

な
し

（
O

を
セ

ッ
ト

）
と

す
る

。
 

６
）

 詳
細
に

つ
い

て
は

、
「

５
．

パ
タ
ー

ン
別

詳
細

図
」

を
参

照
の

こ
と

。
 

H 

W

副
軸

主軸 

基
準

点
1

配
置

基
準

点
 

基
準

点
2

W

主
軸

副軸 

W 

基
準

点
1

配
置

基
準

点
 

H 

基
準
点

2

L
1

H1 

L
2

H2 
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４
．
形

状
寸

法
デ

ー
タ

記
号

の
説

明
（

主
と
す

る
意

味
で
あ

り
、

該
当
し

な
い

場
合

も
あ

る
）

 

□
 Ｗ

（
１

，
２

）
 
 

 
：

幅
 
 
 
（

Ｗ
id

th
）

 

□
 Ｈ

（
１

，
２

）
 
 

 
：

高
さ

 
（

Ｈ
e
ig

h
t）

 

□
 Ｔ

（
１

，
２

）
 
 
 

：
厚

さ
 
（

T
h

ic
k
n

e
s
s）

 

□
 Ｌ

（
１

，
２

）
 
 
 

：
長

さ
 
（

Ｌ
e
n

g
th

）
 

□
 Ｄ

 
 

 
 

 
 
 
 

：
直

径
 
（

Ｄ
ia

m
e
te

r）
 

□
 Ｒ

 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

：
半

径
 
（

Ｒ
a
d
iu

s）
 

□
 Ｃ

Ｐ
Ｎ

 
 
 
  

 
 
 
 

：
多

角
形

の
コ
ー

ナ
ー

点
の

数
 
 

（
C

o
rn

e
r 

P
o
in

t 
N

u
m

b
e
r）

 

□
 Ｃ

Ｐ
１

（
～
１

５
）

：
多

角
形

の
コ
ー

ナ
ー

点
の
座

標
 
（

C
o
rn

e
r 

P
o
in

t）
 

□
 Ｆ

Ｇ
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 
：

各
種
設

定
フ

ラ
グ

 
（

Ｆ
la

g
）

 

□
 Ａ

Ｎ
 

 
 

 
 

 
：

通
り

芯
の

軸
記

号
 
（

A
x
is

 N
u

m
b
e
r）

 

□
 Ｅ

Ｂ
Ｎ

 
 

 
 

 
：

そ
の

他
の

部
材

の
名

称
 
（

元
の

部
材

の
部

材
名

称
）

□
 Ｅ

Ｂ
Ｗ

（
Ｈ

，
Ｌ

）
：

そ
の

他
の

部
材

の
寸

法
 
（

元
の

部
材

を
包

含
す

る
直

方
体

の
寸

法
）
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５
．
パ

タ
ー

ン
別

詳
細
図

 

大
分

類
 

１
 

小
分

類
 

１
 

角
柱

 

■
基

準
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
基

準
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：柱
の

幅

□
 
Ｈ

：柱
の

奥
行

 

 

大
分

類
 

１
 

小
分

類
 

２
 

円
柱

 

■
基

準
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
基

準
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｄ

：柱
（円

）の
直

径

 

  

D
 

H 

W
 

副
軸

 

主軸 

基
準
点

1
 

基
準
点

2
 

D
 

副
軸

 

主軸 

基
準
点

1
 

基
準
点

2
 

W
 

89
 

 

大
分

類
 

１
 

小
分

類
 

３
 

Ｈ
鋼

柱
 

■
基

準
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
基

準
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：柱
の

幅

□
 
Ｈ

：柱
の

奥
行

□
 
Ｔ

１
：ウ

ェ
ブ

厚

□
 
Ｔ

２
：フ

ラ
ン

ジ
厚

 

 

大
分

類
 

 
小

分
類

 
 

 

  

W
 

W

副
軸

主軸 

基
準
点

1
 

基
準
点

2

H 

T
1

T2 
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大
分

類
 

２
 

小
分

類
 

１
 

梁
（ハ

ン
チ

な
し

） 

■
基

準
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
基

準
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：梁
幅

□
 
Ｈ

：梁
成

 

 

大
分

類
 

２
 

小
分

類
 

２
 

梁
（垂

直
ハ

ン
チ

） 

■
基

準
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
基

準
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：梁
幅

□
 
Ｈ

：梁
成

□
 
Ｌ

１
：基

準
点

１
側

ハ
ン

チ
長

さ
 

※
ハ

ン
チ

が
な

い
場

合
、

Ｌ
１

＝
０

 

□
 
Ｈ

１
：基

準
点

１
側

ハ
ン

チ
高

さ

□
 
Ｌ

２
：基

準
点

２
側

ハ
ン

チ
長

さ
 

※
ハ

ン
チ

が
な

い
場

合
、

Ｌ
２

＝
０

 

□
 
Ｈ

２
：基

準
点

２
側

ハ
ン

チ
高

さ

 

  

主
軸

 

副軸 

基
準
点

1
 

W H 
基
準
点

2
 

主
軸

 

副軸 

W 

基
準
点

1
 

H 

基
準
点

2
 

L
1
 

H1 

L
2
 

H2 

91
 

 

大
分

類
 

２
 

小
分

類
 

３
 

梁
（
水

平
ハ

ン
チ

） 

■
基

準
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
基

準
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

 □
 
Ｗ

：梁
幅

 

□
 
Ｈ

：梁
成

□
 
Ｌ

１
：基

準
点

１
側

ハ
ン

チ
長

さ
 

※
ハ

ン
チ

が
な

い
場

合
、

Ｌ
１

＝
０

 

□
 
Ｌ

２
：基

準
点

２
側

ハ
ン

チ
長

さ
 

※
ハ

ン
チ

が
な

い
場

合
、

Ｌ
２

＝
０

 

□
 
Ｏ

11
、

Ｏ
1
2：

基
準

点
１

側
の

ハ
ン

チ
幅

□
 
Ｏ

21
、

Ｏ
2
2：

基
準

点
２

側
の

ハ
ン

チ
幅

 

 

大
分

類
 

２
 

小
分

類
 

４
 

梁
（
垂

直
ド

ロ
ッ

プ
）
 

■
基

準
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
基

準
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：梁
幅

□
 
Ｈ

：梁
成

□
 
Ｌ

１
：基

準
点

１
側

ド
ロ

ッ
プ

長
さ

 

※
ド

ロ
ッ

プ
が

な
い

場
合

、
Ｌ

１
＝

０
 

□
 
Ｈ

１
：基

準
点

１
側

ド
ロ

ッ
プ

高
さ

□
 
Ｌ

２
：基

準
点

２
側

ド
ロ

ッ
プ

長
さ

 

※
ド

ロ
ッ

プ
が

な
い

場
合

、
Ｌ

２
＝

０
 

□
 
Ｈ

２
：基

準
点

２
側

ド
ロ

ッ
プ

高
さ

 

  

W H 

主
軸

副軸 

W 

基
準
点

1
基
準
点

2

L
1

H1 

L
2

H2 

主
軸

副軸 

基
準
点

1

H 

基
準
点

2

L
1
 

L
2
 

O11 O12 

O22 O21
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大
分

類
 

２
 

小
分

類
 

５
 

梁
（水

平
ド

ロ
ッ

プ
） 

■
基

準
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
基

準
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

 
 

□
 

Ｗ
：梁

幅
 

□
 

Ｈ
：梁

成

□
 

Ｌ
１

：基
準

点
１

側
ド

ロ
ッ

プ
長

さ
 

※
ド

ロ
ッ

プ
が

な
い

場
合

、
Ｌ

１
＝

０
 

□
 

Ｌ
２

：基
準

点
２

側
ド

ロ
ッ

プ
長

さ
 

※
ド

ロ
ッ

プ
が

な
い

場
合

、
Ｌ

２
＝

０
 

□
 
Ｏ

11
、

Ｏ
1
2：

基
準

点
１

側
の

ハ
ン

チ
幅

□
 
Ｏ

21
、

Ｏ
2
2：

基
準

点
２

側
の

ハ
ン

チ
幅

 

 

大
分

類
 

２
 

小
分

類
 

６
 

円
弧

梁
 

■
基

準
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
基

準
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

円
弧

中
心

方
向

□
 
Ｗ

：梁
幅

□
 
Ｈ

：梁
成

□
 
Ｒ

：梁
の

中
心

線
の

半
径

基
準

点
１

か
ら

基
準

点
２

を
結

ぶ
円

弧
の

向
き

は
、

主
軸

の
向

き
で

判
定

す
る

。

 

  

H 

W 

主
軸

 

副軸 

基
準
点

1
 

H 
基
準
点

2
 

L
1
 

L
2
 

主
軸

 

副軸 

基
準
点

1
 

基
準
点

2
 

R 

W
 

O11 O12 

O22 O21

93
 

 

大
分

類
 

２
 

小
分

類
 

７
 

Ｈ
鋼

梁
 

■
基

準
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
基

準
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：梁
幅

□
 
Ｈ

：梁
成

□
 
Ｔ

１
：ウ

ェ
ブ

厚

□
 
Ｔ

２
：フ

ラ
ン

ジ
厚

 

 

大
分

類
 

 
小

分
類

 
 

 

  

W 

主
軸

 

副軸 

基
準
点

1
 

H 

基
準
点

2

T
1

T2 
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大
分

類
 

３
 

小
分

類
 

１
 

壁
 

■
基

準
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
基

準
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：壁
の

幅

□
 
Ｈ

：壁
の

高
さ

 

 

大
分

類
 

３
 

小
分

類
 

２
 

円
弧

壁
 

■
基

準
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
基

準
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

円
弧

中
心

方
向

□
 
Ｗ

：壁
の

幅

□
 
Ｈ

：壁
の

高
さ

□
 
Ｒ

：壁
の

中
心

線
の

半
径

基
準

点
１

か
ら

基
準

点
２

を
結

ぶ
円

弧
の

向
き

は
、

主
軸

の
向

き
で

判
定

す
る

。

 

  

基
準
点

1
 

W H 
基
準
点

2
 

主
軸

 
副軸 

H 

主
軸

 

副軸 

基
準
点

1
 

基
準
点

2
 

R 

W
 

95
 

 

大
分

類
 

４
 

小
分

類
 

１
 

床
（
矩

形
） 

■
基

準
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
基

準
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：床
の

幅

□
 
Ｈ

：床
の

厚
さ

 

 

大
分

類
 

４
 

小
分

類
 

２
 

床
（多

角
形

） 

■
基

準
点

数
＝

１

■
配

置
基

準
点

＝
基

準
点

１
と

同
座

標

■
主

軸
・副

軸
方

向
＝

指
定

な
し

（０
を

セ
ッ

ト
）

□
 
Ｈ

：床
の

厚
さ

□
 
Ｃ

Ｐ
Ｎ

：形
状

を
構

成
す

る
折

線
の

制
御

点
の

数

 
 

 
 

 
（最

大
１

５
点

）

□
 
Ｃ

Ｐ
１

～
Ｃ

Ｐ
１

５
：折

線
の

制
御

点
（△

）の
座

標
 

X
,Y

,Z
を

カ
ン

マ
で

区
切

っ
て

セ
ッ

ト
す

る
。

末
尾

の
数

字
は

基
準

点
１

を
始

点
と

し
て

、
以

降
の

制
御

点
の

順
番

を
表

す
。

基
準

点
１

は
始

点
と

終
点

を
兼

ね
る

。
（

基
準

点
１

⇒
Ｃ

Ｐ
１

⇒
・・

・⇒
Ｃ

Ｐ
ｎ
⇒

基
準

点
１

）

各
点

を
結

ぶ
折

線
は

交
差

し
て

は
い

け
な

い
。

  

主
軸

副軸 

基
準
点

1

W 

基
準
点

2
 

H 
H 

基
準
点

1
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大
分

類
 

５
 

小
分

類
 

１
 

天
井

（矩
形

） 

■
基

準
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
基

準
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：天
井

の
幅

□
 
Ｈ

：天
井

の
厚

さ

 

 

大
分

類
 

５
 

小
分

類
 

２
 

天
井

（多
角

形
） 

■
基

準
点

数
＝

１

■
配

置
基

準
点

＝
基

準
点

１
と

同
座

標

■
主

軸
・副

軸
方

向
＝

指
定

な
し

（０
を

セ
ッ

ト
）

□
 
Ｈ

：天
井

の
厚

さ

□
 
Ｃ

Ｐ
Ｎ

：形
状

を
構

成
す

る
折

線
の

制
御

点
の

数
 

 
 

 
 

 
 

（最
大

１
５

点
）

□
 
Ｃ

Ｐ
１

～
Ｃ

Ｐ
１

５
：折

線
の

制
御

点
（△

）の
座

標
 

X
,Y

,Z
を

カ
ン

マ
で

区
切

っ
て

セ
ッ

ト
す

る
。

末
尾

の
数

字
は

基
準

点
１

を
始

点
と

し
て

、
以

降
の

制
御

点
の

順
番

を
表

す
。

基
準

点
１

は
始

点
と

終
点

を
兼

ね
る

。
（

基
準

点
１

⇒
Ｃ

Ｐ
１

⇒
・・

・⇒
Ｃ

Ｐ
ｎ
⇒

基
準

点
１

）

各
点

を
結

ぶ
折

線
は

交
差

し
て

は
い

け
な

い
。

 

  

主
軸

 
副軸 

基
準
点

1
 

W 

基
準
点

2
 

H 
H 

基
準
点

1
 

97
 

 

大
分

類
 

６
 

小
分

類
 

１
 

屋
根

（矩
形

） 

■
基

準
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
基

準
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：屋
根

の
幅

□
 
Ｈ

：屋
根

の
厚

さ

 

 

大
分

類
 

６
 

小
分

類
 

２
 

屋
根

（多
角

形
） 

■
基

準
点

数
＝

１

■
配

置
基

準
点

＝
基

準
点

１
と

同
座

標

■
主

軸
・副

軸
方

向
＝

指
定

な
し

（０
を

セ
ッ

ト
）

□
 
Ｈ

：屋
根

の
厚

さ

□
 
Ｃ

Ｐ
Ｎ

：形
状

を
構

成
す

る
折

線
の

制
御

点
の

数

 
 

 
 

 
 

（最
大

１
５

点
）

□
 
Ｃ

Ｐ
１

～
Ｃ

Ｐ
１

５
：折

線
の

制
御

点
（△

）の
座

標
 

X
,Y

,Z
を

カ
ン

マ
で

区
切

っ
て

セ
ッ

ト
す

る
。

末
尾

の
数

字
は

基
準

点
１

を
始

点
と

し
て

、
以

降
の

制
御

点
の

順
番

を
表

す
。

基
準

点
１

は
始

点
と

終
点

を
兼

ね
る

。
（

基
準

点
１

⇒
Ｃ

Ｐ
１

⇒
・・

・⇒
Ｃ

Ｐ
ｎ
⇒

基
準

点
１

）

各
点

を
結

ぶ
折

線
は

交
差

し
て

は
い

け
な

い
。

  

主
軸

副軸 

基
準
点

1

W 

基
準
点

2

H H 

基
準
点

1
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大
分

類
 

７
 

小
分

類
 

１
 

角
基

礎
 

■
基

準
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
基

準
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：基
礎

の
幅

□
 
Ｈ

：基
礎

の
奥

行
き

 

 

大
分

類
 

７
 

小
分

類
 

２
 

Ｈ
鋼

基
礎

 

■
基

準
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
基

準
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：基
礎

の
幅

□
 
Ｈ

：基
礎

の
奥

行
き

□
 
Ｔ

１
：ウ

ェ
ブ

厚

□
 
Ｔ

２
：フ

ラ
ン

ジ
厚

 

 

H 

W
 

副
軸

 

主軸 

基
準
点

1
 

基
準
点

2
 

W
 

W
 

W
 

副
軸

 

主軸 

基
準
点

1
 

基
準
点

2

H 

T
1
 

T2 

99
 

 

大
分

類
 

８
 

小
分

類
 

１
 

角
開

口
 

■
基

準
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
基

準
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：開
口

の
幅

□
 
Ｈ

：開
口

の
高

さ

□
 
Ｆ

Ｇ
：開

口
種

別
の

フ
ラ

グ

 
 

 
 

 
窓

＝
１

 
 

 
 

 
 

 
ド

ア
＝

２

 
 

 
 

 
点

検
口

＝
３

 
 

 
 

そ
の

他
＝

０

 

 

大
分

類
 

８
 

小
分

類
 

２
 

丸
開

口
 

■
基

準
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
基

準
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｄ

：開
口

（円
）の

直
径

□
 
Ｆ

Ｇ
：開

口
種

別
の

フ
ラ

グ

 
 

 
 

 
窓

＝
１

 
 

 
 

 
 

 
ド

ア
＝

２

 
 

 
 

 
点

検
口

＝
３

 
 

 
 

そ
の

他
＝

０

 

  

副
軸

 

主軸 

基
準
点

1

H 

基
準
点

2
W

副
軸

主軸 

基
準
点

1

基
準
点

2
DW D
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大
分

類
 

９
 

小
分

類
 

１
 

通
り

芯
 

■
基

準
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ａ

Ｎ
：通

り
芯

軸
記

号

（
こ

の
項

目
の

値
の

記
述

に
は

、
全

角
文

字
を

使

用
し

て
も

よ
い

）

□
 
Ｆ

Ｇ
：通

り
芯

軸
記

号
表

示
位

置
フ

ラ
グ

 
 

 
 

 
基

準
点

１
側

＝
１

 
 

基
準

点
２

側
＝

２

 
 

 
 

 
両

側
＝

３
 

 
 

 
 

 
な

し
＝

０

 

 

大
分

類
 

 
小

分
類

 
 

 

 

  

X
1
 

基
準
点

1
 

基
準
点

2
 

Y
1
 

基
準
点

1
 

基
準
点

2
 

副
軸

 主軸 

主
軸

 

副軸 

10
1 

 

大
分

類
 

＊
 

小
分

類
 

０
 

そ
の

他
 

■
基

準
点

数
＝

０

■
配

置
基

準
点

＝
元

の
部

材
を

含
有

す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
直

方
体

の
中

心
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 Ｅ

Ｂ
Ｎ

：元
の

部
材

の
部

材
名

称

 
 

（
こ

の
項

目
の

値
の

記
述

に
は

、
全

角
文

字
を

使

用
し

て
も

よ
い

） 

□
 Ｅ

Ｂ
Ｗ

：元
の

部
材

を
含

有
す

る
直

方
体

の
幅

□
 Ｅ

Ｂ
Ｈ

：元
の

部
材

を
含

有
す

る
直

方
体

の
高

さ

□
 Ｅ

Ｂ
Ｌ

：元
の

部
材

を
含

有
す

る
直

方
体

の
長

さ

 

 

大
分

類
 

 
小

分
類

 
 

 

 

  

主
軸

副軸 

EBW EBH 

E
B
L
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 第
６
章

 
会
社

コ
ー

ド
 

 会
社

コ
ー

ド
は

、
適

宜
、

追
加

さ
れ

る
可

能
性

が
あ

る
た
め

、
最

新
の

も
の
に

つ
い

て
は

、
第

7
章
に

記
す

問
い

合

わ
せ

先
ま

で
お

問
い

合
わ

せ
頂

き
た

い
。

 

 

記
号

 
会

 
 

社
 

 
名

 

K
S

 
財

団
法

人
建
設

業
振

興
基

金
 

Ｋ
Ｍ

 
株

式
会

社
コ

モ
ダ

工
業

シ
ス

テ
ム

Ｋ
Ｍ

Ｄ
 

Ｄ
Ｋ

 
ダ

イ
キ

ン
工

業
株

式
会

社
 

Ｄ
Ｉ

 
株

式
会

社
ダ

イ
テ

ッ
ク

 

Ｆ
Ｒ

 
株

式
会

社
ダ

イ
テ

ッ
ク

（
U

／
K

IT
）

 

Ｃ
Ｃ

 
株

式
会

社
中

電
シ
ー

テ
ィ
ー

ア
イ

 

N
S

 
株

式
会

社
N

Y
K

シ
ス

テ
ム
ズ

 

Ｍ
Ｍ

 
株

式
会

社
ア

イ
・

テ
ィ

・
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
 

Ｙ
Ｄ

 
株

式
会

社
四

電
工

 

Ｔ
Ａ

 
株

式
会

社
竹

中
工

務
店

 

D
A

 
タ

ナ
ッ

ク
シ

ス
テ

ム
株

式
会

社
 

Z
S

 
株

式
会

社
図

面
ソ

フ
ト

 

N
C

 
株

式
会

社
ナ

コ
ス

・
コ

ン
ピ

ュ
ー
タ

・
シ

ス
テ

ム
ズ

ﾞ
 

S
P

 
株

式
会

社
シ

ス
プ

ロ
 

G
P

 
株

式
会

社
ジ

オ
プ

ラ
ン

 

※
平
成

2
1
年

３
月

時
点

 

 

10
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第
７
章

 
ご
意

見
等

 

 
本
成

果
が

建
設

業
界

の
実

利
に

資
す

る
た
め
に
は

、
実

務
利

用
を

通
し

て
得

ら
れ

た
問

題
点

や
課

題
に

適
時

対

処
し

て
い

く
こ

と
が

不
可

欠
で

す
。

こ
う

し
た

観
点

か
ら

、
C
-
C
A

D
E
C

で
は

、
今

後
と

も
、

本
仕

様
の

管
理

・

改
善
に

継
続

的
に

取
り

組
む

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。

 
つ

い
て
は

、
本
仕
様

も
し

く
は

本
仕
様
に

準
拠

し
た

B
E
-
B

ri
d
g
e
デ
ー
タ

の
利

用
に

際
し

て
、

利
用

者
の

皆

様
が

感
じ

ら
れ

た
ご

意
見

、
ご

指
摘
に

つ
い

て
は

、
下

記
ま

で
ご

連
絡

を
頂

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

 

財
団

法
人

 
建
設

業
振

興
基

金
 
設

計
製

造
情

報
化

評
議

会

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
：

c
i-

n
e
t@

k
e
n

s
e
ts

u
-
k
ik

in
.o

r.
jp

 

 
ま

た
、

C
-
C
A

D
E
C

の
活

動
、

入
会

等
に

係
る

ご
質

問
に

つ
い

て
は

、
下

記
ま

で
お

問
い

合
わ

せ
下

さ
い

。

 

 
財

団
法

人
 

建
設

業
振

興
基

金
 

建
設

産
業

情
報

化
推

進
セ

ン
タ
ー

 
〒

1
0

5
-
0

0
0

1
 

東
京

都
港

区
虎

ノ
門

4
-
2
-
1
2

虎
ノ

門
4

丁
目
Ｍ
Ｔ
ビ
ル

2
号
館

 
T

E
L
 0

3
-
5

4
7

3
-
4

5
7

3
 

 
 
F
A

X
 0

3
-
5

4
7

3
-4

5
8

0

 
メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
：

c
i-

n
e
t@

k
e
n

s
e
ts

u
-
k
ik

in
.o

r.
jp

 
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
：

h
tt

p
:/

/w
w

w
.k

e
n

s
e
ts

u
-
k
ik

in
.o

r.
jp

/
c
-
c
a
d
e
c
/
 

 
本
仕
様

書
が

契
機

と
な

り
、

建
設

産
業

の
高

度
情

報
化
に

係
る

取
り

組
み

が
活

性
化

し
、

わ
が

国
の

経
済

社
会

に
大

き
な

役
割

を
担

う
建
設

産
業

の
健

全
な

発
展
に

資
す

れ
ば

幸
い

で
す

。
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附
録

１
 

改
訂
点

一
覧

 

 
設
備

C
A

D
デ
ー
タ
交
換
仕
様
“

B
E
-B

ri
d
g
e

  V
e
r.
4

.0
で

の
改

訂
点

一
覧

を
以

下
に

示
す

。
 

 

頁
 

章
・

項
 

改
訂

内
容

 

－
 

は
じ
め
に

 
· 

主
な
仕
様

改
訂

事
項

を
変

更
し

た
。

 
 

－
 

目
次

 
· 

「
第

5
章

建
築

部
材

フ
ォ
ー

マ
ッ

ト
」

を
追

加
し

た
。

 
 

1
 

第
1

章
－

1
 

· 
現

バ
ー

ジ
ョ

ン
で

の
対

応
項

目
に

「
建

築
」

を
追

加
し

た
。

 
 

2
 

第
1

章
－

1
1

 
· 

本
仕
様

書
の

バ
ー

ジ
ョ

ン
を

「
4

.0
」
に

変
更

し
た

。
 

 
3

 
第

2
章

 
· 

「
項

番
c
．

フ
ォ
ー

マ
ッ

ト
の

バ
ー

ジ
ョ

ン
」

を
「

4
.0

」
に

変
更

し
た

。
· 

「
項

番
ｇ

．
出

力
Ｃ

Ａ
Ｄ

と
製

品
バ
ー

ジ
ョ

ン
」

を
追

加
し

た
。

· 
表

の
下
に

記
載

の
出

力
例

の
内

容
を

変
更

し
た

。
 

4
 

第
3

章
 

第
1

項
 

· 
「

項
番

1
．

部
材

定
義

項
目

」
の

内
容

を
変

更
し

た
。

 
 

7
 

第
3

章
 

第
2

項
 

· 
「

1
．

角
ダ

ク
ト

パ
タ
ー

ン
分

類
」
に

部
材

を
追

加
し

た
。

 
 

1
2

 
第

3
章

 
第

4
項

 
· 

「
形

状
寸

法
デ
ー
タ

記
号

」
を

追
加

し
た

。
 

 
1

3
 

第
3

章
 

第
5

項
 

· 
「

パ
タ
ー

ン
別

詳
細

図
」

の
内

容
を

変
更

し
た

。
· 

「
パ
タ
ー

ン
別

詳
細

図
」
に

部
材

を
追

加
し

た
。

 
5

1
 

第
4

章
 

第
1

項
 

· 
「

項
番

1
．

部
材

定
義

項
目

」
の

内
容

を
変

更
し

た
。

 
 

8
3

 
第

5
章

 
· 

「
第

5
章

建
築

部
材

フ
ォ
ー

マ
ッ

ト
」

を
追

加
し

た
。

 
 

1
0
2

 
第

6
章

 
· 

「
会

社
コ
ー

ド
」

を
追

加
し

た
。

· 
「

会
社

コ
ー

ド
」
に

記
載

の
会

社
名

を
変

更
し

た
。

 
1

0
3

 
第

7
章

 
· 

連
絡

先
メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
を

変
更

し
た

。
 

 

10
5 

附
録
２

 
“

B
E

-B
ri
d
g
e
”

V
e
r.
3
.0

以
降
の

デ
ー

タ
変

換
の

流
れ

V
e
r.
3

.0
以

降
の

B
E
-B

ri
d

g
e
で

は
可

能
な

限
り

、
部

材
属

性
を

保
持

し
た

変
換

が
で

き
る

よ
う

に
次

の
改

良
が

行
わ

れ

て
い

ま
す

。

 ○
仕
様

に
定

義
さ

れ
た

部
材

を
サ

ポ
ー

ト
し

て
い

な
い

場
合

、
属

性
を

保
持

し
て

類
似

部
材

と
し

て
出

/入
力

す
る

○
そ

の
他

部
材

の
場

合
ま

た
は

適
当

な
部

材
が

存
在

し
な

い
場

合
、

直
方

体
と

し
て

形
状

を
出

/入
力

す
る

 

(注
)B

E
-B

ri
d

g
e
を

サ
ポ
ー

ト
す

る
C
A

D
に

よ
り

保
有

す
る

部
材

の
種

類
数

が
異

な
る

た
め

、
各

部
材

が
 

ど
の

よ
う

に
変
換

さ
れ

る
か
に

つ
い

て
は

、
C
A

D
の

問
い

合
わ

せ
先

で
ご

確
認

下
さ

い
。

 

 

出
力

側
C

A
D

入
力

側
C

A
D

配
管

の
属

性
例

・
部

材
種

別
・
配

管
寸

法
・
配

置
基

準
点

・
接

続
工

法
・
質

量
・
用

途
・
流

量
等

B
E
-
B

ri
dg

e
フ

ァ
イ

ル

D
 X

 F

リ
ン

ク

部
材

デ
ー

タ
と

し
て

図
面

を
交

換

作
図

変
換

読
み

込
み

部
材

D
B

照
会

変
換

合
致

す
る

部
材

が
存

在

類
似

す
る

部
材

が
存

在
類

似
す

る
部

材
で

出
力

直
方

体
に

置
換

し
出

力

出
力

し
な

い

仕
様

定
義

部
材

で
出

力
仕

様
定

義
部

材
が

有
る

ケ
ー

ス

仕
様

定
義

部
材

が
無

い
ケ

ー
ス

出
力 描
画

デ
ー

タ
と

し
て

図
面

を
交

換

部
材

コ
ー

ド

類
似

す
る

部
材

が
無

い

再
現

が
適

切
で

な
い

も
と

も
と

絵
し

か
な

い
ケ

ー
ス

類
似

す
る

部
材

で
変

換

直
方

体
に

置
換

し
変

換

受
け

取
っ

た
部

材
で

変
換

「そ
の

他
部

材
」
の

ケ
ー

ス

絵
柄

の
取

り
込

み

属
性

を
保

持
し

て
変

換

属
性

の
無

い
絵

と
し

て
変

換

再
現

2
次

元
の

絵
形

状

属
性

情
報

2
次

元
の

絵
形

状

3次
元

の
絵

形
状

ﾀ
ﾞｸ

ﾄの
属

性
例

・
部

材
種

別
・
ﾀ
ﾞｸ

ﾄ形
状

寸
法

・
配

置
基

準
点

・
用

途
・
風

量
・
接

続
工

法
・
板

厚
等



 
  

 

 
 

 
 

設
備

CA
D
デ
ー
タ
交
換
仕
様
“
BE
-B
ri
dg
e”

 V
er
.4
.0
 

平
成

2
1
年

3
月
 
発
行

編
集
・
発
効
 
財
団
法
人
 建

設
業
振
興
基
金

 
 
 
 
 
 
建
設
産
業
情
報
化
推
進
セ
ン
タ
ー

 
 
 
 
 
 
〒
1
05
-0
00
1 

東
京
都
港
区
虎
ノ
門

4
-2
-1
2

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 虎

ノ
門
４
丁
目
Ｍ
Ｔ
ビ
ル

2
号
館

 
 
 
 
 
 
TE
L 

03
-5
47
3-
4
57
3 

F
AX
 
0
3-
5
47
3
-4
58
0

 
 
 
 
 
 
UR
L 

ht
tp
:/
/w
w
w.
k
en
s
et
s
u-
ki
k
in
.
or
.j
p
/c
-
ca
de
c/
 

 
本
書
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
無
断
複
写
複
製
を
禁
じ
ま
す
。
（
著
作
権
法
上
の
例
外
を
除
く
。
）

 
 





 

電気設備 EC 推進委員会関連資料 

 

 





 

資料７－１ 電設版 BE-Bridge 仕様素案 

 





 

 3 

第
**

章
 

電
気

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

  
 

（
※

改
定

版
仕

様
書

の
章

項
構

成
等

は
検

討
中

）
 

１
項

 
電

気
部

材
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
 

□
 フ

ァ
イ

ル
の

2
レ

コ
ー

ド
目

以
降

を
使

用
し

、
1
部
材

を
定

義
す

る
。

 

□
 1

部
材

当
た

り
3

8
レ

コ
ー

ド
固
定

と
し

、
未

使
用
の
項

目
は

 
 0

   
-
1

   
空

欄
  

を
セ
ッ
ト

す
る

こ
と

と
し

、

使
い

分
け

に
つ

い
て
は
項

目
説

明
欄

を
参

照
。

 

□
 使

用
す

る
文

字
は

、
1

バ
イ
ト
の

文
字

と
し

、
英

字
は

大
文

字
と

す
る

。
た

だ
し

、
以

下
の
項

目
に

つ
い

て

は
、

全
角

文
字

を
使

用
し

て
も

よ
い

。

 
・
項

番
３

「
系

統
名

」

 
・

「
そ
の

他
部
材

」
時

に
項

番
７

～
２

４
「
電

気
部
材

形
状

寸
法

デ
ー

タ
」

に
セ
ッ
ト

す
る

 
 

「
元
の
部
材
の
部
材

名
称

」
（

見
出

し
文

字
「

E
B

N
=
」
は

1
バ

イ
ト

文
字

と
す

る
）

 

□
 1

レ
コ
ー

ド
の

バ
イ
ト

数
は

、
最

大
2

5
6

バ
イ
ト

ま
で

と
す

る
。
（

た
だ

し
Ｃ

Ｒ
／

Ｌ
Ｆ
は

含
ま

な
い
）

 

項
番

 
項

 
 
 
 
 
 
 
目

 
項

 
 
目

 
 
説

 
 
明

 

1
 

部
材
定

義
項

目
 

SE
Q 
No
.

年
月

時
分

日

ﾃﾞ
ｰﾀ
種
別

会
社
コ
ー
ド

・
デ
ー

タ
種

別
：

D
 

 
ダ

ク
ト

 
 

P
 

 
配

管

 
 

 
 

 
 

 
E

 
 
電
気

 
 

 
K

 
 
機

器

 
 

 
 

 
 

 
A

 
 建

築

・
S

E
Q

 N
o
. 

：
 
数

字
5

桁
と

し
、

頭
0

埋
め

 

※
重

複
が

な
け

れ
ば

、
連

番
で

な
く

て
も

よ
い

 

・
会

社
コ
ー

ド
：

英
数

字
2

文
字
（

詳
細
は
第

？
章

参
照
）

・
日

 
 

 
付

：
デ

ー
タ

作
成

日
（

年
 

 
西

暦
4

桁
）

・
時

 
 

 
間

：
デ

ー
タ

作
成

開
始

時
間

 

※
D

X
F
フ

ァ
イ

ル
と

同
期

を
と

る
 

D
X

F
内
の

B
L
O

C
K

デ
ー

タ
と

C
E

Q
フ

ァ
イ

ル
の

デ
ー

タ
の

マ
ッ

チ
ン

グ
に

使
用

す
る

。

※
D

X
F
の

B
L
O

C
K

名
と

同
じ

名
称

と
し

、
同

一
デ
ー

タ
内

で
重

複
の

無
い

も
の

と
す

る
 

2
 

出
力

時
レ

イ
ヤ

№
 

・
数

字
を

セ
ッ
ト

・
出

力
時
の

レ
イ

ヤ
は

、
レ

イ
ヤ

を
１

以
上
の

数
字

に
変

換
し

て
出

力
す

る

・
入

力
時
の

レ
イ

ヤ
は

、
電

設
部
材
の

工
事
項

目
（

科
目
）

に
よ

り
レ

イ

ヤ
を

分
類

し
て

い
る

C
A

D
は

、
電

設
部
材
の

工
事
項

目
（

科
目
）

に

応
じ

て
自

社
C

A
D
の

レ
イ

ヤ
に

変
換

す
る

。
電

設
部
材
の

工
事
項

目

（
科

目
）

と
レ

イ
ヤ
の

関
連

を
持

た
な

い
C

A
D
は

、
本

出
力

レ
イ

ヤ

を
用

い
て

自
社

C
A

D
の

レ
イ

ヤ
に

変
換

す
る

。
 

 

 

 4

項
番

項
 
 
 
 
 
 
 
目

 
項

 
 
目

 
 
説

 
 
明

 

3
 

系
統

名
 

・
全

角
・

半
角

文
字

を
セ
ッ
ト

・
出

力
し

な
い

場
合

に
は

“
空

欄
”

と
す

る
 

4
 

系
統

番
号

 
・

 数
字

を
セ
ッ
ト

・
出

力
し

な
い

場
合

に
は

“
空

欄
”

と
す

る
 

5
 

パ
タ
ー

ン
N

o
. 

大
分

類
 

・
 電

気
部
材

パ
タ
ー

ン
N

o
.を

大
分

類
，

小
分

類
で

セ
ッ
ト

 

6
 

 
 

〃
 

 
 
 
 
小

分
類

 
 
（

詳
細
は
第

２
項

を
参

照
）

 

7
 

・ ・ ・
 

2
4

 

電
気

部
材

形
状

寸
法

デ
ー

タ
 

・
 1

行
に

1
項

目
を

セ
ッ
ト

・
 項

目
数
は

固
定

で
1

８
項

目

・
 未

使
用
項

番
に
は

“
0

”
を

セ
ッ
ト

・
 順

不
同

と
し

、
W

=
,H

=等
の

見
出

し
文

字
を

付
与

す
る

 
（

詳
細
は
第

３
項

を
参

照
）

 

2
5

 
電

設
部
材

番
号

 
・

英
数

字
を

6
文

字
ま

で
セ
ッ
ト

・
出

力
し

な
い

場
合

に
は

“
空

欄
”

と
す

る
 

2
6

 
単

複
区

分
 

・
 複

線
：

0
、

単
線

：
1

を
セ

ッ
ト

・
 本

バ
ー

ジ
ョ

ン
で
は

、
複

線
の

み
対

応
 

2
7

 
配

置
基

準
点

 
・

パ
タ
ー

ン
別

詳
細

図
に

よ
り

、
X

,Y
,Z

を
セ

ッ
ト

・
指

数
等
は

使
用

せ
ず

全
て

実
寸

値
で

セ
ッ
ト

・
X

,Y
,Z
は

、
カ

ン
マ

で
区

切
る

 
（

詳
細
は
第

３
項

を
参

照
）

 

2
8

 
接

続
点

1
 

・
接

続
点
は

、
パ

タ
ー

ン
別

詳
細

図
の

W
B

,W
C

,W
D
（
電

線
管
の

場
合

は
、

D
B

,D
C

,D
D
）
の

順
と

す
る

・
部
材
の

各
接

続
点
の

「
座

標
X

,Y
,Z

と
接

続
情

報
」

を
セ
ッ
ト

・
座

標
は

、
指

数
等
は

使
用

せ
ず

全
て

実
寸

値
で

セ
ッ
ト

・
X

,Y
,Z
は

、
カ

ン
マ

で
区

切
る

 
 

例
１

：
2

0
,2

2
,3

3
,

 
 

 
（

X
=
2

0
,Y

=
2

2
,Z

=
3

3
,）

 

2
9

 
接

続
点

2
 

・
未

使
用
の

接
続

点
Ｎ

ｏ
に
は

、
“

0
”
１

個
の

み
を

セ
ッ
ト

 

3
0

 
接

続
点

3
 

 
 

例
：

接
続

点
が

２
点
の

場
合

に
は

、
接

続
点

３
，

４
は

“
0

”
を

 

3
1

 
接

続
点

4
 

 
 

 
 

セ
ッ
ト

 

3
2

 
ベ

ク
ト

ル
 

 
 

主
軸

 
・

主
軸

，
副

軸
の

ベ
ク
ト

ル
で

、
X

,Y
,Z
の

形
で

あ
ら

わ
す

・
ベ

ク
ト

ル
の

大
き

さ
は

“
1

”
 

3
3

 
 

〃
 

 
 

 
 

副
軸

 
 
（

詳
細
は
第

３
項

を
参

照
）

 

3
4

 
工

事
項

目
（

科
目
）

 
・
電

設
部
材
の

工
事
項

目
（

科
目
）

を
英

数
字

で
セ
ッ
ト

 
（

詳
細
は
第

２
項

２
を

参
照

）
 

3
5

 
材

質
、

外
装

 
・
材

質
、

外
装

を
数

字
で

セ
ッ
ト

 
（

詳
細
は
第

２
項

３
を

参
照

）
 

3
6

 
予

備
 

・
現

在
未

使
用

“
0

”
を

セ
ッ
ト

 



 

 5 

項
番

 
項

 
 
 
 
 
 
 
目

 
項

 
 
目

 
 
説

 
 
明

 

3
7

 
予

備
 

・
現

在
未

使
用

“
0

”
を

セ
ッ
ト

 

3
8

 
デ
ー

タ
終

了
フ

ラ
グ

 
・

最
終

デ
ー

タ
は

“
0

”
 
を

セ
ッ
ト

（
“

0
”

で
C

E
Q
フ

ァ
イ

ル
の

終
了
）

 

 
 

・
後

続
デ
ー

タ
が

あ
る

場
合
は

“
1

”
を

セ
ッ
ト

 

      

 

 6

２
項

 
電

気
部

材
項

目
別

設
定

値
 

１
．

電
気

部
材

パ
タ

ー
ン
分

類
 

大
 

分
 

類
 

小
 

分
 

類
 

掲
載

頁

A
1

 
：

金
属

製
電

線
管

 
０

：
そ
の

他
 

―
 

 
（

J
IS

 C
 8

3
0

5
）

 
１

：
直

管
（

多
点

曲
げ

含
む

）
 

1
3

 

 
 

２
：

ノ
ー
マ

ル
ベ

ン
ド

 
1

3
 

A
2

 
：

合
成

樹
脂

製
電

線
管

 
０

：
そ
の

他
 

―
 

 
（

J
IS

 C
 8

4
3

0
）

 
１

：
直

管
（

多
点

曲
げ

含
む

）
 

1
3

 

 
 

２
：

ノ
ー
マ

ル
ベ

ン
ド

 
1

3
 

B
1

 
：

二
種

金
属

製
線

ぴ
 

０
：

そ
の

他
 

―
 

 
（

レ
ー

ス
ウ

ェ
イ
）

 
１

：
直
（

ス
ト

レ
ー
ト
）

 
 

1
4

 

 
 

２
：

L
型

分
岐

 
1

4
 

 
 

３
：

T
型

分
岐

 
1

5
 

 
 

４
：

X
型

分
岐

 
1

5
 

 
 

５
：

イ
ン

サ
イ

ド
ベ

ン
ド

 
 

1
6

 

 
 

６
：

ア
ウ
ト

サ
イ

ド
ベ

ン
ド

 
1

6
 

 
 

７
：

ジ
ャ

ン
ク

シ
ョ

ン
ボ
ッ

ク
ス

 
１

方
出

1
7

 

 
 

８
：

ジ
ャ

ン
ク

シ
ョ

ン
ボ
ッ

ク
ス

 
２

方
出

ス
ト

レ
ー
ト

 

1
7

 

 
 

９
：

ジ
ャ

ン
ク

シ
ョ

ン
ボ
ッ

ク
ス

 
２

方
出

L
型

 

1
8

 

 
 

１
０

：
ジ

ャ
ン

ク
シ

ョ
ン

ボ
ッ

ク
ス

 
３

方
出

T
型

 

1
8

 

 
 

１
１

：
ジ

ャ
ン

ク
シ

ョ
ン

ボ
ッ

ク
ス

 
４

方
出

X
型

 

1
9

 

B
2

 
：

金
属

ダ
ク
ト

 
０

：
そ
の

他
 

―
 

 
（

レ
ー

ス
ダ

ク
ト

含
む
）

 
１

：
直
（

ス
ト

レ
ー
ト
）

 
2

0
 

 
 

２
：

L
型

分
岐

（
外

角
内

直
）

 
2

0
 

 
 

３
：

L
型

分
岐

（
外

角
内

角
）

 
2

1
 

 
 

４
：

T
型

分
岐

（
内

直
）

 
2

1
 

 
 

５
：

T
型

分
岐

（
内

角
）

 
2

2
 

 
 

６
：

X
型

分
岐
（

内
直
）

 
2

2
 

 
 

７
：

X
型

分
岐
（

内
角
）

 
2

3
 

 
 

８
：

イ
ン

サ
イ

ド
ベ

ン
ド
（

内
直
）

 
2

3
 

 
 

９
：

ア
ウ
ト

サ
イ

ド
ベ

ン
ド
（

内
直
）

 
2

4
 

 
 

１
０

：
イ

ン
サ

イ
ド

ベ
ン

ド
 
（

内
角
）

 
2

4
 

 
 

１
１

：
ア

ウ
ト

サ
イ

ド
ベ

ン
ド
（

内
角
）

 
2

5
 



 

 7 

大
 

分
 

類
 

小
 

分
 

類
 

掲
載

頁
 

B
2

 
：

金
属

ダ
ク
ト

 
１

２
 

：
イ

ン
サ

イ
ド

ベ
ン

ド
T

型
 

2
5

 

 
（

レ
ー

ス
ダ

ク
ト

含
む
）

 
１

３
 

：
ア

ウ
ト

サ
イ

ド
ベ

ン
ド

T
型

 
2

6
 

B
2

 
金

属
ダ

ク
ト

 
１

２
 

：
ジ

ャ
ン

ク
シ

ョ
ン

ボ
ッ

ク
ス

 
１

方
出

 
2

6
 

 
（

レ
ー

ス
ダ

ク
ト

含
む
）

 
１

３
 

：
ジ

ャ
ン

ク
シ

ョ
ン

ボ
ッ

ク
ス

 
２

方
出

 

ス
ト

レ
ー
ト

 

2
7

 

 
 

１
４

 
：

ジ
ャ

ン
ク

シ
ョ

ン
ボ
ッ

ク
ス

 
２

方
出

 

L
型

 

2
7

 

 
 

１
５

 
：

ジ
ャ

ン
ク

シ
ョ

ン
ボ
ッ

ク
ス

 
３

方
出

 

T
型

 

2
8

 

 
 

１
６

 
：

ジ
ャ

ン
ク

シ
ョ

ン
ボ
ッ

ク
ス

 
４

方
出

 

X
型

 

2
8

 

C
1

 
：

バ
ス

ダ
ク
ト

 
０

 
：

そ
の

他
 

―
 

 
 

１
 

：
直

ス
ト

レ
ー
ト

 
2

9
 

 
 

２
 

：
横

向
エ

ル
ボ

 
 

2
9

 

 
 

３
 

：
縦

向
エ

ル
ボ

 
 

3
0

 

 
 

４
 

：
横

向
Ｔ

分
岐

 
3

0
 

 
 

５
 

：
縦

向
Ｔ

分
岐

 
3

1
 

 
 

６
 

：
横

向
ク

ロ
ス

 
3

1
 

 
 

７
 

：
縦

向
ク

ロ
ス

 
3

2
 

 
 

８
 

：
横

向
オ
フ

セ
ッ
ト

 
3

2
 

 
 

９
 

：
縦

向
オ
フ

セ
ッ
ト

 
3

3
 

 
 

1
0

 
：

エ
キ

ス
パ

ン
シ

ョ
ン

 
3

3
 

 
 

1
1

 
：

プ
ラ

グ
イ

ン
ス

イ
ッ

チ
ボ
ッ

ク
ス

（
プ

ラ
グ

イ
ン

ブ
レ
ー

カ
）

 

3
4

 

D
1

 
：

ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
 

０
 

：
そ
の

他
 

―
 

 
 

１
 

：
直
（

ス
ト

レ
ー
ト
）

 
3

5
 

 
 

２
 

：
L
型

分
岐
（

外
角

内
R
）

 
3

5
 

 
 

３
 

：
L
型

分
岐
（

外
角

内
直
）

 
3

6
 

 
 

４
 

：
L
型

分
岐
（

外
角

内
角
）

 
3

6
 

 
 

５
 

：
L
型

分
岐
（

外
R

内
R
）

 
3

7
 

 
 

６
 

：
T

型
分

岐
（

内
R
）

 
3

7
 

 
 

７
 

：
T

型
分

岐
（

内
直
）

 
3

8
 

 
 

８
 

：
特

殊
T

型
分

岐
 

3
8

 

９
 

：
X

型
分

岐
（

内
R
）

 
3

9
 

 
 

１
０

 
：

X
型

分
岐
（

内
直
）

 
3

9
 

１
１

 
：

イ
ン

サ
イ

ド
ベ

ン
ド
（

R
）

 
4

0
 

 
 

１
２

 
：

ア
ウ
ト

サ
イ

ド
ベ

ン
ド
（

R
）

 
4

0
 

 

 8

D
1

 
：

ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
 

１
３

：
イ

ン
サ

イ
ド

ベ
ン

ド
（

直
）

 
4

1
 

 
 

１
４

：
ア

ウ
ト

サ
イ

ド
ベ

ン
ド
（

直
）

 
4

1
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２
．
工

事
項

目
（

科
目

）
コ

ー
ド

 

大
 

分
 

類
 

小
 

分
 

類
 

A
 

：
電

力
設

備
 

０
 

：
そ
の

他
 

 
 

１
 

：
電

力
引

込
 

 
 

２
 

：
受

変
電

 

 
 

３
 

：
発
電

機
 

 
 

４
 

：
蓄
電

池
 

 
 

５
 

：
幹

線
 

 
 

６
 

：
動

力
 
 

 
 

７
 

：
コ

ン
セ

ン
ト

 

 
 

８
 

：
電

灯
 
 

B
 

：
通

信
情

報
設

備
 

０
 

：
そ
の

他
 

 
 

１
 

：
管

制
制

御
 

 
 

２
 

：
電

話
 

 
 

３
 

：
T

V
共

同
聴

視
 

 
 

４
 

：
放

送
 
 

 
 

５
 

：
警

報
呼

出
表

示
 
 

 
 

６
 

：
電
気

時
計

 
 

 
 

７
 

：
イ

ン
タ
ー

ホ
ン

 

 
 

８
 

：
IT

V
 
 

 
 

９
 

：
無

線
通

信
補

助
 
 

 
 

１
０

 
：

駐
車

場
管

制
 

 
 

１
１

 
：

防
犯

 

 
 

１
２

 
：

構
内

通
信

 

C
 

：
防

災
設

備
 

０
 

：
そ
の

他
 

 
 

１
 

：
非

常
照

明
 
 

 
 

２
 

：
誘

導
灯

 

 
 

３
 

：
自

動
火

災
報

知
 

 
 

４
 

：
防

排
煙

 

 
 

５
 

：
非

常
警

報
 
 

 
 

６
 

：
ガ

ス
漏

れ
警

報
 

 
 

７
 

：
非

常
放

送
 
 

 
 

８
 

：
航

空
障

害
等

 

 
 

９
 

：
避

雷
針

 
 

 

 

 10

３
．

材
質
、

外
装
コ

ー
ド

 

A
1

：
金

属
製
電

線
管
（

J
IS

 C
 8

3
0

5
）

 
A

2
：

合
成

樹
脂

製
電

線
管
（

J
IS

 C
 8

4
3

0
）

材
質

、
種

類
 

材
質

 

０
：

そ
の

他
 

０
：

そ
の

他
 

１
：

厚
鋼

 
１

：
硬

質
ビ

ニ
ル
（

V
E
）

 

２
：

薄
鋼

 
２

：
耐

衝
撃

性
硬

質
ビ

ニ
ル
（

H
IV

E
）

 

３
：

ね
じ

な
し

 
 

 
 

B
1

：
二

種
金

属
製

線
ぴ
（

レ
ー

ス
ウ

ェ
イ
）

 
B

2
：

金
属

ダ
ク
ト
（

レ
ー

ス
ダ

ク
ト

含
む
）

 

材
質

 
材

質
、

塗
装

 

０
：

そ
の

他
 

０
：

そ
の

他
 

１
：

溶
融

亜
鉛

め
つ

き
鋼

板
製

 
１

：
溶

融
亜

鉛
め

つ
き

鋼
板

製
 

 
２

：
メ

ラ
ミ

ン
樹

脂
焼

付
塗

装
 

 
３

：
電
気

亜
鉛

め
つ

き
処

理
 

 
４

：
ス

テ
ン

レ
ス

製
 

 
 

C
1

：
バ

ス
ダ

ク
ト

 
D

1
：

ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
 

材
質

、
種

類
 

材
質

、
塗

装
 

０
：

そ
の

他
 

０
：

そ
の

他
 

１
：

ア
ル

ミ
導

体
 

１
：

メ
ラ

ミ
ン

樹
脂

焼
付

塗
装

 

２
：

銅
導

体
 

２
：

エ
ポ

キ
シ

樹
脂

粉
体

塗
装

 

 
３

：
溶

融
亜

鉛
め

つ
き

塗
装

 

 
４

：
Z

A
M

 

 
５

：
ガ

ル
バ

リ
ウ

ム
 

 
６

：
ス
ー

パ
ー

ダ
イ
マ

 

 
７

：
ス

テ
ン

レ
ス

 

 
８

：
ア

ル
ミ
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３
項

 
ダ
ク

ト
部

材
形

状
寸

法
図
に
つ

い
て

 

 図
１

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
図

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

図
３

 

１
．

 接
続
点

 

１
）

 接
続

点
は

、
［

×
］

印
で

示
す

。

２
）

 ダ
ク
ト

接
続

面
の
中

心
点

を
接

続
点

と
す

る
。

３
）

 接
続

点
１
は

Ｗ
Ａ

側
、

接
続

点
２
は

Ｗ
Ｂ

側
、

接
続

点
３
は

Ｗ
Ｃ

側
、

接
続

点
４
は

Ｗ
Ｄ

側
の

接
続

点
と

す
る

。
（

丸
ダ

ク
ト

に
つ

い
て
は

、
Ｄ

Ａ
、

Ｄ
Ｂ

、
Ｄ

Ｃ
、

Ｄ
Ｄ
の

順
と

す
る
）

 

２
．
配

置
基

準
点

 

１
）

 後
述

２
）
の
部
材

を
除

い
て

、
接

続
点
１

と
同

じ
座

標
を

配
置

基
準

点
と

す
る

。

２
）

 接
続

点
が

存
在

し
な

い
「

ボ
ッ

ク
ス

」
「

チ
ャ

ン
バ

ー
」

「
そ
の

他
の
部
材

」
に

つ
い

て
は

、
部
材
の
中

心
を

配
置

基
準

点
と

す
る

。
（

図
３

参
照
）

 

３
．
ベ

ク
ト

ル
 

１
）

 ベ
ク
ト

ル
は

、
実

線
（

主
軸
）

、
破

線
（

副
軸
）
の

矢
印

で
示

す
。

２
）

 主
軸

ベ
ク
ト

ル
は

、
接

続
点
１
の

接
続

面
Ｗ

Ａ
に

対
す

る
大

き
さ
１
の

法
線

ベ
ク
ト

ル
と

す
る

。

３
）

 副
軸

ベ
ク
ト

ル
は

、
接

続
点
１
の

接
続

面
Ｗ

Ａ
の

辺
に

平
行

な
大

き
さ
１
の

ベ
ク
ト

ル
と

し
、

振
れ
の

な

い
部

材
は

主
軸

ベ
ク
ト

ル
に

対
し

て
右

方
向

、
そ

れ
以

外
の
部
材
は

主
軸

ベ
ク
ト

ル
に

対
し

て
Ｗ

Ｂ
（

Ｄ

Ｂ
）

側
を

ベ
ク
ト

ル
の

方
向

と
す

る
。

 

４
）

 「
ダ

ン
パ
ー

」
の

副
軸

ベ
ク
ト

ル
の

方
向
は

、
機
構
部

側
（

ハ
ン

ド
ル

側
）

と
す

る
。

５
）

 「
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
ダ

ク
ト

」
の

主
軸

ベ
ク
ト

ル
は

接
続

点
１
の

接
続

面
に

対
す

る
大

き
さ
１
の

法
線

ベ
ク

ト
ル

と
し

、
副

軸
ベ

ク
ト

ル
は

接
続

点
２
の

接
続

面
に

対
す

る
大

き
さ
１
の

法
線

ベ
ク
ト

ル
と

す
る

。
（

両

ベ
ク
ト

ル
は

風
の

流
れ

方
向

に
合

わ
せ

る
）

 

６
）

 詳
細

に
つ

い
て
は

、
「

５
．

パ
タ
ー

ン
別

詳
細

図
」

を
参

照
の

こ
と

。
 

SD SB

WA
(xHA)

W
D

(
x

H
D

)

W
B

(
x

H
B

)

WC
(xHC)

R
D

R
B

W
B

WA

LB

L
A

R
A

L
A

L
A

WA

 
F

G
=

1
 

F
G

=
0

WA

実
証
実
験
後
に
制
定
す
る
。
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４
．
形

状
寸

法
デ

ー
タ

記
号

の
説

明
（

主
と
す

る
意

味
で
あ

り
、

該
当
し

な
い

場
合

も
あ

る
）

 

□
 Ｗ

Ａ
（

～
Ｄ
）

 
 

 
：

ダ
ク
ト

接
続

面
の

幅
 
 
 
（

Ａ
面
の

Ｗ
id

th
）

 

□
 Ｈ

Ａ
（

～
Ｄ
）

 
 

 
：

ダ
ク
ト

接
続

面
の

厚
さ

 
（

Ａ
面
の

Ｈ
e
ig

h
t）

 

□
 Ｎ

Ａ
（

～
Ｃ
）

 
 
 

：
直

管
部

分
（

首
部

分
）
の

長
さ
（

Ａ
面

側
の

Ｎ
e
c
k
）

 

□
 Ｌ

Ａ
（

～
Ｃ
）

 
 
 

：
接

続
面

か
ら

配
置

基
準

点
ま

で
の

平
面

的
な

距
離

 
（

Ａ
面
の

Ｌ
e
n

g
th

）
 

□
 Ｒ

Ａ
（

～
Ｄ
）

 
 
 

：
Ｒ

付
き
部
材
の

角
度

 
 
 
 
 
（

Ａ
面
の

Ａ
n
g
le
）

 

□
 Ｒ

Ｉ
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

：
Ｒ

付
き
部
材
の

内
側

半
径

 
（

Ｒ
a
d
iu

s
 Ｉ

n
s
id

e
）

 

□
 Ｒ

Ｉ
Ａ
（

～
Ｄ
）

 
：

Ｒ
付
部
材
の

内
側

半
径

 
（

Ａ
面

側
の

Ｒ
a
d
iu

s 
Ｉ

n
s
id

e
）

 

□
 Ｒ

Ｏ
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

：
Ｒ

付
部
材
の

外
側

半
径

 
（

Ｒ
a
d
iu

s
 Ｏ

u
ts

id
e
）

 

□
 Ｓ

Ｂ
（

Ｄ
）

 
 
 
 
 

：
割

り
込

み
幅
（

B
面

側
の

Ｓ
e
p
a
ra

te
）

 

□
 Ｔ

Ｗ
（

Ｈ
）

 
 
 
 
 

：
内

貼
り

厚
さ
（

Ｗ
方

向
の

Ｔ
h

ic
k
n

e
s
s）

 

□
 Ｚ

Ａ
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
：

梁
巻

き
の

Ａ
面

に
対

す
る

ず
れ

□
 Ｌ

Ｘ
（

Ｙ
）

 
 
 

 
 
：

テ
ー

パ
ー
部

分
の

長
さ
（

Ｘ
ベ

ク
ト

ル
方

向
の

Ｌ
e
n

g
th

）
 

□
 Ｌ

Ｘ
Ｂ
（

～
Ｄ
）

 
：

テ
ー

パ
ー
部

分
の

長
さ
（

B
面

側
の

Ｘ
ベ

ク
ト

ル
方

向
の

Ｌ
e
n

g
th

）
 

□
 Ｌ

Ｙ
Ｂ
（

～
Ｄ
）

 
：

テ
ー

パ
ー
部

分
の

長
さ
（

B
面

側
の

Ｙ
ベ

ク
ト

ル
方

向
の

Ｌ
e
n

g
th

）
 

□
 Ｂ

Ｘ
（

Ｙ
，

Ｚ
）

 
：

制
御

ボ
ッ

ク
ス
の

寸
法

□
 Ｂ

Ｏ
Ｘ
（

Ｚ
）

 
 

 
：

制
御

ボ
ッ

ク
ス
の

位
置

□
 Ｅ

Ｂ
Ｎ

 
 

 
 

 
：

そ
の

他
の
部
材
の

名
称
（

元
の
部
材
の
部
材

名
称
）

□
 Ｅ

Ｂ
Ｗ
（

Ｈ
，

Ｌ
）

：
そ
の

他
の
部
材
の

寸
法
（

元
の
部
材

を
包

含
す

る
直

方
体
の

寸
法
）

□
 Ｆ

Ｇ
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 
：

各
種

設
定
フ

ラ
グ
（

Ｆ
la

g
）

 

□
 Ｆ

Ｇ
Ｈ

 
 
 
  

 
 
 

 
：

ダ
ン

パ
ー

ハ
ン

ド
ル
の

位
置
フ

ラ
グ
（

Ｆ
la

g
）

 

□
 Ｄ

Ａ
（

～
Ｄ
）

 
 
 

：
丸

ダ
ク

ト
接

続
面
の

直
径

（
A

面
の

Ｄ
ia

m
e
te

r）
 

□
 Ｔ

Ｄ
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 
：

丸
ダ

ク
ト
の

内
貼

り
厚

さ
（

Ｔ
h

ic
k
n

e
s
s）

 

□
 Ｃ

Ｐ
Ｎ

 
 
 
  

 
 
 
 

：
フ

レ
キ

ダ
ク
ト
の

曲
り

点
数

□
 Ｃ

Ｐ
１
（

～
１

０
）

：
フ

レ
キ

ダ
ク
ト
の

曲
り

点
の

順
番

 

 

実
証
実
験
後
に
制
定
す
る
。
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５
．
パ

タ
ー

ン
別

詳
細
図

 
Ａ

１
 

金
属

製
電

線
管

 
大

分
類

 
Ａ

２
 

合
成

樹
脂

製
電

線
管

 
小

分
類

 
１

 
直

管
（多

点
曲

げ
含

む
）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

接
続

点
２

の
接

続
面

に
対

す
る

 

法
線

ベ
ク

ト
ル

 

□
 
Ｄ

Ａ
：電

線
管

の
呼

び
径

お
よ

び
外

径

 
 

 
 

呼
び

径
と

外
径

を
カ

ン
マ

で
区

切
る

。

□
 
Ｃ

Ｐ
Ｎ

：曲
り

点
（△

）の
数

 
 

 
 

尚
、

曲
り

点
は

最
大

１
０

点
ま

で
と

す
る

。

□
 
Ｃ

Ｐ
１

～
Ｃ

Ｐ
１

０
：曲

り
点

（△
）の

座
標

と
 

曲
り

半
径

 

X
,Y

,Z
,R

を
セ

ッ
ト

す
る

。
末

尾
の

数
字

は
、

接
続

点
１

か
ら

見
た

曲
り

点
の

順
番

を
表

す
。

※
座

標
X

,Y
,Z

及
び

曲
り

半
径

R
の

記
述

に
お

い

て
指

数
等

は
使

用
せ

ず
す

べ
て

実
寸

値
で

セ
ッ

ト
す

る
。

ま
た

、
X
,Y

,Z
,R

は
カ

ン
マ

で
区

切
る

。
 

 
Ａ

１
 

金
属

製
電

線
管

 
大

分
類

 
Ａ

２
 

合
成

樹
脂

製
電

線
管

 
小

分
類

 
２

 
ノ

ー
マ

ル
ベ

ン
ド

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

曲
り

方
向

□
 
Ｄ

Ａ
：電

線
管

の
呼

び
径

お
よ

び
外

径

 
 

 
 

呼
び

径
と

外
径

を
カ

ン
マ

で
区

切
る

。

□
 
Ｒ

：曲
り

部
の

中
心

線
の

半
径

□
 
Ｎ

：直
管

部
分

の
長

さ

□
 
Ａ

：曲
り

部
の

角
度

 

  

N
 

DA DA 

多
点

曲
げ

 

R
 

DA 

R
 

R
 

A
 

主
軸

 
副

軸
 

主
軸

 

副
軸

 

主
軸

 

副軸 
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大
分

類
 

Ｂ
１

 
二

種
金

属
製

線
ぴ

 

（
レ

ー
ス

ウ
ェ

イ
）
 

小
分

類
 

１
 

直
（ス

ト
レ

ー
ト

）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：レ
ー

ス
ウ

ェ
イ

の
幅

□
 
Ｈ

：レ
ー

ス
ウ

ェ
イ

の
高

さ

 
 

 

大
分

類
 

Ｂ
１

 
二

種
金

属
製

線
ぴ

 

（
レ

ー
ス

ウ
ェ

イ
）
 

小
分

類
 

２
 

L
型

分
岐

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

曲
り

方
向

□
 
Ｗ

：レ
ー

ス
ウ

ェ
イ

の
幅

□
 
Ｈ

：レ
ー

ス
ウ

ェ
イ

の
高

さ

□
 
N

：接
続

部
長

さ
 

□
 
Ａ

：曲
り

部
の

角
度

 
 

 

N
 

H W H W 

W 

N
=
0
の

場
合

 

H 

N
=
0
の

場
合

 

副軸 

主
軸

 

副軸 

主
軸

 
A
 

15
 

 

大
分

類
Ｂ

１
 

二
種

金
属

製
線

ぴ
 

（
レ

ー
ス

ウ
ェ

イ
）
 

小
分

類
 

３
 

T
型

分
岐

 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

分
岐

方
向

□
 
Ｗ

：レ
ー

ス
ウ

ェ
イ

の
幅

□
 
Ｈ

：レ
ー

ス
ウ

ェ
イ

の
高

さ

□
 
N

：接
続

部
長

さ

 

 

大
分

類
Ｂ

１
 

二
種

金
属

製
線

ぴ
 

（
レ

ー
ス

ウ
ェ

イ
）
 

小
分

類
 

４
 

X
型

分
岐

 

■
接

続
点

数
＝

４

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：レ
ー

ス
ウ

ェ
イ

の
幅

□
 
Ｈ

：レ
ー

ス
ウ

ェ
イ

の
高

さ

□
 
N

：接
続

部
長

さ
 

  

H W H W 

W N
=
0
の

場
合

H N
=
0
の

場
合

 

W H 

N
=
0
の

場
合

N
=
0
の

場
合

副軸 

主
軸

 

N N

副軸

主
軸

1

3

2

1

3

2

4
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大
分

類
 

Ｂ
１

 
二

種
金

属
製

線
ぴ

 

（
レ

ー
ス

ウ
ェ

イ
）
 

小
分

類
 

５
 

イ
ン

サ
イ

ド
ベ

ン
ド

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

曲
り

方
向

□
 
Ｗ

：レ
ー

ス
ウ

ェ
イ

の
幅

 

□
 
Ｈ

：レ
ー

ス
ウ

ェ
イ

の
高

さ
 

□
 
N

：接
続

部
長

さ

□
 
Ａ

：曲
り

部
の

角
度

 

 

大
分

類
 

Ｂ
１

 
二

種
金

属
製

線
ぴ

 

（
レ

ー
ス

ウ
ェ

イ
）
 

小
分

類
 

６
 

ア
ウ

ト
サ

イ
ド

ベ
ン

ド
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

曲
り

方
向

□
 
Ｗ

：レ
ー

ス
ウ

ェ
イ

の
幅

□
 
Ｈ

：レ
ー

ス
ウ

ェ
イ

の
高

さ

□
 
N

：接
続

部
長

さ

□
 
Ａ

：曲
り

部
の

角
度

 

  

H W 
N

=
0
の

場
合

 

W H 

N
=
0
の

場
合

 

W H 

N
=
0
の

場
合

 

W H 

N
=
0
の

場
合

 

A
 

N
 

副軸 

主
軸

 

副軸

主
軸

 

N
 

A
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大
分

類
Ｂ

１
 

二
種

金
属

製
線

ぴ
 

（
レ

ー
ス

ウ
ェ

イ
）
 

小
分

類
 

７
 

ジ
ャ

ン
ク

シ
ョ
ン

ボ
ッ

ク
ス

 

１
方

出
 

■
接

続
点

数
＝

１

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：ジ
ャ

ン
ク

シ
ョ

ン
ボ

ッ
ク

ス
の

幅
 

□
 
Ｈ

：ジ
ャ

ン
ク

シ
ョ

ン
ボ

ッ
ク

ス
の

高
さ

 

 

大
分

類
Ｂ

１
 

二
種

金
属

製
線

ぴ
 

（
レ

ー
ス

ウ
ェ

イ
）
 

小
分

類
 

８
 

ジ
ャ

ン
ク

シ
ョ
ン

ボ
ッ

ク
ス

 

２
方

出
ス

ト
レ

ー
ト

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：ジ
ャ

ン
ク

シ
ョ

ン
ボ

ッ
ク

ス
の

幅
 

□
 
Ｈ

：ジ
ャ

ン
ク

シ
ョ

ン
ボ

ッ
ク

ス
の

高
さ

 

  
W H W H 

副軸 

主
軸

副軸 

主
軸
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大
分

類
 

Ｂ
１

 
二

種
金

属
製

線
ぴ

 

（
レ

ー
ス

ウ
ェ

イ
）
 

小
分

類
 

９
 

ジ
ャ

ン
ク

シ
ョ
ン

ボ
ッ

ク
ス

 

２
方

出
L

型
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

曲
り

方
向

□
 
Ｗ

：ジ
ャ

ン
ク

シ
ョ

ン
ボ

ッ
ク

ス
の

幅
 

□
 
Ｈ

：ジ
ャ

ン
ク

シ
ョ

ン
ボ

ッ
ク

ス
の

高
さ

 

 

大
分

類
 

Ｂ
１

 
二

種
金

属
製

線
ぴ

 

（
レ

ー
ス

ウ
ェ

イ
）
 

小
分

類
 

１
０

 
ジ

ャ
ン

ク
シ

ョ
ン

ボ
ッ

ク
ス

 

３
方

出
T

型
 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

分
岐

方
向

□
 
Ｗ

：ジ
ャ

ン
ク

シ
ョ

ン
ボ

ッ
ク

ス
の

幅

□
 
Ｈ

：ジ
ャ

ン
ク

シ
ョ

ン
ボ

ッ
ク

ス
の

高
さ

 

  

W H W H 

副軸 

主
軸

 

副軸 

主
軸

 

1
 3

 2
 

19
 

 

大
分

類
Ｂ

１
 

二
種

金
属

製
線

ぴ
 

（
レ

ー
ス

ウ
ェ

イ
）
 

小
分

類
 

１
１

 
ジ

ャ
ン

ク
シ

ョ
ン

ボ
ッ

ク
ス

 

４
方

出
X

型
 

■
接

続
点

数
＝

４

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：ジ
ャ

ン
ク

シ
ョ

ン
ボ

ッ
ク

ス
の

幅
 

□
 
Ｈ

：ジ
ャ

ン
ク

シ
ョ

ン
ボ

ッ
ク

ス
の

高
さ

 

 

大
分

類
 

 
小

分
類

 
 

 

 

  
W H 

副軸 

主
軸

1
 3

 2
4
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大
分

類
 

Ｂ
２

 
金

属
ダ

ク
ト

 

（
レ

ー
ス

ダ
ク

ト
含

む
） 

小
分

類
 

１
 

直
（ス

ト
レ

ー
ト

）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：ダ
ク

ト
の

幅

□
 
Ｈ

：ダ
ク

ト
の

高
さ

 

  

大
分

類
 

Ｂ
２

 
金

属
ダ

ク
ト

 

（
レ

ー
ス

ダ
ク

ト
含

む
） 

小
分

類
 

２
 

L
型

分
岐

（外
角

内
直

）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

曲
り

方
向

□
 
Ｗ

：ダ
ク

ト
の

幅

□
 
Ｈ

：ダ
ク

ト
の

高
さ

□
 
N

：接
続

部
の

長
さ

□
 
L
：曲

り
部

長
さ

 

 

H W 
H W 

N
=
0
の

場
合

N
=
0
の

場
合

 

N
 
L
 

W 

L
 

H 

副軸 

主
軸

 

副軸 

主
軸
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大
分

類
Ｂ

２
 

金
属

ダ
ク

ト
 

（
レ

ー
ス

ダ
ク

ト
含

む
） 

小
分

類
 

３
 

L
型

分
岐

（外
角

内
角

）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

曲
り

方
向

□
 
Ｗ

：ダ
ク

ト
の

幅

□
 
Ｈ

：ダ
ク

ト
の

高
さ

□
 
N

：接
続

部
の

長
さ

□
 
L
：曲

り
部

長
さ

□
 
A

：曲
り

部
の

角
度

 

 

  

大
分

類
Ｂ

２
 

金
属

ダ
ク

ト
 

（
レ

ー
ス

ダ
ク

ト
含

む
） 

小
分

類
 

４
 

T
型

分
岐

（内
直

）
 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

分
岐

方
向

□
 
Ｗ

：ダ
ク

ト
の

幅

□
 
Ｈ

：ダ
ク

ト
の

厚
さ

□
 
N

：接
続

部
の

長
さ

□
 
L
：曲

り
部

の
長

さ

 

 

W 

N
=
0
の

場
合

 

N
L

A

L

A
 

H 

N
=
0
の

場
合

 

H 

H 

N
=
0
の

場
合

N
=
0
の

場
合

W 

W H W 

副軸 

主
軸

 

副軸

主
軸

N
 
L
 

L
 

1
 

3
 

2

サ
イ

ズ
違

い
は

そ
の

要
否

と
処

置
に

つ
い

て
検
討
す
る
。
実

証
実
験
で
は
、
サ
イ
ズ
は

同
じ
も
の
と
す
る
。
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大
分

類
 

Ｂ
２

 
金

属
ダ

ク
ト

 

（
レ

ー
ス

ダ
ク

ト
含

む
） 

小
分

類
 

５
 

T
型

分
岐

（内
角

）
 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

分
岐

方
向

□
 
Ｗ

：ダ
ク

ト
の

幅

□
 
Ｈ

：ダ
ク

ト
の

厚
さ

□
 
N

：接
続

部
の

長
さ

□
 
L
：曲

り
部

の
長

さ

 

  

大
分

類
 

Ｂ
２

 
金

属
ダ

ク
ト

 

（
レ

ー
ス

ダ
ク

ト
含

む
） 

小
分

類
 

６
 

X
型

分
岐

（内
直

）
 

■
接

続
点

数
＝

４

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：ダ
ク

ト
の

幅

□
 
Ｈ

：ダ
ク

ト
の

高
さ

□
 
N

：接
続

部
の

長
さ

□
 
L
：曲

り
部

の
長

さ

 

 

N
=
0
の

場
合

 

N
=
0
の

場
合

 

W 

W N
=
0
の

場
合

N
=
0
の

場
合

W 

N
 
L
 

W 

L
 

H 

H 

H 

H 

副軸 

主
軸

 N
 
L
 

L
 

副軸

主
軸

 1
 

3
 

2
 

1
 

3
 

2
 

4
 

サ
イ

ズ
違

い
は

そ
の

要
否

と
処

置
に

つ
い

て
検
討
す
る
。
実
証
実
験
で
は
、
サ
イ
ズ
は

同
じ
も
の
と
す
る
。

 

サ
イ

ズ
違

い
は

そ
の

要
否

と
処

置
に

つ
い

て
検
討
す
る
。
実
証
実
験
で
は
、
サ
イ
ズ
は

同
じ
も
の
と
す
る
。
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大
分

類
Ｂ

２
 

金
属

ダ
ク

ト
 

（
レ

ー
ス

ダ
ク

ト
含

む
） 

小
分

類
 

７
 

X
型

分
岐

（内
角

）
 

■
接

続
点

数
＝

４

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
W

：ダ
ク

ト
の

幅

□
 
H

：ダ
ク

ト
の

高
さ

□
 
N

：接
続

部
の

長
さ

□
 
L
：曲

り
部

の
長

さ

 

  

大
分

類
Ｂ

２
 

金
属

ダ
ク

ト
 

（
レ

ー
ス

ダ
ク

ト
含

む
） 

小
分

類
 

８
 

イ
ン

サ
イ

ド
ベ

ン
ド

（内
直

）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

曲
り

方
向

□
 
Ｗ

：ダ
ク

ト
の

幅

□
 
Ｈ

：ダ
ク

ト
の

高
さ

□
 
N

：接
続

部
の

長
さ

□
 
L
：曲

り
部

の
長

さ

 

 

N
=
0
の

場
合

N
=
0
の

場
合

W 

N
L
 

W 

L

H 

N
=
0
の

場
合

N
=
0
の

場
合

W 

N
L

H 

H W H 

L
副軸 

主
軸

 

副軸 

主
軸

 1

3
 

2
 

4

サ
イ

ズ
違

い
は

そ
の

要
否

と
処

置
に

つ
い

て
検

討
す
る
。
実

証
実
験
で
は
、
サ
イ
ズ
は

同
じ

も
の
と
す
る
。
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大
分

類
 

Ｂ
２

 
金

属
ダ

ク
ト

 

（
レ

ー
ス

ダ
ク

ト
含

む
） 

小
分

類
 

９
 

ア
ウ

ト
サ

イ
ド

ベ
ン

ド
（内

直
） 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

曲
り

方
向

□
 
Ｗ

：ダ
ク

ト
の

幅

□
 
Ｈ

：ダ
ク

ト
の

高
さ

 

□
 
N

：接
続

部
長

さ
 

□
 
L
：曲

り
部

長
さ

 

 

  

大
分

類
 

Ｂ
２

 
金

属
ダ

ク
ト

 

（
レ

ー
ス

ダ
ク

ト
含

む
） 

小
分

類
 

１
０

 
イ

ン
サ

イ
ド

ベ
ン

ド
（内

角
）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

曲
り

方
向

□
 
Ｗ

：ダ
ク

ト
の

幅

□
 
Ｈ

：ダ
ク

ト
の

高
さ

□
 
N

：接
続

部
の

長
さ

□
 
Ｌ

：曲
り

部
の

長
さ

□
 
Ａ

：曲
り

部
の

角
度

 

 

N
=
0
の

場
合

N
=
0
の

場
合

W H 

N
 
L
 

W H 

L
 

副軸 

主
軸

 

H 

N
=
0
の

場
合

N
=
0
の

場
合

W 

N
 
L
 

W H 

L
 

副軸 

主
軸

 

A
 

A
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大
分

類
Ｂ

２
 

金
属

ダ
ク

ト
 

（
レ

ー
ス

ダ
ク

ト
含

む
） 

小
分

類
 

１
１

 
ア

ウ
ト

サ
イ

ド
ベ

ン
ド

（内
角

） 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

曲
り

方
向

□
 
Ｗ

：ダ
ク

ト
の

幅

□
 
Ｈ

：ダ
ク

ト
の

高
さ

 

□
 
N

：接
続

部
長

さ
 

□
 
L
：曲

り
部

長
さ

 

□
 
Ａ

：曲
り

部
の

角
度

 

  

大
分

類
Ｂ

２
 

金
属

ダ
ク

ト
 

（
レ

ー
ス

ダ
ク

ト
含

む
） 

小
分

類
 

１
２

 
イ

ン
サ

イ
ド

ベ
ン

ド
T

型
 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

分
岐

方
向

□
 
Ｗ

：ダ
ク

ト
の

幅

□
 
Ｈ

：ダ
ク

ト
の

高
さ

□
 
N

：接
続

部
長

さ

□
 
L
：曲

り
部

長
さ

 

 

H 

N
=
0
の

場
合

N
=
0
の

場
合

W 
N

L
 

W H 

L
 

副軸 

主
軸

N
=
0
の

場
合

N
=
0
の

場
合

W H 

N
L
 

W H 

L
 

副軸 

主
軸

 

A
A

1
2
 

3
 

サ
イ

ズ
違

い
は

そ
の

要
否

と
処

置
に

つ
い

て
検
討
す
る
。
実
証
実
験
で
は
、
サ
イ
ズ
は

同
じ
も
の
と
す
る
。
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大
分

類
 

Ｂ
２

 
金

属
ダ

ク
ト

 

（
レ

ー
ス

ダ
ク

ト
含

む
） 

小
分

類
 

１
３

 
ア

ウ
ト

サ
イ

ド
ベ

ン
ド

T
型

 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

分
岐

方
向

□
 
Ｗ

：ダ
ク

ト
の

幅

□
 
Ｈ

：ダ
ク

ト
の

高
さ

□
 
N

：接
続

部
長

さ

□
 
L
：曲

り
部

長
さ

 

  

大
分

類
 

Ｂ
２

 
金

属
ダ

ク
ト

 

（
レ

ー
ス

ダ
ク

ト
含

む
） 

小
分

類
 

１
４

 
ジ

ャ
ン

ク
シ

ョ
ン

ボ
ッ

ク
ス

 

１
方

出
 

■
接

続
点

数
＝

１

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：ボ
ッ

ク
ス

の
幅

□
 
Ｈ

：ボ
ッ

ク
ス

の
高

さ

 

 

N
=
0
の

場
合

N
=
0
の

場
合

W 

W 

H 

N
 
L
 

H 

L
 

W H 

副軸

主
軸

 

副軸

主
軸

 

1
 

2
 

3
 

サ
イ

ズ
違

い
は

そ
の

要
否

と
処

置
に

つ
い

て
検
討
す
る
。
実
証
実
験
で
は
、
サ
イ
ズ
は

同
じ
も
の
と
す
る
。
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大
分

類
Ｂ

２
 

金
属

ダ
ク

ト
 

（
レ

ー
ス

ダ
ク

ト
含

む
） 

小
分

類
 

１
５

 
ジ

ャ
ン

ク
シ

ョ
ン

ボ
ッ

ク
ス

 

２
方

出
ス

ト
レ

ー
ト

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：ボ
ッ

ク
ス

の
幅

□
 
Ｈ

：ボ
ッ

ク
ス

の
高

さ

 

  

大
分

類
Ｂ

２
 

金
属

ダ
ク

ト
 

（
レ

ー
ス

ダ
ク

ト
含

む
） 

小
分

類
 

１
６

 
ジ

ャ
ン

ク
シ

ョ
ン

ボ
ッ

ク
ス

 

２
方

出
L

型
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

曲
り

方
向

□
 
Ｗ

：ボ
ッ

ク
ス

の
幅

□
 
Ｈ

：ボ
ッ

ク
ス

の
高

さ
 

 

 
W H W H 

副軸 

主
軸

 

副軸

主
軸
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大
分

類
 

Ｂ
２

 
金

属
ダ

ク
ト

 

（
レ

ー
ス

ダ
ク

ト
含

む
） 

小
分

類
 

１
７

 
ジ

ャ
ン

ク
シ

ョ
ン

ボ
ッ

ク
ス

 

３
方

出
T

型
 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

分
岐

方
向

□
 
Ｗ

：ボ
ッ

ク
ス

の
幅

□
 
Ｈ

：ボ
ッ

ク
ス

の
高

さ
 

 

  

大
分

類
 

Ｂ
２

 
金

属
ダ

ク
ト

 

（
レ

ー
ス

ダ
ク

ト
含

む
） 

小
分

類
 

１
８

 
ジ

ャ
ン

ク
シ

ョ
ン

ボ
ッ

ク
ス

 

４
方

出
X

型
 

■
接

続
点

数
＝

４

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：ボ
ッ

ク
ス

の
幅

 

□
 
Ｈ

：ボ
ッ

ク
ス

の
高

さ

  

 

W H W H 

副軸 

主
軸

 

副軸

主
軸

 

1
 

2
 

3
 

1
 

2
 

3
 

4
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大
分

類
 

Ｃ
１

 
バ

ス
ダ

ク
ト

 
小

分
類

 
１

 
直

（ス
ト

レ
ー

ト
）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：バ
ス

ダ
ク

ト
の

幅

□
 
Ｈ

：バ
ス

ダ
ク

ト
の

高
さ

 

  

大
分

類
 

Ｃ
１

 
バ

ス
ダ

ク
ト

 
小

分
類

 
２

 
横

向
き

エ
ル

ボ
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

曲
り

方
向

□
 
Ｗ

：バ
ス

ダ
ク

ト
の

幅

□
 
Ｈ

：バ
ス

ダ
ク

ト
の

高
さ

 

 

W H 

H W 

副軸 

主
軸

 

副軸 

主
軸

 

30
 

 

大
分

類
Ｃ

１
 

バ
ス

ダ
ク

ト
 

小
分

類
 

３
 

縦
向

き
エ

ル
ボ

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

曲
り

方
向

□
 
Ｗ

：バ
ス

ダ
ク

ト
の

幅

□
 
Ｈ

：バ
ス

ダ
ク

ト
の

高
さ

 

 

  

大
分

類
Ｃ

１
 

バ
ス

ダ
ク

ト
 

小
分

類
 

４
 

横
向

き
Ｔ

型
分

岐
 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

分
岐

方
向

□
 
Ｗ

：バ
ス

ダ
ク

ト
の

幅

□
 
Ｈ

：バ
ス

ダ
ク

ト
の

高
さ

 

 
H W 

W H 

副軸 

主
軸

 

副軸

主
軸

 

1
 

3

2
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大
分

類
 

Ｃ
１

 
バ

ス
ダ

ク
ト

 
小

分
類

 
５

 
縦

向
き

Ｔ
型

分
岐

 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

分
岐

方
向

□
 
W

：バ
ス

ダ
ク

ト
の

幅

□
 
H

：バ
ス

ダ
ク

ト
の

高
さ

 

  

大
分

類
 

Ｃ
１

 
バ

ス
ダ

ク
ト

 
小

分
類

 
６

 
横

向
き

ク
ロ

ス
 

■
接

続
点

数
＝

４

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：バ
ス

ダ
ク

ト
の

幅

□
 
Ｈ

：バ
ス

ダ
ク

ト
の

高
さ

 

 

W H W H 

副軸 

主
軸

 

副軸

主
軸

 

1
 

3
 

2
 

1
 

3
 

2
 

4
 

32
 

 

大
分

類
Ｃ

１
 

バ
ス

ダ
ク

ト
 

小
分

類
 

７
 

縦
向

き
ク

ロ
ス

 

■
接

続
点

数
＝

４

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

方
向

□
 
Ｗ

：バ
ス

ダ
ク

ト
の

幅

□
 
Ｈ

：バ
ス

ダ
ク

ト
の

高
さ

 

 

  

大
分

類
Ｃ

１
 

バ
ス

ダ
ク

ト
 

小
分

類
 

８
 

横
向

き
オ

フ
セ

ッ
ト

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

オ
フ

セ
ッ

ト
方

向

□
 
Ｗ

：バ
ス

ダ
ク

ト
の

幅

□
 
Ｈ

：バ
ス

ダ
ク

ト
の

高
さ

□
 
Ｌ

１
：接

続
点

１
か

ら
曲

り
部

の
中

心
ま

で
の

長
さ

□
 
Ｌ

２
：オ

フ
セ

ッ
ト

幅

□
 
Ｌ

３
：接

続
点

２
か

ら
曲

り
部

の
中

心
ま

で
の

長
さ

 

副軸 

主
軸

 

H W H W 

L
1

(
L
3
)

L2 

副軸 

主
軸

 

1

3
 

2

4
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大
分

類
 

Ｃ
１

 
バ

ス
ダ

ク
ト

 
小

分
類

 
９

 
縦

向
き

オ
フ

セ
ッ

ト
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

オ
フ

セ
ッ

ト
方

向

□
 
Ｗ

：バ
ス

ダ
ク

ト
の

幅

□
 
Ｈ

：バ
ス

ダ
ク

ト
の

高
さ

□
 
Ｌ

１
：接

続
点

１
か

ら
曲

り
部

の
中

心
ま

で
の

長
さ

 

□
 
Ｌ

２
：オ

フ
セ

ッ
ト

幅

□
 
Ｌ

３
：接

続
点

２
か

ら
曲

り
部

の
中

心
ま

で
の

長
さ

 

  

大
分

類
 

Ｃ
１

 
バ

ス
ダ

ク
ト

 
小

分
類

 
１

０
 

エ
キ

ス
パ

ン
シ

ョ
ン

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：エ
キ

ス
パ

ン
シ

ョ
ン

の
幅

□
 
Ｈ

：エ
キ

ス
パ

ン
シ

ョ
ン

の
高

さ
 

 

 

H W 

L
1
 

(
L
3
)
 

L2 

副軸 

主
軸

 

副軸

主
軸

 

W H 

34
 

 

大
分

類
Ｃ

１
 

バ
ス

ダ
ク

ト
 

小
分

類
 

１
１

 
プ

ラ
グ

イ
ン

ス
イ

ッ
チ

ボ
ッ

ク
ス

（
プ

ラ
グ

イ
ン

ブ
レ

ー
カ

）
 

■
接

続
点

数
＝

2

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

取
出

方
向

□
 
Ｗ

：プ
ラ

グ
イ

ン
ス

イ
ッ

チ
ボ

ッ
ク

ス
の

幅

□
 
Ｈ

：プ
ラ

グ
イ

ン
ス

イ
ッ

チ
ボ

ッ
ク

ス
の

高
さ

 

□
 
D

：プ
ラ

グ
イ

ン
ス

イ
ッ

チ
ボ

ッ
ク

ス
の

奥
行

 

  

大
分

類
 

 
小

分
類

 
 

 

 

 

H 

D

W 

D

主
軸

副軸 
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大
分

類
 

Ｄ
１

 
ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

 
小

分
類

 
１

 
直

（ス
ト

レ
ー

ト
）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

幅

□
 
Ｈ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

高
さ

（親
桁

の
高

さ
）

□
 

Ｖ
：ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

の
方

向

 
 
 

 
 
ラ

ッ
ク

下
端

か
ら

ケ
ー

ブ
ル

へ
向

か
う

大
き

さ

１
の

方
向

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Z
 

※
上

記
以

外
の

パ
ラ

メ
ー

タ
（
子

桁
の

間
隔

や
、

親

桁
・子

桁
の

幅
な

ど
）
に

つ
い

て
は

、
読

み
込

み
側

の
Ｃ

Ａ
Ｄ

の
設

定
を

利
用

す
る

。
 

  

大
分

類
 

Ｄ
１

 
ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

 
小

分
類

 
２

 
L
型

分
岐

（外
角

内
R
）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

曲
り

方
向

□
 
Ｗ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

幅

□
 
Ｈ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

高
さ

（親
桁

の
高

さ
）

□
 
Ｎ

：接
続

部
の

長
さ

□
 
Ｒ

：曲
り

部
の

半
径

□
 

Ｖ
：ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

の
方

向

 
 
 

 
 
ラ

ッ
ク

下
端

か
ら

ケ
ー

ブ
ル

へ
向

か
う

大
き

さ

１
の

方
向

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Z
 

※
上

記
以

外
の

パ
ラ

メ
ー

タ
（
子

桁
の

間
隔

や
、

親

桁
・子

桁
の

幅
な

ど
）
に

つ
い

て
は

、
読

み
込

み
側

Ｃ
Ａ

Ｄ
の

設
定

を
利

用
す

る
。

 

 

W H 
W 

N
 

R
 

H 

副軸 

主
軸

 

副軸 

主
軸

 

V
 V
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大
分

類
Ｄ

１
 

ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
 

小
分

類
 

３
 

L
型

分
岐

（外
角

内
直

）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

曲
り

方
向

□
 
Ｗ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

幅

□
 
Ｈ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

高
さ

（親
桁

の
高

さ
）

□
 
Ｎ

：接
続

部
の

長
さ

□
 
Ｌ

：曲
り

部
の

長
さ

□
 

Ｖ
：ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

の
方

向

 
 
 

 
 
ラ

ッ
ク

下
端

か
ら

ケ
ー

ブ
ル

へ
向

か
う

大
き

さ

１
の

方
向

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Z
 

※
上

記
以

外
の

パ
ラ

メ
ー

タ
（
子

桁
の

間
隔

や
、

親

桁
・子

桁
の

幅
な

ど
）
に

つ
い

て
は

、
読

み
込

み
側

の
Ｃ

Ａ
Ｄ

の
設

定
を

利
用

す
る

。
 

  

大
分

類
Ｄ

１
 

ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
 

小
分

類
 

４
 

L
型

分
岐

（外
角

内
角

）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

曲
り

方
向

□
 
Ｗ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

幅

□
 
Ｈ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

高
さ

（親
桁

の
高

さ
）

□
 
Ｎ

：接
続

部
の

長
さ

□
 
Ｌ

：曲
り

部
の

長
さ

□
 

Ｖ
：ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

の
方

向

 
 
 

 
 
ラ

ッ
ク

下
端

か
ら

ケ
ー

ブ
ル

へ
向

か
う

大
き

さ

１
の

方
向

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Z
 

※
上

記
以

外
の

パ
ラ

メ
ー

タ
（
子

桁
の

間
隔

や
、

親

桁
・子

桁
の

幅
な

ど
）
に

つ
い

て
は

、
読

み
込

み
側

の
Ｃ

Ａ
Ｄ

の
設

定
を

利
用

す
る

。
 

 

 
W 

N

H 

L

W 

N

H 

L

副軸 

主
軸

 

副軸 

主
軸

 

V V
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大
分

類
 

Ｄ
１

 
ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

 
小

分
類

 
５

 
L
型

分
岐

（外
R
内

R
）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

曲
り

方
向

□
 
Ｗ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

幅

□
 
Ｈ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

高
さ

（親
桁

の
高

さ
）

□
 
Ｎ

：接
続

部
の

長
さ

□
 
Ｒ

：曲
り

部
の

半
径

□
 
Ａ

：曲
り

部
の

角
度

□
 

Ｖ
：ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

の
方

向

 
 
 

 
 
ラ

ッ
ク

下
端

か
ら

ケ
ー

ブ
ル

へ
向

か
う

大
き

さ

１
の

方
向

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Z
 

※
上

記
以

外
の

パ
ラ

メ
ー

タ
（
子

桁
の

間
隔

や
、

親

桁
・子

桁
の

幅
な

ど
）
に

つ
い

て
は

、
読

み
込

み
側

の
Ｃ

Ａ
Ｄ

の
設

定
を

利
用

す
る

。
 

 

大
分

類
 

Ｄ
１

 
ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

 
小

分
類

 
６

 
T
型

分
岐

（内
R
）
 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

分
岐

方
向

□
 
Ｗ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

幅

□
 
Ｈ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

高
さ

（親
桁

の
高

さ
）

□
 
Ｎ

：接
続

部
の

長
さ

□
 
Ｒ

：曲
り

部
の

半
径

□
 

Ｖ
：ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

の
方

向

 
 
 

 
 
ラ

ッ
ク

下
端

か
ら

ケ
ー

ブ
ル

へ
向

か
う

大
き

さ

１
の

方
向

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Z
 

※
上

記
以

外
の

パ
ラ

メ
ー

タ
（
子

桁
の

間
隔

や
、

親

桁
・子

桁
の

幅
な

ど
）
に

つ
い

て
は

、
読

み
込

み
側

の
Ｃ

Ａ
Ｄ

の
設

定
を

利
用

す
る

。
 

 

主
軸

 

副軸 

W 

N
 

H 
R
 

主
軸

 

副軸 

W 

N
 

R
 

H 
A
 

1
 

3
 

2
 

V
 

V
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大
分

類
Ｄ

１
 

ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
 

小
分

類
 

７
 

T
型

分
岐

（内
直

）
 

■
接

続
点

数
＝

３

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

分
岐

方
向

□
 
Ｗ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

幅

□
 
Ｈ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

高
さ

（親
桁

の
高

さ
）

□
 
Ｎ

：接
続

部
の

長
さ

□
 
Ｌ

：曲
り

部
の

長
さ

□
 

Ｖ
：ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

の
方

向

 
 
 

 
 
ラ

ッ
ク

下
端

か
ら

ケ
ー

ブ
ル

へ
向

か
う

大
き

さ

１
の

方
向

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Z
 

※
上

記
以

外
の

パ
ラ

メ
ー

タ
（
子

桁
の

間
隔

や
、

親

桁
・子

桁
の

幅
な

ど
）
に

つ
い

て
は

、
読

み
込

み
側

の
Ｃ

Ａ
Ｄ

の
設

定
を

利
用

す
る

。
 

 

大
分

類
Ｄ

１
 

ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
 

小
分

類
 

８
 

特
殊

T
型

分
岐

 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

幅

□
 
Ｈ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
：の

高
さ

（親
桁

の
高

さ
）

□
 
Ｒ

：曲
り

部
の

半
径

□
 
Ｎ

：接
続

部
の

長
さ

□
 

Ｖ
：ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

の
方

向

 
 
 

 
 
ラ

ッ
ク

下
端

か
ら

ケ
ー

ブ
ル

へ
向

か
う

大
き

さ

１
の

方
向

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Z
 

※
上

記
以

外
の

パ
ラ

メ
ー

タ
（
子

桁
の

間
隔

や
、

親

桁
・子

桁
の

幅
な

ど
）
に

つ
い

て
は

、
読

み
込

み
側

の
Ｃ

Ａ
Ｄ

の
設

定
を

利
用

す
る

。
 

 

主
軸

副軸 

W H 

N
 
L

副
軸

 主軸 

N R

H 

W

1

3

2

1 2

V V
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大
分

類
 

Ｄ
１

 
ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

 
小

分
類

 
９

 
X

型
分

岐
（内

R
） 

■
接

続
点

数
＝

４

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

幅

□
 
Ｈ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
：の

高
さ

（親
桁

の
高

さ
）

□
 
Ｒ

：曲
り

部
の

半
径

□
 
Ｎ

：接
続

部
の

長
さ

□
 

Ｖ
：ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

の
方

向

 
 
 

 
 
ラ

ッ
ク

下
端

か
ら

ケ
ー

ブ
ル

へ
向

か
う

大
き

さ

１
の

方
向

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Z
 

※
上

記
以

外
の

パ
ラ

メ
ー

タ
（
子

桁
の

間
隔

や
、

親

桁
・子

桁
の

幅
な

ど
）
に

つ
い

て
は

、
読

み
込

み
側

の
Ｃ

Ａ
Ｄ

の
設

定
を

利
用

す
る

。
 

  

大
分

類
 

Ｄ
１

 
ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

 
小

分
類

 
１

０
 

X
型

分
岐

（内
直

）
 

■
接

続
点

数
＝

４

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

右
側

固
定

□
 
Ｗ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

幅

□
 
Ｈ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
：の

高
さ

（親
桁

の
高

さ
）

□
 
Ｌ

：曲
り

部
の

長
さ

□
 
Ｎ

：接
続

部
の

長
さ

□
 

Ｖ
：ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

の
方

向

 
 
 

 
 
ラ

ッ
ク

下
端

か
ら

ケ
ー

ブ
ル

へ
向

か
う

大
き

さ

１
の

方
向

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Z
 

※
上

記
以

外
の

パ
ラ

メ
ー

タ
（
子

桁
の

間
隔

や
、

親

桁
・子

桁
の

幅
な

ど
）
に

つ
い

て
は

、
読

み
込

み
側

の
Ｃ

Ａ
Ｄ

の
設

定
を

利
用

す
る

。
 

 

主
軸

 

副軸 

W 
N
 

R
 

主
軸

 

副軸 

W 

N
 
L
 

H H 

1
 

3
 

2
 

4
 

1
 

3
 

2
 

4
 

V
 

V
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大
分

類
 

Ｄ
１

 
ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

 
小

分
類

 
１

１
 

イ
ン

サ
イ

ド
ベ

ン
ド

（
R

）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

曲
り

方
向

□
 
Ｗ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

幅

□
 
Ｈ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
：の

高
さ

（親
桁

の
高

さ
）

□
 
R

：曲
り

部
の

半
径

□
 
Ｎ

：接
続

部
の

長
さ

□
 

Ｖ
：ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

の
方

向
 

ラ
ッ

ク
下

端
か

ら
ケ

ー
ブ

ル
へ

向
か

う
大

き
さ

 

１
の

方
向

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Z
 

※
上

記
以

外
の

パ
ラ

メ
ー

タ
（
子

桁
の

間
隔

や
、

親

桁
・子

桁
の

幅
な

ど
）
に

つ
い

て
は

、
読

み
込

み
側

の
Ｃ

Ａ
Ｄ

の
設

定
を

利
用

す
る

。
 

  

大
分

類
 

Ｄ
１

 
ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

 
小

分
類

 
１

２
 

ア
ウ

ト
サ

イ
ド

ベ
ン

ド
（
R

） 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

曲
り

方
向

□
 
Ｗ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

幅

□
 
Ｈ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
：の

高
さ

（親
桁

の
高

さ
）

□
 
R

：曲
り

部
の

半
径

□
 
Ｎ

：接
続

部
の

長
さ

□
 

Ｖ
：ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

の
方

向
 

ラ
ッ

ク
下

端
か

ら
ケ

ー
ブ

ル
へ

向
か

う
大

き
さ

 

１
の

方
向

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Z
 

※
上

記
以

外
の

パ
ラ

メ
ー

タ
（
子

桁
の

間
隔

や
、

親

桁
・子

桁
の

幅
な

ど
）
に

つ
い

て
は

、
読

み
込

み
側

の
Ｃ

Ａ
Ｄ

の
設

定
を

利
用

す
る

。
 

 

 

主
軸

 

主
軸

 

副軸 副軸 

H 

R
 

W 

N
 

H 

R
 

N
 

W 

V
 

V
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大
分

類
 

Ｄ
１

 
ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

 
小

分
類

 
１

３
 

イ
ン

サ
イ

ド
ベ

ン
ド

（
直

）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

曲
り

方
向

□
 
Ｗ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

幅

□
 
Ｈ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
：の

高
さ

（親
桁

の
高

さ
）

□
 
Ｌ

：曲
り

部
の

長
さ

□
 
Ｎ

：接
続

部
の

長
さ

□
 

Ｖ
：ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

の
方

向

 
  

  
 ラ

ッ
ク

下
端

か
ら

ケ
ー

ブ
ル

へ
向

か
う

大
き

さ
 

１
の

方
向

ベ
ク

ト
ル

X
,Y

,Z
 

※
上

記
以

外
の

パ
ラ

メ
ー

タ
（
子

桁
の

間
隔

や
、

親

桁
・子

桁
の

幅
な

ど
）
に

つ
い

て
は

、
読

み
込

み
側

の
Ｃ

Ａ
Ｄ

の
設

定
を

利
用

す
る

。
 

  

大
分

類
 

Ｄ
１

 
ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

 
小

分
類

 
１

４
 

ア
ウ

ト
サ

イ
ド

ベ
ン

ド
（直

）
 

■
接

続
点

数
＝

２

■
配

置
基

準
点

＝
接

続
点

１
と

同
座

標

■
副

軸
方

向
＝

曲
り

方
向

□
 
Ｗ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
の

幅

□
 
Ｈ

：ケ
ー

ブ
ル

ラ
ッ

ク
：の

高
さ

（親
桁

の
高

さ
）

□
 
Ｌ

：曲
り

部
の

長
さ

□
 
Ｎ

：接
続

部
の

長
さ

□
 

Ｖ
：ケ

ー
ブ

ル
ラ

ッ
ク

の
方

向

 
  

  
 ラ

ッ
ク

下
端

か
ら

ケ
ー

ブ
ル

へ
向

か
う

大
き

さ
 

 
 

 
 

 
１

の
方

向
ベ

ク
ト

ル
X
,Y

,Z

※
上

記
以

外
の

パ
ラ

メ
ー

タ
（
子

桁
の

間
隔

や
、

親

桁
・子

桁
の

幅
な

ど
）
に

つ
い

て
は

、
読

み
込

み
側

の
Ｃ

Ａ
Ｄ

の
設

定
を

利
用

す
る

。
 

 

 

W 

主
軸

 

H 

N
 

L
 

W H 

N
 

L
 

主
軸

 

副軸 副軸 

V
 V
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ティ

照明

来客管理

エレベー
ター

24時間
監視

エネル
ギー

空調

WAN

IP共通基盤上に
統合されたネットワーク

ビルディングオートメーション
システムごとの個別ネットワーク

ビルディングオートメーションシステムを
IP共通基盤上に統合

従来 今日

6

高速インターネット

IP 電話

音声とビデオ会議

インタラクティブメディア

来客管理

VPN

ワイヤレス

中央集約型の情報ユーティリティ

電子看板

Te
na

nt
 S

er
vi

ce
s 

an
d 

Te
ch

no
lo

gi
es

空調

防災

24 時間監視

ビデオ監視

エレベータ

照明

エネルギー

アクセス制御

B
uilding Services and Technologies

オフィスシステム ビルディングオートメーションシステム
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ステークフォルダー別メリット

8

ビルオーナー
 収益力強化

 従業員の生産性向上

 スペースの最適利用

 新規ビジネス機会創出

 新たなエクスペリエンスの提供

 テナント入居率、契約継続率向上

 経費削減

 顧客満足度向上

 環境対策

ビルオーナー
 収益力強化

 従業員の生産性向上

 スペースの最適利用

 新規ビジネス機会創出

 新たなエクスペリエンスの提供

 テナント入居率、契約継続率向上

 経費削減

 顧客満足度向上

 環境対策

テナント
 コラボレーション、モビリティによる
新しいワークスタイルの実現

 運用管理の簡素化

 ビジネスの効率、生産性向上

 経費削減

 環境対策

テナント
 コラボレーション、モビリティによる
新しいワークスタイルの実現

 運用管理の簡素化

 ビジネスの効率、生産性向上

 経費削減

 環境対策

投資家
 長期的な資産価値向上

 収益力向上

 総資産利益率
投資収益率向上

 環境対策

投資家
 長期的な資産価値向上

 収益力向上

 総資産利益率
投資収益率向上

 環境対策

ビル管理会社
 運用の効率化

 管理収益、賃料向上

 物件イメージ、集客力向上

 維持管理コスト削減

 セキュリティ強化

 環境対策

ビル管理会社
 運用の効率化

 管理収益、賃料向上

 物件イメージ、集客力向上

 維持管理コスト削減

 セキュリティ強化

 環境対策

デベロッパー
 先端性、新規性、話題性で集客力、ブランドイメージ向上

 収益性、投資回収率向上

 CAPEX/OPEX削減で賃料向上、分譲価格向上

 統合ネットワークの事例として知名度向上

 環境対策

 能動的な複合型監視システムによる安心
安全なビル環境の実現

デベロッパー
 先端性、新規性、話題性で集客力、ブランドイメージ向上

 収益性、投資回収率向上

 CAPEX/OPEX削減で賃料向上、分譲価格向上

 統合ネットワークの事例として知名度向上

 環境対策

 能動的な複合型監視システムによる安心
安全なビル環境の実現

ステークフォルダー別CREのバリュー

新たな
ユーティリティとしての

ネットワーク

サブコン、メーカー
 協業による信頼性、安定性向上

 新規ビジネス機会創出

 高品質、高信頼性

 販売拡大

 グローバルビジネス展開

 環境対策

サブコン、メーカー
 協業による信頼性、安定性向上

 新規ビジネス機会創出

 高品質、高信頼性

 販売拡大

 グローバルビジネス展開

 環境対策
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建築建築

削減項目

 ケーブル敷設とケーブル敷
設システム

 導入工事の労働力

 設備とソフトウェア

削減項目

 ケーブル敷設とケーブル敷
設システム

 導入工事の労働力

 設備とソフトウェア

運営運営

削減項目

 エネルギー使用量

 メンテナンス経費

 教育費用

削減項目

 エネルギー使用量

 メンテナンス経費

 教育費用

テナントサービステナントサービス

 マネージドサービスと新た
な広告基盤による収益

 環境のユーザコントロール
の向上

 セキュリティの向上

 マネージドサービスと新た
な広告基盤による収益

 環境のユーザコントロール
の向上

 セキュリティの向上

資本的支出額
CAPEX

事業運営費
OPEX

新たな収益とサービス

15 ~ 25% 15 ~ 25% 15 ~ 20%

CREによってもたらされる新たな価値

10

CREソリューション例
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e

Wireless
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12

Building Exchange on Cisco ISR

Lighting 
system
Lighting 
system

BX software in 
AXP

CCTV

DVR

Lighting 
Sensor
Lighting 
Sensor

Ir SensorIr Sensor

Residence/Tenant 
buildings!
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高まる日本の安全 / 防犯対策  監視カメラ

監視カメラの需要

9.11テロ以降、企業や公共機関のテロ
対策意識はさらに高まり、街頭のカメラ
設置台数も増加。

また、2001年以降のブロードバンドの
普及により、ネット回線を使用するネット
ワークカメラが急速に普及、ビルセキュ
リティにおいても高度な監視システムが
求められている。

監視カメラの需要

9.11テロ以降、企業や公共機関のテロ
対策意識はさらに高まり、街頭のカメラ
設置台数も増加。

また、2001年以降のブロードバンドの
普及により、ネット回線を使用するネット
ワークカメラが急速に普及、ビルセキュ
リティにおいても高度な監視システムが
求められている。

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

2002 2004 2006 2008 2010

国内

海外

(千台)

予測

ネットワークカメラ出荷台数推移

（矢野経済研究所調べ 2007年12月）

東京メトロ 顔認証実証実験

カメラの映像から特定の人物を顔の特徴により照合/認証するシステムの技術的検証を
行うことを目的として「顔認証システムを用いた新規カメラ研究会」を開催し、東京メトロ
霞ヶ関駅において実証実験を実施。(2006年5月）

国土交通省ウェブサイトより 鉄道テロ対策: http://www.mlit.go.jp/tetudo/index_tr.html

東京メトロ 顔認証実証実験

カメラの映像から特定の人物を顔の特徴により照合/認証するシステムの技術的検証を
行うことを目的として「顔認証システムを用いた新規カメラ研究会」を開催し、東京メトロ
霞ヶ関駅において実証実験を実施。(2006年5月）

国土交通省ウェブサイトより 鉄道テロ対策: http://www.mlit.go.jp/tetudo/index_tr.html

14

Video surveillance & Unified communications

Access 
Control
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Technology

Intruder 
Detect

Channel 
Controllers

DSI/DALI 
Interface

Occupancy 
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Lighting 
Control

General 
Lighting

IP TelephonyIP Telephony

Wireless

CCTV

Security Camera
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Video surveillance /Person Image TAG & Unified 
communications

IP TelephonyIP Telephony

Wireless

CCTV
Location A

CCTV
Location B

CCTV
Location C

CCTV
Location D

Image 
Analysis

Image TAG

Data Base

Person A located at A
Person A moving to D

Provides Provides 
Favorite Favorite 
SongsSongs

Select 
Favorite 
songs

Bring Bring 
Favorite Favorite 

MenuMenu

16

CRE ソリューションが提供するバリュー

Video 
Surveillance 

System

Lighting & 
Security alarm 
integration by 

BX

無線LANシステムによ
る位置情報検知機能と
ユニファイドコミュニケー
ション機能が統合された

監視カメラシステム

Cisco社製ルーターに
搭載された

照明と監視カメラの連動
制御機能

 より洗練された防犯機能
 資産価値の向上
 運用コストの削減

 消費電力の削減
 より洗練された防犯機能
 資産価値の向上
 運用コストの削減

施主
ビルオーナー
企業のCxO
ビル管理会社
BA ベンダー

システムインテグレーター

施主
ビルオーナー
ビル管理会社

セキュリティーサービス
BA ベンダー

ソリューション 概要 バリュー
バリューを

享受する対象

Video 
Surveillance

/TAG Image & 
UC

監視カメラの画像解析
データをデータベース
化した顔認証システム

 導線管理とマーケティング分析
 高い顧客満足
 競合優位・差別化
 より洗練された防犯機能
 幅広いビジネス機会の創出

施主
ビルオーナー
ビル管理会社

セキュリティーサービス
BA ベンダー
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導入事例

18

国内導入例: 東京ミッドタウン

 ITを活用した事例として先進性を打ち出す

 長期的に活用できるインフラ

導入背景導入背景

 IPによるビルシステムの統合、敷地内を広くカバーするワイヤレスサービス

 音声や画像などの統合による効率化

施策施策

 新たなサービス提供を提供するときのイニシャルコストの低減

 ケーブリングコストの削減
 IP化によるインフラの統合によるコスト削減効果（測定中）

 通信事業者との協力による接続サービスの実現による利便性の向上

 効率的なエネルギー使用（人感センサー、照明）

効果効果

BASBASととITITの統合の統合

音声、データの統合音声、データの統合

付加価値サービス付加価値サービス

商用ビル商用ビル

複合施設における最先端の技術の統合

設備系のネットワークで、空調、照明、映像、入退室がすべて10GbのIPネットワークでつなげられている
（防災、昇降機系は、法規制でこのIPネットワークに相乗りはしていない）
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フリーアドレスで生産性の高いオフィス環境

 オフィススペースの有効活用と
ファシリティコストの削減

 コミュニケーションが活発化

 プロジェクト単位での座席形成
により業務効率のアップ

 営業マンは顧客との対面時間
を増大

 会議には資料を印刷せずに各
自がパソコンで資料を参照し、
すぐに情報にアクセス

●プロジェクト単位で座席を形成
●午前と午後で座席を移動する場合も

ON ●固定の座席を形成させない
●紙を保管しない

OFF

 全社員がノートパソコン

 無線LANによりどこでも仕事

 IPフォン (ログイン機能付)
 グループウェア

 セキュリティ

 在籍状況確認

 チャット

無線LAN
アクセスポイント

荷物はキャビネットへ

20

Columbia Centerの概要

【建物概要】

 1982年竣工

 550,000SF

 地上21階

 地下：駐車場のみ

 店舗： 1階フロアにコンビニ、カ
フェなど5店舗

 オーナー： SENTRE Partner

 管理： Bandwidth-Now
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Columbia Centerのハイライト

 レトロフィット

 ビル設備とテナント向けネットワーク
の統合管理

 テナントおよび来訪者向け無線LAN

サービス

 データセンタのスペース貸し

 貸し会議施設

 デジタルメディアサーバー

 ビデオ監視システム

 無人パーキングシステム

22

テナント企業が受けるメリット

デジタルサイネイジによる自社広告や、自社フロアにおいては社員への掲
示板として情報配信

デジタルサイネイジ
によるテナント企業
の広告

管理会社へWebサイトから作業依頼を出し、迅速で確実なサービスを受け

られる
管理会社への作業
依頼オンラインシス
テム

ビル内のセキュアなデータセンターのホストサービスを受け、TCO削減データセンターのス
ペース貸し

 200名程度のセミナーから20人程度の会議まで目的に応じてレイアウト変

更可能
 備え付けのビデオ会議システムを利用し、会場外への映像配信も可能

貸し会議室＋ビデオ
会議システム

 １つのセキュリティカードで、駐車場、エレベータ、部屋へのアクセス管理
 画像検知のアプリケーションと組み合わせ、動きをトリガーに録画し、保存

セキュリティ強化

テナント企業、来訪者は、無料無線LANサービスを利用可能ビル全体の無料無
線LANサービス

ネットワークの設備投資、運用管理コストの削減
1.5MB @$1,000 ⇒ 100MB @$250

各フロアのEthernet
ポートまでのネットワ
ークを運用管理
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Columbia Center オーナーメリット

テナントリレーションシップ向上
ビル資産価値（ブランドイメージ）、認知度向上

テナント料 $300/sf （プレミア約5%）

空室率削減 12% ⇒ 5%

CAPEX $0.20/sf 削減

OPEX $0.71/sf削減

キャッシュフロー +$0.70/sf改善

24

その他 同様なコンセプトを導入したビルのご紹介

San Diego Tech Center 
650,000sf Koll Center 382,000sf

Waterridge PlazaPacific Center

Phoenix Plaza 850,000sf

One America Plaza 
600,000sf
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東京ミッドタウンでの
無線LAN利用状況

資料 東京ミッドタウンの情報通信計画 ２００７年１１月２１日
㈱日建設計 情報計画室
栄 千治 様

より抜粋

26

東京ミッドタウンのコンセプト

 Diversity
あたらしい価値と出逢える、「都市機能のコラボレーション」
という発想

 Hospitality
日本の心を継ぐ、おもてなしの街

 On the Green
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・ 建物管理員や保守員へのサービス

・ 建物管理・保守員は、中央監視室や防災センターの離席

時や巡回時、建物内の情報を一元的に収集・発信可能

・ 各種警報が発生した場合、その発生場所に一番近い建

物管理・保守員が対応可能

・ 電話機能やネットワーク機能もあり、建物管理・保守員間

やテナントユーザー又は建物外部とのコミュニケーション
が可能

・ テナント内ユーザーターミナルとして空調の温度設定や

ＯＮ／ＯＦＦ、延長運転などが可能

モバイルビルディングシステム（モバイルビルディングシステム（MBSMBS）の特徴）の特徴

28

東京ミッドタウン キャンパスネットワークの概略図
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無線ＬＡＮの概要
・ＩＥＥＥ８０２．１１ａ／ｂ／ｇに対応

・無線携帯内線電話、データ通信、公衆無線ＬＡＮなど

多種多様なサービスを提供

・施設内共用部に無線ＬＡＮアクセスポイントを設置

＜オフィス＞

・エントランスロビー、ＥＶホール、廊下など

＜商 業・住 宅＞

・エントランスロビー、ＥＶホール、廊下など

＜その他＞

・カンファレンス

・防災センター、機械室、バックヤードなど

・外構などの屋外にも無線ＬＡＮアクセスポイントを設置

・セキュリティ対策は、ＥＳＳＩＤステレス化、

ＩＥＥＥ８０２．１ｘ（認証）、ＷＰＡ（暗号化）の採用

30

主要機械室

（屋外）大型モニタ

（屋外）防犯灯

ＥＶホール

駐車場

無線ＬＡＮのサービスエリア
 外構含む全敷地共用部の無線LAN対応

共用廊下
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公衆網

インター
ネット網

モバイルビルディングシステム（モバイルビルディングシステム（MBSMBS）の概念図）の概念図

オフィスネットワーク

PDA-Phone
携帯電話

無線LAN

Floor-SW

Floor-SW

Fire wall
Fire wall

ビルディングサーバ
IP-Phone

BMS端末／サーバBA監視端末

メンテナンス端末

ユーザー端末

BA-NET

ビルディング
ネットワーク

PC-Phone

ＥＰＳ／共用部

オフィス

機械室／共用部

Core-SW

＜ビルディングサービスシステム＞

Floor

中央監視室／防災センター

Floor-SW

＜建物外＞

AP

AP

AP

＜施設管理系ネットワーク＞

32

モバイルビルディングシステム（モバイルビルディングシステム（MBSMBS）の）の警報表示警報表示
・携帯内線ＩＰ電話（ＦＯＭＡ） にて建物内および外構内で通信可能
《 利用方法 》
・内線電話／外線（携帯）電話
・施設監視設備の警報メール
・職員の位置情報管理

警報発生

エリア内

エリア外
※FOMA 契約端末のみ

警報通知メッセージ

メール転送

携帯端末同士

エリア内
固定内線電話

警報通知機能

内線通話機能

外線電話
（発信のみ )

ロケーション管理機能による
現在位置確認

現在位置情報を表示

10:12 9999@infs.cp.

重 1/Z-B4-熱 -BS-ZB4-2

受信 BOX 1 / 2

選択 機能

10:24

12:07

14:49

18:32

重 1/Z-B4-空-AC-ZB5

重 1/B-B4-電 -[B] 63GI

特0/A-B4-火 -火災警戒

特 1/A-B4-防 -防犯警戒

9999@infs.cp.

9999@infs.cp.

9999@infs.cp.

9999@infs.cp.

設備中央監視画面
ＩＴＶ監視画像

タブレットＰＣにて表示

外線固定電話
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無線携帯電話（ＦＯＭＡ９００ｉＬ）無線携帯電話（ＦＯＭＡ９００ｉＬ）のの警報表示例警報表示例

34

モバイルモバイルPCPCのの施設監視画面表示例施設監視画面表示例

モバイル端末による警報監視モバイル端末による警報監視
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モバイルビルディングサービス〔 位置情報管理 〕

無線LANによる位置管理画面

36

Service Oriented Network Architecture

拠点ネットワーク

認証サービス

コンピューティングサービス

一元統合されたコミュニケーション

アプリケーション指向ネットワーキング

コラボレーション・コミュニケーション手段

データーセンター

統合された
ネットワークサービス

（ネットワークで
用意された機能）

ローカルネットワーク

ネットワークシステム

ネットワーク基盤の仮想化

ストレージサービス

モビリティサービス

セキュリティサービス

ネットワークアプリケーション配信

ビル管理業務・販売管理業務など

業務内容
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Files

Fax

Server

Legacy 
modem/router/switch

WAN / 
Internet

Plan Desk

PSTN

Integrated svc. 
Router

Access
Point

The Connected Construction Trailer
Cisco Connected Construction
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The Connected Construction Site
Cisco Connected Construction

Connected Construction siteConnected Workplace (Trailer)

Files

Fax

Server

Plan Desk
Integrated Svc

Router

Access
Point

Access
Point

Access
Point
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Mobile Resource Planning Centers
Cisco Connected Construction

McGraw-Hill Construction is truly grateful to Cisco 
Systems, Inc. and Coleman Technologies, Inc. for 
providing the network powering the mobile Hurricane 
Resource Center in New Orleans. We believe this network 
will prove to be a critical success factor of the recovery 
efforts. 

 Keven Andrew McCook, Regional Director, McGraw-Hill Construction
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資料８－２ 建設現場におけるモバイル通信機器の活用 

（通信機能ヘルメット－U メット） 
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